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1.仙台城跡二の丸第17地点69号溝・70号溝 (北から Ⅲbl期)
2.仙台城跡二の丸第17地点中区Ⅲb2・ 3期の遺構群 (西から)
】?
5。 約|1台城跡二の丸第17地点使糟遣構 (北から Ⅱ期)4.仙台城跡二の九第17地点 3・4号塀跡 (南から Ⅳb期)
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7.仙台城跡二の九第17地点3層出上の陶磁器 (18世紀末～19世紀初頭)
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8,仙台城跡二の丸第17地点出上の鬼瓦・軒丸瓦・軒平瓦
9.仙台城跡二の丸第17地点便槽遺構出上の陶磁器
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7地点出上の焼10.仙台城跡二の丸第1
12.仙台城跡二の九第17地点出土の警類11.仙台城跡二の九第17地点出土の櫛
序東北大学の構内には、川内キャンパスを始め、各地区に周知の遺跡がある。東北大学では、
1983年に埋蔵文化財調査委員会を設置し、その後の組織改編を経て、本センターが施設整
備に伴う埋蔵文化財の調査を実施してきた。
本年報は、2000年度における埋蔵文化財調査の報告である。文系総合研究棟新営に伴っ
て実施した、仙台城跡二の丸第17地点の調査成果を掲載した。川内キャンパスの南地区に
所在する仙台城跡二の丸地区は、本学構内の遺跡の中でも最も重要なものである。二の九地
区の調査としては、1993年度に実施した第12地点の調査以来の大規模な調査となった。
今回の調査地点は、二の丸地区の中では西端に近い部分ではあったが、江戸時代初頭から
幕末に至るまで、各時期の遺構の変遷がとらえられている。また出土遺物も膨大で、文献記
録に残る文化元年 (1804年)の火災の際に、まとめて廃棄されたと考えられる一括資料も
出土しており、当該期の基準資料となるものである。
仙台城跡については、国史跡への部分指定も行われ、仙台市教育委員会による本丸などの
調査が進められている。本センターが実施してきた二の丸地区の調査成果と、本丸などの調
査成果を総合的に検討し、仙台城全体の具体的な姿を明らかにしていくことが可能となって
きたと言える。それとともに、仙台城跡全体をどのように保存し活用していくのかを、考え
ていくことが必要となってくるであろう。本書に掲載した調査の成果が、仙台城の解明のた
め、また近世考古学の発展の上で、広く活用されることを願うものです。
おわりに、これらの調査を進める上でご指導ご助言をいただいた、大学内外の関係者およ
び関係機関に厚く御礼を申し上げます。とりわけ、調査の実施から報告書の刊行に至るまで、
多くの協力を賜った本学の施設部、文系4学部の関係各位には、ここに深く感謝申し上げる
次第です。
埋蔵文化財調査研究センター長
阿子島 香
例  言
1.本年報は、東北大学構内において、東北大学埋蔵文化財調査研究センターが2000年度に行った遺跡調査、な
らびに 研究成果をまとめたものである。
2.報告される遺跡と略号、調査期間、調査担当者は以下の通りである。
仙台城跡二の九第17次調査地点 (NM17)
試掘調査 1998年 6月1日～8月7日 藤沢敦・関根達人 本調査 2000年 3月1日～12月21日
藤沢教・関根達人・柴田 (旧姓京野)恵子
3。 調査 。整理作業は、東北大学埋蔵文化財調査研究センターが行った。
4。 本年報の編集は、阿子島香の指導のもとに、藤沢教・柴田恵子・高木暢亮が担当した。
5。 本文は、藤沢教・柴田恵子・高木暢亮が分担執筆した。分担は、以下のとおりである。
第I章:藤沢教
第Ⅱ章 :1高木暢亮、2～ 4藤澤敦、 5(1)～(4)。(6)柴田恵子、(5)。(7)～(9)高木暢亮、 6(1)藤澤敦、
(2)柴田恵子、 7藤澤教
央文要旨については、高木暢亮が作成し、阿子島香が校訂した。
6。 発掘調査および整理・報告書作成にあたっては、以下の方々や関係機関から御指導・御協力を賜った。記し
て感謝申し上げる (敬称略)。
仙台市教育委員会 。東北大学大学院文学研究科考古学研究室
7.出土遺物・調査記録は、東北大学埋蔵文化財調査研究センターで保管・管理している。
凡  例
1.方位は、真北に統一してある。
2.図1と図2は、それぞれ国土地理院作成の、2万 5千分の1地形図「仙台西北部」と「仙台西南部」、 1万
分の1地形図「青葉山」を使用した。
3.川内地区の仙台城二の丸跡、および北方の武家屋敷地区にあたる地域の地形測量図は、仙台市教育委員会の
作成による「仙台城跡地形図」(縮尺500分の1)を使用した。
4.遺物の実測図および写真の縮尺はそれぞれに示した。
5.引用・参考文献は、巻末にまとめた。また本文中で、『東北大学埋蔵文化財調査年報』を引用する場合は、
年報1という形で略記した。
6。 挿図中のスクリーントー ンは、特に指示しないものについては、以下の通りである。
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第I章 2000年度 (平成12年度)事業の概要
1. |よじめに
東北大学には、仙台市内の各キャンパスに加えて、多くの研究施設がある。これらの各地区構内には、多くの
埋蔵文化財が存在している (図1)。特に川内地区は、ほぼ全域が近世の仙台城跡二の九地区と二の九北方武家
屋敷地区にあたっている (図2)。東北大学構内での施設整備等に伴う埋蔵文化財調査については、1983年度に
東北大学埋蔵文化財調査委員会が組織されて以降、その実務機関である埋蔵文化財調査室が、調査の任にあたっ
てきた。1994年度には、埋蔵文化財調査委員会を改組し、学内共同利用施設としての埋蔵文化財調査研究センタ
ーが設置され、調査委員会の事業を引き継いでいる。
2000年度においても、川内地区で大規模な調査が実施され、新たな資料を提供することとなった。本年報は、
これらの調査成果、および同年度のセンターの研究教育活動など、各種事業についてまとめたものである。
2E運営委 員会・ 専 門委 員会
東北大学埋蔵文化財調査研究センターでは、センターの運営に関する重要事項を審議する運営委員会と、運営
委員会の下に埋蔵文化財調査に関する専門的事項を審議する専門委員会が設置されており、両委員会の審議をも
とに運営が進められている。通常は、運営委員会は年度当初に一回開催し、そこで年間の事業予定・予算等を審
議し、調査に関わる具体的な事項は、専門委員会をその都度開催して審議することとしている。
2000年度 (平成12年度)は、運営委員会は1回、専門委員会は3回開催した。それぞれの開催月日・議事内容
は以下の通りである。
埋蔵文化財調査研究センター運営委員会
4月12日  審議事項 (1)平成12年度埋蔵文化財調査計画について
(2)平成12年度センター運営費について
(3)平成12年度整理作業計画について
(4)東北大学埋蔵文化財調査研究センター長について
(5)その他
報告事項 (1)平成11年度埋蔵文化財調査結果について
(2)平成11年度センター運営経費決算について
(3)平成11年度整理作業について
(4)調査研究員の流用定員について
(5)その他
表 1 2000年度調査概要表
Tab l  Excavations on the campus in the nscal year 2000
調査の種類 調 査 地 点 (略号) 原   因 調査期間 面 積 時 期
本調査 仙台城跡二の九第17地点 (NM17) 文科系4学部総合研究棟新営 3/1-12/21957■正 近 世
立会調査
川内北地区プール南側 (20011⊃ プール給水管改修
植物園本館南東側 (2000‐2) 屋外汚水管改修 5/29-6/2
富沢団地東側 (200113) 法面改修 8/29
工学研究科グランド南lRl(200114) 未来情報社会研究館新営 2/7
rvriyagi Pref
●
Sendai Castle
(Tohoku Univ)
Ruin of Sendai Castle
Kawauchi steles
Aobayama Site Loc B
Aobayama Site Loc E
Aobayama Site Loc.C
Aobayama Site Loc A
Aobayama Site Loc.D
AshinOkuchi Site
1:仙台城跡 2:川内古碑群 3:青葉山遺跡B地点 4:青葉山遺跡E地点 5:青葉山遺跡C地点 6:青葉山遺跡A地点
7:青葉山遺跡D地点 8:芦ノロ遺跡 9:片平仙台大神宮の板碑 10:郷六大日如来の碑 ユユ:葛岡城跡 12郷六城跡
13:郷六建武碑 14:沼田遺跡 15:郷六御殿跡 16:郷六遺跡 17:松ヶ岡遺跡 18:向山高裏遺跡 19:萩ヶ丘遺跡
20:茂ヶ崎城跡 21:ニツ沢横穴墓群 22:萩ヶ岡B遺跡 23:八木山緑町遺跡 24:ニツ沢遺跡 25:青山二丁目遺跡
26:青山二丁目B遺跡 27:杉土手 (鹿除土手) 28:砂押屋敷遺跡 29:砂押古墳 30:富沢遺跡 31:泉崎浦遺跡
32:金洗沢古墳 33:土手内窯跡 34:土手内遺跡 35:土手内横穴墓群 36:三神峯遺跡 37:金山窯跡 38:三神峯古墳群
39:富沢窯跡 40:裏町東遺跡 41:裏町古墳 42:原東遺跡 43:原遺跡 44:人幡遺跡 45:後田遺跡 46:町遺跡
47:神漉山遺跡 48:御堂平遺跡 49:上野山遺跡 50:北前遺跡 51:佐保山東遺跡
図1 東北大学と周辺の遺跡
Fig.l  Archaeological sites and Tohoku University
図2 仙台城と二の丸の位置
Fig.2 Distribution of Sendai Castle
埋蔵文化財調査研究センター運営委員会専門委員会
4月22日  審議事項 (1)平成12年度埋蔵文化財調査計画について
(2)平成12年度整理作業計画について
8月 1日
(3)その他
報告事項 (1)平成11年度埋蔵文化財調査結果について
(2)平成11年度整理作業について
(3)その他
審議事項 (1)総合研究棟新営に伴う埋蔵文化財調査について
(2)工学部共通駐車場整備工事への対処方策について
(3)その他
審議事項 (1)総合研究棟新営に伴う埋蔵文化財調査について9月22日
(2)その他
当年度は、仙台城跡二の丸第17地点の調査を実施していたため、調査の進捗状況に合わせて、専門委員会を開
催した。その際には、専門委員会開催に先立って、委員による調査現場の視察を行った。また本年 5月に、当セ
ンターの調査研究員が、青葉山遺跡E地点第5次調査地点 (1996年度調査実施)の東側が、駐車場造成のため削
平されていることを発見した。直ちに経緯などを調査したところ、部局発注工事のため、施設部との連絡調整が
うまくいかず、施設部や当センターに連絡がないまま工事が実施されていたことが判明した。善後策について仙
台市教育委員会とも協議し、工事による破壊の範囲・程度を確認する調査を実施すること、その際、駐車場とし
て利用を継続していくと破壊が進みかねない部分が存在する場合には、その区域については記録保存のための調
査を実施することとした。ただし、今年度は調査を行う時間的余裕が持てないことから、翌年度以降に実施する
こととした。この問題については、 8月1日開催の専門委員会において審議した。あわせて、同様の事態が今後
おこらないように、施設部長と埋蔵文化財調査研究センター長の連名で、「周知の埋蔵文化財包蔵地における土
木工事の実施について」との文書を学内各部局等へ通知し、注意を喚起した。
3.埋蔵 文化財調査 の概要
2000年度は、川内地区 。青葉山地区 。富沢地区において、本調査1作、立会調査4件の、合計5件の調査を実
施した。(表1)。
(1)川内地区の調査
川内地区では、本調査1件と立会調査2件を実施した (図3)。
本調査を実施したのは、文系4学部総合研究棟新営に伴う仙台城跡二の九第17地点の調査である。これについ
ては、1998年度に実施した試掘調査結果を合わせて、本年報の第Ⅱ章において報告する。.
立会調査は1件が川内北地区、 1件が川内南地区であった。
川内北地区で立会調査を実施したのは、プール給水管改修に伴う調査である。掘削される範囲が狭いため、立
会調査としたものである。調査の結果、工事による掘削は、プール造成時に盛土された範囲内に収まることが明
らかとなった。遺物も出土していない。
川内南地区で立会調査を実施したのは、植物園本館南東側の屋外汚水管改4外に伴う調査である。掘削される範
囲が狭いため、立会調査とした。調査の結果、部分的には、表土のすぐ下で地山が露出したが、既に削平されて
いると考えられ、遺構・遺物は発見されなかった。それ以外の部分は、工事による掘削は、近代以降の盛土の範
囲内に収まった。遺物も出土していない。
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(2)青葉山地区の調査
青葉山地区では、立会調査 1件を実施した (図4)。工学研究科グランド南側の、未来情報社会研究館新営に
伴う調査である。周知の遺跡の範囲からは離れるが、火山灰層が残存している可能性が高いため、立会調査を行
った。工事範囲の南西隅から北東方向に、黒色土の落ち込みがあり、沢状の地形であったと考えられる。その周
囲では、表土下すぐに愛島軽石層が確認されたため、沢によって削られているものと判断した。逆の北東隅付近
では、現地表下2m以上の厚さで、新しい盛土が存在し、その下のローム層の堆積も、あまり良好ではなかった。
遺構・遺物は発見されなかった。
(3)宮沢地区の調査
富沢地区では、立会調査1件を実施した (図5)。富沢地区には、理学研究科附属原子核理学研究施設や職員
宿舎などが置かれている。研究施設の北東側は山林となっており、金流沢沿いの低地に接する崖までが東北大学
の用地となっている。この崖のすぐ下まで民家が建ち並んでいるが、近年の豪雨の度に崩壊が進み、危険なため
法面改修を行うこととなった。
三神峯丘陵の北側にあたる、金流沢沿いの崖面には、土手内横穴墓群A地点が存在する。1949年に工事中に発
見され、鉄刀 1点・須恵器2点。人骨4体分が出土している (伊東信雄1950)。今回工事が行われた場所は、遺
跡地図に登載された土手内横穴墓群A地点の範囲からははずれるが (仙台市教育委員会1995)、1985年頃には、
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図5 富沢地区と周辺の遺跡
Fig.5  Archaeo10gical sites of and TOnlizaM/a campus of TOhOku University
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横穴墓らしきものが1基残存していた (図6)。
ただし遺存状態は悪く、崖の崩壊によって玄門
まで崩落しており、玄室の一部と思われる部分
が、かろうじて残存していた。内部も崩落が進
み、詳細については、判明し難い状況であった。
今回の工事が実施される前に、現状確認のため
の踏査を行ったが、かつて存在していたこの横
穴墓らしきものも、崖面の崩壊の進行によって、
すでに残存していなかった。他の横穴墓が存在
する可能性も、現状の地形からは少ないと判断
した。また、崖の上面も、芦ノロ遺跡の範囲内
となっているため踏査したが、遺物などは採集
されなかったので、立会調査で姑処することと
Fig.6 Remaining situation of tunnel tomb(Taken a picture in 1985)
した。崖面の掘削工事の進行に合わせて立会調査を行ったが、遺構・遺物は発見されなかった。
4.遺物整理作業
東北大学埋蔵文化財調査研究センターでは、調査成果の報告は、年度ごとにまとめて『東北大学埋蔵文化財調
査年報』において行ってきた。これは、センターの前身である東北大学埋蔵文化財調査委員会から続いているも
のである。そのため調査年報の号数は、調査委員会の時期の号数を継承している。
調査委員会発足以降、当初は整理作業のための時間や経費が充分確保できない中で、調査報告書の刊行は遅れ
が重なっていた。このような報告書作成の遅れを解消し、調査実施の翌年度に整理作業、翌々年度に取りまとめ
て報告書を刊行するという体制を確立するために、1997年度以降は、一年で2冊の調査年報を刊行することを目
標としてきた。この方針のもと、1999年度に調査年報13と14を刊行する予定であったが、 3月から仙台城跡二の
九第17地点の調査を開始することとなり、調査年報14の刊行まで作業を進めることが難しくなった。そのため、
調査年報14の刊行は、2000年度に繰り延べすることとしていた。この措置を受けて、2000年度は、年報14・ 15。
16の3冊を刊行することとした。これによって、調査の翌々年度に報告書刊行という体制に、予定通り2000年度
末をもって移行することができた。
2000年度に刊行した F東北大学埋蔵文化財調査年報』14・ 15。16に掲載した調査報告は、以下のとおりである。
年報14  仙台城二の丸北方武家屋敷跡第6地点
青葉山遺跡E地点第5次調査
芦ノロ遺跡第4次調査
年報15  仙台城弥二の丸第16地点
青葉山遺跡E地点第6次調査
年報16  仙台城跡二の九第17地点試掘調査概要
整理作業は、これらを中心に実施することとなった。年報14に掲載した3地点の整理作業は、前年度までにか
なり作業を進めていた。ところが、2000年11月に、旧石器ねつ造事件が明るみに出た。年報14に掲載する予定と
なっていた青葉山遺跡E地点第5次調査では、ねつ造を行った人物が調査協力者として関与していたことから、
内容を再検討せざるを得なくなった。各地で検証作業が開始されてはいたが、その検討基準などが議論の途上で
あった中で、年度内に報告書を刊行しなければないという時間的制約もあり、射応に苦慮した。その時点では、
ねつ造事件の全体像がまだ明らかとなっていない状況であったため、有しているデータを最大限提示し検討のた
図6 横穴墓の残存状況 (1985年撮影)
めの素材を提供することを基本方針として、報告書を作成することとした。しかし、報告書作成時点では、ねつ
造の有無を明らかにはできなかった。その後の各地の検証発掘調査や、石器の付着物の検討などが進み、それら
の検討結果を参考にしつつ、さらに検討を進めた結果、当該資料について歴史資料としては使用できない状態に
あることを確認する結果となっている (東北大学埋蔵文化財調査研究センター2003)。かかる結果にいたったこ
と、および誤った内容の報告書を提示したことについて、この場で、あらためて謝罪する次第である。
年報15に掲載した2地点の整理作業は、洗浄 。注記・接合など、基礎的な作業は前年度までに行っていたため、
当年度は残る作業を実施した。年報16に掲載したのは、試掘調査概要であるため、遺物整理は本調査での出土遺
物を合わせて整理する必要があったため、基礎的な作業まで行った。
5.保存処理事業
東北大学埋蔵文化財調査研究センターでは、仙台城跡二の丸出土遺物を中心に、木製品・漆塗製品 。金属製品
など、保存処理を必要とする遺物を多数保管している。この内、木製品と銅製品については、当センターで保存
処理を進めてきている。木製品については、1997年度以降、糖アルコール (ラクチ トー ル)を利用した処理を行
っている (年報16)。2000年度は、仙台城跡二の丸第9地点 (1990年度調査)の出土木製品を中心に、保存処理
を進めた。
一方、鉄製品については、特に釘類の出土数量が膨大なため、充分なクリーエングも実施できず、未処理のま
ま保管する状態が続いていた。鉄製品の保存処理では、脱塩工程が重要であるが、従来から良く使われてきたリ
チウム法では、 1サイクルの処理に数ヶ月以上の期間が必要となる。この方法では、溶媒にアルコール類を使用
する。大量の鉄製品を、揮発性の高い溶波に長期間含浸して脱塩処理を行うのは、安全管理上からも問題が多い。
そのため、大量の鉄製品の脱塩処理を、効率良く実施する方法について検討を続けてきた。その結果、オートク
レーブを改良した脱塩装置 (平山製作所製 。DSM…242Ⅱ―K)を導入することとし、年度末に購入した。資料を入
れる容器部分の大きさは、径240mm、奥行き350mmである。当センターが朱管している鉄製品は、釘などの小
形のものが大多数を占めるので、この大きさのものでほとんどが対処できると判断した。
当センターでの保存処理作業は、1992年度に含浸槽を設置して以来、専用に使用できる場所がなかったため、
やむなくガレージの空きスペースを利用して行ってきた。厳冬期には気温が零下に下がる環境のため、冬期間の
作業は困難で、作業効率の点からも問題を残していた。そのためセンターと施設部で対策を検討してきたが、保
存処理作業のためのプレハブ (平屋建 。79,1∬)を設置できることとなり、年度末に工事が行われた。この保存
処理作業室は、翌2001年度より使用を開始した。作業室の詳細については、翌年度の年報において紹介したい。
6.資料保管状況
東北大学埋蔵文化財調査研究センターでは、ほとんどの遺物は容量30.3リットルのコンテナ (ポリプロピレン
製・サンボックス#32)に収納している。このコンテナに入らない大型のものについては、さらに大きなコンテ
ナや、適宜木箱を作成して収納している。全体の遺物総量を把握するために、容器の大小にかかわらず、箱の数
で数量を管理している。ただし、保存処理を行う必要のあるものは、別に保管しているため、これには入ってい
ない。当センターの前身である東北大学埋蔵文化財調査委員会が発足した1983年度からの、遺物総量の推移を箱
数で比較したのが、図7である。
2000年度末時点で、当センターで保管している遺物総量は2,560箱となった。前年度からは667箱の増加である。
これらは全て、本年度に実施した仙台城跡二の丸第17地点の本調査において出上した遺物である。前述のように、
2000年度に年報14。 15。16を刊行した。この内、年報16に掲載したのは、1998年度に実施した仙台城跡二の九第
17地点の試掘調査概要である。この試掘調査で出土した遺物は、本年度に実施した本調査での出土遺物と合わせ
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図7 収蔵遺物量の推移
Fig.7  Transidon of amount of archaeological remains
て整理作業を行う必要がある。したがって、年報15に掲載した、1997年度調査分まで整理作業が終了し、報告書
を刊行したこととなる。箱数では、1,809箱が整理・報告済みで、未整理は751箱となる。全体の箱数の内、整
理・報告済みのものの比率は70.7%となる。
7.研究活動
(1)受託研究・共同研究等
当センターでは、東北大学大学院工学研究科の量子エネルギーエ学専攻量子ビームエ学講座からの提案を受け、
1999年度から同講座と共同して、PIXE(Particte lnduced X―ray emission 粒子線励起X線分析)による、
考古資料の材質分析を行ってきた。
今年度、同講座の石井慶造教授が日本側実行委員会の代表となって「色の考古学的研究とそれに関わる科学的
手法に関する日仏コロキウム」(主催 :同実行委員会 。日仏文化協会)が、10月24～27日にかけて、東北大学で
開催されることとなった。共同研究を行ってきた関係で、当センターからも研究発表を行うこととなった。発表
者 。演題などは次の通りである。
関根達人「仙台城二の九跡出土漆器の彩色」2000年10月27日 終 :東北大学青葉山記念会館
(2)学会発表等
センターの業務にかかわる、学会での研究発表等としては、上記した「日仏ヨロキウム」での発表以外に、次
の発表を行った。
・平成12年度宮城県遺跡調査成果発表会 2000年12月 16日 終 :大和町まほろばホール
「仙台城二の丸跡第17地点」 発表者 :藤沢教
また、宮城県考古学会からの依頼を受けて、同会の会誌『宮城考古学』第3号(2001年5月発行)の「2000年
度宮城県内主要発掘紹介」に、「仙台城二の九跡第17地点」として、同地点の調査概要を寄稿した。
(3)資料調査
センター業務に関わる資料調査等としては、以下の2件で、それぞれ担当する調査研究員が出張した。
2001年 1月27～28日 江戸遺跡研究会第14回大会「食器に見る江戸の食生活」 お :江戸東京博物館
関根達人・京野恵子
2001年2月1～2日 秋田県埋蔵文化財センター 京野恵子
[東北大学埋蔵文化財調査年報14』では、芦ノロ遺跡第4及調査で検出された縄文時代の粘土採掘抗を報告し
た。秋田県埋蔵文化財センターヘの出張は、それに関わる資料調査が目的である。
(4)科学研究費採択状況
2000年度は、当センター調査研究員が、科学研究費等の交付を受けたものはなかった。
8B教育普及活動
(1)非常勤講師
2000年度は、当センターの調査研究員が、非常勤講師を担当したのはなかった。
(2)保管資料の貸出
当センター保管の資料の貸出依頼等としては、次のとおりであった。
・貸出先 :東洋陶磁学会第28回大会 (会場 :東北歴史博物館)
貸出資料 :仙台城跡二の九出土陶磁器
貸出期間 :2000年10月28～29日
(3)外部からの派遣依頼等
当センターの業務に関わって、あるいは調査研究員の専門領域に関わる事項で、外部から派遣等の依頼があっ
たのは、次のとおりであった。
担当者 :藤沢教
2000年6月26。27日 北海道埋蔵文化財センター 西島松5遺跡調査指導
於・北海道恵庭市
2000年12月3日   仙台市富沢遺跡保存館 (地底の森ミュージアム)
ボランティア講座講師「仙台市一塚古墳の鏡と卑弥呼の鏡」
担当者 :関根達人
2000年6月 23～25日 青森県環境生活部県史編さん室 青森県史編さんに関わる資料調査
於 :青森県八戸市博物館 。青森県南部町教育委員会
2000年12月21～23日 青森県環境生活部県史編さん室 青森県史編さんに関わる資料調査
於 :東京都港区立郷土資料館
2001年1月23日   福島県棚倉町教育委員会
棚倉町公民館『ふるさと学級』講師 「棚倉城跡から出土した近世陶磁器について」
2001年 1月29～30日 青森県環境生活部県史編さん室 青森県史編さんに関わる資料調査
於 :青森県立郷土館・青森県埋蔵文化財調査センター
2001年 1月31日   青森県埋蔵文化財調査センター 隈無(8)遺跡から出上した近世陶磁器の鑑定
2001年 2月19日   青森県環境生活部県史編さん室 青森県史編さんに関わる資料調査
於 :青森県七戸町教育委員会
2001年3月5～7日 青森県環境生活部県史編さん室 青森県史編さんに関わる資料調査
朴 :青森県弘前市教育委員会
(4)広報活動
仙台城跡二の九第17地点の調査成果
の概要が明らかとなった9月30日に、
現地説明会を開催 した。仙台市教育委
員会による仙台城本丸跡の調査が広 く
注目を集めていたこともあり、約200名
の参加で盛況であった (図8)。なお、
一般公開に先立って、報道機関向けの
発表を行っている。
図8 二の丸第17地点現地説明会開催状況
Situadon Oflocal bttenng at NV117 1NM17 i.e.Loca■on 17 of却駒θttaryl
第Ⅱ章 仙台城跡二の丸第17地点 (N M17)の調査
1.仙台城跡二の丸地 区の立地 と歴史
東北大学の附属図書館や文系四学部などが置かれている現在の川内南地区は仙台城二の九にあたる場所であ
る。仙台城は仙台市西部に張り出す青葉山丘陵の東縁辺とその裾に広がる段丘上に位置し、本丸、二の九、三の
九から構成されている。本九は広瀬川と竜の回渓谷に囲まれた海抜115～140mの青棄山の高位段丘面に立地して
おり、本丸北西側に二の九が、北東に三の丸が配置されている。そのなかで、二の九跡は海抜61～78mの東方の
広瀬川に向かって緩やかに傾斜する上町段丘上に位置する。仙台城の東には仙台平野が広がり、平野のほぼ中央
を流れる広瀬川の流域には、古代の郡山官衛遺跡、陸奥国分寺跡、国分尼寺跡などがある。周辺には岩切城や新
田遺跡のような中世城館跡も存在し、古代から中世、近世にかけて交通の要衝であった。
仙台城は慶長5年(1600年)に伊達政宗によって本丸の築造が開始され、慶長15年(1610年)には大広間が竣
工する。本丸には大広間を中心に御書院、艮椿、巽櫓などの建物群が設けられた。築城当時は現在の川内南地区
には、政宗の四男宗泰の屋敷が置かれていたと伝えられている。元和6年(1620年)には、徳川家康の六男であ
る松平忠輝の改易によって、忠輝のもとに嫁いでいた政宗の長女五郎人夕臣が仙台に戻ってくることとなったため、
五郎人姫のために伊達宗康の屋敷の北隣に「西屋敷」が造営されている。
豊臣氏が滅亡した元和元年 (1615年)以降大規模な戦争の可能性が無くなるため、仙台城の山城的な立地条件
はその本来の意味を失うことになり、寛永15年(1638年)に二代藩主伊達忠宗は幕府に本丸の麓の平坦地に「屋
敷構作事」を願い出て、伊達宗泰の屋敷跡に二の丸の造営を開始する。寛永15年中に焼火之間、虎之間、上台所
などが、翌16年には御座間、御寝所、書院、小広間、などが上棟し6月に忠宗は本丸から移っている。この段階
では二の丸の北側には西屋敷が隣接しており、五郎人姫が死去する寛文元年 (1661年)まで存続する。五郎入姫
死去後、西屋敷は「天麟院様元御屋敷」と呼ばれ、蔵や作業所、下級藩士の居所などが置かれた実務的な空間ヘ
と変化する。
本丸は政宗一代の間、仙台城の中枢として使用されたが、寛永17年(1640年)の元日の儀式は二の丸で行われ、
以後本九で行われる儀式は仏事などの限られたものとなり、本丸から藩の政治や儀式の機能が二の九に移され、
二代藩主以降の歴代藩主の居所ともなり二の九が仙台城の中心となる。元禄年間には四代藩主綱村によってもと
の西屋敷の部分を取り込んで拡大する大規模な改造が行われ、旧西屋敷の範囲に中奥が拡大し、二の九の様相は
大きく変化することになった。この改造以降、小規模な修築はあるものの、二の九の基本的な構造は幕末まで変
化することなく維持される。
仙台城は1616年(元和2年)本丸の石垣や櫓が倒壊した地震を始めとして、1646年(正保3年)の地震、1668
年 (寛文8年)の地震など、築城以来数度の地震や火災にみまわれているが、二の九に関係する被災では文化元
年 (1804年)の火災が最も大きなものであった。文化元年の6月24日の午後2時ごろ御座之間に落雷があり、二
の九の建物群は全焼した。このような被災の度に二の丸は再建され、幕末まで仙台城の中枢として機能し続ける
が、明治維新に伴う明治新政府の樹立と幕藩体制の崩壊によって仙台城は大きな転機を迎えることとなる。
版籍奉還が行われた明治2年(1869年)には勤政庁が置かれ、明治4年 (1871年)の廃藩置県後には仙台城の
管轄が明治政府・兵部省へと移り東北鎮台が置かれた。本九の建造物は明治の早い段階には取り壊されてしまう。
また二の九の建造物は明治15年(1882年)の火災によってそのほとんどが焼失してしまう。その後、二の丸跡に
は陸軍第二師団が置かれ、敗戦までその状況が続くこととなる。唯一残っていた大手門も1945年の仙台空襲の戦
火によって焼失し、仙台城創建時の建造物はすべて失われてしまった。戦後は、アメリカ軍の駐留地となり、昭
和32年(1957年)にアメリカ軍から返還された後、東北大学が移転し現在に至っている。
2.調査経緯
(1)1999年度までの調査
仙台城跡の二の丸地区の発掘調査は、仙台市教育委員会によって小規模な調査が実施されたことがあるが、組
織的・継続的に行われるのは、東北大学に埋蔵文化財調査委員会が設置された1983年度以降のことである。以来、
委員会およびそれを改組して引き継いだ当センターによる二の丸地区の調査は、1999年度までに16地点を数える。
いずれも、東北大学の施設整備に伴う、記録保存のための調査である。その際、二の丸遺構群の破壊を可能な限
り抑えるため、二の丸中枢部における施設整備を極力避ける方針をとってきた。そのため、二の九の中でも周辺
部の調査が多くなる結果となっている。
仙台城跡二の丸地区の調査では、大規模な調査としては199o年度に実施した第9地点、まとまった遺物が出土
した調査は1991年度に実施した第10地点で、一旦の区切りとなった。そのため、第10地点の調査成果をとりまと
めた年報9において、それまでの二の九地区での調査成果をまとめて検討を加えた。これによって,現況での二
の九建物の位置関係を、ほぼ推定することができるようになっている。
これ以降に実施した第11～16地点の調査は、第12地点を除くと、いずれもごく小規模な調査である (年報10。
11・ 12・13。 15)。第12地点の調査は、二の九北側を画する堀の北岸付近の調査である (年報11)。幕末の絵図に
見られる、堀を横切る堰などが検出されている。出土遺物は、近代以降のものがほとんどを占めており、江戸時
代のものは極めて少なかった。
今回の第17地点の調査は、仙台城跡二の九地区での大規模調査としては、1993年度に実施した第12地点の調査
以来、二の九の建物等の施設が存在する区域の調査としては、199o年度の第9地点の調査以来のものとなる。
(2)調査地点の位置
今回の調査は、文系総合研究棟新営に伴う調査である。調査地点は、文・教育学部棟と経済学部棟にはさまれ
た場所で、芝生となっていた区域である (図9、 図版 1)。これまでの調査結果を絵図と汁比させた、現況での
二の九建物群の位置推定 (年報9)では、妻妾の生活域である「中奥」の西端を区画する塀が存在した付近にあ
たると考えられる。
今回の調査区の南西に隣接する場所は、1983年度に調査を実施した第1地点の調査区にあたる。第1地点では、
大規模な切り上による段差が検出されており、二の丸建物群が展開する平坦面が、ここで終わることが明らかと
なっている (年報 1)。また第1地点の更に南西側の第6地点と第11地点では、二の丸最西端の丘陵裾に排水の
ため設けられた池状遺構や溝が検出されている。その更に西奥には、二の九最西端を区切る塀の基礎と考えられ
ている石組遺構が検出されている (年報 3・13)。
(3)調査の方法と経過
①1998年度試掘調査
1998年度になって、文系4学部総合研究棟建設の計画が、近い将来に実現する可能性の高い事業として問題と
なってきた。建設予定箇所は、既存建物などでの破壊は及んでいないと推定される場所であり、ここでの建設の
可否、建設する場合の事前調査の方法 。期間・経費などが問題となった。それまでも二の九地区での施設整備に
あたっては、二の丸の主要建物群を破壊するような場所は、基本的に避けるよう調整に努めてきた。今回の建設
予定地は、中奥西端を区画する塀が存在した付近にあたると考えられる場所で、中奥を構成する建物群を大規模
に破壊することは避けられると想定された。この場所以外に、遺跡への影響がより少なくできる場所は、川内南
地区では確保できないこともあって、当初の予定地で試掘調査を行い、遺隊の状況を把握することとした。
試掘調査は、1998年6月1日から8月 7日までの、約2ケ月間実施した。調査区は、建物予定範囲のほぼ中央
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に設定した。ここには、東西方向に大学が設置した共同溝が延びており、それによる撹乱を利用して、下層の状
態を把握することとした。調査面積は、建設予定面積の3割弱に相当する288∬である。これまでの川内地区で
の調査経験から、少し場所がずれると様相が大きく異なる場合が多いことが知られている。そのため、試掘調査
は、可能な限り広い面積で実施する方針としているが、現地での制約から、 3割程度の面積に留まっている。
調査にあたっては、明治時代の第二師団以降の盛上である1層を重機で除去した。2層は明治15年(1882年)
の火災に伴う整地層であると考えられるため手掘りで除去し、 3層上面から遺構の精査を実施した。3層上面の
遺構を掘り上げて記録を作成した後、一部の遺構を残して3層を除去し、 4層上面の精査に移った。4層上面の
遺構は、複数時期の切り合い関係が認められたため、最も新しい段階の遺構のみ掘り上げ、それ以外は遺構確認
に留めた。共同溝による撹乱の断面で確認されたものを含めて、 3層上面・4層上部上面・4層下部上面 。6層
(地山)上面の4面で遺構が確認された (図版 1)。3層上面では、中奥西端の塀に相当する可能性のある柱列な
どが検出された。また、出土遺物の中では、瓦が最も多く、その中でも板塀瓦が多数を占めるとの見通しが得ら
れた (年報16)。
以上のような試掘調査結果から、今回の調査区が中奥西端付近に相当するという想定は、ほぼ間違いないもの
と判断した。この調査結果を踏まえ、当センターの運営委員会・専門委員会での検討を経て、当初予定地での建
設はやむを得ないと判断し、本調査に備えて具体的な調査計画の策定に入ることとした。
②2000年度本調査
1999年度の年度途中の補正予算で、文系4学部総
合研究棟の新営が認められたことにより、工期との
関係で早急に調査に着手する必要が出てきた。その
ためH月より、支障物の調査や詳細な計画立条など
の作業を開始した。並行して進められた施設部との
協議の結果、2000年度事業として調査を実施するも
のの、一部は前年度に前倒しで行うこととし、 3月
1日から作業員を投入した作業を始めることとした。
当初の年間計画を大きく変更することとなるため、
1999年12月3日に開催したセンター運営委員会と同
専門委員会での 審議・了承を得た上で、準備作業に入
ることとなった。
2月24日より重機による表上の除去を開始したが、
様々な要因から、重機による表土除去は、4回にわ
たることとなった (図10)。調査着手後に建物の設計
が確定すると、建物建設範囲が当初の予定より東側
に約lm広がることとなり、調査範囲を広げる必要
に迫られた。この東側に広がる部分は、 4月下旬に
重機で表土を除去した。大学で使用している共同溝
については、冬期間の暖房終了後に、迂回路を設営
するまで撤去できないため、当初は共同溝を残して
掘削を行った。迂回路工事が完了した後の5月に、
共同溝を撤去するとともにその部分の掘削を行った。
図10 二の丸第17地点調査区模式図
Fig 10  Pattern diagram oflocation at N?[17
調査区周辺には、排土の仮置き場や調査事務所のプレハブを設置できるような空き地は、調査区東側にしか確保
できなかった。仮置き場の面積も限られており、そこが満杯になると、更に離れた置き場ヘダンプで移動しなけ
ればならず、作業用通路を確録する必要があった。そこで、北側約5mについては大型ダンプが進入できるよう、
当面は作業用通路として残して掘削を行った。北側の通路部分については、調査区の東側を使用しなくても済む
目処がたった後の11月上旬に、重機を用いて拡張を行った。
重機による表土除去と一部併行して、 3月1日から作業員を投入し、攪乱内の埋上の除去・清掃から作業を開
始した。川内地区の調査では、大規模な攪乱が多く存在するのが通常である。これらの攪乱の中には、かなり深
いものも多いが、深さの大小にかかわらず、最初の段階で全て掘り上げることを基本方針としている。これは、
井戸などの深い遺構が、攪乱の底面で検出される可能性もあることと、攪乱内の埋土に由来する新しい遺物の混
入を防ぐことが目的である。また、整地層をはさむ複雑な遺構の様相を把握するため、調査の最初の段階で攪乱
を完全に掘り上げ、断面を充分に観察できるようにするためでもある。
今回の調査区では、 7～8列を東西に横切る形で、大学の共同溝による大規模な攪乱がある。12列を東西に横
切り、C列で北に延びているのが、米軍の給水本管による攪乱である。調査区南端は、大学造成時の削平で、江
戸時代の地層は残存していなかった。これらの攪乱によって、調査区は大きく3区域に分かれる。しかも、それ
ぞれの区域で基本層序や遺構の状況に違いが見られるため、調査の進行にあたっては、 7列以北を北区、 8列か
ら12列を中区、13列以南を南区と分けて作業を進めた。
大学の共同溝のすぐ北側のF～H-6区には、第二師団時代の共同溝がある。これは、側壁に秋保石 (凝灰岩)
を積み、蓋には稲井石 (粘板岩)が用いられていた。
C～E-4～6区とE～G-11～2区のほぼ方形の攪乱は、大学造成時に重機で穴を掘り、廃材を捨てたもの
であった。これらの大規模な攪乱以外にも、大小の攪乱が存在する。攪乱内の埋上の除去にあたっては、重機も
利用したが、周囲を破壊しかねない場合には、手掘りによって掘り上げているものも多い。攪乱の中には、掘り
方の内側いっぱいまでコンクリートが充填されている場合もあり、重機で撤去すると、周囲の地層を破壊してし
まう。そのため、コンクリートの破砕のため、電動ハンマーを多用した。米軍時代の給水本管については、鋳鉄
製で手作業での撤去が困難であったため、専門業者に委託して撤去した (図11)。また、石組溝などの石材や、
大型の木樋の取り上げなどでは、入力による作業が困難な場合もあり、必要に応じて、クレーン車を手配して作
業を行った。
攪乱の掘り上げ清掃が終了後、順次精査に移った。2層は明治 15年(1882年)の二の丸建物群が焼失した火災
に伴う整地層と考えられることから、 2層以下の層序は、 4層下部の一部を除き、手掘りで掘削している。3層
上面の遺構の精査は、試掘調査範囲外の南区で、大規模な礎石建物跡が検出されたことなどから、予想以上の時
間を要し、終了したのは9月 5日であった。
4層上部上面の遺構は、中区が極めて複雑で遺構の数も多かった反面、南区では遺構は少なく、場所による差
が大きかった。そのため、地区によって調査に要する時間に大きな差ができることとなった。調査期間との関係
もあり、調査範囲の全域で進行状況を合わせて調査を進めることは困難となった。そこで南区の調査を先行させ
て進めることで、あらかじめ下層の状況を把握することとした。
その結果、南区では10月4日には、 4層上部上面の遺構について、おおかたの調査は終了した。さらに4層下
部上面についても、11月15日に終了した。引き続き、 6層(地山)上面の調査も12月5日には終了した。
中区は、複雑な遺構に難渋し、数段階に分けて中区全体の写真を撮影しながら調査を進めた。11月29日に4層
上部上面の調査が終了した。4層下部上面については、遺構密度は少なかったため、12月5日に終了した。先行
していた南区の調査によって、 4層下部には遺物はほぼ含まれていないことが明らかとなっていたので、中区の
4層下部については重機で除去した。6層 (地山)上面の調査は12月13日に終了している。
1.共同溝撤去作業 (5月9日) 2.米軍給水管の撤去作業 (7月21日)
3.写真測量による遺構実測 (12月7日)          4.雪に埋もれる調査現場 (12月12日)
図11 二の丸第17地点作業状況
Fig.1l  Situation of excavation at lWM17
北区については、4層上部に相当する地層が存在しなかったため、 4層上部上面と4層下部上面の遺構を、同
一面で調査することとなった。さらに、北区のほぼ過半以上には4層が分布せず、 6層が露出していた。4層が
分布する範囲でも、 4層上面の遺構の掘り込みのため、 4層が残存している範囲はかなり限定されたものであっ
た。また、先行して調査を進めていた中区。南区の調査において、 6層(地山)上面の遺構はほとんど存在しな
いことが明らかとなっていた。以上の点から北区では、 6層上面の様相は部分的に確認することとし、全面的に
4層を除去することは行わなかった。北区の調査は12月20日に終了し、これにより全体の調査を終了した。
③記録方法
調査にあたっては、建物建設予定区域が、既設建物と方向を合わせて計画されていたことから、既設建物に合
わせて、 3mグリッドを作成した。このグリッドは、1998年度の試掘調査の際に作成したものを、2000年度の本
調査においても踏襲して利用した。試掘調査の際に設定した基準点の国土座標値は、以下のとおりで、基準点の
位置は図9に示した。平面直角座標系は、X系である。グリッドは、北で17°38′44〃西偏している。
NM17-A 日本測地系 X=-193,747.748  世界測地系 X=-193,439,013
Y=+  1,878,991
NM17-B 日本測地系 X=-193,754.113
Y=+  1,579.094
世界測地系 X=-193,445。378
Y=+  1,858。9 0 Y三十  1,559.084
なお、2002年4月1日に施行された改正測量法によって、測量基準が旧来の日本測地系から世界測地系へ変更
されている。平面直角座標系の各原点の経緯度数値は変更されていないものの、経緯度の測定基準が変わったた
め、国土座標原点の位置も400～500m程度移動している。測量法改正後は世界測地系を使用するのが本来である
が、本年報にも掲載した、現在使用している縮尺500分の1地形図などは、旧来の日本測地系によるものである。
そこで当面の間、基準点の国土座標値は、日本測地系と世界測地系の座標値を、両方とも掲載することとした。
掲載図版中の座標値についても、日本測地系か、世界測地系のものか、それぞれに明示することとしている。な
お、日本測地系から世界測地系への国土座標値の換算は、国土地理院が無償配布している座標変換プログラム
“TKY2JGD"と座標変換パラメーターを使用した。
川内地区での調査においては、調査成果を国土座標上に位置づけることを基本とし、199o年度と1991年度の2
ケ年にわたって、測量用の基準点を設置している。今回の文系4学部総合研究棟の新築工事において、基準点No
7が滅失することとなったため、相互に見通せる位置に、No6 A・7A・7Bの3点を、専門業者に外注して設
置し直した。新たな基準点を含む測量成果について、日本測地系と世界測地系の両方の値を、表2に示しておい
た。新たに設置した基準点の位置は、図9の中に示している。
遺構の実測は、平面図・断面図ともに縮尺1/20を基本とした。ほとんどの実測は、手作業で作成している。川
内地区の調査では、整地層と遺構埋上の区分が極めて難しく、切り合い関係がある場合には、新しい遺構の掘り
方の壁面で、古い遺構がはじめて確認できることも多い。そのため、遺構埋土を一段掘り下げて、切り合い関係
を明示するような調査方法は、ほとんど不可能である。新しい遺構を完全に掘り上げ、記録を作成した後、古い
遺構を掘るという手順をとらねばならない。時間的な関係上、新しい遺構を掘り上げたら、直ちに古い段階の遺
構を掘らねばならない場合が多く、一つの遺構面全体の平面図を一気に作成することが難しい。結果的に、遺構
の掘り上げに併行して、常に平面図を作成しながら作業を進めることとなり、写真測量など遺構実測を委託する
ことが極めて難しい。しかし今回の調査では、試掘調査の結果から、石を用いた遺構が多数検出されることが予
想されたため、その部分に限り、写真測量を導入することとした。礎石の根石が多数検出された1号建物跡、石
組溝である46号溝 。32号溝・69号溝・70号溝、 2号石敷遺構の平面図について、(株)パスコに委託して写真測
量を行った。
表2 川内地区基準点測量成果表
Tab.2  List Of bench mark measurement at Kawauchi Campus
基準点
日本測地系 世界測地系
標   高X座 標 Y座 標 X座 標 Y座 標
Noユ 193820846 1978763 -193512112 1678863 61871
No 2 -193766070 2145738 -193457338 1845835 58907
No 3 -193610064 2160848 -193301332 1860,946 56588
No 4 93650729 2034689 -193341996 1734790 59249
No 5 93666933 1987399 -193358200 1687500 61495
No 6A 93717635 1838986 -193408900 1539091 63447
No 7A 93792144 -193483409 1566013 66085
No 7B 93799257 1837713 -19349052] 1537817 69370
No 8 98817860 1833963 -193509124 1534067 69759
No 9 93857471 1867810 -193548735 1567913 70123
No 10 1994749 -193570334 1694848 64450
No ll 93595326 1836592 -193286592 536.698 60702
No 12 93639654 1707075 -193330919 407183 66892
No 13 93504543 1638941 -193195808 339053 66561
No 14 93403276 1677377 -193094543 377488
No 15 93418655 1738247 -193109922 438357 64514
No 16 -193358079 1802582 -193049346 502691 60656
No 17 -193342446 -193033714 582616 57778
No 18 -19330982ユ 1966962 -193001089 667067 57152
No 19 -193400152 2039003 -193091420 739105 56784
No 20 -193435320 2096652 -193126588 796753 54318
近世の遺跡は、その場所が近代以降に様々に利用されている場合が多く、必然的に近代以降の攪乱が多数存在
することとなる。また頻繁な建て替えなどにより、多数の変遷段階が認識されることがほとんどである。このよ
うな場合、古い段階では、新しい段階の遺構による破壊を受け、保存状況が良くない場合が多い。攪乱や後世の
遺構による破壊を遺構実測図で表現する場合、通常は線の大さを最も細くして表現する方法がとられている。し
かし、遺構の数が多く複雑に切り合う場合、線の大さの違いだけでは、必ずしも判り易い表現方法とは言えない
場合もある。そこで今回の報告にあたっては、攪乱や後世の遺構による破壊部分を、破線で表現する方法を試み
た。これは、新潟県新発田市の新発田城跡の調査報告書などで試みられている方法である (鶴巻ほか1997)。
調査状況の写真撮影にあたっては、調査区全域の変遷段階を合わせて、それぞれの段階での全景写真を撮影す
ることが望ましいことは言うまでもない。今回の調査では、調査区全体の変遷段階が合すように、当初は作業を
進めた。しかし前述のように、北区・中区・南区のそれぞれで、遺構密度に甚だしい違いがあったため、各区の
作業進行状況を合わせていくことは次第に困難となった。そのため、4層上面検出遺構の精査途中から、段階を
合わせて全景写真を撮影することは断念せざるを得なかった。以降は、北区 。中区 。南区のそれぞれで、全景写
真を撮影した。記録写真は、35mmのカラーリバーサルとモノクロを基本として使用し、全景写真などでは、
6×7のカラーリバーサルとモノクロ写真を撮影している。
④遺構の名称について
近世遺跡の調査においては、多種多様な遺構が検出される。その際、遺構の詳しい用途まで判明する場合もあ
る一方で、遺構の形状からしか名称を付けられないものも存在する。そのため、異なる基準での名称が混在する
場合がある。本来は、同一基準での命名が望ましいが、作業を進める上での判り易さという点も無視できない。
今回は、建物・柱列 。杭列 。塀・溝・木樋・土坑・ピット・井戸 。便槽遺構・石敷遺構・瓦囲遺構・瓦敷遺構と
いう名称を使用した。ピット以外の、各時期ごとの遺構の一覧を、表3に掲げておく。
柱穴などのピットについては、建物や柱列を構成することが現場で判明している場合でも、ピット番号として、
一連の通し番号を現地で付けた。川内地区での調査の場合、遺構が複雑に重なり合うと、現場での検討では、組
み合う全ての柱穴を確認できない場合が多い。今回の調査においても、調査後の図面整理の過程で、建物跡や柱
列を確認している場合が多数を占める。現地で組み合うことが判明したものについて柱番号を付すと、その後に
同じ建物跡などを構成することが判明したピットの番号と、柱番号が前後する場合が生じる。整理後に柱番号を
付け直すと、現地での呼称との間で混乱をきたしかねない。そのため、現地で付ける遺構名称は、通し番号のピ
ット番号に統一し、建物跡や柱列を構成するピットについては、図面整理後に柱番号を新たに付ける形で、名称
を変更している。表4～6に、現地で付した遺構名称と、本報告にあたっての遺構名称の対照表を示している。
遺物に付された注記は、全て現地での遺構名称となっている。ただし3号建物だけは、現地で柱番号を付してお
り、その柱番号を踏襲している。
土坑については、ピットとの区分を、どこにするかという点が問題となる。基本的には規模の大きなものを土
坑としているが、図面整理の結果、柱列を構成する柱穴となったものもある。また、ピットとして名称を付けた
が、ゴミ穴などと考えられるに至ったため、土坑とした方が良いと考えられるものについても、名称を変更した。
溝については、素掘りのものも、石組溝も、合わせて通し番号を付けた。また、木樋が埋められたものも、現地
では溝として名称を付けたが、これについては木樋に名称を変更した。
⑤遺物の取り上げについて
近世以降の遺跡の調査においては、それ以前の時代の遺跡と比較すると、遺物の出土量が極めて多くなるのが
通常である。その際、破片では特徴が判別し難い瓦などについて、全てを取り上げるか否かが問題となる。
当センターの調査においては、江戸時代に遡る可能性がある遺物については、全て採集することを基本方針と
している。今回の調査では、明治15年(1882年)の火災に伴う整地層と考えられる2層より下位の層序から出土
した遺物については、基本的に全ての遺物を採集している。それより上位の整地層や現在の表土は、まとめて 1
層として、明らかに近現代のもの以外は、遺物を回収した。ただし、 1層と攪乱から出土した遺物の内、瓦につ
いては、一定の基準を設けて現地で選別を行った。瓦は、江戸時代のものと、明治以降のものを識別することが、
破片の場合ほとんど不可能なものも多い。そこで、長さと幅の判明するもの、軒瓦、刻印や線刻のあるもの、そ
の他特殊なものについては採集するという基準を設けた。刻印や線刻の有無などについては、土壌が付着したま
までは判別が難しいので、高圧洗浄機で土壌をおおよそ落とした上で、上記の基準に当てはまる資料のみを収集
している。
⑥整理作業
本格的な整理作業は、翌2001年度から開始した。ただし、水洗と注記については、調査中に一部実施している。
注記については、瓦や土師質土器などは、自動注記機械を利用して行った。
近世遺跡の調査では、様々な材質の遺物が出土する。水浸木製品のように、材質に応じて特有の取り扱いを必
要とするものも多いことから、遺物の種類ごとに整理作業を進めている。遺物の各種類ごとの細かな整理作業の
方法、それぞれの分類基準ついては、第Ⅱ章 5。 の各項目の中で記述する。
図面ないし写真を、本報告書に掲載した遺物については、種類ごとに以下の頭文字を決め、その下に通し番号
の登録番号を付けている。実浪1図・写真図版・観察表の番号は、いずれもこの登録番号に統一している。遺物を
管理する台帳も、全てこの登録香号をもとに作成しており、保管にあたっても、この登録番号を基礎に管理する
ようにしている。
磁器 :C」    陶器:CT    軟質施釉陶器iCN
土師質土器:CH  瓦質土器:CG  土製品iCO
瓦:T
古銭IMC     古銭以外の金属製品:MO
石製品:S
木製品:W(漆塗製品を含む)
ガラス製品:G
整理作業は、調査の翌々年度に報告書を刊行することを基本方針として、2001年度と2002年度の2ヶ年で進め
る計画で開始した。しかし、報告書に掲載することが必要な資料が、当初見込みより多数になったことと、2002
年度予算の関係から当年度での報告書刊行の目処が立たなかったこともあり、一部の整理作業は2003年度に継続
して行うこととした。予算の関係上、2003年度においても、報告書刊行費の目処が立たなかったため、結果的に
は2004年度に刊行することとなった。
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表4 二の丸第17地点遺構名称対照表 (1)
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表5 二の丸第17地点遺構名称対照表 (2)
Tab 5 List of the structural remains name which are collated(2)
表6 二の丸第17地点遺構名称対照表 (3)
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1号 Ⅳ c
2暑浬 2吋 Ь4
3手 Ⅲ b4
4号 9丹勇 9 Ⅲ b2
5手子I ″――→童 日 一
■ 6f Ⅱ b4
7号 交 番 R ,石 み
8暑
9; Ⅱ b2
0手争 5丹1
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41チ滑重 Ⅳ a? ? ?
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Ⅳ a
8手争 Ⅳ o
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Ю号 濫 2 Va
1号溝 2暑難 物 雨 蒻 Ⅳ a? ?
22手肇ゝ 2 Wa
2号律 物 雨 「立首呈 iV a
:4手〓 2 Wa
!5丹沿 21
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3;木 Ⅲ b2
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)0手}浮 Ⅳ a
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;2号
壁
)4号
32手肇
'
Ⅲ b2
不 F
Ⅲa
;5サ争 行 す る 群 Ⅲ a
16井 区 平 行 す Ⅲa
37手]指 ‐る Ⅲ a
;8手■ 行 す る 諧 群
19暑 区 平 行 十 Ⅲ a
0手争 40昇湾 ‐る Ⅲ a
区 平 行 す る お 群
21争 Ⅱ
3手子 Ⅲ Ь
[4ナ君豊 Ш b? ?
45暑 Ⅲ a
Ⅱ? ? ?
47暑湾 Ⅱ
Ⅱ
湾 Ⅱ
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1号VH
『
刊 Ⅲ a
,2手子遇豊 TT Ьl
'3ナ
チ将霊 4 六 十 Ⅲ b2
i4丹謡豊 瓦 Ⅲ a
仄 平 行 ¬ 皿 a
お号溝
▼号溝
行す る 群 Ⅲ a
区 平 行 す る Ⅱ a
'8手
}増霊 58;子 ‐る 群 Ⅲ a
区 平 行 す るお 荘
,0手争 Ⅲ a
1暑撻 区 平 行 す る 祐
'2号
和 医 平 Ⅲ a
,3手子| 行 す る 群 Ⅲ a
;4■層 医 平 行 す る Ⅲ a
'5手
子 65手子i Ⅲ bl
,6昇濃 瓦イ犬暗 リ
中 区 平 ぞ Ⅲ a
費
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:宅自
4弓 土 坑 4f Ⅲ b4
5号十 坊 5暑土 V
6 Ⅳ b
7; Ⅲ b
8号十 境 8暑土 詢 Vb
0昇十 Ⅳ o
土 坑 10丹土 Vc
1丹十 妨 11拷土 Vb
12号土 Ⅳ c
3号十 坊 13具上 1 Vo
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15号土 坑 15号土 Ⅲ b3
6号十 坑 16斗十 Ⅱb司～
18号柱 列
8号土坑
9丹十第
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3.基本層序 と時期 区分
(1)基本層序 (図12～14、図版8)
基本層序は、 1層から6層に分層した。
調査地点のもともとの地形は、北側と西側の標高が高く、南東側に向かって緩やかに下っていくものであった
と考えられる。一旦は切り土を行い段差を造成しているが、その後段差を埋める形でほぼ平坦に整地している。
それ以降は、ほぼ平坦な状態を維持しつつ、複数回の整地が行われている。
1層
2層より上位の整地層や現在の表土層をまとめて1層とした。厚さは、調査区のほぼ全域で約2.5mに達する。
明治以降の第二師団 。米軍 。大学によって行われた整地層からなるが、その大部分は、大学造成時の盛上である
と考えられる。
2層
暗オリーブ褐色の砂質シルトを基調とするが、炭化物が多い部分では、黒褐色を呈する。明治15年(1882年)
の火災後の整理に伴う整地層と考えられ、多量の炭化物を含む部分もある。層厚は5～15cm程度で、調査区北
端付近では途切れる部分もあるが、ほぼ全面に分布している。
3層
細分でき、黄褐色から黒褐色まで、場所による変異が大きい。4層上部と類似している場所もあり、誤認して
除去してしまったところもある。調査区のほぼ全域に分布しているが、北区北半の3列以北には分布していない。
この範囲では、 3層以下の層序は存在せず、 2層を除去すると地山の6層が露出する。層厚は、厚い所で20cm
程度である。南区の西よりの区域などでは、 3層はごく薄くしか分布していない。
この3層に覆われる4層上部上面から掘り込まれた遺構の中で、最も新しい段階の2号溝埋土には、炭が多量
に含まれるとともに、18世紀末から19世紀初頭頃の陶磁器がまとまって出土している。また、調査区西端よりの
B-10～12区の3層中からも、18世紀末から19世紀初頭頃の陶磁器がまとまって出土している (図版7-1)。
文献記録では、文化元年 (1804年)に、落雷のため二の九がほぼ全焼していることが知られている。これらの点
から3層は、文化元年の火災後の、再建工事に伴う整地層と考えられる。
4層上部
基本的な様相が類似するため、 4層として当初一括したが、 4層中に遺構の掘り込み面が存在することが判明
したため、上部と下部に区分した。いくつかの薄い層に細分できる。色調は黄褐色を基調とするが、暗褐色や暗
灰黄色などの部分が、互層状になっている部分もある。土質も、砂質シルトに、シルト・砂が互層状に入る。層
厚は、おおむね10～20cm程度で、南区から中区にかけて分布しており、北区には廷びていない。調査区西端付
近では、ごく薄くなっていく。Ⅲb期の遺構は、この4層上部上面からの掘り込みと認識した。しかし中区では、
多数の遺構が複雑に重なりあっており、少しづつ掘り下げつつ、遺構を確認した。そのため一部は、 4層上部の
途中から掘り込まれている可能性が残る。しかし、Ⅲb期との細分時期と4層上部の細分層との関係は、明瞭に
はとらえることができていないため、 4層上部上面掘り込みとして一括しておく。
4層下部
ごく少量、暗褐色から黒褐色の土が含まれる以外は、地山起源のブロックからなる整地層である。地山プロッ
クの色調などから細分されるが、一連の整地層と考えられる。I期に地山を削って造られたと考えられる、段差
の内側を埋めるような形で分布する。最も厚いところで、約70cmに達する。
5層
黒褐色の粘土質シルトで、E・F-6～8区にかけてのみ分布する。層厚は最大でも10cm程度と薄い。地山
の6層上面に、部分的に形成された表土層と考えられる。
4層上部
“
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図12 二の丸第17地点基本層序模式図
Fig.12 Schemadc Pro■les of Nh/117
6層
地山層である。粘土と砂などが互層に堆積 しており、部分的に砂礫層がはさまる、水性堆積層である。黄褐色
シル ト・オリーブ灰色粘土質シル ト・灰色粘土・明褐色砂礫などからなるが、土色は変異が大きい。
以上の基本層序以外に、C～F-8～10区に、整地A層。A'層が認められた。いずれも、Ⅲb3期の4号建
物に伴う整地層と考えられる。
(2)遺構の変遷段階の設定
①変遷段階の大別
遺構の掘り込み面から、まず次の4段階に大きく区分した。
I期 地山上面
Ⅱ期 4層下部上面
Ⅲ期 4層上部上面
Ⅳ期 3層上面
この4段階の内、Ⅲ期とⅣ期については、遺構の密度も高く、数段階の変遷がとらえられる。遺構の展開状況
が大きく変化することを基準として、Ⅲ期はⅢa期・Ⅲb期に、Ⅳ期はⅣa期・Ⅳb期・Ⅳc期に区分した。そ
の上でⅢb期については、遺構の切り合い関係や展開状況から、さらに細分している。
I期の遺構は極めて少なく、確実なものは井戸1基だけであり、細分は行っていない。コ期は、遺構の切り合
い関係から、複数段階の変遷がとらえられている。しかし、南区から中区にかけて、南北方向に塀・柱列・溝な
どの区画施設が延びるのがⅡ期の遺構の展開状況で、その点では変化がない。このように基本的な土地利用とい
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う点では共通していると考えられるため、これ以上の細分は行なわなかった。そのため以下では、Ⅲ期とⅣ期を
細分した基準について記述する。個々の遺構をどの時期に帰属させたかの詳細については、第Ⅱ章4.のそれぞ
れの遺構の記述の中で説明する。
②Ⅲa期とⅢb期の区分
Ⅲ期とした4層上部上面の遺構は、中区を中心に多数の遺構が重なり合っている。それらの中で最も古い段階
には、平行する溝状の遺構が中区と南区に並んでいる。平行する溝は、中区は南北方向、南区では東西方向で、
溝の幅や断面形状が異なるという違いはあるものの、いずれも黒色から黒褐色の比較的均質な埋上である。この
ような埋土は、他の段階の遺構埋土にはほとんど見られない。また、このような並行する溝が展開するのは、他
の時期には見られない、極めて特徴的なものである。このように遺構の展開状況が前後の時期とは大きく異なる
ことから、独自の一つの段階と判断し、Ⅲ期の他の遺構から分離して、Ⅲa期として区分した。これ以降のもの
は、Ⅲb期としてまとめた上で、さらに細分するという方法を取った。
③Ⅲb期の細分
Ⅲb期は、遺構の切り合い関係や展開状況から、Ⅲbl～4期に区分した。Ⅲb期の細分にあたって基準とし
た、主な切り合い関係を整理して示すと、以下のようになる。
Ⅲbl期 |
|
|
|
70号溝  |
|
|
|
Ⅲb2期 I   Ⅲb3期    |
1 19号柱列      |
|  ↓   17号柱列 |
Ⅲb4期
6号溝―-4号土坑
↑
2号溝=3号溝
|        !69ii町32〒;育18i;柱41   1
子::珠上1孔上整地:を発建江」
|        |              |
|        |
23号柱列+3号 木樋―十-43号溝
↑   |
|
24号柱列 |
Ⅲb期の細分にあたっては、中区から北区にかけて延びる32号溝と、それに接続する9号溝を主要な基準とし
たが、切り合い関係だけで、細分段階を確定することは不可能であった。同じ段階に存在して矛盾がないかどう
かも、主要な判断基準とした。32号溝・9号溝と併存して矛盾の無い遺構群を抽出してⅢb2期とし、それより
古いと考えた方が良い遺構群をⅢbl期、新しいと考えた方が良いものをⅢb3期とした。さらに、Ⅲb期でも
最も新しい段階には、Ⅲb3期の遺構を大きく壊して造られている2号溝が存在する。この2号溝と併存して矛
盾のない遺構群を抽出したが、Ⅲbl～3期の遺構の展開状況とは大きく異なっている。柱列などの区画施設な
どが見られず、簡素な石組溝などが展開するだけで、この区域がⅢbl～3期と同様に使われていたと考えるの
は困難である。むしろ、文化元年の火災直後の片づけの際に、一時的に排水などのために造られた遺構群と考え
るのが妥当であろう。そのため、この段階をⅢb4期として区分した。
このような形でⅢb期を細分したが、異なる遺構が同時に存在したか否かについては、判断の難しい場合もあ
る。今回の調査で検出した柱列のほとんどは、塀であったと考えられる。塀のような区画施設と溝については、
塀が溝をまたぐ場合があったことが想定される。その際、石組溝の掘り方を塀の柱穴が一部切っているような場
合には、両者が同時存在することは可能である。また、溝をまたぐ部分だけ、柱間間隔がずれる場合も想定して
おかなければならず、溝と柱列との同時存在の可否を判断することは、容易ではない。Ⅲb期では、16・ 17・18
号柱列と32号溝が交差する。16・17号柱列については、交差する部分の柱間間隔がずれていた場合には、32号溝
をまたぐことも不可能ではない。しかし18号柱列と32号溝の関係では、18号柱列の柱6が、溝の石組を完全に破
壊しており、この場合は同時存在は不可能である。そのため、32号溝と18号柱列は別な時期とし、18号柱列と同
様に展開する16。17・19号柱列も、同じⅢb3期に含めた。しかし、18号柱列より古い19号柱列、あるいは18号
柱列との前後関係が判明しない17号柱列については、一つ前のⅢb2期に遡る可能性も残されている。
このように、細部においては確実でない部分も残されている。また、各細分時期の中でも、さらに新旧の関係
が含まれており、これらの遺構が、厳密に同時存在かどうかを確定することは難しい。また、帰属させた時期以
外に動く可能性が残されている遺構も多く存在する。それらについては、個々の記載の中で指摘する。このよう
な問題は残されているが、Ⅲb期の中での変化の動向としては、大過ないものと考えられる。
④Ⅳ期の細分
Ⅳ期とした3層上面掘り込みの遺構の中で、切り合い関係から最も古い段階には、中区から南区の大部分に規
模の大きな礎石建物が展開し、北区の東半分にも礎石建物が存在する。このような建物が造られるのは、他の時
期には見られない。続く時期には、塀が屈曲して展開し、北区の東半部を除くと礎石建物は造られず、遺構の配
置状況は一変する。そのため、この段階をⅣa期として区分した。3層が文化元年の火災に伴う整地層と考えら
れることから、Ⅳa期は火災直後の時期と推定される。文化元年の火災では、二の丸がほぼ全焼したことが記録
に残っており、二の丸建物群全体の再建が直ちになされたとは考え難い。全ての建物が再建されるまで、一定の
期間を要したと考えるのが自然である。Ⅳa期の建物群は、この復興の過程で、一時的に造られたものと考える
のが妥当であろう。
Ⅳa期に続く時期には、溝の中に柱を立てた塀が、屈曲しながら南北に延びていく。中区と南区では、塀の西
側にはほとんど遺構が存在しないことから、中奥西端を区画する塀と考えられる。この塀以外の遺構は、北区東
半部に礎石建物が存在する以外は、塀と連接するなど一連の区画施設と考えられる柱列や、塀の改修に関わる可
能性のある柱列がほとんどを占めている。このような遺構の配置状況は、Ⅳa期とは全く異なっており、Ⅳb期
として区分した。
Ⅳ期の遺構の中で、切り合い関係から新しいと判断できる遺構には、グリッドラインに近い方向で造られたも
のが多数存在する。これまでの川内南地区の調査事例から、二の九期の遺構は、北で約25度西偏する方向で造ら
れていることが判明している。今回の調査においても、Ⅱ期からⅣb期までの遺構は、一部異なるものも存在す
るが、基本的にこの方向に基づいて造られている。グリッドの方向は、北で約17.5度西偏していることから、二
の九期の遺構は、グリッドから7度程度さらに西に傾く。しかし、Ⅳ期の最も新しい段階で、異なる方向の遺構
が出現する。遺構の方向が異なることは、この区域の使われ方が大きく変化していったことを示している。また、
遺構の配置状況も前段階から大きく変化する。そのため、この段階をⅣc期として区分した。明治時代に入り、
二の丸地区の使われ方が大きく変化したことを反映するものと考えて良いだろう。なお、出土遺物などから、明
治初頭以後に下ることが明らかな遺構も、Ⅳc期に含めている。
(3)各期の推定時期
今回の調査では、上述したように、大別4段階、細別10期に遺構の変遷段階を区分した。次に、それぞれの段
階が、どのような時期に相当すると考えられるかについて、概略を述べておきたい。順序は逆になるが、より推
定が確実な新しい段階から遡らせる形で記述する。
①文化元年の火災とⅣ期の推定時期
先述のように、基本層序の3層が、文化元年 (1804年)の火災後の再建工事に伴う整地層と考えられることか
ら、Ⅲ期が文化元年以前、Ⅳ期が文化元年以降の可能性が高いものと考えた。このⅣ期の中でもⅣa期は、復興
時に一時的に造られた遺構群と考えられる。文化元年の火災では、二の九建物群はほぼ全焼している。F伊達治
家記録』には、文化6年(1809年)4月に、「仙台城二丸落成」という記載があることから、再建まで5年近く
要したものと思われる。Ⅳa期の建物群が使用された時期が、この5年間の全てに渡るのか、あるいはもっと短
期間なのかは、再建工事の進み方に左右されるものと考えられるが、巌密に比定することは難しい。そのため、
Ⅳa期は、文化元年から文化6年頃の時期と考えておきたい。
なお、Ⅲb4期の遺構も、Ⅲbl～3期とは様相が異なっている。それまでの柱列などの区画施設などが見ら
れず、簡素な石組溝などが展開するだけとなっている。この区域が、Ⅲbl～3期と同様に使われていたと考え
るのは困難である。むしろ、文化元年の火災直後の片づけの際に、一時的につ1水などのために造られた遺構群と
考えるのが妥当であろう。その後、 3層の整地が行われ、大規模な再建工事が開始され、その工事の間の暫定的
な施設として、Ⅳa期の建物群が造られたと理解しておきたい。
一方Ⅳc期は、基準方位がずれることなどから、明治に入って二の九の使われ方が変わって以降のものと考え
られる。明治維新後、明治2年(1869年)の版籍奉還、 4年(1871年)の廃藩置県など、めまぐるしく制度改変
が続く。そのため、Ⅳc期の開始が、厳密にどの時期かを確定することは難しいが、ほぼ明治初年頃と考えてお
きたい。したがってⅣb期は、文化6年(1809年)頃から、明治初年 (1868年)頃、Ⅳc期は明治初年頃から明
治15年(1882年)の火災までと考えられる。
②Ⅲa期の遺構と元禄年間の二の丸大改造
I・ Ⅱ・Ⅲa期については、出土遺物が僅少で、遺物の年代観から確実な年代を推定することは難しい。Ⅲ期
以前の年代を考えるにあたって重要なのは、Ⅲa期である。Ⅲa期には、並行する溝状の遺構が並び、建物や塀
などは見られず、他の時期と全く様相が異なる。これらの溝から出土した遺物で詳細な年代を明らかにできるも
のは少ないが、陶磁器は18世紀初頭頃のものが主体を占めると考えられる。遺物の量がごく少数なため、出土遺
物から確定的な年代を絞り込むことは困難であるが、18世紀初頭以上に遡らせることは難しい。
Ⅲa期の遺構は、 4層上部の整地が行われた直後に造られている。このような遺物の年代観から、整地を伴う
工事が行われた可能性があるものとして、元禄年間の二の丸大改造があげられる。『伊達治家記録』には、貞享
4年 (1667年)に御座間の普請などの記事が見え、翌元禄元年 (1668年)以降、元禄年間の前半を中心に、表向
きの建物に一連の工事が行われている (佐藤巧1967・ 1979)。中奥については、元禄 3・4年にも記事が見える
が、元禄13年(1700年)に奥方普請の記事があり、同年9月に「奥方造営落成」との記載がある。このように元
禄年間の二の九大改造は、相当長期間に渡って、順次工事が進められたと考えられ、中奥の工事はそのなかでも
最後に進められたものと思われる。
この元禄年間の大改造を示すものとしては、第5地点の調査において、大規模な整地層が確認されている (年
報6・ 7)。しかも第5地点では、元禄年間の整地層の上面に、畑の畝状の遺構が広がっていることが確認され
ている。植えられたものが、作物なのか、薬草や植木などかは判明しないが、元禄年間の改造の途中に、このよ
うな土地利用が一時的になされていたことが判る。今回の調査のⅢa期の溝の埋土は、黒色の均質なもので、自
然に形成されたものとは考え難く、このような土を運び込んで入れたものと思われる。その性格については明ら
かにし難いが、埋上の状況から、耕作などに伴う施設の可能性も考えられる。第5地点の調査成果を踏まえれば、
4層上部の整地は元禄年間の二の九大改造に伴うもので、Ⅲa期の平行する溝は、その改造途中に、一時的に造
られたものと考えるのが、現段階では最も穏当であろう。したがって、Ⅲa期は元禄年間 (17世紀末)、 Ⅲb期
は改造が終了した元禄13年(1700年)頃以降と考えておきたい。
③伝伊達宗泰の屋敷と二の丸造成
I期とⅡ期では、遺構の配置状況が大きく変わっている。また、 I期に存在した段差は、4層下部の整地で埋
められ、平坦地へ改変されている。4層下部の整地は、江戸時代の整地層の中では最も大規模なものである。こ
のような工事が行われる契機としては、寛永15年(1638年)の二の九造営があげられるだろう。
二の九が造営される以前には、伊達政宗の四男である伊達宗泰の屋敷が置かれていたとの記録がある。ただ、
これは伝聞に近い記録で、詳細は判明しないし、絵図も残されていない。そのため、はたして伊達宗泰の屋敷で
あったのか、その場合でも二の九造営以前の全期間が宗泰の屋敷であるのかなどの問題が残っている。しかしな
がら、第9地点の調査において二の九造営以前の遺構群が検出されており (年報8・ 9)、江戸時代初頭から、
何らかの施設が造られていたことは確実である。このような二の九造営以前の遺構群を、とりあえず伝伊達宗泰
の屋敷と呼んでおくこととしたい。
第9地点の調査では、二の九造営時に伴うと考えられる大規模な整地層を挟んで、遺構の展開状況が大きく変
化していた。今回の調査においても、 I期とⅡ期における遺構の状況が大きく異なっており、 I期が伝伊達宗泰
の屋敷で、Ⅱ期が寛永13年以降の二の丸期と考えると、整合的に理解できる。
④各期の推定時期
今回の調査では、古い段階に伴う遺物、中でも陶磁器類が極めて少なく、出土遺物の年代観で各期の年代を推
定することが難しかった。そのため、各期の遺構の展開状況や整地層との関係などを基に、最も整合的に理解で
きる時期推定を行った。一応、全期間を通じて整合的な時期推定ができたものと考える。以上の検討結果を整理
すると、以下のようになる。
I期  慶長5年 (1600年)頃から寛永15年(1638年)
Π期 寛永15年(1638年)から元禄年間 (17世紀末)
Ⅲa期 元禄年間 (17世紀末)
Ⅲb期 元禄13年(1700年)頃から文化元年 (1804年)
Ⅳa期 文化元年 (1804年)から文化6年(1809年)頃
Ⅳb期 文化6年(1809年)頃から明治初頭 (1868年)頃
Ⅳc期 明治初頭 (1868年)頃から明治15年(1882年)
4.検出遺構
前述した各期ごとに、検出遺構を以下に報告していく。その際、複雑に重なりあう個々の遺構を抽出して、
別々に図面を提示すると、膨大な紙幅が必要となる。そのため、おおむね北区から中区・南区へとの順序で、区
域ごとにまとめて、平面図を提示する。断面図は、直前の平面図と対応する形で掲載している。
各時期の状況が把握しやすいように、前節の時期区分の説明と重複する部分も多いが、全体的な遺構の配置状
況を各時期の最初に記述する。その後に、個々の遺構について記載する。遺構の記載順序は、平面図を地区ごと
に提示していく関係上、北区から中区 。南区という順序で行うこととする。各地区の中では、全体の構成が理解
し易くなることを企図して、塀・柱列・溝などの区画施設を最初に記載し、その後に建物や土坑などの遺構を記
載することとした。ただし、地区をまたいで展開する塀・柱列や溝も存在しており、そのような場合には、各期
の特質に合わせて適宜変更している部分がある。
今回の調査では、ほとんどの遺構は、整地層に掘り込んで造られている。そのため、遺構確認が極めて難しい
部分も多く、必ずしも全ての遺構を認識できているか不確実な場合もある。柱列や建物などで、当然柱穴が想定
されるにもかかわらず検出されていない場合には、本来存在しないのか、検出できていないのか、両者の可能性
がある。個々の記載においては逐一記載しないが、常に両方の可能性があることを了解されたい。
掘立柱の建物 。柱列・塀では、柱根が残存している場合には、柱の形状は判明し易い。しかし、角柱か丸柱か、
あるいは角を面取りした角柱なのかを、柱痕跡の平面形状だけで判断することは難しい場合がほとんどである。
特に柱形状を記載していないものは、判別できなかった場合である。柱の大きさについては、九柱では径、角柱
では一辺の長さとなるが、判別できていない場合は、太さとして記載する。
遺構の方向は、真北からの方向を、o.5度きざみで記載する。その際、比較がし易いように、東西方向に延び
る遺構である場合にも、直交する方向に直し、北からの傾きとして示した。
遺物の出土状況の詳細は、次節の集計表を参照していただくこととして、ここで詳細に述べることはしない。
まとまって出土している場合や、時期決定に関係するような遺物、その他特徴的なことを中心に記載する。
(1)I期の遺構 (図15・16、図版9)
確実に当期まで遡る遺構は、井戸が1基(1号井戸)と、整地に伴うと考えられる段差だけである。中区から
南区にかけては調査区の中程のD列からE列で南北方向に、北区ではH-4区から南西方向に、段差が検出され
ている。この段差をはさんで、南側もしくは東側が15～20cm低くなっている。上層遺構による破壊が広範囲に
渡るため、不確実な部分も多いが、図15に示したような形でつながるものと推定される。他の部分は、ごく緩や
かに傾斜するだけであるのに対して、この段差の部分のみ急傾斜で落ち込むことから、人為的な削平によって形
成されたものと考えられる。また、F-13・14区におぃて、溝状の落ち込みとピットが検出されているが (ピッ
ト483、図版9-6)、人為的なものであるとの確証は得られていない。
【1号井戸】(図16、図版9)
D-6・7区で検出された、ほぼ円形の素掘りの井戸である。攪乱にはさまれて、かろうじて残っていた部分
の断面観察から、 4層下部より下から掘り込んでいることを確認した。壁面の地山が堅固であったことから、今
回の調査で検出された井戸の内では唯一完掘したが、危険なため埋土の断面図は上部以外作成していない。上部
はやや広がり、掘り込み面がほぼ残されている東西の径は1.5mである。深さlm程度からは、東西・南北とも
径1.lm程度のほぼ円形となっている。掘り込み面から底面までの深さは7.15mである。底面には、特別な施設は
造られていない。出土遺物は、陶器 。瓦 。木製品などが少量出土しているだけである。陶器は美濃伊賀の水差の
回縁部破片で、江戸時代初頭に遡るものである (図78-1)。
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(2)Ⅱ期の遺構 (図17～23、図版10～16)
中区・南区の東半部には、溝に柱を立てた塀 (6・7号塀)や掘立柱列 (25号柱列)が南北に廷びる。これら
の塀・柱列の東側には、一部切 り合い関係を持ちつつ、礎石建物と掘立柱建物が、それぞれ1棟確認される
(11・12号建物)。 これらの建物の南側にあたる、調査区南端付近には、東西方向の溝が延びる (42号溝)。 西半
部には、南北方向と東西方向の石組溝があり、L字形につながるものと考えられる (46。47号溝)。 これ以外に
も、素掘 りの溝が切 り合い関係を持ちつつ展開する (48・49・50号溝)。 他には、石敷遺構や、土坑状のピット
や小規模なピットが少数存在する。BoC-11区で検出したピット495(図版12-7)とピット5111よ、やや規模
の大きな土坑状のピットで、52号溝との切り合い関係から当期に含めたが、Ⅲbl期に下る可能性も残る。
中区・南区の遺構は、切 り合い関係を有するものが多く、これらの遺構が全て同時に存在したわけではない。
新旧の何段階かにわたって変遷していったものと考えられる。しかし、直接の切り合い関係があるもの以外につ
いては、出土遺物が全般に僅少なこともあって、変遷段階を設定することはできなかった。
一方北区では、46号溝が一部かかる他、確実に当期に帰属するものは、便槽遺構が存在するだけである。
【便槽遺構】(図18、図版16)
調査区北端のC-2・3区で検出した。ほぼ重なる位置に、溝状の攪乱が延びており、攪乱された際にはずさ
れた側板が、内部に放置されたような形で残されていた。これらの部分を攪乱として除去した後、板材で箱状に
組んだ遺構であることが判明した。そのため、最下層の堆積土から精査をした形となっている。推定通り便槽で
あるならば、便所の建物が上に建っていたと考えられるが、この遺構に伴う柱穴などは確認できなかった。
北側が調査区外に延びるため、長辺の大きさは不明である。上幅の東西170～200cm、深さ90cmの掘り方の中
に、板材で組まれた便槽を設置している。掘り方の壁は垂直に近く掘られている。便槽の長辺で測ると、方向は
N-22°一Wである。板で組まれた便槽の東西の大きさは、外寸で102cm、内寸で91cmである。底板は長軸に
直交する方向に、厚さ5cm前後の板を並べている。底板の幅は12.7～32,8cmと変異があるが、多くは24～28cm
である。側板は、底板の上に乗る形で据えられ、底側から釘で側板に打ち付けられている。側板は、本来上下 2
段の板で構成されていたと考えられるが、元の位置を保っていたのは、南側小日下段と、東側下段のみである。
東側の側板は、南北で2材を組み合わせている。長辺の側板と小日板は、ほぞを切って組み合わせた上で、釘で
止めている。長辺の側板同士をつなぐ部分も同様である。小日板は、長さ94.7cm、高さ43cm、厚さ5 clllを測る。
長辺の側板は、長さ182cm前後、高さ44cm前後、厚さ5cm前後である。
長辺の大きさを推定する場合、長辺の側板が2枚なのか、 3枚で構成されるかによって変わる。攪乱時にはず
されていた側板を観察すると、長さはいずれも182cm前後であるが、両端のほぞの切り方にいくつかの形がある。
このことから、 2枚と考えるより、 3枚で構成されていた可能性が高い。組み合わさる部分の切り欠かれている
長さは約9cmなので、全体の長さは528cmと復元できる。このように3枚と推定すると、長辺がかなり長くな
ってしまうという問題がある。一方、 2枚で構成されると考えると、長辺の長さは355cmと復元できる。下段の
高さは、長辺・小日とも44cm前後である。上段も同じであれば88cmとなるが、40cm前後の板材もあるため、こ
れが組み合うとするならば84cmとなる。いずれの場合でも、側板の上辺は、掘り込み面とほぼ同じ高さになる。
便槽の内部には、短軸方向に角材を置いた上に、径14～20cm程の九太をほぼ半分にしたものが、長軸方向に
沿ってほぼ中央に置かれている。金隠し板が2点出土しており (図124)、この便槽に伴って使われたものと思わ
れる。便槽内部の堆積層は、チョコレート色のペース ト状のもので、つ卜泄物に由来するものと考えられる。詳細
な同定は行っていないが、ウリ科と思われる種子が、大量に含まれていた。
この堆積土中から、完形の磁器の鉢と紅皿が出土している (図71-4・図77-161)。図71-5の磁器皿も、同
じ堆積土中から出土しており、攪乱の際に投げ込まれた板材の下でつぶれていたが、完形に復元できた。もとは
完形のまま埋もれていたものと考えられる。排泄物の姓積の上に落とした場合には、割れなかったのであろう。
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Fig。17 Distribution of features belonging to Edo Period(Phase Ⅱ)at NM17
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5Y4/2灰オリ■ブ色 シルト 粘性弱・しまり強 ゅ5cm前後の自色岩
片を比較的多く含む 炭化物を少量含む
5Y6/6オリープ色 砂質シルト 粘性中・ しまり強 φl～3mmの白色
凝灰岩粒・φl～5mmの炭化物をやや多く含む
75GY5/1緑灰色 粘土質ンル ト 粘性強 しまり強 炭化物を非常に
多く含む
10Y4/2オリーブ灰色 粘土質ンルト 粘性中・しまり中 オリープ色
砂質シルト・灰オリープ色粘土・φ icm程度の凝灰岩粒をまばらに含む
10YR4/6褐色 粘土 粘性強 。しまり中 砂利が混じる オリープ灰色
粘土をプロック状に含む φ4mln程度の凝灰岩粒をわずかに含む
5Y5/3灰オリープ色 粘土質シルト 粘性強 。しまり中 小礫を多く含
む 緑灰色粘上をプロック状に含む
7 10CY5/1緑灰色 粘土 粘性強・しまり強 凝灰岩粒・植物遺存体をわ
ずかに含む
8 5GY5/1オリープ灰色 粘土 粘性強・しまり中 φ icm程度の礫・砂
利と暗オリープ灰色粘土をプロック状に含む
9 75GY4/1暗緑灰色 粘土 粘性強 。しまり弱 φ lcm程度の凝灰岩粒・
小礫を微畳に含む
0            1m
図18 二の丸第17地点Ⅱ期の遺構 (1)
Fig。18 Features belonging to Edo pe?od ohaSe Ⅱ)at NM17(1)
また、紐に通した古銭が、 2群に分かれて出土した。A群は9点、B群は39点である (図129～131)。ほぼ完形
の櫛も出土している (図119-164)。
【6号塀】(図19,21、図版13・14)
E-8区からF-15区にかけて延びる、溝を掘った中に柱を立てた塀と考えられるものである。南北とも攪乱
によって破壊されており、本来はさらに続くものである。ただし、北区では6号塀の延長と考えられる遺構は検
出されておらず、 7列か8列の途中で終わるか、折れ曲がるものと考えられる。方向は、N-25°一Wである。
2号石敷、ピット410・411'412に切られている。
柱を据えるための掘り方となる溝は、上幅90～115cm、下幅35～55cm、深さ95cm前後で、溝の壁は垂直に近
く掘られている。柱根が、柱5と柱6で遺存していた。いずれも丸材で、径21～23cmである。柱の基底に置い
たと考えられる礎板石を含めると、10ヶ所で柱の位置を推定できた。また、調査区南端の大学造成時に削塀され
た部分に1ケ所、かろうじて礎板石が残存していた。これらの柱の位置関係を検討すると、柱間寸法は4尺6寸
と復元できる。柱は径20cm程度の九材で、柱5は底面が平坦に加工されず尖った状態となっていた。
【7号塀】(図19。20、図版13・14)
F-8区からG-15区にかけて廷びる、溝を掘った中に柱を立てた塀と考えられるものである。方向はN一
25° 一Wで、 6号塀の東側に平行して造られており、 6号塀との間隔は8尺 4寸である。6号塀と同様に、南北
とも攪乱によって破壊されており、本来はさらに続くが、北区では検出されていない。7列か8列の途中で終わ
るか、折れ曲がるものと考えられる。12号建物・ピット517に切られている。
掘り方となる溝は、上幅55～90cm、下幅30～45cm、深さ100～120cmで、溝の壁は垂直に近い。礎板石と柱痕
跡が各lヶ所で確認できた。柱間寸法を6号塀と同じ4尺6寸と仮定すると、この両者の位置関係とうまく整合
するため、4尺 6寸と推定した。
【25号柱列】(図19。20、図版14)
F-8区からG-15区にかけて検出した、南北方向に延びる掘立柱列である。途中攪乱で壊されている部分が
あるが、 7間分の長さを検出している。柱間寸法は9尺 2寸で、西に平行する6・ 7号塀の、ちようど2倍とな
っている。方向はN-25°一Wで、 6。7号塀と平行する。6号塀との間隔は12尺、 7号塀との間隔は3尺6寸
である。6・ 7号塀と同様に、南北ともさらに続くものと考えられるが、北区では検出されていない。
北側の柱5～7については、 4層下部上面を精査した段階では検出することができず、地山上面まで下げてか
ら検出することができた。そのため図に記載した掘り方の形状は、本来の形状より小さくなっている。柱穴形状
は、柱列の方向に直交する東西方向に長い隅丸長方形を呈する。遺存状況の比較的良い柱2では、掘り方上面で
の規模は170cm×100cmである。柱穴の深さはいずれも90～100cmと深い。柱痕跡を確認できたものはない。柱
穴の底面は、素掘りのままとなっている。
(11号建物】(図19。20、図版14)
GoH-11区で、東西2間、南北1間分を検出した。さらに西と南に延びる可能性もあるが、攪乱のため確認
できない。柱1が、25号柱列の柱4を切っており、当建物が新しい。柱間寸法は6尺 3寸と思われる。方向は
N-25°一Wである。柱穴の形状は変異が大きいが、隅丸長方形に近い形が多い。深さは40～60cmで、小礫が
堆積土中に多量に含まれており、礎石の根固め石の可能性もあるが、柱穴が深いため、掘立柱建物の可能性が高
い。
【12号建物】(図19。20、図版14)
F～H-13・14区で、東西1間、南北1間分を検出した。調査時には7号塀が新しいものとして掘り進めたが、
柱1と柱2の礎板石が、7号塀の掘り方の中に大きく突出する形になることから、この12号建物が7号塀を切る、
新しいものと考えた。位置的に25号柱列と重なるが、柱穴が接する程度で、確実な切り合い関係はとらえられて
いない。方向はN-25°一Wで、柱間寸法は南北が6尺 3寸を1間とした1間分、東西はその1間半の寸法であ
る。柱穴の平面形は、台形に近い形を呈する。ただし、東側の柱3と柱4は、 4層下部上面を精査した段階では
検出することができず、地山上面まで下げてから検出できた。そのため図に記載した掘り方の形状は、本来より
小さくなっている。深さは60cm前後で、全ての柱穴に、扁平な川原石を用いた礎板石が存在する。柱根は残っ
ていなかったが、柱3では、底面の石の上面に、一辺15cm程の角柱の痕隊が残っていた。
【2号石敷遺構】(図19。21、図版15)
D・E-10。11区で検出された。7号塀と46号溝を切っている。これらと、ほぼ平行する方向で造られている。
南北290cm、東西220cm、深さ50cmの掘り方の底面に、20cm前後の扁平な川原石を並べている。側壁は、底面
の石よりやや大振りな石を使っており、石の比較的平坦な面を、内側にそろえるようにしている。側壁は残りの
良い部分でも2段しか残されていない。石組の内法は、南北200cm、東西120cmである。底面の石の一部と、側
壁の上部の石は取り去られている部分がある。堆積土の状況から、石を取り去ったあと、人為的に埋め戻された
ものと考えられる。
【24号土坑】(図20、図版12)
D・E-13区で検出した。46号溝より新しい。同じ平面図に記載すると、46号溝の詳細が判らなくなるため、
図20に別に掲載した。そのため、図17の遺構配置図には入っていない。攪乱や上層遺構で破壊されており、全体
形状ははっきりとしないが、不整形な形状を呈するものと思われる。底面も凹凸があり、深さは最も深いところ
で30cm程である。
【42号溝】(図19、図版15)
GoH-14・15区で検出した、東西方向の溝である。東側は調査区外へ続くほか、大学造成時の削塀によって、
かなり破壊されており3.4m分を検出しただけである。西側への延び方や、西側に展開する25号柱列や 6・ 7号
塀との新旧関係などは不明である。調査した範囲では、石組は残されていなかったが、調査区東壁の断面 (図14)
では、北側の側石と思われるものが残されており、石組溝であったと考えられる。方向は、石組が取り去られて
いるため確実ではないが、掘り方のラインでは、N-26.5°一Wとなる。掘り方の深さは30cm程である。
石組を取り去った後、人為的に埋める際に瓦を廃棄したものと思われ、埋土には多量の瓦が含まれている。瓦
以外の遺物は、ごくわずかである。
【46号溝】(図18'19。21、図版10・11)
C,D-6区からDoE-15にかけて南北に延びる看組溝で、途中攪乱で破壊されているが、28.6m以上続く。
方向はN-25°一Wで、東側に存在する6。 7号塀、25号柱列と平行している。検出した範囲の北端での底面レ
ベルは62.05m、南端の底面レベルは62.20mで、南から北に流れていた可能性が高い。
北端はⅢb2期の32号溝に壊されている。北区では4層上部の整地層が分布しないため、Ⅲbl期とした69号
溝あるいは70号溝と接続し、これらがH期に遡る可能性も残るため、その点を検討しておく必要がある。ところ
が32号溝と攪乱のため、46号溝と69・70号溝との直接的な関係は不明である。しかし、Ⅲb2期の32号溝が、69
号溝とほぼ同じ場所で造り替えられていること、69号溝の底面レベルが46号溝よりかなり深いことから、46号溝
が69号溝に接続する可能性は低いであろう。一方70号溝は、底面レベルが46号溝に近いため、両者が接続する可
能性が残る。ただ、70号溝もほぼ同じところで69号溝に造り替えられている。この点からは、70号溝から69号溝、
さらに32号溝へと一連の造り替えとも考えられる。以上の点から、70号溝がⅡ期に遡り、46号溝と接続する可能
性は残るものの、確実ではないため、70号溝は69号溝と同じⅢbl期に下るものとしておく。
46号溝の南端は攪乱で破壊されているが、溝の規模が類似することから、47号溝につながる可能性がある。た
だし、47号溝の方が底面レベルが若千低く、この点で問題が残る。また両者が接続する場合、折れ曲がって47号
溝に至るのか、46号溝がさらに南に延び、47号溝とT字形に接続するのかは、破壊のため不明である。
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図19 二の丸第17地点Ⅱ期の遺構 (2)
Fig■9 Features belonging to Edo period(phase Ⅱ)at N?l17(2)
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7号塀
1 7 5YR5/3にぶい褐色 シル ト 粘性
中 。しまり中 にぶい黄橙色土シル ト
をプロック状に含b ゅ1～2mmの自色
小礫を多く含む
2 10BC5/1青灰色 シルト 粘性強・ しま
り弱 3の青灰色粘土を多 く含む ゅ5
～10mmの円礫を含む
3 ЮBG6/1青灰色 粘土 粘性強・
中 礫や他の土壌の混入はない
7号塀 H号建物 柱 1
ユI号建物 柱 1
1 25Y4/3オリープtB色 砂 粘性なし。しまりきわめて弱 黄
褐色粘土プロックをわずかに含む 上部に円礫が根石状に詰
まる
2 25Y4/4オリープ掲色 砂 粘性なし・ しまりきわめて弱 円
礫がぎっしりと詰まる
3 25Y4/4オリープ褐色 粘土質シルト 粘性強 。しまり弱 暗
褐色土・にぶい黄色上をまばらに含む 円礫を多く含む
しまり  25号柱列 柱4
1 10YR6/6明黄褐色 シルト 粘性中 。しまり中 にぶい費褐色
粘土をプロック状に含む 円礫をまばらに含む 黄橙色の砂
をわずかに含む
2 25Y74にぶい黄色 ンルト 粘性中・しまり中 黄灰色砂質
シルトを多 く含む 灰オリープ色粘土プロックをまばらに含
む
3 10YR7/8黄橙色 砂質シルト 粘性弱・ しまり中 灰黄褐色粘
土ブロックを多く含む 灰オリーブ色粘土ブロックをまばら
に含む
62.8m
0            1m
5Y5/2灰オリープ色 粘土質シル ト 粘性中・ しまり中 灰オリープ色
粘土質シルトと明黄褐色粘土質シルトによって構成される 黒色シル トを
わずかに含む
75Y5/1灰色 砂質シルト 粘性弱 。しまり強 φ lcm未満の礫・粗砂を多
く含む
5Y6/4オリープ黄色 粘土質シル ト 粘性やや強・ しまり強 オリープ黄
色粘土質ンルトと灰色粘土質シルトによって構成される
琶牌 毛を暮警
粘讚 シルト 粘性やや強・しまりやtFJa φ3cm程
0            1m
ll号建物 柱2
1 10YR5/6A禍色 砂質シルト粘性弱 。し
まり弱 にぶい責橙色の粘上をブロッ
ク状に含む 上部に円礫が根石状に詰
まる
2 25Y6/4にぶい黄色 シルト 粘性弱・
しまり弱 黄褐色砂質シル トのプロッ
クを含む 円礫を含む
B′
卜 70.2m
12号建物 柱 1
1 5GY5/1オリープ灰色 ンルト 粘性弱・しまり弱 ゅ3cm以下の円礫を比較的多く含む
2 2うGY5/1オリーブ灰色 シルト 粘性弱 しまり中 1よりやや砂っぽい
3 10C5/1緑灰色 粘土 粘性弱 。しまり中 ゆ5mm以下の円礫、角礫を少量含む
F∽浮留b献報機良報活息と蛇)疵NMЩ9Fig.20
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25Y7/2黄灰色 シルト質粘土 粘性やや強 。しまり強 暗赤褐色の欽分を多く含む φ locmを越す礫
から小岩片まで多様な石材の礫を多く含む
25Y6/1黄灰色 砂質シルト 粘性中 。しまり中 黄橙色の鉄分をまばらに含む
25Y6/41こぶい黄色 砂質シルト 粘性中 。しまり強 灰色のシルトプロックをごくまばらに含む φ
10cm程から小さいものまで多種の岩片や礫を含む
25Y5/1責灰色 砂質ンルト 粘性やや強・しまり中 責橙色の鉄分をまばらに含む
25Y5/6責褐色 シルト 粘性中 。しまり強 かなり固くしまる 炭化物片・白色岩片をごく希に含む
10YR6/2灰黄褐色 砂質ンルト 粘性弱・しまり中 明黄褐色の鉄分をまばらに含む
5Y5/1灰色 砂質シルト 粘性やや弱・しまり弱 2cに類似したシルトプロックを多量に含む
5Y71灰色 シルト質砂 粘性中 しまり弱 φ5cm程の小礫を希に含む 岩片等の混入物が少ない
25Y6/1黄灰色 シルト 粘性弱 。しまり強 φ2～5mmの緑色や自色の岩片をまばらに含b
25Y″2灰黄色 砂質シルト 粘性やや弱・しまり強 ゆ5mm程度の自色岩片をまばらに含む
10YR7/2にぶい黄橙色 シルト質砂 粘性弱 。しまり弱 ゆ2cm以下の白色岩片を多く含む
10YR5/2灰責褐色 シルト 粘性なし。しまり中 にぶい責橙色粘上のブロック・にぎりこぶし大以下
の礫を比較的多く含む 上部に薄く砂が入る φ lcm以下の自色岩片を多く含む
基本的には1と同じ 上部に10YR71褐灰色シルトが入る 11こ比べ全体的にやや暗い
N3/0暗灰色 粘土 粘性中 。しまり中 4に似た土がブロック状に入る
10YR5/3にぶい黄褐色 1に比べやや黄色味が強い その他は1に同じ
3と同じ
5BC5/1青灰色 シルト 粘性ごく弱・ しまり中
10YR6んにぶい黄褐色 粘土
5Y5/1灰色 シルト 粘性中 。しまり強 オリーブ灰色粘土質シルトをプロック状に含む
5Y6/2灰オリープ色 砂質シルト 粘性弱 しまり強 淡黄色粘土質シルト 暗灰黄色シルト・オリー
ブ色粘土質シルトをまばらに合む φ lcm程度の礫を全体に小量含む 白色岩片を全体的に含む 炭化
物をわずかに含む
5Y5/4オリーブ色 砂質シルト 粘性やや強 しまりやや強 緑灰色粘土質シルトをプロック状に全体
的にまばらに含む 全体に粗砂を含む 白色岩片を少量含む
5Y6/3オリープ黄色 粘土質シルト 粘性強 しまりやや強 粗砂を多く含む オリープ黄色粘土質シ
ルトを主体として暗オリーブ灰色粘土質シルトをプロック状に含む
5G6/1緑灰色 粘土質シルト 粘性強 。しまり強 灰色シルトをわずかに含む φ2cm程度の礫をわず
かに含む
10GY6/1緑灰色 砂質シルト 粘性強 。しまり弱 φ3cm未満の礫を含む 層全体に粗砂を多く含む
E′
卜 63.6m
6号塀 柱6
3
4
5
6
図21 二の丸第17地点Ⅱ期の遺構 (4)
Fig.21 Features bebnging to Edo pettod(phase Ⅱ)a  NM17(4)
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0       1m
掘り方の上幅は215～265cm、深さは60cm前後で、断面形状は船底状を呈する。側石はほとんど取り去られて
おり、裏込めの礫だけが残っている部分が、大部分を占める。中区から南の東側は、裏込め石もほとんど残って
いない部分が多い。両側の側石が残されているのはC・D-6区とD-11・12区だけで、側石の内法幅は50cm
程である。D-11'12区の西側の側石が2段残っている以外は、 1段のみ残っているにすぎない。偵I石は自然石
を使用しており、加工はされていない。石積みは、平坦な面を内側にそろえる傾向が見られるが、長辺の向きな
どには、明確な規則性は認め難い。埋上の状況から、石が抜き取られた後、人為的に埋められたものと考えられ
る。
瓦・木製品が比較的多く出土している以外は、陶磁器・土器類が若千出土しているだけである。陶磁器類であ
る程度特徴が判るものとしては、磁器の碗と瓶類の2点だけである (図71-1'2)。木製品では、箸状木製品
が比較的多い (図120-57～9)。
〔47号溝】(図22。23、図版10,11)
B・C-16区で検出した石組溝で、5.3m分を検出した。西側は調査区外へ延び、東側は攪乱により破壊され
ている。49号溝・ピット444を切っている。底面レベルは62.Om前後で、検出した範囲が短く、明確なレベル差
が認められなかった。方向は、N-25°一Wである。掘り方は上幅170～180cm、深さ90cm程で、壁はほぼ垂直
に掘られている。南北両側とも、側石は2～ 3段残されているが、上部は取り去れたものと考えられる。石組の
内側の幅は45～50cmで、側石は、自然石を用い加工はなされない。ほぼ垂直に積み上げている。長辺を溝と平
行にしているものが多いが、全てにこのような規則性が見られる訳ではない。背後には、ほぼ掘り方一杯まで、
裏込石が入れられている。埋土の状況から、上部の石組を取り去った後、人為的に埋められたものと考えられる。
遺物はごくわずかしか出土していない。ある程度特徴が判明するものは、磁器小瓶 (図71-3)だけである。
【48号溝】(図22。23、図版10。12)
B-15区からD-15区にかけて検出した素掘りの溝である。西側は調査区外へ延び、東側は後世の遺構によっ
て切られており、 8m分を検出した。49・50号溝にも切られており、これらの溝の中では最も古い。わずかに蛇
行しているが、方向はおおむねN-24°一Wである。上幅30～40cm、下幅10～20cm、深さは25～30cmで、底面
レベルは東側が低Vヽ。
【49号溝】(図22・23、図版10。12)
調査区西端のB-12区からB-17区にかけて延びる。検出した範囲の長さは15.2mで、南は調査区外へ延びる。
B-11のピット524としたものも、この49号溝の一部の可能性がある。方向は、N-24°一Wである。47号溝に
切られ、48号溝を切っている。上幅85～■Ocm、下幅45～65cmで、断面形状は深い逆台形を呈する。深さは、
北側が15～20cm、南側が60cm程であるのに封し、B-14～16区の部分が深く100cm前後ある。溝とすれば、南
北どちらにも水が抜けて行かず、塀の堀り方である可能性も残るが、柱痕跡などは検出できていない。
【50号溝】(図22・23、図版10・12)
D-13区からD-15区にかけて、46号溝の東側で検出された素掘りの溝である。ゆるやかに蛇行している。48
号溝を切っている。上幅は55～105cmと一定せず、深さも5～10cm程と浅い。底面レベルは、南端が若千低い
ため、北から南に流れていたものと考えられる。人為的に造られた遺構であるか、疑間が残る。
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図22 二の丸第17地点Ⅱ期の遺構 (5)
Fig.22 Features belonging to Edo period(phase Ⅱ)at NM17(5)
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10GY5/1緑灰色 粘土質シルト 粘性強 。しまり中 ゆlmm以下の自色凝灰岩粒・
φ5cm程度の礫を若干含む
5G4/1暗緑灰色 シルト 粘性弱 。しまり弱 ψlmm程度の凝灰岩・炭化物を若干含
む
10G5/1緑灰色 粘土質シル ト 粘性中 。しまり弱 φlmm程度の自色凝灰岩粒・炭
化物を若干含む ゅ5～60cmの大小様々な礫を多く含む
10G2/1緑黒色 シルト質砂 粘性きわめて弱 。しまり強 緑灰色シル トが層状に混
じる ゅ5cm程度の礫・ゆlmm程度の自色凝灰岩粒を少量含む
25Y71責灰色 粘土 粘性きわめて強・しまり中 大小の多量の礫を含む
1 5Y6/2灰オリーブ色 シルト 粘性中 。しまり強 ゆ2～4cm程度の礫をわずかに含
む 白色岩片を全体に多く含む 炭化物を微量含む
2 5Y7/3浅黄色 粘土質シルト 粘性中・ しまり強 炭化物をほんの微量含む
3 10Y6/2オリープ灰色 粘土質シルト 粘性強 しまり強 部分的に粗砂が混じる
??
C′
卜 630m
1
2
3
4
5
5Y5/4オリープ色 砂質シルト 粘性中・しまり中 暗オリーブ灰色粘土・オリープ
色粘土・暗緑灰色粘土をプロック状に含む φ5mm程度の小礫をわずかに含む
25GY5/1オリープ灰色 粘土 粘性強・ しまり強 若干の砂と礫を含む
5Y5/4オリープ色 粘土 粘性強 。しまり強 鉄分を多く含む 相対的に褐色が強い
暗緑灰色粘土塊を含む
25GY5/1オリープ灰色 粘土 粘性強 。しまり強 2に比べ褐色の粒が少なく均質
な状態 色調も2よりも褐色度が低い
25GY6/1オリープ灰色 砂混じり粘土 粘性強・ しまり弱 水分が多く粒子が粗い
ためしまりが悪い φ5cm程度の礫をわずかに含む
25Y5/3黄褐色 砂質シル ト 粘性中・しまり強 黄褐色砂質シルトをまだらに含む
白色凝灰岩粒を少量含む
25Y4/2暗灰黄色 砂質シル ト 粘性中 しまり中 黄掲色砂質シル トを少量含む
ゆ4cmの礫を含む ゅ3mm以下の自色凝灰岩粒を含む 炭化物を少量含む φ lcm以
下の小礫を含む
75GY4/1暗緑灰色 粘土質シル ト 粘性強 。しまり弱 責褐色砂質シル ト・自色凝
灰岩粒 炭化物を少量含む
D D′
習             卜 骸つm
0            1m
図23 二の丸第17地点Ⅱ期の遺構 (6)
Features belonging to Edo penod(phaSe Ⅱ)at NM17(6)Fig。23
49
(3)Ⅲa期の遺構 (図24～28、図版17・18)
中区から南区に、平行する溝が並んで造られる。南区では、東西方向に、幅の広い溝が平行して並んでおり、
埋土はいずれも均質な黒色土である。中区では、南北方向に延び、黒色の類似した埋土からなる、小規模な溝が
平行して走っている。丸瓦を伏せた暗渠状の溝が、これらの溝の間に平行して廷びている。北区では、中区から
廷びる丸瓦を伏せた溝の一部がかかる以外は、確実に当期に帰属させられる遺構は存在しない。
【55号～64・67号溝】(図25・26、図版17)
中区の8列から9列、一部10列にかけて、南北方向の溝が並んでいる。Ⅲb期に多数の遺構が造られる区域で
あり、これらの後世の遺構に破壊され、遺存状況は極めて悪い。埋土の一部が、痕跡的に確認された程度の溝も
ある (55号・59号溝)。 方向を厳密に計測することは難しいが、おおむね南区の溝群と直交するN-24～25°一
W程度である。幅は、50cmから100cmと、変異が大きい。58号溝だけは、中央が深く、その両側に狭く浅い溝
が伴い、全体の幅は140cm程度である。遺存状況にも左右されるが、深さも15～30cmと変異が大きい。埋土は、
いずれにおいても、黒色か黒色に近い、比較的均質なものである。
遺物は概して少なく、陶磁器類は細片が多い。ある程度特徴が判るものは、磁器小瓶 (図71-13)だけである。
【51・ 54・66号溝】(図25。26、図版17)
中区の南北方向に平行する溝の間で、溝の中に丸瓦を伏せて暗渠としたものが、 3条検出された。3条の溝の
間隔は一定ではない。51号溝と66号溝は、延長と考えられる同様の溝が、北区に一部かかっている。この北区の
部分を含めると、66号溝は10。7m以上延びていることとなる。いずれの溝も、両端は攪乱や後世の遺構によって
破壊されている。方向は、51号溝と54号溝ではN-26°一W。66号溝はN-24°一Wであるが、北側ではさらに
西に振れる。上幅20～40cmで、深さ15～20cm程度の掘り方に、九瓦の玉縁を南側にして、伏せて並べている。
【34～41号溝】(図27・28、図版18)
13列以南で、東西方向の類似した溝が平行して検出された。B・C列に並ぶ34～38号溝と、D～G列に並ぶ39
～41号溝の2グループに分けられる。両グループの間は、幅120～130cmの空閑地となっており、滞はつながら
ない。全体の平均的な方向は、N-24°―Wである。いずれの滞も、上幅120～135cm、下幅105～■Ocm、深さ
20～40cmで、断面形状は逆台形を呈する。底面には、一部に小規模な凹凸が認められるが、明確なピットのよ
うな施設は無い。長さが判明する39号溝と40号溝では、10.3mである。埋土は、底面付近に地山あるいは4層下
部起源の土が薄く入るものがある以外は、いずれも極めて均質な黒色土で埋められている。
B・C列に並ぶ34～38号溝は、西側が調査区外へ続いているが、第1地点の調査において、これらの構群の延
長と考えられる遺構が検出されている。図57の1号建物のところで示しているが、 1号建物の続きと考えられる
溝1に切られるピット1とされたものが、埋土の状況が類似し、位置関係から34号溝の延長と考えられる。
遺物は概して少ない。陶磁器類も小片が多い。図71-12は、41号溝出上の中国産の磁器皿で、戦国期まで遡る
ものである。図78-5は、唐津産の陶器向付で、江戸時代初頭まで遡るものである。他には、磁器の図71-6～
12、陶器の図78-6、瓦質土器の図93-CG2が、かろうじて特徴が半J明するものである。これらはいずれも、
17世紀後葉から18世紀前半にかけての時期のものと思われる。これらから当期の遺構は、どんなに遡っても1700
年頃を遡らせ得ない。
【45号溝】(図27、図版18)
B-15区からD-15区にかけて検出した素掘りの溝で、西側は調査区外へ延びる。東側は上層遺構で破壊され
ているが、さらに東側には延びていないため、ほぼこの付近で終わるものと推定される。6.7m分を検出してお
り、方向はN-27°一Wである。37号溝と40号溝の南岸に沿う位置にあり、両溝に切られている。上幅30～
45cm、下幅15～35cm、深さは東側はごく浅く、西端で15cm程度である。
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?? 56号溝
粘性弱 。しまり強
炭化物をわずかに
57号溝
1 25Y3/3暗オリープ褐色 ンル ト
ゅlcm未満の礫を全体に少量含む
む
粘性弱 。しまり強
炭化物をわずかに合
※
※
55号溝 (痕跡のみ)
1 25Y3/3暗オリープ褐色 シルト
φ lcm未満の礫を全体に少量含む
含む
58号溝 59号溝 (痕跡のみ)
60号溝 ※ ※
A′
卜 62.9m
1 25Y3/3暗オリー プ褐色 シルト 粘性弱・しまり強 φ lcm
未満の礫を全体に少量含む 炭化物をわずかに含む
61号溝
1 25Y3/3暗オリープ褐色 シルト 粘性弱・しまり
強 φ lcm未満の礫を全体に少量含む 炭化物をわ
ずかに含む
※ ※
25Y3/3暗オリープ褐色 ンル ト 粘性弱 しまり強 ゆ
lcm未満の礫を全体に少量含む 炭化物をわずかに含む
10R Y17/1黒色 シルト 粘性強・ しまり中 オリーブ黄
色砂質シルトをプロック状に少量含む
62号溝
25Y3/3暗オリープ禍色 シル ト 粘性弱・ しまり強
lcm未満の礫を全体に少量含む 炭化物をわずかに含む
51号溝
引      トー ー62.9m
研
l 10YR5/6責褐色 砂質ンルト 粘性弱 。しまり強 黄褐色粘土質シルトをプロック状に含む φl～2mmの炭化物を微量含む
2 25Y6/6明黄褐色 砂質シルト 粘性弱・しまり強 黄褐色砂質シルトを粒状に含む ゅ5～10mmの炭化物・円礫をそれぞれまだ
ら状に含む
54号溝
C   C′
引    トー ー62.9m
奇
lllYR4/3にぶい黄褐色 シルト 粘性中・しまり中 橙色土プロックをまだらに含む
66号溝
D   D′
引    卜 63.Om
育
75YR4/1褐灰色 粘土質シルト 粘性強。しまり弱  明褐色土をプロック状に含む
0            1m
図26 二の丸第17地点Ⅲa期の遺構
Fig。26 Features belonging to Edo period(phase
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34号溝 35号溝 36号溝
※
※ 粋諺m
B
引
37号溝 38号溝
34号溝
1 25Y2/1黒色 砂質シルト 粘性中・しまり強 赤褐色の鉄分を全体に多量に含む
2 10BG5/1青灰色 粘土質シルト 粘性強 。しまり強 オリープ灰色粘土質シルトをマーブル状に含む 全体に粗砂・ゆ2cm未満の礫を含む3 25CY2/1黒色 砂質シルト 粘性中 しまり強
35号灘
1 38号溝の1にほは同じ
2 75Y2/1黒色 砂質シルト 粘性強・しまり弱 φ lcm程度の礫・炭化物を微量含む
36号溝
1 5Y2/1黒色 砂質シルト 粘性弱 しまり強 φ5cm未満の礫をわずかに合む 炭化物を全体に微量含む
2 5G5/1緑灰色 シルト質粘土 粘性強 。しまり弱 層下部にゆ5cmほどの小礫を含む 部分的に黄橙色の酸化した鉄分を含む
37号溝
1 5Y2/1黒色 砂質シルト 粘性やや強 。しまり強 φ3cm程度の礫をわずかに含む 炭化物を微量含む
2 5G5/1緑灰色 シルト質粘土 粘性強 。しまりやや弱 φ5～10mmの自色凝灰岩粒をごくまばらに含む 黄橙色の酸化した鉄分をまばらに含む
38号溝
1 5Y3/2オリーブ黒色 砂質シルト 粘性弱・しまり強 赤褐色の鉄分と思われるものを全体にはは均質に含む 炭化物を微量含む
2 5Y2/1黒色 砂質シルト 粘性中 しまり強 鉄分を全体に少量含む ゅ2cm程度の礫と炭化物を微量含む
40号溝 39号溝 B′
|―-630m
403溝
1 25Y2/1黒色 砂質シルト 粘性中・しまり強
のイヽ礫をわずかに含む 災化物を少量含む
2 75Y2/1黒色 砂質シルト 粘性強・しまり弱
の礫をわずかに含む
φ5cm以下
ひlcln程度
0            1m
39号溝
1 5Y2/1黒色 砂質シルト 粘性やや強・しまり強 ゅ3～5cm
程度の礫をまばらに含む 炭化物をわずかに含む
図28 二の丸第17地点Ⅲa期の遺構 (4)
Features bdOnging to Edo period(phase Ⅲ al at NM17(41Fig.28
(4)Ⅲbl期の遺構 (図29～36、図版19～22)
北区では、鍵の手状に屈折しつつ東西に延びる大規模な石組溝 (69号溝)がある。69号溝の南北方向へ流れる
部分の東側には、69号溝より古い石組溝 (70号溝)が存在する。70号溝の南東側には、 3号石敷が存在し、関連
する遺構である可能性がある。また3号井戸が、本期より存在した可能性がある。これら以外に北区では、 2号
土坑と33号土坑が存在する程度である。
中区の中程には、21号柱列が東西に調査区を横切る。この21号柱列の南側には、東よりの部分に22号柱列が、
西よりの部分には23号。24号柱列が南北に延びている。21号柱列の北側には、小規模な溝や若干のピットが存在
したものと思われるが、これ以外の遺構は少なく、建物などは確認できていない。
169号溝】(図30・31、図版20。21)
B-5'6区からH-2区まで、途中2回屈折しながらのびる大規模な石組溝である。両側とも、調査区外に
延びる。西端のB-5・6区の部分は、後世の遺構による破壊が大きいことと、調査時間の関係から未掘のまま
である。70号溝を切るとともに、次のⅢb2期の32号溝に切られる。F列の南北に廷びる部分を中央部、それよ
り西の東西に延びる部分を西部、調査区北端の東西に延びる部分を東部というように、説明の便宜のために呼ぶ
こととする。底面は素掘りのままで、石敷は施されない。F-3区に平坦な石が1個底面に存在したが、敷かれ
たものではない。底面の標高は、中央部と西部の境のコーナー付近が61.68m前後で、最も高い。ここから西
側・北側の両方とも低くなっていく。そのため、どちらの方向へ流れていたかを判断することは難しい。底面が
水流によって削られ、本来の傾斜が残されていないのであろうか。方向は各部によって異なり、西部はN―
31° 一W、 中央部はN-25°一W、 東部は中央部と直交するN-25°一W程度と思われる。
掘り方の幅は220～250cm、深さは90～loocm前後で、壁は垂直に近くなっている。側石は、やや円摩が進ん
だ自然石を使用しており、加工は施されていない。石の大きさは、東部がやや小振りな傾向がある。側石は、長
軸を溝に直交する方向に置くものが多いが、逆のものもあリー 定ではない。石の平坦な面を内側にそろえる傾向
があり、ほぼ垂直に積み上げている。屈曲するコーナーの部分では、算木状に積み上げている場合もある。掘り
方のほぼ一杯まで、裏込め石が入れられる。石組の内法の幅は、60～80cmである。
中央部から西部へ屈曲したコーナーからlm程の南側の側石から、外側へ向けて石列が延びている。さらに、
ベルトの付近にも同様の石列が延びる可能性がある。掘り方も、この付近は広くなっている。滞に附属する何ら
かの施設が取り付いていたものと思われる。しかしこの部分は、ベルトを残しながら調査を進めたため、充分な
検討ができなかったこともあり、性格を明らかにすることはできなかった。
瓦や木製品がやや多く出土している以外は、遺物は少ない。17世紀代に遡る磁器も出土している (図71-15)。
漆椀も出土している (図117-2)。
【70号溝】(図30・32、図版19)
G-2区から南に延び、G-4区で西に折れる大規模な石組溝で、北側・西側ともに69号溝に切られている。
南北部分の方向は、N-22.5°一Wで、東西部分も、ほぼこれに直交する。コーナー近くの底面の石敷と、北端
近くの石敷の上面の標高を比較すると、北側が10cm程低くなっている。西から流れてきたものが、向きを変え
北へ向かうものと考えられる。なおⅡ期の46号溝の項目で述べたが、この70号溝と46号溝が接続し、コ期に遡る
可能性が残る。その場合、この70号溝と一連のものと思われる3号石敷も、同様にⅡ期に遡る可能性が残る。
掘り方は、場所による違いが大きい。北端では150cm程の幅であるが、東西方向の部分は、南側の掘り方がき
わめて大きく、幅3.4m程になる。深さは60cm程度である。側石は多くが取り去られており、遺存状況は良くな
い。ごく少数角礫が使われている以外は、円摩の進んだ自然石を使用しており、加工は施されていない。平坦な
面を内側にそろえるようにして積んでいる。石組の内法幅は45～50cmである。取り去られた部分もあるが、底
面にも扁平な石を敷いている。南側の掘り方が広い部分以外は、掘り方一杯まで裏込め石が入れられる。
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Fig。29 Distribution of features belonging to Edo Period(Phase Ⅲ bl)at NW[17
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69号溝 A′
卜 628m
32号溝埋土
32号溝掘方埋上
69号溝埋土
3 5YRγ2オリープ黒色 粘土 粘性強 しまり弱 を主体とし若干の瓦・小円礫
を含む
4 25GYR4/1暗オリーブ灰色 粘土質シルト 粘性強 。しまり弱 着干の瓦 白色
疑灰岩粒を含む 黄褐色砂をレンズ状に含む
5 75Y3/2オリープ黒色 砂 粘性なし。しまり弱 黒色粒と白色粒の粗砂を含む
溝東壁近くでは黄褐色砂をプロック状に含む
6 10Y3/2オリープ黒色 粘土 粘性強 。しまり中 φ lcm程度の円礫を多く含む
若干の植物遺存体が認められる
7 75Y4/1灰色 粘土 粘性強・ しまり強 φ10～20cm程度の比較的大きな礫を多
量に含む
8 5B17/1青黒色 粘土 粘性強・ しまり弱 φ10～20cm程度の礫 ,一辺40cmの
板状の石を含む 植物遺存体が認められる
69号溝 B′トー62.8m
5YR3/1黒褐色 シルト 粘性中・ しまり中 責褐色ンルトをまばらに含む φ2～8cmの礫を多く含む
75YR3/3暗褐色 シルト 粘性強・ しまり弱 黄福色砂質シルト ゅ5～20mmの風化凝灰岩片をまばらに含む
25Y5/1責灰色 シルト 粘性弱・ しまり強 浅黄色粘上のプロックをまばらに含む オリーブ褐色砂質シル トを網目状に含む 風化凝灰岩片を
ごくまばらに含む
5YR3/2暗赤掲色 粘土質シルト 粘性中・ しまり強 灰オリーブ色粘上のプロックを多く含む
5Y6/3オリープ黄色 粘土 粘性強・ しまり中 混入物なし
75Y5/1掲灰色 シルト 粘性中 。しまり中 オリーブ黄色粘上のプロックを多く含む 緑色凝灰岩片をまばらに含む
10YR6/8明黄掲色 砂 粘性弱 。しまり弱 灰色シル トをまばらに含む
75Y71灰色 シルト 粘性中・しまり弱 オリープ黄色粘上のプロック φ5～10mmの炭化物片をごくまばらに含む
3号井戸 C′
トー 63.Om
1 5Y4/4暗オリーブ色 シルト 粘性中 。しまりやや強 ゅ3～4cm程度の礫を多
く含む
■5Y3/1オリープ黒色 砂質シルト 粘性中 しまり強 オリープ黒色砂質シル
トと灰オリープ色砂質シル トによって構成される 黄褐色の鉄分と思われるも
のを全体に含む
10Y3/1オリープ黒色 粘土質シルト 粘性強 。しまり中 粗砂を全体に含む
炭化物を多く含む φ3cm程度の礫・瓦を含む
10YR6/8明黄褐色 細砂 粘性なし・しまり中 灰色冶土質シルトと互層を成す
75Y6/2灰オリープ色 砂質シルト 粘性やや強・しまりやや強 粗砂を少量合
む 灰色粘土質シルトと暗灰黄色差質シル トが混ざって堆積する φ3～6cm程
度の礫・白色岩片を全体に多く含む
25Y5/2暗灰黄色 砂質シルト 粘性中・しまり中
図31 二の丸第17地点Шbl期の遺構
Fig。31 Features belonging to Edo period(phase
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D
引
70号溝
25Y4/3オリーブ褐色 シル ト質砂 粘性弱・ しまり中 にぶい黄色砂質シル トをゅ5～10cmのプロ
イ5Y5/1灰色 シル ト質砂 粘性弱 しまり強 φ5～10mmの白色凝灰岩粒 を少量含む
猛5Yν2灰オリープ色 シル ト質砂 粘性中・ しまり中
5Y6/3オリーブ黄色 砂質シル ト 粘性中・ しまり中 鉄分を多 く含む
イ5Y5/2灰オリープ色 シル ト質砂 粘性中・ しまり中
ノク状に含む
70号溝
5Y72灰褐色 シルト 粘性中 しまり中 明黄褐色シルト 灰色シルトのプロックを多く含む
5Y6/1灰色 粘土 粘性強 しまり中 明黄褐色砂・ゅ5～20mmの風化凝灰岩片を多く含む 緑灰色粘土ブロックを若干含む
10YR7/6明黄褐色 砂 粘性弱 。しまり中 灰色粘上のプロックを多く含む 黒褐色粘上のブロックを若干含む φ5～20mmの礫片をまばらに含む10YR6/2灰黄褐色 シルト 粘性中 。しまり中 明黄褐色砂をごくわずかに含む
25Y6/6明黄褐色 砂質シルト 粘性中 。しまり中 灰色粘上のプロックを多く含む
5Y6/1灰色 粘土 粘性強 しまり強 明黄褐色砂質シルト・緑灰色粘上のプロックをまばらに含む
5YR6/1褐灰色 シルト 粘性弱 しまり中 緑灰色粘土のプロックを多く含む
25Y3/1黒褐色 粘土 粘性強 しまり中 褐灰色シルト 緑灰色粘上のプロックを多く含む
10GY6/1緑灰色 粘土 粘性中 。しまり中 褐灰色シルトを多く含む
10 75YR5/1褐灰色 シルト 粘性中 。しまり中 灰白色粘土ブロック・褐灰色シルトをまばらに含む φ5～豹mmの風化凝灰岩片をごくまばらに含む11 5Y72灰オリーブ色 粘土質シルト 粘性中 しまり中 φ5～15mmの小礫をまばらに含む
2号土坑
F′
|-62,9m
1 10GY4/1暗緑灰色 細砂 粘性なし,しまり弱 細かな炭化物粒子・φ3cm以下の円礫を少量
含む
2 10GY5/1緑灰色 砂質シルト 粘性弱 しまり中 φ5mm以下の小礫を多く含む
3 10GY4/1暗緑灰色 炭化物が少量見られる以外は2に同じ
4 10YR3/1黒褐色 シルト 粘性弱 。しまり中 炭化物を多く含む 瓦を含む 下部ほど暗い
33号土坑 G′
卜 628m
D′
トーーー 628m
E′
トー ー62,7m
0             1m
5GY〃ユ緑黒色 シルト 粘性弱・ しまり中 炭化物を多量に含む 木材を含む
5Gク1暗緑灰色 シルト 粘性弱 しまり中 炭化物を多量に含む 白色凝灰岩片を若干含む
賓稽協Y労督 軍 犠 c:越ば藻ぜ撃
・しまり強 緑灰色粘■leシルトがまだら状に入る 髄 級 納 をやや多く含む
研
′
臨 度協議露乳
卜 粘性強 しまり中 暗緑灰色砂質シルトを20cn14度のカ ック状に含む 白色凝灰岩泣・期 ヒ
10Gνl緑灰色 砂質シルト 粘性弱 。しまり弱 暗緑灰色粘土質シルトをプロック状に含む
Z5Y5/3黄褐色 砂 粘性なし しまり強 木材を含む
蟹暮を
馳 郷 粧 弱 。しま卿 級 色粘土質冽 をラミナ榔 こ含む 瓦 木怖 川 ヒ物・φ ttm程度の礫林
図32 二の丸第17地点Ⅲbl期の遺構 (3)
Fig。32 Features belonging tO Edo period(phase Ⅲ bl)at N?117(3)
出土遺物は全体に少ない。17世紀代に遡る磁器が含まれている (図71-14)。
【3号石敷】(図30、図版19)
70号溝が屈曲する部分の外側コーナーは、石組の上部が途切れたようになり、東側に石組とほぼ同じ大きさの
石が、若干存在する。その南東側には、30～40cm程の大きさの、扁平な川原石が敷かれたようにまとまってい
たため、 3号石敷とした。さらに東側に、より小さな円礫がまとまって分布しており、一連の遺構の可能性があ
る。石敷に伴う明確な掘り方は認められなかった。70号溝と同時に存在し、関連する施設の可能性が考えられる。
【2号土坑】(図30・32)
D-6区で検出された。北側がⅢb2期の32号溝に切られることから、当期に含めた。南側も攪乱によって破
壊され、全体の形状は判然としない。東西の幅125cm、深さ40cmである。
【33号土坑】(図30。32、図版22)
C・D-3・4区で検出した、規模の大きな土坑である。西側が攪乱で大きく破壊されている他、後世の遺構
などで壊されている部分も多い。西側の攪乱で破壊されたところに、Ⅲb3期の17号柱列の柱2がある。直接的
な前後関係は不明だが、この柱穴の埋土には、33号土坑の埋上に由来すると考えられる炭が大量に含まれていた。
このことから、Ⅲb3期の17号柱列より古いことは確実と思われる。また、少量ながら陶磁器類が出土しており
(図75-86～88)、全般に18世紀代でも前半のものと思われる。これらのことから、Ⅲb期の中でも古い段階のも
のと考え、当期に含めた。平面形状は、攪乱などによる破壊が多く、判然としないが、東西に長い隅丸長方形を
呈すると思われる。ピット3941こ切られているが、その東側に、張り出した部分が南に延びている。残存してい
る部分での東西の幅は280cmである。深さは50cm程で、断面形状は逆台形を呈する。埋土は大きく3層に分け
られた。3層は水性堆積層と思われるが、 1・2層は人為的に埋められている。 1層には、炭化物が大量に含ま
れていた。瓦と木製品が、やや多く出土している。木製品には、箸状木製品や木羽が多い。
【3号井戸】(図30・31、図版21)
A・B-4・5区で検出された石組の井戸である。調査区西壁に接するため、深く下げるには危険が伴うと判
断し、内部をlm程掘り下げるに留めた。掘り方も、30cm程掘り下げただけであり、出土遺物から構築時期を
検討することが不可能である。内部が埋まった後に陥没したと思われ、最上層には木ネジなど近代以降の遺物が
含まれていた。69号溝の方向が、この3号井戸の付近だけ二の九の基準方向からずれており、同時併存が可能と
なっていることから、当期以降存在した可能性があると考えたが、確証は無い。構築されたのは4層上部上面で、
基本層3層が掘り方埋土の上に乗る。しかし、 3層が薄いため、 3層上面でも、最上段の石は地表に出ていたも
のが多かったと推定される。そのため、3層上面のⅣ期においても、存続することは可能であったと考えられる。
廃絶後の陥没とは言え、埋土最上層に近代の遺物が含まれていることも、Ⅳ期まで存続していた可能性を示す。
確実ではないものの、Ⅳ期まで存続した可能性を考え、Ⅳ期の遺構図にも位置だけを示している。
掘り方は直径約3mで、裏込め石はほとんど入れられていない。やや扁平な石を、長辺を放射状に置く形で積
み上げており、石組の内側の径は85cm前後である。陶磁器・土器類・瓦 。木製品などが、やや多く出土してい
るが、前述のように近代の遺物も含まれており、図示した遺物は瓦だけである。
(21号柱列】(図33・34、図版22)
10列で調査区を東西に横切る掘立柱列で、両側とも調査区外に延びる。途中、攪乱や後世の遺構で破壊されて
いる部分もあるが、13間分を検出したこととなる (柱1～11)。柱間寸法は5尺1寸で、方向はN-24°一Wで
ある。柱列の北側にも平行して柱が並んでおり、控え柱と思われる (柱12～19)。北側の柱列は、検出できてい
ない場所もあるが、本来は存在した可能性もある。柱穴の規模が、概して南側が大きいことから、南側が主な柱
筋で、北側が控え柱と推定した。両者の間隔は、 3尺5寸程度である。北側が控え柱とすると、この柱列で区画
される範囲は、北が内側と考えて良いであろう。柱穴形状は、柱ごとの変異が大きいが、隅丸方形が多い。平均
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21号柱列 柱10
A        A′
引         卜 63,Om
5G3/1暗緑灰色 シルト 粘性中 。しまり弱 黄褐色砂質シルトを少量まばらに含む 自色凝灰岩粒・小礫を少畳含む
10CY3/1暗緑灰色 粘土質シルト 粘性中・しまり強 暗緑灰色粘土質シルトと黄褐色砂質シルトによって構成される 緑黒色シルトをプロック状
に含む 黄褐色砂質ンルト・自色凝灰岩粒 円礫 瓦・炭化物を小量含む
10G4/1暗緑灰色 砂質シル ト 粘性中 。しまり弱 にぶい責褐色粘土質シルトを主に上半部にまだらに多 く含む 黄褐色砂質ンルトを少量含む
緑黒色シルトをプロック状に少量含む 円礫を2より多く含む 小礫・白色凝灰岩粒を少量含む
5G5/1緑灰色 砂質シルト 粘性弱 。しまり弱 緑黒色シルト・円礫・炭化物をわずかに含む 白色凝灰岩粒を少量含む
21号柱列 柱16
B
引
4
5
6
7
8
25Y4/2暗灰黄色 砂質シルト 粘性中 。しまり中 を主体として層下半に暗緑灰色砂
質シルトを含む 全体に明赤褐色の鉄分を多く含む φ5cm前後の礫を含む
25Y6/4にぶい責色 粘土質シルト 粘性強・ しまり強 を主体として黄灰色シルト・
オリープ灰色粘土質シルト・黒色ンルトがまばらに混じり合う φ5cm未満の礫を小
量含む 木片を含む
10GY4/1暗緑灰色 砂質シルト 粘性強・ しまり中 を主体として暗灰黄色砂質シルト
を多く含む 緑灰色粘上をプロック状に部分的に含む 全体に炭化物を含む φ3cm
程度の礫を小量含む
10GY4/1暗緑灰色 シルト 粘性強 しまり中 ゆ10cm未満の礫を多く含む
5Y6/3オリープ黄色 粘土質シルト 粘性中・しまり強 と灰オリープ色砂質シルトに
よって構成されており炭化物をまばらに含む
25Y4/2暗灰黄色 砂質シルト 粘性中・ しまりやや強 にぶい黄色粘土質シルトをプ
ロック状に含む 黒偶色粘土質シルト・黒色シルト・オリープ責色砂をまばらに含む
10GYνl緑灰色 粘土質シルト 粘性中 。しまり強 を主体として灰オリープ色砂質シ
ルトを部分的に含む φ5cm程度の礫をわずかに含む
5G5/1緑灰色 粘土質シルト 粘性強 。しまり弱 粗砂を含む 黒色シルトをまばらに
含む ゅ2cm～こぶし大の礫を多く含む
?
????
52号溝
5G4/1暗緑灰色 シルト 粘性弱・ しまり強 緑灰色粘土質シルト・灰オリーブ色シルトをプロック状に含む 明黄褐色砂質シル トをまだらに含む
緑黒色シルトを少量含む 白色凝灰岩粒と小礫を含む
0             1m
図34 二の丸第17地点Ⅲbl期の遺構 (5)
Fig.34 Features belonging to Edo period(phase Ⅲ bl)at NM17(5)
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22号柱列 柱 1
A
引
23号柱列 柱 3
B′
卜__-62.7m
C
引
柱 4
1 25Y4/2暗灰黄色 砂質ンルト 粘
性やや強 。しまり強 φ2cm程度の
礫をわずかに含む 全体に明褐色
の鉄分を含む
2 5Y7/4浅黄色 粘土質シル ト 粘性
やや強・ しまり強 黒褐色シル ト
を部分的に含む φ lcm未満の礫を
わずかに含む
A′
トー 63.Om
10YR10/2灰黄褐色 ンルト 粘性弱・しまり弱
10YR5/2Fx黄褐色 ンルト 粘性弱 。しまり弱 瓦、
10YR6/2灰黄褐色 シルト 粘性ごく弱 。しまり弱
ケ5Y6/4にぶい黄色 粘土質シルト 粘性やや強 しまりやや強 を主体として浅黄色粘土質シルトを部分的
にわずかに含む φ3cm程度の礫をわずかに含む
25Y5/2暗灰黄色 砂質シルト 粘性やや強 。しまりやや強 ゅ4cm程度の礫をわずかに含む
5Y6/4オリーブ黄色 粘土質シルト 粘性強 。しまり中 灰オリープ色砂質シルトが混ざった状態で構成さ
れておりφ lcm未満の礫 粗砂を含む
25Y5/2暗灰黄色 砂質シル ト 粘性やや強 しまり中 ゆlcm未満～3cm程度の礫 `紙砂を多く含む
ゆ5～8cm程度の礫によって構成されそれらの間ににぶい黄色粘土質シルトカξ入り込む
10GY5/1緑灰色 粘土質シルト 粘性強 。しまりやや中 粗砂を多く含む
φ5cm前後のほぼ同じ大きさの円礫によって構成されている
10GY4/1暗緑灰色 砂 粘性強 。しまり弱
И号柱列
柱 6
位 6
1 25Y4/2暗灰黄色 砂質シ
ル ト 粘性やや強 。しま
り強 φ2cm程度の礫をわ
ずかに含む 全体に明褐
色の鉄分を含む
2 5Y7/4浅黄色 粘土質シル
ト 粘性やや強 。しまり
強 黒褐色シル トを部分
的に含む φ lcm未満の礫
をわず力Чこ含む
にぎりこぶし大の礫・白色岩片を多く含む
褐灰色砂質シルトをまだらに含む
C′
トー 63.lm
0            1m
柱 7
1 25Y4/2暗灰黄色 砂質シルト 粘性やや強・しまり強 φ2cm程度の礫を
わずかに含む 全体に明褐色の鉄分を含む
2 5Y7/4浅費色 粘土質シルト 粘性やや強 。しまり強 黒褐色シルトを部分
的に含む φ lcm未満の礫をわずかに含む
3 25Y4/2暗灰黄色 粘土質シル ト 粘性強 。しまりやや中 組砂・明褐色の
鉄分を合む
4 5Y4/2灰オリープ色 砂質シルト 粘性強・しまり弱 緑灰色粘土質シルト
をわずかに含む 全体にφ lcm未満の礫を少量含む
図36 二の丸第17地点Ⅲbl期の遺構 (7)
Fig。36 Features belonging to Edo pettod(phase Ⅲbl)at NM1717)
的な大きさは、一辺100cmほどである。深さは80～90cm程で、柱17としたものは、 4号木樋の枡の掘り方の底
面に、かろうじて柱根の一部が残存していたことから柱が存在したと考えたものである。これ以外には、柱根が
残っていたものは無かった。柱痕跡は、柱10や柱16で確認されており、太さは10～15cmである。礎板石を伴う
ものもあるが、一部に留まり、認められない柱穴も多い。埋土中に大小の礫を多く含むものもあり、中には柱を
横から押さえるように、礫が入れられているものもある。
瓦と木製品が比較的多く出土しており、漆椀も出土している (図117-12・13)
【22号柱列】(図35・36、図版23)
G-13。14区で検出された南北方向の掘立柱列である。南北とも攪乱のため、先の廷び方は不明で、 2間分だ
けの検出である。この22号柱列の柱筋を北に延長すると、21号柱列の柱4のところで直角に交差する。この点か
ら、両者が一連の構造である可能性が高いため、当期に合めた。ただ、21号柱列に近い場所で推定される位置で
は、該当する柱穴は検出できていない。柱間寸法は8尺程度である。方向は、21号柱列と同じN-24°一Wと復
元した。柱穴形状は不整な方形を呈する。一辺の長さは50～100cmと変異が大きい。深さは100cm前後と深い。
柱痕跡が確認できたものはなかった。
(23号柱列】(図35。36、図版23)
C-11区から南に延び、C-14区で西に折れる掘立柱列である。次の24号柱列と切り合う柱穴があり、こちら
が新しい。柱1が 3号木樋に切られることから当期に含めた。南北部分は7間分、東西部分は3間分を検出した。
柱間寸法は、南北部分は4尺2寸、東西部分は4尺である。方向は、N-22°一Wと、若千振れが小さい。柱穴
形状は円形から隅丸長方形で、平均的な大きさは50cm程度である。深さは50～60cmである。礎板石が認められ
るものはない。柱3で認められる川原石は、柱を横から押さえるように入れられたものである。柱根は、柱1で
残存していた。径10cm程の九材であるが、底面付近を不整な6角形に削つている。
【24号柱列】(図35・36、図版23)
C-13区から C-15区にかけて延び、途中14列で東に分岐する部分が付く掘立柱列である。23号柱列に切られる
ことから、当期に含めた。また柱1が、次のⅢb2期とした9号建物の柱7に切られている。南北に延びる部分
は、4間分を検出した。柱4から西に2間分、直角に分岐して延びている。柱関寸法は4尺 5寸、西に延びる部
分では2尺 5寸程度である。方向は、23号柱列と同じN-22°一Wである。分岐する所の柱4は、他より規模が
大きく隅九方形に近い。他は、長辺80cm前後、短辺50cm前後の、柱筋に直交する方向が長い、隅丸長方形を呈
する。深さは、55～65cmである。柱根は残存していなかったが、柱4～7では柱痕隊が明瞭に確認できた。柱
の太さは10～15cm程度である。柱6の底面には、礎板として板が敷かれていた。
【52号溝】(図33・34、図版22)
B-10。11区で検出された南北方向の素掘りの溝である。21号柱列の柱の間を通り抜けるように延びており、
同時存在の可能性が高いと判断して、当期に含めた。北側はⅢb3期の19号土坑に切られる。南側は、Ⅱ期のピ
ット511との切り合い関係を当初は誤認して調査したが、その後ピット511より新しいピット495を、52号溝が切
っていることが判明した。そのため南側がどのように延びていたのか、判らなくなっている。検出できた長さは
3.3mで、方向はN-24°一Wである。上幅30～45cm、下幅20～30cm、深さは20cm前後である。坦土は人為的
に埋められたものと思われ、水が流れた痕跡は確認できなかった。
【65号溝】(図33、図版22)
21号柱列の北側のD・E-9区に東西に延びる、上幅25～35cm、下幅15～25cm、深さ10cm程度の小規模な素
掘りの滞である。東西とも後世の遺構によって破壊され、3.6m分を検出した。方向はN-23°一Wである。
(5)Ⅲb2期の遺構 (図37～43、図版24～30)
北区では、先行するⅢbl期の69号溝とほぼ同じ場所に32号溝が造られる。中区でL字状に届折した9号溝が、
この32号溝に接続している。9号溝の南西側には、同じくL字形に屈折する4号木樋がある。さらに南側には、
もう1条、 3号木樋が東西に廷びている。9号溝と4号木樋の間には、20号柱列が南北に延びる。これらの遺構
以外には、当期に含まれる可能性の高い土坑がある以外には、中区では建物などは確認できていない。南区では、
西よりのところに9号。10号建物が存在した可能性を考えた。
【32号溝】(図38'39、図版24・25'26)
B-6区からH-2区まで、鍵の手状に2回屈折して、調査区を東西に横切る石組溝である。F列の南北に延
びる部分を中央部、それより西の東西に延びる部分を西部、調査区北端の東西に廷びる部分を東部というように、
説明の使宜のために呼ぶこととする。中央部と真都は、 Ⅲbl期の69号溝と同じ場所に造られている。底面は素
掘りのままで、石敷は施されない。底面の標高は62.2～62.3mで、場所により高低があり、どちらかの方向が低
いという明確な傾向が認められない。そのため、どちらの方向へ流れていたかを判断することは難しい。方向は
各部によって異なり、西部はN-24°一W、 中央部はN-28°一W、 東部はN-24.5°一W程度と思われる。
中央部と東部は、69号溝の上に造られており、69号溝の両側石の中に造られる部分もあれば、どちらかの側石
をはずして造られている場合もある。石同士が接している場合、個々の石材がどちらの溝に伴うものであるかを
区別することは至難である。そのため、32号溝の掘り方を厳密に区分して示すことは不可能であった。そこで、
結果的には69号溝の石材も含むが、32号溝が確認された段階で認識できた石の状況を図化した。西部では、69号
溝と位置が若干ずれるため、掘り方を明らかにできた。掘り方の幅は120～170cm、深さは35～45cm前後である。
側石は、やや円摩が進んだ自然石を使用しており、加工は施されていない。ほとんどの場所では2段積まれてい
るが、B-6区では3段のところもある。長軸を溝に直交する方向に置くものが多いが、逆のものも若千存在す
る。裏込め石は、中央部と東部では、69号溝との関係であまり良く判らない。69号溝の裏込め石を、敷いたよう
にしている部分もある。西部では、小礫が若干入るが、裏側全体に充填されるようなものではない。石組の内法
の幅は、30～35cm程度である。砂やシルトなどがラミナ状に堆積した水性進積によって溝がほとんどが埋まっ
た後、人為的に埋め戻されている。B-6区では、溝に直交して、平瓦をはめ込むように立ててあった。
出土遺物については、便宜的に、接続する9号溝も合わせて記載する。陶磁器・土師質土器・瓦・木製品が多
く出土している。陶磁器が、比較的まとまって出土している。これらは、文化元年前後の一括遺物より、全体に
古い要素が多く、18世紀後葉頃のものと思われる (図71・72-23～37、図78～80-14～24)。また、32号溝から
は、繊細な文様が描かれた漆塗りの櫛も出土している (図119-27)。
【9号溝】(図38～40、図版26)
H-9区から西に延び、E-9区でほぼ直角に北に折れ、E-6区で32号溝に接続する石組溝である。攪乱や
後世の遺構によって壊されたり、側石が取り去られている部分も多い。底面の標高は62.4～62.5m前後で、32号
溝より浅い。接続部では、32号溝の2段に積まれた側石の、下段の石の上に9号溝の側石が乗る。そのため、 9
号溝から32号溝へ水が流れ込んでいたものと考えられる。方向は、東西部分がN-23.5°一W、 南北部分がN一
23°一Wである。掘り方は、幅100～230cmと場所による違いが大きい。、深さは30cm程度である。側石は基本
的に1段で、32号溝で使われている石材より、稜線が残るものが多いが、特に加工は施されていない。長軸を溝
の方向に合わせて置いているものがほとんどで、平坦な面を内狽Iに合わせている。掘り方埋土の上面に、小礫や
瓦が敷かれるように分布していた。これらの中には、 9号溝の側石を取り去った後に置かれているものもあり、
次のⅢb3期の、 5号建物の根石の可能性がある。そのため、これらの小礫については、当期の図面からは省い
たが、全てがⅢb3期のものであるか確証は無い。これらの石を除くと、側石の裏側に石はほとんど見られない。
埋土のほとんどは、砂やシルトなどがラミナ状に堆積した水性堆積である。
【3号木樋】(図40。42、図版28)
B-11区からH-10区に延びる木樋である。西側は調査区外へ延びる。東側は攪乱で壊されているが、本来は
更に延びていたものと考えられる。Ⅲb3期の43号溝 。19号柱列に切られ、Ⅲbl期の23号柱列を切っている。
木樋内部の溝底面レベルは、検出した範囲の西端より東端が15cmほど低くなっており、水は西から東へ流れた
ものと推定される。方向は、N-29.5°一Wである。上幅50～90cm、下幅25～55cm、深さ25～40cmの溝を掘り
方とし、木樋を埋設している。木樋は、幅15～17cmの角材に、幅7～8cmの溝を掘っている。溝の深さは、良
好に遺存している部分が少なく不明である。木樋の底面側が、九太の形状を一部残しているものもある。両端が
遺存して長さが判明するものは少ないが、3.2m、4.8mのも が確認できる。蓋板は一部が残されていた程度で、
詳細は判明しない。要所で、石を木樋の下に入れ、高さを調節している。1辺6cm程度の角杭が、本樋の脇に
打ち込まれている所もあり、左右の位置を固定するためであろう。木樋同士の接続部は、溝の付近のみ片側を突
出させ、組み合う側を掘り込み、ほぞ状にして合わせる。木製品がやや多く出土している以外は、出土遺物は少
ない。
〔4号木樋】(図40・41、図版27)
CoD-8区から南にのび、D-10区の枡から東に延びH-9区に至る木樋である。北側と東側は攪乱で破壊
されているが、本来は更に延びるものであろう。Ⅲb3期の18・19号柱列に切られており、Ⅲbl期の21号柱列
を切っている。木樋内部の溝底面レベルは、南北部分では遺存状況が良くないこともあり、あまり差がみられな
い。東西部分では、西端より東端の方が5cm程低くなっており、水は西から東へ流れていたと推定される。方
向は、南北部分がN-24°―W、 東西部分はN-21°一Wである。上幅50～70cm、下幅25～55cm、深さ25～
40cmの溝を掘 り方とし、木樋を埋設している。木樋は、幅15～17cmの角材に、幅5～8cmの溝を掘っている。
溝の深さは、良好に遺存している部分が少なく不明である。東西部分のE・F列のところの木樋は、他と異なり
径25cmの九太の一面を削って利用している。木樋の底面側が、九太の形状を一部残しているものもある。両端
が遺存して長さが判明するものはないが、長いものでは4m以上になる。蓋板は一部が残されていた程度で、詳
細は判明しない。要所で、板材・角材や石を木樋の下に入れ、高さを調節している。1辺6cm程度の角杭が、
木樋の脇に打ち込まれている所もあり、左右の位置を固定するためのものであろう。木樋同士の接続部は、溝の
付近のみ片側を突出させ、組み合う側を掘り込み、ほぞ状にして合わせている。
南北方向と東西方向の木樋が接続する部分には、木製の枡が設置されている。南北140cm、東西130cm、深さ
70cmの、ほぼ方形の掘り方を掘り、底面から25cm程の高さまで礫を充填した上に、枡を設置している。枡は一
辺60cm前後の方形で、底面は3枚の板を東西方向に並べている。側板は、上部が腐食しているが、20cm以上の
高さがある。木樋と枡の接続部は、遺存状況が悪く、詳細は判明しない。この枡の部分を中心に、瓦や木製品が
多く出土しているが、他は少ない。
【20号柱列】(図40、図版28)
D-8。9区で検出された南北方向の掘立柱列で、 2間分のみの検出である。柱 3より南側では、ピット422
あるいはピット449が当柱列に相当する可能性も残るが、細かな位置関係や深さなどが合わないことから、別個
のピットとした。柱問寸法は5尺 2寸と考えられ、方向はN-22.5°一Wである。柱穴の形状と大きさは、柱穴
ごとの違いが大きい。深さは45え60cmである。柱 1で柱根が残存していた。精円形に近い丸材で、長径10cmで
ある。柱1では礎板石も認められる。
【2号井戸】(図40・41、図版29)
D-10。11区で検出された井戸で、大型の桶を井戸枠としている。Ⅲbl期の21号柱列を切っている。3号木
樋の方向が、他の二の九期遺構群の方向とずれ、 2号井戸と同時併存が可能な形となっていることから、当期以
降存在した可能性が高いと考えたが、確証は無い。Ⅲb4期の2号溝坦土出土遺物と、 2号井戸の最上部埋土出
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9号溝A
引
B
引
A′
卜 62.9m
10YR3/1黒褐色 砂質シルト
25Y4/1黄灰色 粘土質シルト
10YR2/1黒色 粘土質シルト
10YR3/1黒褐色 砂質シルト
75YR3/1黒褐色 砂質シルト
10YR4/2灰黄褐色 砂 なし
10YR3/2黒褐色 砂質シルト
の炭化物を含む
75YR3/2黒褐色 砂質シルト
10YR4/1掲灰色 砂質シルト
粘性中・しまり強 ゅα5～5cmの礫を少量含む
粘性強・しまり弱 微量の礫・炭化物を含む
粘性強・ しまり弱 微量の礫・炭化物を含む
粘性中・ しまり中 微量の礫・炭化物を含む
粘性弱 。しまり中 2～5cm大の礫を多量に含む
粘性強 2～5cm大の礫を多量に含む
粘性弱 。しまり強 黒色ンルトが混じる 2～7cm大の礫を少量含む
粘性弱 。しまり強 2～5cm大の礫と微量の炭化物を含む
粘性弱 しまり強 2～3cm大の礫と微量の炭化物を含む
微量
8
9
32号溝
Bフ
ト 62.8m
1
2
3
4
5
6
7
8
25Y5/4●褐色 シルト質砂 粘性なし,しまり強 ψl～10mmの風化凝灰岩礫をやや多く含む
25Y3/2黒褐色 ンルト質砂 粘性弱 。しまり強 暗灰黄色シルト質砂をまだらに含む 黄褐色シルト質砂
をψ3～10mmの粒状に含む 自色凝灰岩粒・炭化物を少量含む
25Y2/1黒色 シルト質砂 粘性なし。しまり強 φl～5mmの白色凝灰岩粒を全体に多く含む
5Y2/1黒色 シル ト質砂 粘性なし。しまり強 オリープ黄色砂をまだら状に含む ゅ1～10mmの凝灰岩粒
を多量に含む
5Y5/6オリーブ色 シルト質砂 粘性中・しまり強 φl～10mmの風化凝灰岩礫をやや多く含む
5Y2/2オリープ黒色 砂質シルト 粘性弱 。しまり中 オリープ責色砂質シルトをφl～3mmの粒状に少量
含む
5Y4/2灰オリープ色 シルト 粘性弱 。しまり中
5Y5/4オリープ色 シルト質砂 粘性なし・しまり強 ゆ1～20mmの礫を多量に含む
C′
卜 628m
1 75Y5/2灰オリープ色 シルト質砂 粘性弱 。しまり弱 オリープ色砂質シ
ルトをゅ2～3mmの粒状に少量含む
2 75Y4泡灰オリープ色 シルト 粘性なし。しまり強
3 75Y6/3オリープ黄色 シルト質砂 粘性なし しまり強
4 75Y4/3灰オリープ色 砂質シルト 粘性弱・しまり強
5 75Y3/2オリープ黒色 シルト質砂 粘性なし しまり強
6 75Y3/1オリーブ黒色 砂質シルト 粘性弱・しまり弱
7 6と同様の砂質シルト
0            1m
32号溝
圧コ 砂層 75Y5/2 灰オリーブ色
粘性なし しまり強
図39 二の丸第17地点Ⅲb2期の遺構
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Fig。41 Features
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la 10YR3/1黒褐色 シルト 粘性なし しまり弱 炭化物および4層に由
来する自色の岩片を比較的多く含む
lb 10YR5/1褐灰色 シルト 粘性ごく弱 。しまり弱 比較的均質
2a 10Y4/1灰色 シル ト 粘性弱 。しまり弱 瓦・木片・炭化物・握 りこ
ぶし大以下の礫を含む
2b 10Y4/1灰色 砂質シル ト 粘性弱 。しまり弱 橙色砂質ンルトを上部
に多く含む 一部帯状に浅黄色砂を含む 全体にφ5cm程度の礫・瓦
炭化物・自色岩片を小量含む
2c 75Y3/1オリーブ黒色 砂質シルト 粘性強 しまり弱 暗オリープ灰
色シルト質砂を層中下方に全体に多く含む 層全体にφ5cn程度の礫・
こぶし大の大型の礫を含む 炭化物を全体に微量含む
25Y4/2暗灰黄色 粘土質シル ト 粘性中・ しまり中 黄褐色粘土質シルトを粒状に含む ゅ5～
15mmの円礫を含む
5G5/1緑灰色 粘土質ンルト 粘性中 。しまり中 責褐色粘土質シルトをプロック状に含む
26Y4/3オリープ褐色 粘土質シル ト 粘性中 。しまり強 黄褐色粘土質シルトをプロック状に含む
ゆ2～3mmの自色凝灰岩粒を多量に含む φ5～10mmの円礫をごく少畳含む
5GY4/1暗オリープ灰色 粘上質シル ト 粘性中 。しまり中 オリープ黒色粘土質シルトをブロック
状に含む 責褐色粘土質シルトを粒状に含む
10YR6/6明黄掲色 砂質シルト 粘性ほとんどなし。しまり中 砂質シルトと粘土質ンルトの互層
炭化物をごくわずかに合む 瓦・木質を多く含む
5Yプ1オリーブ黒色 粘土質シルト 粘性強・しまり中 明黄褐色・黒色・暗緑灰色土プロックをま
だらに多く含む 火化物をわずかに含む
75Y4/1灰色 粘土 粘性強 。しまり弱 オリープ灰色・明責褐色土粒・黒色土プロックをまだらに
含む
??
lm
二の丸第17地点Ⅲb2期の遺構 (4)
belonging to Edo pettod(phase Ⅲ b2)at NM17141
3号木樋
1 25Yν6貧褐色 砂質シルト 粘性弱 。しまり中 ゆ5mm程度の小礫を含む
2 26GY5/1オリープ灰色 粘土 粘性強 しまり強 黄褐色砂質シルトをプロック状に含む プロックは1との境界付近に多い
3 26Y5/4責褐色 シルト質砂 粘性弱・ しまり中 赤掲色ンルト粒を非常に多く含む
4 10YR4/6褐色 砂質シルト 粘性弱・ しまり中 1に似ているが色調がやや暗く粘性もやや強い 3よりも粒が小さい
5 5Y5/3灰オリープ色 粘土 粘性強 。しまり強 2同様黄褐色砂質シルトを若干含む
6 5Y4/1灰色 粘土 粘性強 しまり強 5と比ベシルトを含まずしまりが強い
7号土坑
E′
トーーー 62,9m
5Y6/3オリーブ黄色 砂質シルト 粘性弱・しまり強 明黄褐色砂質シルトが混じる φ3cm程度の礫を少量含む
10YR2/1黒色 シルト 粘性弱・ しまり強 明オリープ灰色粘土質シルトをプロック状に含む 灰色砂質シルトをまばらに含む 礫・白色岩片・炭
化物を含む
5Y6/4オリーブ黄色 砂 粘性なし しまり強 灰オリープ色粘土質シルトを全体にオヽさなプロック状で含む ゅ3cm程度の礫を比較的多く含む
75Y5/1灰色 シルト 粘性中 。しまり強 オリープ黄色砂を全体にまばらに含む ψ2cm未満の礫を比較的多く含む
10GY6/1緑灰色 粘上質シルト 粘性やや強・ しまり強 オリープ黒色粘上質シルトが混じる 砂をまばらに含む
10G5/1緑灰色 砂質シルト 粘性中・しまり強 オリープ黒色粘土質シル トを部分的に含む ゅ3cm未満の礫 木製の遺物・瓦を含む
75Y6/3オリーブ黄色 砂 粘性なし しまり強 オリープ黒色シルトを部分的に含む 灰オリープ色粘土質シルトを小プロック状に含む
5Y5/4オリープ色 粘土質シルト 粘性中 。しまり強 黒色ンルトが混じる 明黄褐色砂質シルトをわずかに含む
25Y4/6オリープ褐色 砂 粘性なし 礫を含む
10 5Yν3灰オリープ色 砂 粘性なし。しまり強 黒色ンルトを薄く層状に含む 部分的に明黄褐色砂を含む
11 25Y3/1黒褐色 砂質ンルト 粘性弱 しまり強 黒色粘土質シルトを層上半に多く含む 瓦を含む
12 5Y5/4オリープ色 砂 粘性なし。しまり強 暗緑灰色粘土質シルトをブロック状に含む 黒色シルトを薄く層状に含む ゅ1～3cm程の礫を含む
13 10GY5/1緑灰色 粘土質シルト 粘性中・ しまり強 黒色上をまだら状に多く含む
14 10GY5/1緑灰色 粘土質シルト 粘性強・しまり強 φ3cm程度の礫・炭化物をわずかに含む
15 5G「D/1緑灰色 砂質シルト 粘性やや強 黒色シルトをわずかに含む
16 10YR2/1黒色 シルト 粘性中・ しまり強 オリーブ灰色粘土質シルトを少量含む
17 ■5GYプユ緑灰色 粘土質ンルト 粘性やや強 。しまり強 黒色シルトをまばらに含む
18 10GY5/1緑灰色 粘土質シルト 粘性弱・しまり強
26号土坑
F′
卜 62.9m
10G4/1暗緑色 粘土質シルト 粘性中 。しまり弱 明赤褐色粘土質シルトを粒状に含む
27号土坑
10YR3/1黒褐色 シルト 粘性なし。しまり強 責褐色砂質シル トプロックを若干含む ゅ1～
5cmの礫をごくわずかに含む
25Y5/3黄褐色 粘土質ンルト 粘性中 。しまり中 黒色粘土質シルトをプロック状に含む φ
5mm程度の礫をごくわずかに含む
図42 二の丸第17地点Ⅲb2期の遺構 (5)
Fig.42 Features belonging to Edo period(phase Ⅲ b2)at NM17(5)
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25Y3/2黒褐色 砂質ンル ト 粘性弱・しまり強 浅黄色粘
土質シルトをプロック状にわずかに含む φl～20cm程度の
礫を多量に含む 黒色炭化物を微量含む
25Y3/1黒褐色 シルト 粘性やや中・ しまり強 浅黄色粘
土質ンルトのプロック・炭化物を微量含む
5Y6/3オリーブ黄色 粘土質シルト 粘性やや強 。しまり強
黒褐色ンル トを少量含む 白色岩片を微量含む 明褐色の
鉄分を全体に含む
75Y6/2灰オリープ色 粘土質シル ト 粘性強 しまり強
白色岩片を微量含む 明褐色の鉄分を全体に多量に含む
25Y3/1黒褐色 シルト 粘性やや中・ しまりやや強 2と
上質は同じだが工程力弱Jである 下に敷かれた土
B′
トーーー 63.2m
??
10号建物 柱 3
0       1m
5Y2/1黒色 シルト 粘性やや強・しまりやや強 を主体として
暗灰黄色シルトを部分的に含む 明褐色の鉄分をまばらに含む
層下部にφ10cm程度の礫が根石状に入る
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図43 二の丸第17地点Ⅲb2期の遺構 (6)
Fig.43 Features belonging to Edo pettod(phase Ⅲb2)at NM17(6)
土遺物の間に、多くの接合関係が認められることから、最終的に埋められるのはⅢb4期と考えられる。掘り方
は、掘り込み面に近い部分はやや広がって径200cm程度であるが、それ以下は径160cm前後である。この掘り方
の中に、径約90cm、高さ約180cmの桶を入れて井戸枠としている。桶の側板の劣化が激しい部分があり、崩壊
の危険性があったため、内部は上から2段目の桶の途中の深さ4.6mまで掘り下げるに留めた。上段の桶と同様
の大きさの桶が2段目以下にも使われていたと想定すると、掘 り込み面から底面までの深さは、 2段の場合4.9
m前後、 3段の場合は6.6m前後になると推定できる。
瓦・木製品が大量に出土しており、陶磁器 。土師質土器も多い。これらの遺物のほとんどは、廃絶時のもので、
18世紀末～19世紀初頭のものと考えられる。陶磁器類は、他のⅢb4期の遺構や、基本層3層から出土したもの
と基本的に共通する (図73-52・53、図81-55～59、図91-30。31)。
【7号土坑】(図40・42、図版30)
B-8・9区で検出された、大規模な土坑である。この7号土坑の付近には、Ⅲb期に多数の土坑などが造ら
れるが、それらの遺構の中では、最も古いものである。北側が攪乱で壊され、西側は調査区外へ延び、本来の大
きさは不明であるが、南北3,3m以上、東西2.5m以上となる。方形もしくは長方形を呈するものと思われる。深
さは65cm程で、壁はほぼ垂直に掘られている。地山の堅固な部分を底面とし、ほぼ平坦にしている。
陶磁器・土師質土器 。瓦・金属製品などが多数出土しているが、瓦以外のほとんどは、確認面での出土である。
陶磁器類は、18世紀末頃に下るものが多く (図73-39・40、図78～80-26～39)、これらは、直接7号土坑に伴う
ものでない可能性が高い。金属製品では、古銭が多く出土している (図129。図版108-37～51)。
【26号土坑」(図40。42、図版29)
C-8・9区で検出した土坑で、Ⅲb3期の4号建物に伴う整地A層に覆われると考えられることから、当期
に遡らせた。やや不整な長円形で、長軸で90cm、深さ40cmである。
【27号土坑】(図40。42、図版29)
D-8区で検出されたが、北半が攪乱で破壊されている。4号木樋に切られる可能性があることから当期に含
めたが、両者の切り合いはごくわずかであるため、逆の可能性も残る。出土遺物に18世紀末以降に下る可能性の
高いものが含まれているため (図79-25)、次のⅢb3期に下る可能性もある。その場合、27号土坑を切るピッ
ト418と、Ⅲb3期の4号建物の関係が整合せず問題が残る。ほぼ円形と思われ、東西の幅は145cm、深さは
50cmで、壁はほぼ垂直に掘られている。埋土は2層に分けたが、 1層が黒褐色の均質な土で、 2層との境がほ
ぼ垂直である。あるいは有機質の桶状のものが埋められていたのかもしれない。
【9号建物】(図43、図版30)
BoC-13・14区で検出された礎石建物である。柱4から柱7まで東西に柱筋が延び、途中攪乱で抜けるが4
間分を検出した。柱5からは南に柱筋が廷びており、こちらは3間分を検出した。柱間寸法は1間を6尺 3寸と
した、半間間隔となっている。方向はN-24°―Wである。柱穴形状は、柱穴ごとの違いが大きい。大きさは30
～70cmで、深さは残りの良いもので25cm程度である。柱1～3・5では、根固め石が残っていた。
【10号建物】(図43、図版30)
B-15・16区で検出された掘立柱建物で、東西1間、南北2間のみの検出である。更に延びるものと思われる
が、攪乱などで明らかにできなかった。6尺3寸を1間とした、東西は半間、南北は1間間隔となっている。方
向はN-25.5°一W。掘り方はほぼ円形で、径30～40cm、深さ60cm程である。柱痕跡は確認できていない。底
面近くに礫が入る場合があるが、位置や大きさから礎板石とは考え難く、柱を横から押さえるものであろう。
【瓦敷遺構】(図43、図版30)
B-14区で検出された。北側が新しい遺構で壊されている。80cmの長さで、東側の端をそろえ、平瓦の破片
を並べる。時期決定の積極的な根拠はないが、この区域に建物が展開する当期が、比較的可能性が高いと考えた。
(6)Ⅲb3期の遺構 (図44～49、図版31～36)
中区から北区にかけて、調査区西よりの部分に南北方向の柱列が延びる。柱列は4時期の変遷が確認できてい
る (16～19号柱列)。 このうちの一部は、北で西側へ、南で東側へ曲がる。柱列の南側には、調査区を東西に横
切る石組溝が延びる (43号溝)。 この柱列と石組溝に区画された北東側の中区には、礎石建物が存在する (4・
5号建物)。 柱列をはさんで反封の西側には、土坑が多数造られる (15'19。22 23号土坑)。 これらの土坑は、
Ⅲb2期とした7号土坑、Ⅲb4期とした14・20号土坑と27号溝とも切り合い関係を有する。前後関係は判明す
るが、個々の遺構が厳密にどの細分時期に帰属するかについては、出土遺物では時期決定が難しいものも多く、
確実ではない。一応、今回報告した3段階に区分することができるため、それぞれの細分時期に割り振ったが、
帰属時期がずれる可能性は残っている。一方南区では、確実に当期に帰属させられる目立った遺構はない。
【16号柱列】(図45。46・47、図版33)
C-9区から北に延び、B-4区で直角に東に折れる掘立柱列である。途中、攪乱による破壊も多いが、南北
部分では11間分、東西部分では2間分を検出した。柱 7と柱8が、17号柱列を切っている。また柱6が、18号柱
列を切るピット264を切っており、これらの柱列の中では最も新しい。柱間寸法は、南北部分が5尺、東西部分
は4尺5寸程度である。方向はN-24°―W。柱穴形状は、円形から方形に近い形まで、柱穴ごとの違いが大き
い。平均的な大きさは70cm程度で、深さは60cm前後である。柱根が柱1で残存していた。九材で、断面形は楕
円に近く、長径で18.3cmである。柱2でのみ、底面に川原石が置かれていた。
【17号柱列】(図45。 46。47、図版33)
C-10区間から北に延び、B-3区で東に折れる掘立柱列である。途中、攪乱による破壊も多いが、南北部分
では12間分、東西部分では1間分を検出した。柱 6と柱7が、16号柱列に切られる。18・19号柱列との前後関係
は不明である。柱聞寸法は、南北部分は5尺 2寸で、東西部分は5尺2寸を1間とした1.5間分と思われる。方
向はN-23°一Wである。柱穴の形状は、方形に近いものが多いが、円形のものもある。平均的な大きさは
60cm程度で、深さ70cm前後である。柱根が残っていたものは無いが、柱5で柱痕跡が確認されており、大さは
10cm程である。礎板石などは認められない。瓦と木製品が多く出土しているが、他の遺物は少ない。
【18号柱列】(図45。46。47、図版32)
C-10区から北に延び、C-3区で直角に東に折れる掘立柱列である。途中、攪乱による破壊も多いが、南北
部分では11間分を、東西部分では1間分を検出した。南北部分では、 1本おきに東側に控え柱の柱穴 (柱11～
14)が伴う。柱6が、Ⅲb2期の32号溝の石組を壊している。柱 9と柱10が、19号柱列と切り合うが、切り合い
関係が両者で逆に認識していた。どちらかが誤認であると思われるため、調査時の写真などを検討し、18号柱列
が新しい可能性が高いと判断した。柱10より2間分南には、ピット415が存在し、当柱列の一部の可能性がある。
しかし、控え柱が付く柱に相当するにもかかわらず見られないことから、含めなかった。南北部分・東西部分と
もに柱聞寸法は6尺で、控え柱との間隔は3尺5寸程度と見られる。方向はN-23°一Wである。柱穴形状は方
形を基本とし、平均的な一辺の幅は70～80cm程度で、深さは70～120cmである。控え柱が別の柱穴となるもの
(柱10と柱14)と、一つの掘り方になっているもの (柱3と11、柱 5と12、柱 8と13)がある。柱根が柱8で残
存していた。九材で、径は15cmである。礎板石などは認められない。瓦と木製品が多く出土しており、漆椀の
蓋も出上している (図117-11)。
【19号柱列】(図47・48、図版31)
G-11区から東に廷び、C・D-11区で直角に北に折れ、C-9区に至る掘立柱列である。東西部分で7間分、
南北部分で5間分を検出した。柱11。12・14が、18号柱列に切られ、Ⅲb2期の3号木樋を切っている。柱間寸
法は、柱8～11の3間分だけは3尺5寸、他は4尺2寸である。方向はN-24°一Wである。
柱穴形状は、隅丸長方形が多いが、円形に近いものもある。平均的な大きさは70cm×50cm程度、深さ50cm程
度である。柱5から柱13で、柱根が残存していた。いずれも丸材で、径は10.5～14.5cmであるが、12cm前後が多
い。掘り方に川原石が入っているものが多いが、いずれも柱を横から押さえるためのものである。柱14としたも
のは、柱13に隣接し、角材が柱筋に平行して埋められている。18号柱列の柱穴で壊されている部分が多くはっき
りとしないが、柱12と柱13をつなぐ形で造られた、附属する施設の可能性を考えて、当柱列に含めた。
【29号土坑】(図44、図版32)
B-2区で検出したが、調査区北西隅は湧水などの影響で、遺構確認が難しかった部分である。そのため、複
数の遺構をまとめて掘ってしまっている可能性がある。本体は北端の深い部分と考えられる。165cm×60cmの、
東西方向に長い、長方形に近い形を呈し、深さは110cmである。次の30号土坑と同じく、控え柱をともなう柱穴
である可能性が考えられるが、組み合う柱穴は見出せなかった。瓦と木製品が、多量に出土している。木製品で
は、箸状木製品や木羽が多い。
【30号土坑,(図45、図版32)
B-3区で検出したもので、東西200cm、南北80cmの長方形を呈す。18号柱列に見られるような、 2つの柱
穴が並んだ形をしている。控え柱を伴い、柱列を構成するものと考えられるが、組み合う柱穴は確認できなかっ
た。瓦と木製品が、やや多く出土している。
【43号溝】(図47・49、図版31)
B-12区からH-11区にかけて、調査区を東西に横切る石組溝である。東西両側とも調査区外へ延びる。Ⅲb
2期の3号木樋を切っている。底面レベルは西端より東端が15cm程低く、西から東へ流れていたと考えられる。
方向はN-24°―Wである。掘り方は、上幅100～190cm、下幅55～105cm、深さ20～25cm程度である。側石は、
取り去られている部分も多いが、残っているところは1段並べるだけである。やや円摩が進んだ自然石が多いが、
角礫も少量混じる。長軸を溝に直交する方向に置くものが多いが、逆のものも若千存在し、その場合は平坦な面
を内側にそろえている。裏込め石は、ほとんど認められない。側石の内法幅は、20cm程度である。
【4号建物】(図47・49、図版33・34)
cγF-8。9区で検出した礎石建物と思われるもので、さらに東に広がる可能性も残る。地覆石状の石列が、
各所に存在する。先行する遺構の上にA・A'層の整地を行い、その上に根固め石や石列を構築している。Ⅲb
4期の2・3号溝に壊され、南側の遺存状況は悪い。石列4や石列6が、Ⅲb2期の9号溝の側石の上に乗る形
で造られており、この点から9号溝より新しいと判断した。D-8。9区に、南北に延び、北端で東に折れる石
列1がある。このコーナーを基準にして、 1間6尺3寸としたメッシュを図47に入れたが、他の石列の位置と、
良く対応することから、 1間6尺 3寸を基準として造られていると考えられる。方向はN-23.5°一Wである。
石列は、やや扁平な角礫が多いが、川原石も使われている。
石列1に平行して、 3列の石列が南北方向に並ぶ。石列1から東へ半間の所には石列2が、 1間の所には石列
3がある。石列2と石列3の間には、小礫が分布する。東に2間の所には、石列4が一部残っている。一方、東
西方向の石列も存在する。石列1の北辺から南に1間半の所には石列7とした根固め状の小礫が並び、その東側
には関連する礎石の可能が高いピット450がある。南に2間の所には石列8が、 2間半の所には石列9がある。
地覆石状の石列の残りは悪いが、根固め石状の小礫が分布する。石列8は、さらに東側まで続く。石列9は、G
列以東まで続く可能性もある。石列6としたものは、地覆石状の石列の状況は、石列1などと類似するが、間隔
がずれる。石列1のさらに西側に、東西方向の石列5があり、石列6との間隔がちょうど1間分となる。そのた
め、石列 5・ 6が一連のもので、他の石列とは異なる建物になる可能性もある。
当建物に伴う整地A・A'層から、瓦が多量出土している。陶磁器 。土器類も比較的多い。陶磁器には、様々
な時期のものが含まれるが (図71-16・17、図78-7～9)、その中には18世紀末以降のものも含まれる。次の
5号建物出上の陶磁器も同様で、このことから当期の遺構を、18世紀代でもさほど古く遡らせることは難しい。
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25Y3/2黒褐色 シルト 粘性弱 。しまり強 粗砂を少量含む φ lcm前後の礫をわずかに含む
25Y7/6明黄褐色 粘土質シルト 粘性中・ しまり強 オリープ灰色粘土質シルトを多く含む 白色岩片を多く含む
″5Y5/2灰オリープ色 シルト 粘性中 。しまり強
5GY5/1オリープ灰色 粘土質シルト 糧性やや強 黒色シルトと明黄褐色粘土質ンルト方゛まだらに混じる
Z5Y2/1黒色 シルト 粘性やや強・しまり弱 黒色ンルトと有機質によって構成される 遺物を多量に含む
22号土坑
1
23号土坑
勁号土坑
1 10YR5れにぶい責褐色 シルト 粘性なし・
2 10YR2/1黒色 シルト 粘性中・ しまりなし
3 1・2がまだらに混じる
19号柱列模式図
19号柱列 柱 5
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1
2
3
75YR4/1褐灰色 砂質シルト 粘性中 。しまり中 明橙色の鉄分を少量含む 混入物はみられない
75Y6/1灰色 砂質シルト 粘性中 。しまりやや強 明栓色の鉄分をまばらに含む 埋土上面付近に
φ5～15cmの礫を含む
75Y6/1灰色 粘土質シル ト 灰色粘土質シル トのプロック (ゅ5cm程)をまばらに含む ゅ10～
211cm程の礫を含む
B′
卜 62.9m
しまり弱 2との間に薄く砂が入る
下部を中心に青黒色シルトがプロック状に入る
C
引
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トー 6ー3.Om
23号土坑
1 22号土坑の2と基本的に同じ 青黒色シルトが入らない 円礫を比較的多く含む
図48 二の丸第17地点Ⅲb3期の遣構 (4)
Fig.48 Features belonging to Edo period(phase Ⅲ b3)at NW117(41
??
石列 6
4号建物
石列7     石列 8 D′卜 630m
殺署ピゼ毒峯写っ奪女雰シケIゴ薯留残花協毒磐か鰹 mの円礫が
H    43号溝   H′
―引             トー630m
25Y6/6明黄褐色 粘土質シルト
25Y5/3黄褐色 粘土質シルト
25Y5/4黄褐色 粘土質シルト
粘控培輩義|こと守ゃ蒸霰色走患ぜ象守暮ごくわずかに含む 全体に組砂を含む
粘性やや強・しまり強
n3。醍ガ静皇居豊霜咄罷Ⅲb3期の遺構⑤lo period(phase Ⅲ b3)at NM17(51
＼
整地A′          整地A
4号建物
石列3      石列2
藍執 畿讐碧炉夜質9辱彗義式覆ま
'轟
縄責継醍筋深盤犠 む酌 魂愁譲η3鰍懇 灰岩
5号建物
63.tlm
1 10YR4/1褐灰色 シルト 粘性ごく弱 。しまり中 緑灰色粘土質ンルトがまだらに混じる ゅlcm以下の白色凝灰岩片および炭化物を比較的多く含む
2 75YR4/1褐灰色 シルト 粘性ごく弱 。しまり中
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【5号建物】(図47・ 49、図版34・35)
F～H-8・9区で検出した礎石建物で、方向はN-23°一Wである。柱 1・ 2・ 3は、柱間寸法6尺3寸で
並ぶが、柱2と柱3の間は、想定される位置にうまく姑応する柱が見あたらない。柱1と柱2をつなぐ形で、溝
状の掘り方の中に地覆石が並べられている。柱1と柱2の北側には、同様の溝が延びることから、本来はこちら
にも地覆石が並んでいたと推定される。柱2の南5尺の所には柱5があり、東西に根固め石状の小礫が延びてい
る。柱間寸法が異なることから、庇などの施設の可能性が考えられよう。柱5の東側にはピット452・453も確認
されているが、主な柱筋の東西の位置とうまく対応しない。柱2と柱5のちょうど半分の位置には、柱4がある。
柱4以外の柱穴は、径50～60cm、深さ20cm前後の、ほぼ円形の柱穴に、小礫を充填して根固め石としている。
柱5から東西方向に延びる小礫は、Ⅲb2期の9号溝の北側側石の裏側に分布している。そのため、これらの
小礫が、 9号溝の裏込め石の可能性もある。あるいはそれを利用して、庇を出し、9号溝が5号建物の雨落ち溝
となっている可能性も考えた。しかし、柱5が9号溝の側石を抜き取った後に、根固め状に小礫を充填している
ことから、9号溝よりは新しい建物と判断した。
土師質土器や瓦がやや多く出土いている以外は、遺物はあまり多くない。陶磁器には、様々な時期のものが含
まれる (図71-18～21、図77-130。162、図78-m)。その中には18世紀末以降のものも含まれる。
〔15号土坑】(図47、図版36)
B-8区で検出した。Ⅲb2期の7号土坑を切っており、Ⅲb4期の27号溝に切られている。北側が攪乱に大
きく破壊されている。円形に近い形状と思われるが、破壊された部分が多く確実ではない。東西の残存部分の幅
は140cmで、深さは15cmである。
【19号土坑】(図47・48、図版35)
BoC-9。10区で検出した。Ⅲb2期の7号土坑を切っており、Ⅲb4期の14・20号土坑、ピット226、27
号溝に切られている。長方形に近い不整形で、長軸の長さ380cm以上、短軸は220cmである。深さは40cmである。
埋土最下層には、遺物が多量に含まれており、ゴミ穴の可能性が考えられる。
出土遺物は比較的多いが、瓦はさほど多くない。木製品が最も多数を占める。磁器には特徴が良く判るものが
なく図示していないが、陶器 (図80・8ユ 4ー0～44)は、文化元年前後の一括遺物と、大きな差は見られない。こ
の点から、19号土坑がⅢb4期に下る可能性は残っている。土師質土器の皿 (図91-16～22)が、ややまとまっ
て出上しており、箸状木製品も大量に出土している。木製品では、漆椀 (図117-7。9)や漆塗しゃもじ (図
118-24。25)、曲物 (図121-63～5)など、様々な種類のものが出土している。また、煙管が比較的まとまっ
て出土している (図132-13～5。17・ 18)。
【22号土坑】(図47・48、図版36)
C-9区で検出したが、東側が攪乱で大きく破壊されており、全体の形状などは不明である。23号土坑を切っ
ており、Ⅲb4期の14号土坑に切られている。南北の残存幅120cm、深さ20cmである。
〔23号土坑】(図47・48、図版36)
B・C-9区で検出したが、東側が攪乱で大きく破壊され、更に22号土坑、Ⅲb4期の14号土坑に切られ、全
体の形状などは不明である。南北の残存幅155cm、深さ10cmである。
【44号溝】(図47・49、図版36)
B-9。10区で検出された素掘りの溝で、北側はⅢb4期の27号溝に切られ、南端は途切れて終わる。19号土
坑の脇で、避けているかのように配置されていることから、同時に存在した可能性が高いと考え、当期に含めた。
方向は、N-64°一Wである。上幅45 clll前後、 下幅25～35cm、深さ20cmで、断面形状は逆台形を呈する。
(7)Ⅲb4期の遺構 (図50・51、図版37～39)
切り合い関係から、Ⅲb期の中で最も新しい段階の遺構を拾いあげたもので、確実に当期に帰属する遺構が確
認されているのは中区だけである。小規模な石組溝や土坑が存在するだけである。当期に帰属する2号溝の埋土
からは、多量の炭化物とともに、18世紀末から19世紀初頭の陶磁器類がまとまって出上した。このことから、文
化元年の火災により、二の九建物群が全焼した後、 3層の整地を行う以前の片づけの際に、臨時的に構築された
遺構群である可能性が高い。
【2号溝】(図51、図版37)
C-10区からG-10区にかけて検出した東西方向の石組溝である。緩やかに鍵の手状に屈曲する。D-10区で
3号溝が接続する。Ⅲb3期の4号建物や18号。19号柱列を切っている。底面のレベルは、微妙な凹凸があるが、
東側より西側が低く、東から西に流れていたものと推定される。ゆるやかに屈曲していくため、方向を厳密に計
測できないが、E・F-10区の比較的直線的な部分では、N-18°一W程度である。掘り方は、あまり明策には
確認できていない。断面観察をした部分では、幅150cm程、深さ10cm程の、浅くて幅広い掘り方である。側石は、
1段のみ並べ、ほとんどは川原石であるが、一部扁平な角礫も使われている。長軸を溝と直交差する方向に並ベ
るものが多いが、必ずしも全てではない。側石の内法の幅は30～50cmで、深さは10cm程度である。F・G-lo区
では、南北両側とも、抜き取り溝を掘って石が抜き去られている。埋土には炭化物が多く含まれ、遺物もまとま
って出土している。陶磁器 。土師質土器 。瓦 。金属製品が多く出上している。陶磁器は、18世紀末から19世紀初
頭の一括資料として評価できるものである (図73・74-54～58・61～67、図77-163、図81～83-60～74・76～
86)。陶器では、奏や悟鉢が、比較的多く出土している。土師質土器では、皿 (図91-32～34)が多く出土して
いる他、焼塩壷が出土している (図93-60・61・67)。焼塩壺は畿内系のもので、在地系のものは含まれない。
【3号溝】(図51、図版38)
D-9・10区で検出した南北方向の石組溝で、南側は2号溝に接続する。北側は4号土坑に壊されている。Ⅲ
b3期の4号建物を切っている。検出した長さが1.5m程と短いため、方向を厳密に計測するのは難しいが、ほ
ぼN-21°一Wである。掘り方は明確にはとらえられておらず、ごく浅いものと思われる。側石は川原石を使い、
1段のみ並べる。側石の内法幅は30cm前後である。埋土には炭化物が多量に含まれている。
【6号滞I(図51、図版38)
C-8区から南東方向に延び、C-9区で東に屈曲しE-9区に至る石組溝である。4号土坑に切られて、一
部が壊されている。東西に延びる部分の方向は、N-20°一Wである。掘り方は、石の部分を掘り下げる程度と
思われる。川原石を一段並べて側石とし、ほとんどは長軸を溝に直交させる。石組の内法幅は、40cm程度である。
量は多くないが、陶磁器・土師質土器・瓦などが出土している。陶磁器は、 2号溝など、当期の他の遺構出土遺
物と基本的に共通する (図74-68～70、図82-87～90)。
【27号溝】(図51、図版39)
B-8'9区で検出した南西から北東方向に延びる、素掘りの溝である。北側は攪乱で壊され、南側は調査区
外に廷びる。Ⅲb3期の15号。19号土坑、44号溝などを切る。わずかに曲がるが、方向はおおむねN-11°一E。
断面形状は逆台形で、上幅40～60cm、下幅15～30cm、深さ30cm程度である。底面の標高は、南端より北端が約
15cm低く、南から北へ流れたものと推定される。量は多くないが、陶磁器 。土師質土器・瓦などが出土してい
る。陶磁器は、当期の他の遺構出土遺物と基本的に共通する (図74-71・72、図82-92、図84-93'94)。
14号土坑】(図51、図版38)
D-9区で検出した、南北230cm、東西210cmの、ほぼ円形を呈する土坑である。3号溝 。6号溝を切ってお
り、当期の遺構の中では最も新しい。断面形状は橋鉢状で、深さは40cmを測る。埋上の最下層から自然木が出
土しており、水をためるような機能を想定することも可能と思われる。
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7 5YR3/1黒掲色 砂質シル ト 粘性弱 しまり強 灰黄
褐色粘質シル トブロック 炭化物 を少量含む 陶磁器を
多量に含む
10GY6/1緑灰色 粘土質シル ト 粘性中 しまり中 暗褐
色砂質シル トプロックを含む 炭化物 φl～2cmの礫
木材を含む
10YR黒褐色 砂質シル ト 粘性弱 しまり強
4号土坑
14号土坑
20号土坑
卜 6Z9m
1 75Y4/1灰色 シル ト 粘性中 しまり中 φ lcm未
満の小礫を含む 炭化物を少量含む 酸化 して黄褐
色に変色した部分が多い
10YR5/4にぶい黄褐色 シルト 粘性なし しまり弱 2に由来する黒褐色シルトブロックをまだらに含む
10YR3/1黒褐色 シルト 粘性なし。しまり弱 ゅlcm以下の炭化物粒を少量含む
10YRγl褐灰色 ンルト 粘性弱 。しまり弱
図51 二の丸第17地点Ⅲb4期の遺構
Features belonging to Edo period(phase Ⅲb41 at NW[17
c  6号溝  c′B    3号溝     B′
              卜_631mデ   トお飾屯 ≠
ЮY5/1灰色 シル ト 粘性中 しまり強 炭化物 を
徴量含む
1と同じだが炭化物を多量に含む
生5GY5/1緑灰色 砂質シル ト 粘性弱 しまり強 ゆ1～3cm程の礫 炭化物を徹量含む
7 5GY4/1暗緑灰色 砂質シル ト 粘性弱 しまり強 オリープ灰色粘土質 シル トプロッ
ク・炭化物を少量含む 瓦を少量含む
10YR17/1黒色 砂質シル ト 粘性中・しまり弱 1がまだらに混 じる ひ3cmの礫 を含む
5Y3/1オリープ黒色 砂質シル ト 粘性中 しまり中 暗緑灰色砂質シル トのプロックを少
量含む 瓦を含む
10Y4/1灰色 砂質シル ト 粘性中 しまり弱 φ2～5mmの礫を少量含む 陶磁器を含む
75Y5/ユ灰色 砂質シル ト 粘性中 。しまり中
10Y4/1灰色 砂質ンル ト 粘性中 しまり強 微量の灰化物を含む
la 10YR71褐灰色 シル ト 粘性なし しまり中 炭化物を少量含む φ5mm以下の礫 を多
数含む
lb 10YR4/1褐灰色 砂質シル ト 粘性なし,しまり弱 炭化物を少量含む
lc 10Y踊/2灰黄褐色 シル ト 粘性なし しまり中 褐灰色ンル トがまだらに混 じる 大型の
炭化材 瓦・陶磁器 土器 握 りこがし大の礫を多量に含む
2 75YR3/2黒褐色 シル ト 粘性弱 しまり中 木製品を多 く含む 炭化物 礫はlc層に比ベ
少ない
0             1m
Fig.51
【14号土坑】(図51、図版39)
B・C-9区で検出した、190cm×140cmの、ほぼI円丸長方形の平面形を呈する土坑である。Ⅲb3期とした
19号。22号・23号土坑を切っている。深さは30cm程度で、埋土にはla～lc・2層に区分した。2層は、有
機物を大量に含む黒褐色土である。 lc層には、大型の炭化材や陶磁器・瓦などがまとまって捨てられている。
このような状況から、ゴミ穴の可能性が考えられる。
陶磁器・土師質土器・瓦・木製品が多数出土している。陶磁器は、18世紀末から19世紀初頭の一括資料として
評価できるものである (図73-41～50、図80・81-45～54)。土師質土器では、皿が多量に出土している (図91-
23～29)。焼塩重は畿内系のものである (図93-59)。木製品では、箸状木製品がやや多いほか、漆椀 (図117-
6)なども出土している。金属製品には、警 (図133-23・24)などがある。
(20号土坑】(図51、図版39)
BoC-9・10区で検出した、105cm×95cmの、方形に近い不整な形状を呈する土坑である。Ⅲb3期とし
た19号土坑を切っている。深さは約20cm。
【16号土坑】(図50、図版39)
この16号土坑と次の21号土坑は、Ⅲb期の中での細別時期が不明のものである。このⅢb4期の項で、合わせ
て記載するが、当期に含まれるとは限らない。平面図には、Ⅱbl期からⅢb4期の全てに記載してある。
H-10区で検出した。200cm×110cmの、ほぼ楕円形を呈する。ピット233に切られる。深さは30cm程度。
【21号土坑】(図50、図版39)
H-5・6区で検出。不整な方形を呈するが、南狽Iは攪乱で壊されている。東西幅130cm、深さ25cmである。
(3)Ⅳa期の遺構 (図52～58、図版40～46)
北区 。中区 。南区のほぼ全域に礎石建物が展開する、。中区・南区には、 1～3号建物が隣接して造られてい
る。北区南東よりには、 8号建物が造られる。このように礎石建物が調査区全体に展開するのは、当期以外には
なく、極めて特異である。文化元年の火災に伴う3層の整地直後の時期であり、もともとは建物群が存在しない
区域を利用した、正式な復興までの期間に一時的に置かれた建物群である可能性が高い。なお1～ 3号建物は、
N-23.5°一Wの方向で柱筋をそろえている。相互の関係については図581こまとめておいた。これらに伴う19～
24・30号溝も含め、全て同じ方向で造られているため、これらの遺構の方向は、個々の中では記載しない。
【8号建物】(図53、図版45)
F～H-4～6区で検出された礎石建物である。図53では、 6尺3寸を一間とした半間等間隔のメッシュを加
えたが、柱の位置がこれに合致するため、 6尺3寸を一間ととした柱間間隔を基準としていると考えられる。方
向はN-24°一Wである。柱1～3・ 5。 7・9は、 1間隔で並ぶ。柱4・ 6・8は、これらとは半間ずれた
位置にあたる。掘り方が明瞭に確認できたものは、径40～60cm、深さ30～40cmの円形を呈し、小礫を充填して
根固めとする。柱6と柱8の間は、礫や小礫が敦かれたように分布しており、本建物に関連するものと思われる。
この礫敷がⅣb期の7号建物に切られること、柱9がⅣb期の1号塀に近すぎることから、Ⅳa期とした。しか
し柱7から、天保年間の年号を墨書した陶器が出土しており (図87-149)、Ⅳb期に下る可能性もある。
【31号溝】(図53、図版46)
C-5。6区で検出した、北西から南東方向へ延びる石組溝である。攪乱により確実でないが、向きを変えて
延びていく可能性もある。比較的直線的な東側の側石で測った方向は、N-44.5°一Wである。上幅75～100cm、
下幅65～90cm、ごく浅い掘り方に、川原石を1段並べて側石とする。側石の内法幅は40cm程度と思われる。
【1号建物】(図57、図版40)
調査区南西隅のB-14～17区で検出した礎石建物である。南側と西側は調査区外へ続く。北辺と東辺は、上幅
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図52 二の丸第17地点Ⅳa期遺構配置図
Fig.52 Distribution of features belonging tO Edo Period(Phase Ⅳa)at N?鉦17
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10YR4/2灰黄褐色 シルト 粘性やや弱 。しまり強 黄橙色シルトをプロック状
に含む 自色凝灰岩片 炭化物を比較的多く含む φ lcm以下のイヽ礫を含む
10C4/1暗緑灰色 ンルト 粘性中 。しまり強 明責褐色シルト・φ lcm以下の
小礫を若干含む 自色凝灰岩片を比較的多 く含む 炭化物片をやや多 く含む
ゆ2～10cmの礫を非常に多く含む
0            1m
25Y5/2暗灰黄色 ンルト 粘性弱・しまり強 を主体としてにぶい黄色粗砂を
全体に多く含む φ2～4cm程度の礫を含む
o                          5m
図53 二の丸第17地点Ⅳa期の遺構 (1)
Fig.53 Features belonging to Edo period(phase Ⅳal at NM17(1)
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95～120cm、下幅55～75cm、深さ50cm前後の溝を掘り、内部に5～15cm程度の川原石を主体とした礫を詰め込
む。この上に礎石が置力れたと考えられるが、抜き取られたものと思われ残されていない。溝に囲まれた内部には、
径30～65cm、深さ10～15cmのほぼ円形の掘り方に、 5～10cm程度の川原石を入れて根固めとした柱穴が並んで
いる。礎石は取り去られて残っていない。これらは、 1間を6尺 3寸とした場合の、半間等間で並んでおり、柱
間寸法は6尺3寸を基準とするものと考えられる。外周の基礎構造と大きく異なることから、床束と考えられる。
東辺の東側にも、柱穴が確認されている。東辺から、1.5間の半分の距離に南北に並ぶ。柱11は北辺から1間
半、柱12は2間の柱筋に合う。しかし柱13は、若干南にずれており、ここは間隔が異なっていたのかもしれない。
3基とも径55cm前後、深さ15cm程で、根固め石は認められない。 1号建物に付属する施設と思われる。
1号建物の北辺から東側には石列が延び、2号建物最西辺の位置で南に折れる。1号建物と2号建物をつなぐ、
塀のような施設の基礎部分の可能性が考えられるが、保存状態が貞くないこともあり、確定はできなかった。
この1号建物の北辺 。東辺と同様の遺構が、第1地点の調査において発見されている。第1地点の調査区は、
今回の調査区の南西隅にほぼ隣接する。第1地点で溝1とされた遺構については、断面形状や小礫を多量に合む
埋上の状況が、 1号建物の北 。東辺と類似する。第1地点の調査が行われた時点では、調査成果を国土座標上に
位置づけることが行われていなかったので、縮尺500分の1地形図上で、観存建物の位置関係から合成したもの
が、図57である。これによると1号建物は、東西2間半、南北7間以上の大きさの建物と推定できる。
北辺と東辺の溝状部分から瓦が多量出上しているが、他の遺物はごく少ない。
【2号建物】(図55。56、図版41・ 42・43)
C列からH列の、12列以南に展開する礎石建物である。17号溝に切られており、柱58と59で、29号溝と14号溝
を切っている。東辺は屈曲をくり返しており、いくつかの建物が複雑に連接するものであったと考えられる。最
も北側の柱筋は、柱3で南に折れ、半間南の柱5から柱6をへて、さらに東に延びるものと思われる。この柱筋
と、柱36・37の間隔は、 2間半となる。ピット255。256としたものは、この2間半のちょうど半分の位置に並ん
でおり、 2号建物に伴う礎石である可能性が考えられる。そのため、図58の模式図のような形を想定した。
礎石には、規模の大小や根固めの状況から、 2つの様相が認められた。大規模なものは、掘り方の径70cm前後、
深さ40cm程で、川原石を充填して根固めとし、30～55cmの大振りな厚みもある礎石を据える。建物全体の重量
を支える、主要な柱と考えられる。小規模なものは、掘り方の平均的な径20cm前後、深さは浅く10cm以下で、
根固め石を伴わず、20～30cm程の扁平な川原石を直接置いて礎石とする。これは、主要な柱の間に置かれた柱
や、床束を支えた礎石と考えられる。建物の中での配置状況は、図58の模式図で、九印の大小として表した。礎
石同士をつなぐ地覆石が、外周を中心に認められる。地覆石も、小規模な礎看同様、浅い掘り方に直接置かれる。
2号建物には、石敷が伴う。柱18と柱19の間から北側に、小礫が敷き詰められており、 2間×半間の範囲が石
敷になっていたと考えられる。石敷は、外側の柱筋よりもさらに外まで延び、19号溝の側石までおよんでいる。
柱の間隔は、 6尺3寸を一間とした半間等間隔である。ただ、東側の柱38・柱48・柱59より東側は、東西方向
では4尺2寸となっている①柱61と63の間も4尺 2寸となっている。柱59と60の間には、地覆石が一部残ってい
る。4尺2寸は、 6尺3寸の2間分を3等分した数値で、塀になる遺構に多い柱間寸法である。そのため、この
2号建物から外側に延びる部分も、この建物に附属する塀のような施設となる可能性が考えられる。
119号～23号溝】(図55。56、図版41・42)
2号建物の西側をめぐる石組溝で、 2号建物の形状に沿って屈曲しており、雨落溝と考えられる。遺物の取り
上げのため、各辺ごとに異なる番号を付けたが、同一の溝である。底面レベルは、次の24号溝も含めて、場所に
よって高低があり、明確に傾斜していく方向は見い出せなかった。上幅50～90cm、深さ10cm前後の掘り方に、
川原石を1段並べて側石とするが、抜き取られている部分も多い。長辺を溝の方向に合わせる場合と、直交する
ものの両方がある。扁平な川原石を、立てて据える部分もある。側石の内法幅は、25～40cmである。
3号建物
?‐
‐
?
?
?
?
?
??
?
柱 1
西
石
列
懇
十
ピット540
⌒J ヒ____¬
-6&Om
25Y7/6明責褐色 砂質シルト 粘性弱。しまり強 を主体として
明灰黄色粘土質シルトを全体に含む 自色岩片を含む φユ～8cm
の礫を非常に多く含む
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ЮYR4/1褐灰色シルト 粘性なし。しまり中 φ2mm以下の自色
岩片および炭化物粒子を多く含む
??
30号溝
C′
卜 63.Om
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図54 二の丸第17地点Ⅳa期の遺構 (2)
Fig.54 Features belonging to Edo period(phase Ⅳa)at N?l17(2)
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2号建物
10YR4/3にぶい黄褐色 ンルト 粘性中 。しまり中 φ lcm程の炭化
物を多く含む 明黄褐色土小プロックを多く含む 石敷掘方
10Y馳/2灰黄褐色 粘土質シルト 粘性強・ しまり中 黒褐色土ブロ
ックを多く含む 明黄褐色土小プロックをわずかに含む 礎石掘方
ゴ    柱65
2号建物
B′
トー 63.lm
1 75YR3/3暗褐色 ンルト 粘性弱・しまり弱 黄褐色土・黒褐色土プロックを多く含む ゅ5mm程の炭化物をわずかに含む 23号溝石組抜き取り
埋土
2 ЮYR2/2黒褐色 砂質ンルト 粘性きわめて弱 しまり中 明黄褐色土プロックを多く含む φl～2mmの炭化物を多く含む 23号溝掘方
3 10YR5/3にぶい黄褐色 シルト 粘性中 。しまり中 黒褐色 浅黄橙色土プロックを多く含む 2号建物礎石掘方
4 10YR2/1黒色 シルト 粘性中・しまり弱 浅黄色土ブロックを多く含む 桂64礎石根石掘方
1
2
3
4
5
2号建物柱53
E
引
E′
卜 630m
F
引
F′
卜 63.lm
一10YR7/6 明黄褐色 砂質シルト 粘性中 。しまり中 褐灰色土ブロックを含む
1 25Y5/3黄褐色 シルト 粘性中・ しまり中 黒褐色土・浅黄橙色土・黄橙色土ブ
ロックを不均質に含む
2 10YR4//2灰黄褐色 シルト 粘性弱 しまり中 黒褐色 褐灰色土ブロックを多く
含む 明黄褐色土プロックをわずかに含む
3 25Y4/1黄灰色 粘土質シルト 粘性中・ しまり中 黒褐色・褐灰色土プロックを
多く含む 明黄褐色土プロックをごくわずかに含む
14号溝
G    G′
甘
63.Om
10YR7/2にぶい黄褐色 シルト 粘性きわめて弱 。しまり強
ック状に含む
10YR7/4にぶい黄橙色 シルト 粘性きわめて弱 。しまり弱
ク・黄橙色土プロックを不均質に含む
29号溝
H  H′
引   トー63.Om
l―
:;;:こ
】
'「
0            1m
責橙色土をプロ
黒褐色土ブロッ
ゴ  D号 溝  柱Ю  
石敷 柱■ 任 鶴.m
1 25Y4/2暗灰黄色 粘土質シルト 粘性中 。しまり
中 黒褐色土プロックを多く含む ゅ2～8mm大の
炭化物を含む 掘方
63.lm
25Y6/4にぶい黄色 シルト 粘性きわめて弱・しまり弱 黒褐色土・明黄褐色土
プロックをわずかに含む φ lcm程の小礫をごくわずかに含む
75YR3/2黒褐色 シルト 粘性きわめて弱 .しまり中 明黄褐色土プロック 炭
化物をわずかに含む こぶし大の円礫を多く含む
25Y6/6明黄褐色 粘土質シル ト 粘性中 。しまり中 黄褐色土ブロックをわずか
に含む
2と基本的に同じ ただし円礫は含まない
10YR4/6褐色 粘土質シルト 粘性中 。しまり中 明黄掲色土小プロックをわずか
に含む
図56 二の丸第17地点Ⅳa期の遺構 (4)
Fi356 Features belonging to Edo period(phase Ⅳal at NM17(4)
2号建物柱57
D         D′~引¬民(通霊藍竪π
テ~630m
1 75YR4/2灰褐色 シルト 粘性中 しまり中 φ2mm程の炭化物をごくわずかに
含む 赤色土粒 (鉄分)を多く含む
2 25Y6/41こぶい黄色 シル ト 粘性きわめて弱 。しまり弱 黒褐色・明黄褐色土プ
ロックをわずかに含む 人頭大の円礫を多く含む
3 10YR5/4にぶい黄褐色 粘土質シルト 粘性中 しまり中 黄褐色土プロック・人
頭大の円礫を多く含む
17号溝
10YR5/4にぶい黄褐色 細砂 粘性なし。しまりきわめて弱 にぶい黄橙色粘土ブ
ロックをわずかに含む
10YR6/31こぶい黄掲色 ンルト 粘性きわめて弱・しまり中 炭化物 明黄褐色土
プロックをわずかに含む
C 1号建物北辺
l N3/0暗灰色 シル ト質粘土 粘性中 しまり強 黒色シレ
トをブロック】夫に含む φ5～15cmの円礫をわずかに含む
2 N2/0黒色 砂質シルト 粘性中・ しまり中 黒色シルトと
まだらに含む ひ2～15cmの円礫を多く含む
1号建物柱12
B        B′
引         卜
0            1m
10YR4/2灰黄褐色 シルト 粘性中 しまり中 にぶい黄褐色上
ブロックを非常に多く含む 黒褐色土ブロック・φュ～2mmの民
化物をわずかに含む 黄褐色土プロック・ゅ1～5cm大の円礫を
ごくわずかに含む
0                       5m
一
ビット1緯＼｀
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第1地点東区北壁断面図
―-66m
/テ
//・
[               第17地点1号建物と第1地点溝1の関係 (縮尺1/500)
図57 二の丸第17地点Ⅳa期の遺構 (5)
Fig.57 Features belonging tO Edo period(phase Ⅳa)at N?笙17(5)
第1地点平面図
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2号建物
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1号・2号。3号建物の関係
十6尺3寸×15
2
|
柱穴の丸印の大きさは、柱穴の規模の大小を表す。
白抜きの丸印は、推定される柱穴を示す。
o                               10m
図58 二の丸第17地点Ⅳa期の遺構 (6)
Fig.58 Features belonging to Edo period(phase Ⅳa)at NA/117(6)
2号建物模式図
【24号溝】(図55、図版43)
2号建物と3号建物の間に、東西に延びる石組溝であると位置関係から、19号溝・30号溝に続くものと考えら
れる。側石は動かされているものが多いが、西側と東側では、位置関係がずれるため、小さく鍵の手状に屈曲す
るものと考えられる。上幅170～190cm、下幅105～130cm、深さ20cm程度の掘り方に、川原石を用いて狽I石とす
る。側石は、一部2段積まれているところがあるが、ほとんどは1段である。側看の内法幅は、30cm程度と思
われる。瓦が多数出土している。土師質土器がやや多い以外、他の遺物はわずかである。
〔3号建物】(図54、図版43。44)
C～G-8～11区に広がる礎石建物である。3号建物は、 3層上面の精査の段階では確認できなかった。南辺
と西辺の石列は、 4層上部上面で確認した。調査の進展により、この内部に展開する柱穴が3層上面から掘り込
んでいることが判明した。調査後の検討によって、南辺 。西辺の石列も、一連の建物を構成することが判明した。
図54では、6尺 3寸を一間とした、半間等間隔のメッシュを加えておいたが、石列や柱穴がこれに合致するため、
6尺3寸を一間とした柱間間隔を基準としているものと考えられる。なお3号建物は、 2号建物と南北の柱筋を
合わせて造られている。また3号建物の南辺は、 2号建物北端の柱筋から、 1間半の位置にあたる。
南と西の石列は、扁平な川原石を、地覆石状に並べている。南石列は、西石列につながる位置で、北に分岐し
ている。ただ、この場所より西側にも、南石列は続いていく。柱10から南側にも、地覆看が並ぶ。遺物の項で7
号溝としているものは、この地覆石列の脇の浅い窪みのことである。これらの石列以外に、径30～70cm、深さ
15cm前後の、円形の掘り方に根固め石を入れた礎石が検出されている。
【30号溝】(図54、図版45)
G-11区で検出した石組溝である。攪乱によって破壊され、ごく一部を確認したのみである。24号溝が東側の
H列では検出されないことから、24号溝が北に直角に折れ、30号溝となる可能性が高い。ただ、より北側への延
び方については判らない。遺存状況が悪く、掘り方の状況などは判然としない。テキ1原石を用いて側石とするが、
動かされている可能性が高く、正確な内法幅などは判らない。
【瓦囲遺構】(図54、図版型)
D・E-11区の、3号建物と24号溝の間で検出された。板塀瓦を立て並べて構築する。東西の長さは220cmで、
西端は北へ若千折れる。掘り方の範囲は明確にできなかったが、 3号建物の南石列と同時に構築されている。3
号建物に付随する施設と考えられるが、性格は不明である。
【17号溝】(図55。56、図版46)
B-14区からH-13区に延びる東西方向の素掘りの溝である。2号建物を切り、次のⅣb期の4号塀に切られ
ることから、この区域の土地利用が大きく変わる際に一時的に造られた可能性を考え、当期に含めた。わずかに
蛇行しているが、ほぼ直線的に延びる。おおよその方向は、N-23.5°一Wである。底面レベルは、西端より東
端が25cm程低くなる。C列で、北側に幅が広くなっており150cm程あるが、それ以外の部分では70～100cm程度
である。深さは50cm前後で、壁はほぼ垂直に掘られている。瓦が多く出土しているが、他の遺物は少ない。
【14号溝】(図55・56、図版46)
G・H-14区で検出された、丸瓦の凹面を上にして並べた溝である。2号建物の柱58・591こ切られる。東半部
の比較的直線的に廷びる部分の方向は、N-41.5°一Eである。幅15～80硼、深さ10cmの掘り方の中に、丸瓦の凹
面を上にし、玉縁を東に向けて並べている。
〔29号溝】(図55・56、図版46)
G-14区で検出された、丸瓦を伏せて並べた暗渠である。2号建物の柱581こ切られる。方向はN-26°一W。
幅25cm、深さ15cmの掘り方の中に、九瓦を伏せて並べている。
(9)Ⅳb期の遺構 (図59～62、図版47～54)
調査区の中程から東よりの部分に、溝の中に柱を立てた塀が、屈曲しながら南北に展開する。北区では、この
南北方向の塀をはさんで、東側では建物跡や柱列、土坑が検出されており、西側でも多数の柱列が存在する。一
方中区 。南区では、この塀の西側には、ほとんど遺構は確認できず、東側にのみ柱列が存在する。Ⅳ期の単独に
存在するピットについては、Ⅳa期に遡るか、Ⅳc期に下ることが確実なもの以外は、Ⅳb期に含めている。
〔1号塀】(図60・61、図版47)
1～5号塀は、いずれも溝を掘った中に柱を立てた、連続する一連の塀であるが、途切れるところで別の番号
を付した。方向は、4号塀の南側が斜めに折れる部分以外は、N-23.5°一Wと一致すると考えて問題ない。柱
間寸法は、全て4尺と考えられる。1～4号塀では、瓦や木製品が多数出土しているが、他の遺物は少ない。
1号塀は、E・F-4～6区で検出した。Ⅳc期の16号溝に切られる。掘り方は、幅50～70cm、深さ40～
60cmで、壁は垂直に近く掘られている。柱3と柱4の間が浅くなっているが、この部分にはⅢb2期の32号溝
の側石が存在し、これに遮られたものであろう。柱 1・ 4・5で柱根が残存していた。柱1は径17cmの丸材で、
塀を構築した当初から据えられたものと考えられ、柱根が掘り方底面に接する。柱4・5の柱根は、掘り方を掘
り直して据えられており、柱底面は掘り方の底まで達しない。補4界のために、付け加えられた柱と思われる。径
は柱4が16cm、柱5が11.5cmである。補修用の浅い柱には、木の板や瓦を用いた礎板が伴う。
【2号塀】(図60・61、図版47)
E-2～4区で検出した。6号柱列に切られ、Ⅳc期の1号柱列 。16号溝にも切られる。掘り方は、幅50～
65cm、深さは一部浅い部分もあるが50～60cmで、壁は垂直に近く掘られている。柱3・ 4・6で柱根が残って
いた。いずれも、掘り方底面に接するものである。礎板石などは認められない。柱4が角材で柱 3・ 6は丸材で
あった。太さは13～16cmである。
【3号塀】(図62、図版48。50)
G-8区からG-10区にかけて検出された。北側は攪乱で破壊されている。南側の4号塀と途切れる部分には、
Ⅲb2期の3号木樋が存在し、この木樋に述られて溝状の掘り込みを途切れさせざるを得なかったものと推測さ
れる。南端のピット32は、柱6の位置に重なるため、改修した際の柱穴の可能性が考えられる。掘り方は、幅55
～75cm、深さは70cmで、柱の位置だけさらに10～20cm深くなっている。壁は垂直に近く掘られている。柱1～
5で柱根が残存していた。いずれにおいても、掘り方底面に接する構築当初の柱以外に、掘り方底面より浅い、
掘り直して据えられた柱が1本ないし2本認められた。後者は補修のためであろう。いずれにおいても、礎板石
などは認められない。柱4の当初から据えられたものが太さ13cmの角材である以外は、九材である。柱の太さ
は、当初から据えられたものが径15cm前後、補修用のものは、径12～15cmである。
【4号塀】(図62、図版48～50)
G-10区からH-13区で検出した。南北両端とも途切れる。10号柱列および、Ⅳc期の1号溝 。13号溝に切ら
れる。Ⅳa期の17号溝を切っている。南側のH-13区の部分では、北西から南東方向へ、斜めに届折する。この
部分の方向は、N-58°一Wである。掘り方は、幅55～80cm、深さは約60cmで、柱の位置だけさらに10～20cm深
くなっている。壁は垂直に近く掘られている。柱 2・ 3で柱根が残存していた。いずれも掘り方底面に接するも
ので、九材である。柱の径は、柱2が15cm、柱3が12cmである。柱7で、礎板石が認められる。
【5号塀】(図60、図版49)
G・H-6区の、攪乱を免れた部分で検出した。東西方向に延びる溝状の遺構で、北側の一部が残存するだけ
で、幅は不明である。垂直に近い角度で掘られており、深さは95cm前後である。柱根・柱痕跡あるいは礎板石
は見つかっていないが、断面形状が他の塀と類似することから一連の塀の一部と考えた。
【6号柱列】(図60。61、図版50)
E-2・3区で検出された。2間分のみの検出である。2号塀を切っているが、柱穴の位置が、 2号塀の柱の
すぐ北東側に接する。方向はN-23.5°一W、 柱間寸法4尺で、いずれも2号塀と共通する。幅30～40cm、深さ
10cm前後の掘り方に、川原石を置き礎石としている。柱が埋められないため、柱列として、単独で自立するこ
とは難しいと考えられる。位置関係も含めて考えると、 2号塀を補修するための柱列の可能性が高い。
【7号柱列】(図60・61、図版50)
F-4・5区で検出された南北方向の掘立柱列で、 1号塀の東側にほぼ平行し、両者の間隔は3尺5寸程度で
ある。方向はN-23.5°一W、柱間寸法4尺で、いずれも1号塀と共通する。柱の位置も、 1号塀の柱の位置と
合致する。柱2では、柱根が1号塀の方向に大きく傾いて残っていた。径13.6cmの九材である。柱筋の方向を重
視して、柱3を7号柱列を構成するものとしたが、ピット378でも柱根が1号塀の方向に傾いて残っており、こ
ちらが当柱列の一部となる可能性も残る。また柱1の南側に存在するピット1521よ、柱間寸法が合わないため含
めていないが、当柱列の一部となる可能性がある。1号塀との位置関係や柱根の状況から、 1号塀の控え柱、あ
るいは補修の際に加えられた控え柱の可能性が考えられる。柱2からは、比較的多くの遺物が出土している。
【8号柱列】(図62、図版50)
G・H-8～12区で検出した南北方向の掘立柱列で、 3号塀の東側にほぼ平行し、方向はN-22.5°一W、柱
間寸法は4尺である。柱の位置も、 1号塀の柱の位置に合致する。なおピット2201よ、柱間間隔が合わないため
別にしたが、柱筋が合致することから、この部分だけ柱間間隔がずれていた可能性もある。形状は柱穴ごとの達
いが大きいが隅丸方形を基調とすると思われる。平均的な大きさは40～60cm、深さは30cm前後である。柱1～
4・ 6・7に柱根が遺存しており、柱2では2本の柱根が残っていた。いずれも九材で、径は11～16cmである。
【9号柱列】(図62、図版50・51)
H-11・12区で検出した南北方向の掘立柱列で、4間分を検出した。7号柱列のすぐ東側に並ぶ。柱間寸法が、
1間6尺3寸とした場合の半間等間で並んでいることから、掘立柱建物の一辺である可能性も高いが、組み合う
柱穴が確認できなかったので柱列とした。方向はN-23°―Wである。掘り方はほぼ円形で、径50～60cm、深
さ40～45cmである。柱1～3に柱根が残っていた。いずれも径14cm前後の九材である。
【10号柱列】(図62、図版51)
H-13区で検出した北西から南東方向へ延びる掘立柱列。4号柱列とほぼ同じ位置に造られており、4号塀より
新しい。Ⅳc期の1号溝 。13号溝に切られる。柱穴の位置が、 4号塀の柱の位置とほぼ重なっており、4号塀を
改修した柱列の可能性がある。方向はN-63.5°一W。柱4に柱根が遺存していた。14cm×15cmの角材である。
【11号柱列】(図60。61、図版51)
G・H-2区で検出した東西方向の掘立柱列で、 3間分を検出した。柱間寸法は4尺で、方向はN-24.5°一
W。柱穴形状はほぼ円形で、径35～45cm、深さ30cmである。柱1～4の全てに、柱根が遺存していた。柱根は、
径11～16cmの丸材である。全ての柱穴に礫が認められるが、柱を横から押さえる形で入れられたものである。
【12号柱列】(図60、図版51)
F～H-3区で検出した東西方向の掘立柱列である。柱2と柱3の間に存在したはずの柱が検出できていない
が、 3間分を検出した。柱間寸法は5尺で、方向はN-26.5°一Wである。この柱2から柱3の間は、先行する
石組溝である69号・32号溝が存在する。柱2と柱3は、これらの溝の側石や裏込め石の間に造られており、掘り
方がこれらの石に制約され、柱よりわずかに大きい程度である。このような状況のため、間の柱がとらえられな
かつた可能性がある。また、西端の柱3のところで北に直角に折れ、ほぼ5尺のところにピット337が存在し、
一連の柱列を形成する可能性がある。柱1は径30cm、深さ25cm程の、ほぼ円形である。柱2'3で柱根が残っ
ていた。いずれも径15cm前後の九材である。
【13号柱列】(図60・61、図版52)
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5GY5/1オリーブ灰色 粘性強 しまり
強 黄褐色粘土 黒褐色シル トを含む
上端から7cm程度では若干炭化物を含ん
だシルトが主体となる
6号柱列柱 1
D       D′
引      |-627m
…
10YR3/2黒褐色 シル ト 粘性弱 しま
り強 黄褐色粘土 白色凝灰岩片をま
ばらに含む
1号塀柱 5
75Y4/1灰色 シル ト 粘性中 しまり中 2に含まれるよりも小型の
礫をまばらに含む 炭化物 土器を若千含む
25Y3/3暗オリーブ褐色 シル ト 暗オリープ褐色シル トを主体 とし灰
褐色粘土と緑褐色粘土をプロック状に含む φ2～10cm程度の円礫・着
干の炭化物を含む
25Y3/1黒褐色 シル ト 粘性中 しまり中 1 2と比べ均質な様相
7号柱列柱 2
暗褐色シル ト主体 炭化物 小礫を含む
14号柱列柱 2
0             1m
1 5Y3/2オリーブ黒色 シル ト質砂 粘性弱 。しまり
強 灰オリーブ色シル ト質砂をまだらに含む
2 75Y6/2灰オリーブ色 シル ト質砂 粘性弱・ しま
り強 オリープ黒色シル ト質砂に灰オ リーブ色 シ
ル ト質砂をプロック状に含む
3 5Y2/2オリーブ黒色 ンル ト質砂 粘性弱 。しまり
強 2をブロック状に含む
F ll号柱列柱 2F′
引      トー628m
2号塀柱4 
ド生628m
10YR3/1黒褐色 粘土質シル ト 粘性
中 しまり中 少量の炭化物 凝灰岩
片を含む
名巧統囃任6Z9m
1号塀柱 1
A′
卜 626m
?? ??628m
E′
卜 628m
??
?? 13号柱列柱5 
卜
G′627m 菰
10Y5/1灰色 粘土 粘性強 しま
り中 炭化物・木質遺物を多量に
含む 瓦を含む
25Y4/1黄灰色 シルト質粘土 粘
性強 。しまり中 微量の炭化物と
φ3mm程度の礫をまばらに含む
1 75Y3/2オリーブ黒色 砂質ンル
ト 粘性やや中 しま り強 オ
リーブ灰色土 を部分的に少量含
む 炭化物を均質に少量含む    1
2 25Y2/1黒色 シル ト 粘性やや
警と歩 だ暮ぎ 
木材 炭化物な 2
3
4
10YR4/1褐灰色 シル ト 粘性なし しまり強 ゅlcm以
下の小円礫を多数含む
5BG3/1暗青灰色 シル ト 粘性なし しまり中 炭化物
を少量含む
5G4/1暗緑灰色 粘土質シル ト 黒褐色シル トとのまだら
な層 炭化物 円礫を少量含む
10GY5/1緑灰色 粘土質シル ト 粘性弱 しまり中 比較
的均質な層
6号土坑
18号土坑
5GY4/1暗オリーブ灰色 シル ト 粘性弱
しまり中 明黄褐色シル ト 緑灰色粘土質
シル トブ ロックが ランダムに混 ざ り合 う
炭化物を含む 凝灰岩小片を多 く含む
8号土坑
1箸
電 ir笈協 務 塾 ぴ
砂 縦 中 。しまり中 ゆ卜 2mmの自饒 灰
2 25Y3/3暗オリープ褐色 砂質シル ト 粘性弱 。しまり中 掲色砂質シル
32号土坑
L′
犠 m
???
????
10YR4/2灰黄褐色 シル ト質粘土 粘性中 ,しまり強 黄褐色
砂質シル ト オリーブ灰色粘土がプロック状に混 じる φ lcm
～20cmまでの礫と炭化物片を多 く含む
10YR5洛黄掲色 砂質シル ト 粘性中 。しまり強 オリーブ灰
色粘上がプロック状に混 じる 炭化物片が着干混 じる 自色
凝灰岩片を多 く含む
10YR3/3暗褐色 シル ト 粘性中 しまり中 オリープ灰色粘
土がプロック状に混 じる 炭化物・木質遺物が層状に入 る
小礫 白色凝灰岩片を若干含む
5GY4/1暗オリープ灰色 粘土 粘性強 しまり中 褐色砂質
シル トがまばらに混 じる 白色の凝灰岩片を若干含む
O
引
5Y3/2オリーブ黒色 シルト質砂 粘性弱・ しまり弱 灰オリ
ーブ色シルト質砂 炭化物を小量含む
5GY5/1オリーブ灰色 シルト質砂 粘性弱 しまり弱
10YR2/2黒褐色 シルト 粘性中 。しまり弱 2をレンズ状に
含む
10Y4/1灰色 砂質シルト 粘性中・ しまり中 白色凝灰岩粒
をごく小量含む
75Y3/2オリーブ黒色 シルト質砂 粘性弱 しまり弱 オリ
ーブ黒色シルトをブロック状に含む
75Y3/1オリープ黒色 砂質シルト 粘性中 しまり弱 オリ
ープ黒色シルト質砂をまだらに小量含む
5Y4/4暗オリーブ色 シルト質砂 粘性弱 しまり弱
N′
卜 629m
O′
塩 m
(2)
Ⅳb)at NM17(2)
哨 11号
土坑
 ド∠62,7m
25Y4/1責灰色 シル ト 粘性弱・
しまり中 φ lcm程度の小礫 炭化
物が含まれる
5Y4/1灰色 粘上 粘性強 。しまり
強 褐色 シル トをブロック状 に含
む 1と同程度の礫を含む
75Y2/1黒色 シル ト 粘性中 し
まり中 1・2と比較 して均質な
状態
1
2
3
4
N
引
冦夢冨鞠だゲ塗靱 逸毒歩豊含志リー鶏色シルト質
遷を書整将影盈兵蟄§長莞勢1針路ナごヂ夢扶怒夢聟各摯
質旨告農
OYR17/1黒色 シルト 粘性なし しまり弱 にぶい黄褐色砂質シルト
と粒状に少量含む 炭化物・木片を含む
5Y6/6明黄褐色 砂質シルト 粘性中 しまり強 オリーブ掲色砂質シ
禁糧轟 ゛〒催 評
シルト 粘性強・しまりやや弱 7タ
トをプロック状に少量含む 汀 ヒ物をごく少屋含む
5Y6/4にぶい黄色 砂質シルト 粘性中 しまり強 黒褐色砂質シルト75GYン1黒色 粘土質シルト 粘性強 しまり弱         をプロック状に少量含む
Htt F∽ittζb品飲びY笛絲灘憾
削― ――ヤ ¬´
A 3号塀柱 l A′
引           卜 62.9m
5Y4/3暗オリー プ色 砂質シルト 粘性弱 。しまり中 オリ
ーブ黒色粘土 黄褐色粘土をブロック状に含む
25Y3/2黒褐色 砂質ンルト 粘性弱。しまり弱 オリー プ
灰色粘土 黒褐色粘土をブロック状に含む
■5Y4/1灰色 粘土 粘性中 しまり強 黒色シルトが層状
に含まれる 凝灰岩の破片をまばらに含む 1 2と似た
状態
10YR3/2黒褐色 砂質シルト 絡性弱・しまり中 擬灰岩
の小礫片をわずかに含む 木材片を含む
10YR2/1黒褐色 シルト 粘性中。しまり中 小円礫・落
干の炭イと物を含む 暗オリー プ灰色土プロックを含む
10YR3/4暗褐色 シルト 粘性中 しまり中 暗オリー ブ
灰色粘土ブロックを含む
lllY4/1灰色 粘土 粘性強。しまり強 凝灰岩の礫片 瓦
をまばらに含む 炭化物をごく少量含む
4号塀柱 2
62.8m
25Y3/1黒褐色 砂質シル ト 粘性弱 。しまり中
暗緑灰色シル ト質粘土をプロック状に含む 少
量の炭化物・大小様々な礫をわずかに含む
75GY4/1暗褐色 シルト質粘土 粘性強・ しま
り弱 石英粒・秒を含む 柔らかく粘性が強い
8号柱列柱4
10YR3/2黒褐色 粘土質シルト 粘性中・ しまり
中 炭化物をわずかに含む φl～2cmの円礫を
着千含む
10YR5/2灰黄褐色 シル ト 粘性中 。しまり中
ゆ2～5cmの円礫を含む
9号柱列柱 2
D′
卜 62.9m
1 7 5YR3/2黒褐色 シル ト 粘性弱・しまり弱
ゆ5mm程度の炭化物を含む
2 75Y4/1灰色 粘性中 。しまり弱 緑灰色土をわ
ずかに含む φ5mm程の炭化物とφ5～10cmの
円礫をわずかに含む
10号柱列柱4
E        E′
―引      トー628m
)            lm
75YR4/1褐灰色 シル ト 粘性なし。しまり弱
ゆ5mm以下の円礫を含む
5G4/1暗緑灰色 シルト 粘性弱 。しまり中 炭
化物を少量含む
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図62 二の丸第17地点Ⅳb期の遺構 (3)
Fig.62 Features belonging to Edo pettod(phase Ⅳb)at NM17(3)
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C～E-3・4区で検出した東西方向の掘立柱列で、 5間分を検出した。主要な柱筋 (柱1～6)の柱間寸法
は4尺で、 1本おきに南側に控え柱 (柱7～9)が付く。控え柱との間隔は3尺 5寸程度。方向はN-20.5°一
Wと二の丸期の方向とは異なるが、東端が2号塀のところで途切れることから、両者が同時に存在した可能性が
高いと考えて当期に含めた。この13号柱列の付近には、同様の柱穴が多数重なりあっている。攪乱が多いことも
あり、組み合わせを復元できていないが、同じ場所で頻繁に造り替えられていた可能性がある。柱穴形状は個々
の違いが大きい。平均的な大きさは50～60cm、深さは40cm前後である。柱 1・ 2・ 5。 6・ 9において、柱根
が残存していた。柱5では、 2本の柱根が残っていたほか、細い杭状の材もあった。柱9では、 2本の柱根が残
っており、その内1本は不整六角形に削られている。これ以外は、太さ12～16cmの九材であるが、 1面ないし
2面、面取りされているものもある。柱4～6・ 9では、川原石や瓦を置いて、礎板としている。
【14号柱列】(図60・61、図版52)
B-3～5区で4間分を検出した南北方向の掘立柱列。柱間寸法は4尺8寸で、方向はN-24°―W。柱1が
8号土坑を切る。柱穴形状は隅丸方形が多く、平均的な大きさは50cm前後、深さは40～55cmである。柱 1・
2・4で柱根が残っていた。柱1は不整人角形、柱2・ 3は5面程面取りされる。太さは14cm程である。
【15号柱列】(図60・61、図版52)
B-5。6区で検出した南北方向の掘立柱列で、 2間分のみの検出である。柱間寸法は4尺で、方向はN―
20.5°一Wである。Ⅳc期の瓦溜に切られる。掘り方形状は柱穴ごとの違いが大きい。大きさも35～70cmと違い
が大きい。深さは40cm前後である。柱1～ 3の全てで、柱根が残存していた。柱 1・ 2は径14.5cm程の丸材で
あったが、柱3は不整八角形に面取りされており、長辺で15.5cmの太さである。
【7号建物】(図60・61、図版53)
G・H-3～5区で検出された礎石建物である。Ⅳa期の8号建物を切り、Ⅳc期の16号溝に切られる。検出
したのは南辺と西辺、それより北側に延びる部分である。1間を6尺 3寸とした半間等間で柱穴が並ぶ。方向は
N-24.5°一Wである。礎石は全て取り去られている。南辺と西辺は、やや不整な隅丸方形の掘り方が並ぶ。平
均的な大きさは、幅80～100cm、深さ15～25cmで、柱3には根固め石が残っていた。西辺から1間、南辺から
1間半の位置に柱9があり、これを含めて4基の柱穴が北に延びる。掘り方形状は不整形で、幅40～60cm、深
さ15cm程度で、根固め石が充填される。遺物は比較的多く、下駄 (図123-96・97)など木製品も出土している。
【1号土坑1(図60、図版54)
D-6区の攪乱を免れた部分で検出された。残存状況は極めて悪い。東西150cm以上、深さ25cm以上である。
【6号土坑】(図60・61、図版53)
G-5区で検出した。東西125cm、南北100cmのほぼ長方形を呈し、深さは65cm。断面形状は深い逆台形を呈
する。木製品を中心に、比較的多くの遺物が出土しており、ゴミ穴の可能性がある。
【8号土坑】(図60。61、図版54)
B-3・4区で検出した。東側が攪乱で破壊され、32号土坑に切られる。南北165cm以上、深さ30cmである。
(11号土坑】(図60・61、図版54)
F-5区の6号柱列のすぐ東側で検出した。南北180cm、東西50cmの細長い溝状で、深さは40cmである。
【18号土坑】(図60・61、図版54)
北区南西隅のB-6・7区で検出した。西側が調査区外へ延び、攪乱や新しい遺構による破壊もあり、形状は
判然としない。東西150cm以上、南北190cm以上である。溝状に深くなる部分があり、深さは45cmである。
【32号土坑】(図60・61、図版54)
BoC-2・3区で検出した。上部が攪乱によって大部分削平されているが、南北190cm、東西135cmの、隅
丸長方形を呈する。深さは45cmで、壁は垂直に近く掘られている。
中OI Ⅳ c期の遺構 (図63～67、図版55～58)
北区では、礎石建物・柱列・土坑などが散在する。中区・南区では、東半部に石組溝が南北に延び、小規模な
溝・土坑などが存在するが、西側には遺構はほとんど分布しない。また中区から南区では、埋土に2層が入り込
んでいる遺構も多く、これらは2層の落ち込みとした。
【6号建物】(図64、図版57)
DoE-2'3区で検出した礎石建物で、東西2間、南北3間以上の南北棟である。東辺は1間ごとに礎石が
確認できるが、西辺は柱6と柱7の間が途切れる。この途切れるところにピット350が存在し、当建物に伴う可
能性もあるが、確実でない。柱間寸法は6尺で、方向はN-22°一W。掘り方は、ほぼ方形から長方形で、一辺
50～70cm、深さ25cm前後である。根固め石は見られず、角礫や割られた川原石を据えて礎石としている。
【1号柱列】(図64、図版57)
DoE-2区で検出した東西方向の柱列である。礎石建物になる可能性も残る。柱間寸法5尺で、方向N―
20°一Wである。径45cm前後の円形の掘り方の中に根固め石が見られるが、一部がモルタル状のもので固めら
れていた。2層が分布せず、掘り込み面が判明しないため当期に含めたが、明治中期以降に下る可能性が高い。
【2号柱列】(図64、図版57)
E・F-2・3区で2間分を検出した東西方向の柱列。柱間寸法は4尺、方向はN-18.5°一W。柱穴はほぼ
長方形で、長辺70～80cm、短辺40～55cm、深さ40～50cm。柱2で柱根が残っており、径12cmの丸材である。
(3号柱列】(図65、図版57)
F～H-3区で検出した東西方向の柱列で、 2間分を検出した。柱間寸法は10尺、方向はN-19.5°一W。柱
穴形状はほぼ円形で、径40～45cm、深さ20cm前後である。柱痕跡は確認できていない。
〔4号柱列】(図65、図版57)
H-2・3区で検出した南北方向の柱列で、 2間分のみの検出である。柱間寸法は6尺で、方向はN-20°一
W。柱穴形状はやや方形に近い円形で、径30cm前後、深さは30cm程である。柱痕跡は確認できていない。
【5号柱列】(図65、図版57)
G-2～4区で検出した南北方向の柱列で、 2間分を検出した。柱間寸法6尺3寸で、方向はN-28°一W。
本柱列の南端近くに存在する1号・2号杭列の方向が、 5号柱列と直交する方向に近いことから、関連する可能
性もあると考え当期に含めた。しかし、柱2に礎石が伴い、二の九期の建物に通有の柱間間隔を有することから、
より遡る時期の可能性も残る。柱穴形状は個々の違いが大きい。規模は50～100cmで、深さは15cm前後。
(1号。2号杭列】(図65)
G・H-4区で、ほぼ平行して延びる杭列である。方向は、 1号杭列がN-27°一W、 2号杭列がN―
285°一Wである。杭そのものは腐食し、小規模なピットとして確認したものも多い。杭が残存しているものは、
いずれも一辺5cm程度の角杭である。両者とも、杭の間隔は60cm程度であるが、個々の差が大きい。
【3号杭列】(図65)
q-5区で検出した南北方向に並ぶ杭列で、方向はN-18.5°一Wである。60～70cmの間隔で、一辺5～8
cm程度の角杭が打ち込まれている。
【1号木樋】(図64、図版56)
B-6・7区で検出した、東西に延びる木樋である。東側は攪乱で破壊され、西側は調査区外へ廷びる。方向
はN-175°一Wである。深さ15cm程度の溝を掘り方とする。木製の樋は、径22.5cmの九太 一面を削り、その
面に幅7cm、深さ6.5cm程度の溝を掘っている。検出した範囲に接続部分はない。蓋板は残っていなかった。
【2号木樋】(図64、図版56)
C-6区で検出した、南北に延びる木樋である。南北両側ともIPA4乱で破壊され、検出した範囲に接続部分はな
い。方向は、:N-16°一Eである3残存部分の北端から北に3.2m程の所に、木製の枡状施設の一部が残ってい
た。攪乱と判断し記録せずに除去してしまったが、 2号木樋とほぼ同じ方向に側板が据えられていた。2号木樋
が接続していた枡と考えて良いだろう。また2号木樋は、 1号木樋と直交する方向に延びている。おそらく、図
に示したような位置に枡が存在し、両者が接続していたと考えられる。掘り方は、幅40cm、深さ20cmである。
木製の樋は、幅19cm、高さ17cmの角材に、幅9cm、深さ5.5cmの溝を掘っている。
【16号溝】(図65、図版57)
E～H-4区で検出した素掘りの溝で、 5号土坑と16号土坑をつなぐ形で延び、16号土坑の西側まで続く。わ
ずかに曲がるが、方向はおおむねN-23°一W。上幅50～■Ocm、下幅25～90cm、深さ15～20cmである。
【5号土坑】(図65、図版57)
H-3。4区で検出した、南北210cm、東西185cmの、やや不整な方形を呈する土坑である。西辺のほぼ中央に
16号溝が接続する。両者の切り合い関係は認められなかったため、同時に機能した可能性が高い。深さは50cmで、
埋土には、礫・木材や瓦が大量に含まれていた。陶磁器・土器類・金属製品も比較的多く出土している。
【10号土坑】(図65、図版57・58)
F-4区で検出した南北140cm、東西120cm、深さ25cmの、不整な方形を呈する土坑である。東辺に16号溝が
接続し、同時に機能したと考えられる。
〔12号土坑】(図64、図版58)
B-6区で検出したもので、建物の礎石である可能性も高いが、組み合う礎石が見あたらないため、便宜的に
土坑とした。幕末以降と考えられる大堀相馬産の山水文土瓶の破片が出土していることから、Ⅳc期の遺構と判
断した。長径120cm、短径90cmの長円形を呈し、深さは50cmである。川原石が充填され、上部に径30cm程の扁
平な川原石が置かれている。瓦が多数出土しているが、他の遺物は少ない。
【28号土坑】(図65、図版57)
F-2区の調査区北端で検出した、方形の木製枡を埋設した土坑である。掘り方は円形に近いと思われるが、
過半以上が調査区外にあるため確実ではない。掘り方の東西の幅は135cm、深さは120cmである。木製の枡は、
南辺の長さ92.9cmである。底板は、南北方向に板を敷く。側板は、高さ28.4cm、厚さ5cmで、両端には側板同
士をつなげるほぞが切ってあり、さらに釘で打ち付けている。底板との接合は、南辺では10ヶ所、底面側から和
釘を打って固定している。枡の方向が他のⅣc期の遺構と共通し、幕末以降と考えられる大堀相馬産の飛飽文の
鍋が出土していることから、当期に含めた。
【31号土坑】(図64、図版57)
D・E-2区の調査区北端で検出した。平面形状は、隅丸方形もしくは隅丸長方形と思われるが、調査区外に
続くため確実ではない。南辺の方向がⅣc期の遺構と共通すること、細片のため確実ではないが、幕末に下る可
能性のある飛飽文の陶器破片が出土していることから、Ⅳc期に含めた。東西の幅は160cm、壁はほぼ垂直で、
深さ110cm程である。埋土には、柱などの建築材と思われる木材や礫が、大量に含まれていた。建築材には、焼
けているものも多い。木材以外は、瓦がやや多い以外、遺物は少ない。明治以降に下るという推定が正しければ、
出土遺物の様相から見て、明治15年の火災に伴う後片付けの際に造られたゴミ穴と考えることができる。
【1号石敷】(図65、図版58)
H-4・5区で検出したが、東側は調査区外へ延びる。南北150cm、東西190cmの範囲に、川原石を敷き詰め
ている。さらに西側にも角礫が存在し、本来はさらに西に延びていた可能性もある。南辺は、やや細長い川原石
を、石敷きの上に乗せて、縁としている。石敷きの上には、細かな砂が堆積していた。
【瓦溜】(図64、図版58)
B-6区で検出した。埋土に大量の瓦が含まれており、瓦溜とした。掘り込み面は2層上面であるが、明治15
年の火災直後の可能性があるため、当期に含めて報告する。方形に近い不整な形状を呈する。東西の幅130cm、
深さ35cmである。2層上面からの掘り込みであるため、前節に示した基準を満たす瓦だけを採集しており、全
体の出土量は不明である。ただし、調査途中で大型の鬼瓦 (図m5。116)が含まれることが明らかとなったため、
通常では基準からはずれる破片についても検討し、鬼瓦の一部と考えられるものを探索して採集した。
【1号溝】(図66。67、図版55)
中区から南にかけて検出された石組溝である。E-8区からG-10区にかけて南東に延び、G-10区からは南
に向きを変え、H-14区でほぼ直角に曲がって東へ廷びる。G-10区で15号溝と合流すると思われるが、接続部
が攪乱で破壊されているため、確実ではない。G-10区から南へ延びる部分は、15号溝とほぼ方向が同じである
が、溝の底面のレベルが15号溝とは異なる。E-8区から南東に延びる部分に近いため、これら全体が一連の溝
と考え1号溝とした。底面レベルは、南東端より北端が30cmほど低い。方向は北半の部分がN-66°一W、 南
半部分は方向N-24°一Wである。掘り方は幅100～150cm、深さ40～50cmである。側石は、角礫や川原石を使
っており、川原石には割られたものもある。10列以】ヒでは両側とも残っている部分がほとんどであるが、上部は
抜き取られている。11列以南はほとんど取り去られており、片側しか残っていない部分も多い。残っている部分
でも1段だけである。埋± 1・ 3層には炭化物が多量に含まれ、埋±2層は炭化物の層である。明治15年の火災
直後に、上部の石が抜き取られ、火災の廃棄物を捨てたものであろう。各種の遺物が、大量に出土している。
【15号溝】(図66・67、図版55)
G-8区からG-10区に南北に延びる石組溝で、遺存状況はあまり良くない。攪乱のため確実でないが、南側
で1号溝に接続する可能性がある。方向はN-21°一Wで、 1号溝の南側とは若干異なる方向である。掘り方形
状はあまり明確にはできなかったが、幅100cm前後の掘り方を掘った上で、両側の石を据えたものと思われる。
東西両側とも側石がほぼ残っているが、動いてしまい位置を保っていないものも多いが、内法幅は30～40cmと
思われる。角礫や川原石が使われ、 1段だけ並べている。瓦が大量に出土しているが、他の遺物は少数である。
〔12号溝】(図66・67、図版56)
G・H-14区で検出した、北東から南西方向に延びる、幅12～18cm、深さ5cm程の小規模な素掘りの溝であ
る。南側は攪乱で壊され、北側の延びは1号溝の掘り方によって不粥である。1号溝と同時に存在したかどうか
については確認できなかった。南側はやや向きが変わるが、それ以外の部分の方向は、N-47°一Eである⑤
【13号溝】(図66・67、図版55)
H-13区で検出した、北東から南西方向に延びる石組溝で、方向はN-35°一E。 北東側は調査区外へ延び、
南西側は1号溝の掘り方に切られる。Ⅳb期の4号塀 。10号柱列を切る。掘り方は不明確で、石の付近だけ浅く
掘り込んだものであろう。側石は一部抜き取られているが、内法幅は30cm程度。瓦がやや多く出土している。
【1号暗渠】(図66、図版55・56)
D-8区からF-10区にかけて、北西から南東方向に廷びる、瓦質の上管 (図版84-C G13)を埋設した暗渠
である。1号溝と平行しており、方向はN-66°一Wである。幅30～70cm、深さ10cmの掘り方に設置している。
3層上面で検出したが、地表面に土管が露出することとなり不自然である。2層の整地直前に設置され2層が覆
う形になるのか、あるいは2層上面から掘り込まれていたものと推定される。
【9号土坑】(図66・6'、図版58)
G-13・14区で検出した。Wa期の2号建物の柱穴を切っている。この周辺には、Ⅳb期の遺構が分布しない
ため、当期に含めた。楕円形に近い平面形状で、長軸105cm、短軸75cm、深さ45cmである。
【13号土坑】(図66・67、図版58)
H-14区で検出した。1号溝・ピット781こ切られているが、幕末以降と考えられる大trB相馬産の山水文土瓶の
破片が出土していることから、Ⅳc期の遺構と判断した。東西の幅90cm、深さ20cmである。
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Fig.63 Distribu■on of features belonging to Edo Period(Phase Ⅳc)at NM17
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Fig,65 Features belonging to Edo penod(phaSe Ⅳc)a  NM17(2)
1 75YR2/1黒色 シルト 粘性中 しまり強 黒褐色シルトをごくまばらに含む 炭化物粒・瓦・
陶器・φ5cm程度の礫をまばらに含む ゅ10～30cmの礫を埋土底面付近に含む
2 10YR4/1褐灰色 シルト 粘性中・しまり中 灰色粘土ブロックを含む 炭化物片・φ3～10cmの
礫をまばらに含む ゅ10～30cmの礫を埋土底面付近に含む
1 25Y4/2暗灰黄色 シルト 粘性弱 。しまり強 炭化物を全体に含む に
ぶい黄鶴色上をわずかに含む
2 25Y4/2暗灰黄色 砂質シルト 粘性弱 しまり強 φ2cm程度の礫を少
量含む
3 25Yν3黄褐色 砂質シルト 粘性弱・ しまり強 黄褐色土を全体に含む
E込→ギエ魏_
25Y3/3暗オリーブ褐色 シルト混粗砂 粘性弱 。しまり強 暗オリーブ灰色砂質シルト・オリー
プ黒色粘土質シルトを含む オリーブ黄色粘土質シルトをゅ2cm程度のプロック状に含む ゅ5～
20cm程度の礫を多く含む 木 瓦などの遺物を含む
1より全体に暗い 上部には黄褐色粘土プロックが多い
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1
2
3
4
5
25Y3/1黒褐色 砂質シルト 粘性なし・しまり強 φl～5cm大の礫と炭化物をまだらに含む
炭化物層 黄褐色上の小プロックが若干含まれる
25Y3/1黒褐色 砂質シルト 粘性なし・しまり強 炭化物 ,瓦が多量に含まれ 黄褐色土小プロックが混
じる
25Y3/2黒褐色 砂 粘性なし。しまりなし 炭化物がまだらに含まれる 瓦の小片が含まれる
5GY4/1暗オリープ灰色 シルト 粘性なし。しまり中 φ lcm以下の炭化物を多量に含む 握りこぶし大
の円礫を多く含む
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10YR3/1黒褐色 シルト 粘性弱 。しまり中 炭化物を非常に多く含む ゅ1～3cm程の黄褐色土プロック
をわずかに含む
10YR5/4にぶい黄褐色 砂 粘性なし,しまり弱
25Gy4/1暗オリープ灰色 シル ト 粘性なし ,しまり中 炭化物を少量含む
1
2
3
4
10YR7/6明黄褐色 シルト 粘性中 。しまり強
5GY6/1オリープ灰色 粘土質シルト 粘性強・
N15/0黒色 粘土質シルト 粘性強 。しまり弱
5GY5/1オリーブ灰色 粘土質シルト 粘性強・
炭化物をわずかに含む 緑灰色土小プロックを多く合む
しまり弱 青灰色土小プロック多く含む
オリーブ灰色土小プロックをわずかに含む
しまり弱 暗灰色上をプロック状に含む
10YR4/2灰黄褐色 シルト 粘性中 。しまり中 赤掲色シルト・灰色粘上がブロック状に混じる 粘土は下端に
集中しφ2cm程度の礫・炭化物を若干含む
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図67 二の丸第17地点Ⅳc期の遺構 (4)
Features belonging to Edo pe?od(phaSe Ⅳc)at NM17141
5.出土遺物
(1)陶磁器 (図71～89、巻頭図版6。7、 図版59～81、表7～12・27～33)
陶磁器の集計にあたっては、可能な限り、接合と同一個体の認定を行なった上で、破片数を集計している。し
かし、同一個体の識別が困難な小片や、破片になりやすい大型品や薄手の資料については、実際の個体数よも多
く集計されている可能性がある。集計表で、土瓶や種類不明の資料について、点数が多くなっているのはこの要
因も含まれている。
本調査地点では、16世紀から19世紀中葉までの各時期の陶磁器が出土している。破片資料が比較的多く、全体
の器形や文様がわかるものはあまり多くない。主体は18世紀後葉、18世紀末葉から19世紀初頭の資料で、それ以
外の時期はわずかである。この18世紀末葉から19世紀初頭の資料は、B・C-10～12区3層から一括して出土して
おり、これらの遺物は3層一括資料として扱っている。また、主に2層や1号溝などから出土している明治初頭頃
の資料は、これまでも同様のものを多数報告しており、基本的な様相は変わらないことから、写真のみの掲載と
した。器種・生産地・製作年代・文様・釉薬などの特徴については、基本的にこれまでの『年報』に準拠して記
載している。以下に、時期ごとにその概要を述べていく。
【16世紀】
16世紀代にあたる資料は、41号溝から出土した磁器が1点のみである (図71-12)。口縁部が端反になる皿で、
中国景徳鎮系の製品と考えられる。類例が青森県浪岡城 (浪岡町教育委員会1986)から出土している。破断面に
は漆継ぎの痕が観察できる。
【17世紀前葉】
今回の調査地点では、この時期の資料は37号溝、 1号井戸からごくわずかにみられる程度で、非常に少ない。
当該期に属する遺構は1号井戸のみで、時期的にまとまりを有する資料はみられない。より古い時代のものが、
遺構の埋土に紛れ込んで出土する程度である。
今回の調査では、この時期の肥前産磁器は出土しなかった。陶器では37号溝と1号井戸から1点ずつ出土してい
るだけで、時期的にまとまりを有する一括資料はない。37号溝からは唐津の向付 (図78-5)が出土している。
いわゆる絵唐津で、細片1点のみの出土である。1号井戸からは美濃伊賀の水差 (図78-1)が出土している。水
差の口縁部付近の破片で、蓋がかみ合う部分にあたる。日縁部にわずかではあるが、鉄釉流し掛けがみられる。
仙台城跡三の九において類例が確認できる (仙台市教育委員会1985)。
【17世紀中葉から18世紀前葉】
この時期の資料は、便槽遺構から磁器が一括して出土している他は、各遺構から1、 2点出土する程度で、全
体の量は多くない。46号溝、47号溝、便槽遺構などH期の遺構から出土するほか、Ⅲ期にあたる遺構からもわず
かに出土している。
磁器では、27号土坑から17世紀代とみられる中国産の皿が1点出土している (図72-38)。素焼きをせず、高
台脇まで釉がかけられている。また、高台を鉤で削った痕跡があり、高台には砂粒が残っている。肥前産磁器で
は、小 。中の皿類、碗類、瓶類、酒郭、鉢、猪口等がみられる。碗では、中型の九碗 (図71-1・9・11。14・
20、 図72-30、図73-45・1、 図76-111)、小型端反碗 (図77-122)、小型九碗 (図76-100)などがみられ
る。図76-1001よ、 8世紀に多くみられるいわゆる「くらわんか手」の碗である。コンニャク印判によって桐文
が描かれている。コンニャク印判を用いての施文には他に、図72-30、図73-51のようにコンニャク印判と手描
きを併用して文様を描いたものも確認できる。この時期の碗類では、図71-20の碗 ように、17世紀後半に多く
みられる網目文が下半部に描かれるものがみられる。高台内には「大明年製」の銘がある。図71-1にも類似し
た網目文が描かれている。
皿では、見込みに五弁花文が描かれるものがあり、図74-69のように手描きで描かれている場合と、コンニャ
ク印判が用いられている場合がある。図75-88の五弁花文は、コンニャク印判と手書きとが併用される。
便槽遺構からは、17世紀後半の皿 (図71-5)、鉢 (図71-4)、紅皿 (図77-161)が出土しており、いずれ
も非常に状態よく残っている。図71-5の皿は、鍋島系で、菊花文が精巧な円形に描かれており、文様も緻密で
ある。裏文様には、17世紀後葉頃に特徴的な2本線による梅花唐草文が描かれている。鉢 (図71-4)は、無文
で、型打ちにより輪花形に作られている。同じく便槽遺構から出土した紅皿 (図77-161)も同じ年代頃のもの
と考えられる。
陶器の出土はごくわずかで、唐津産の大鉢 (図78-16、図79-17)、肥前産の呉器手碗 (図78-14、図88-165)、
瀬戸・美濃産の中型丸碗 (図86-133)、髪水入 (図79-23)などがみられる程度である。大堀相馬、小野相馬産
の製品は確認できなかった。唐津産の大鉢は、いずれも三島手で、象嵌により花唐草文などの細かな文様が施さ
れているが、印花は用いられていない。呉器手腕は上方に向けて緩やかに延びる器形をしており、やや高い撥形
の高台を持っている。図86-133は尾呂茶碗である。内外面には鉄釉が掛けられているが、高台部分は無釉であ
る。また、17世紀代と考えられる陶器として、 4層上部から美濃産の皿 (図78-4)が、 9。32号溝から唐津産
の幅鉢 (図80-20)が出土している。図80-20の橋鉢は、ロクロ成形され、高台を持たない器形をしている。橋
目は6条が一単位の櫛描きで、一単位ごとの間隔は比較的広く、引きっぱなしで橋日の上端をなでそろえること
はしていない。
〔18世紀中葉】
この時期の一括資料はみられない。18世紀後葉以降の遺構から混ざって出土する程度である。
磁器では、中型丸碗 (図73-44)や小型端反碗 (図72-29)などがみられ、前時期と同様にコンニャク印判に
よる施文などが確認できる。陶器では、18世紀中葉から19世紀初頭の時期として、京 。信楽産の色絵灰釉丸碗
(図81-60・63・64)がみられる。
【18世紀後葉】
この時期は、18世紀末から19世紀初頭に次いで、多数の陶磁器が出土している。18世紀後葉の資料は、主に
9。32号溝から出土している。また、 2号溝、14号土坑、 3層一括は、主体となる時期は18世紀末葉から19世紀
初頭の時期であるが、18世紀後葉の資料も含まれている。この他にも、時期を18世紀後葉に限定するのが難しく、
18世紀後葉から19世紀初頭までと、ある程度の幅をもたせて年代を推定している資料も多い。それらは次の18世
紀末葉から19世紀初頭の資料と一緒に記述している。
磁器では、中型丸碗 (図72-24・25。31・32、図73-46・52、図76-98)や小・中皿 (図73-50、図74-64・
66、図77-126)イこ加え、髪油重 (図71-21)、蓋物 (図72-37、図76-112)、猪口 (図73-58)などがみられる。
中型丸碗では、18世紀中葉以降に作られるようになった外面青磁釉の九碗 (図72-32)なども出土している。内
面には菊花文が描かれている。また、蓋付碗 (図73-46)は18世紀後葉以降増加していく器種で、日縁部には四
方欅文などの内面装飾がみられる。腰が張り、高台の低い丸碗 (図76-98)も、この時期に流行する器形の碗で
ある。皿では中型の皿が多く、比較的深めで、区画や窓絵に松竹の文様や草花文などが描かれるもの (図73-50、
図74-64・66)がみられる。図73-50、図74-66では、見込みにコンニャク印判による五弁花文がみとめられる。
陶器では、大堀相馬産がほとんどを占めており、わずかに小野相馬や京 。信楽、瀬戸・美濃、唐津などが出土
している。大堀相馬産では、灰釉丸碗 (図81-49、図85-112～115、117)や灰釉小碗 (図79-28、図80-45。
46、 図81-61・62)が主体を占め、碗類ではその他に、蓋物、(図80-35、図80-36)のような筒型碗の胴部数
力所にくぼみを加えた器形などがみられる。灰釉は、透明度のあるものが多いが、半失透、あるいは糠白色を呈
する灰釉もみられるようになる。小野相馬では、片口鉢 (図85-131)、火入 (図78-24)、髪水入 (図85-128)
が出上している。片口鉢、髪水入は、小野相馬に特徴的な青灰白色の半失透釉であるが、図78-24の火入は透明
度のない灰白色の釉調であるcその他、京・信楽では色絵丸碗 (図79-27、図85-109。110、)、 合子 (図85-
126)がみられ、唐津では白泥波文の大鉢 (図86-138)が出土している。
【18世紀末葉から19世紀初頭】
この時期の資料が、本調査地点から出土した陶磁器の大半を占めており、 3層一括、 2号溝、19号土坑、14号
土坑からはこの時期のまとまった資料が出土している。
磁器は、すべて肥前産である。これまで多かった中型丸碗 。小中皿類に加えて、筒型碗 (図77-124)や小碗
(図75-94、図77二129)、鉢 (図76-103)、紅猪口 (図73-54、図77-117)蓋物の蓋 (図77-113'116)。瓶類
(図71-17、図75-90)などがみられる。中型丸碗では、高台が小さく、比較的薄手のもの (図73-57、図75-
93、図76-・99・101・114、)が多く出土している。これらの文様には、主に松竹梅や草花文、亀甲文、蛸唐草
文のほか、氷裂に菊花文などが描かれる。氷裂文はその他に、小中皿 (図76-106)や紅猪口 (図73-54)など
にも描かれており、この時期によく用いられた文様である。皿では、蛇ノロ凹型高台のものがみられるようにな
る (図76-105)。図74-63の小中皿の見込みには、これまで多かった五弁花文ではなく、環状の松竹梅楼閣文が
描かれるようになる。図77-117の紅猪回は、色絵で羽子板文が描かれており、『九州陶磁文化館1994』に類例が
掲載されている。また、図77-1301よ小碗としているが、高台が高く、仏飯器の可能性も考えられる。その他、
3層一括、 2号溝、14号土坑からは、「くらわんか手」の碗・皿類も出土している (図73-42・56・62、図74-
65、図76-109)。
陶器では、大堀相馬産が圧倒的に多い。産地が半J明したこの時期の資料のなかで、半数以上を占めている。中
でも碗類の割合が多く、最も多い灰釉丸碗のほか、腰折碗 (図8ユ 5ー6、図82-69)、筒型碗 (図82-67、図85-
■8)、小碗など多様な器形がみられる。これらの中碗には、灰釉のほか、鉄釉流し掛けや鉄釉掛け分けなどの施
釉がなされている。釉調は、18世紀末葉になると、18世紀後葉に比べ、釉薬の透明度が落ち、濁りがみられるも
のや糠白色を呈する灰釉が増えてくる。大堀相馬産の碗類以外では、仏飯器 (図85-124)、鉄絵土瓶 (図82-74)、
小中皿 (図81-51、図82-72、図86-139、図87-153)などが出上している。碗と同様に、139、153の皿では、
糠白色の灰釉のものが確認できる。
大堀相馬産以外では、小野相馬産、京・信楽産、唐津産、瀬戸・美濃産などが確認できるが、非常に少ない。
小野相馬産では、小野相馬に特有の青灰色の灰釉をもつ灰吹 (図84-96)が出上している。京・信楽産では、中
型丸碗 (図80-41'47、図89-171)、小碗 (図81-60)といった色絵碗類に加え、土瓶の蓋 (図86-140)、灰吹
(図81-52、図84-94)、合子 (図85-126)が出土している。瀬戸・美濃産では、灰釉丸碗 (図85-116)、灰釉
小碗 (図79-25、図84-102)のほか、奏 (図83-80)、蓋物の蓋 (図89-182)、火入 (図85-130、図86-146)
などがみられる。発の内部には、鉄錆のような付着物が残存している。図89-182の蓋は、瀬戸市杢兵衛西窯で、
同じものが採集されており、図85-130の火入は、類例が瀬戸市市左衛門窯跡、仲洞窯跡からの採集資料に確認
できる (瀬戸市史1998)。唐津産では、大鉢 (図87-147)が確認できる。また、橋鉢では、小破片ではあるが堺
産のものも出土している (図78-13)。
また、東北産とした陶器 (図78-9、図80-19・38、図81-44・59、図83-81・82・84、図82-85。90、図
84-86、図85-129、図86-137、図89-174)は、胎土や釉調、作られている器種が日用品であることなどから、
東北の窯で生産されているのではないかと推測したものである。それらの中でも、胎土や釉薬には差異が認めら
れるため、いくつかの窯の製品が含まれていると考えられる。鉄釉を掛けているものがほとんどである。器種と
しては信鉢や甕のほか、髪水入、灰吹などがみられる。奏類は、2号溝からまとまって出上している。内部に鉄
錆のような付着物が残存しているもの (図83-82)もみられ、鉄漿壺として使われていた可能性も考えられる。
図80-19の橋鉢は、日縁部に丸の刻印が確認できる。九の刻印は、瓦でも確認されており、製作された窯のつな
がりを推測できるのではないかと考える。
【19世紀前葉】
この時期の資料はあまり多くなく、 2号建物とその雨落ち溝や、17号溝などから若千出土している他、新しい
時期の遺構に混ざって出土する程度である。磁器では、瀬戸産が含まれるようになるのは19世紀中葉以降であり、
この時期は依然として肥前産が主体である。肥前産では、中碗 (図73-39、図76-114、図77-115。128)、蓋物
の蓋 (図77-119)、瓶類 (図版66-156・157)などがある。碗類では、この時期にみられるようになる広東碗や
蓋付碗はほとんど含まれていない。陶器では、碗類の他に、土瓶、灰吹、橋鉢などが確認されるが、出土量は少
ない。大堀相馬製品 (図88-155)のほか、瀬戸・美濃産 (図88-168)、東北産と考えられる信鉢 (図87-141、
156)、水盤 (図87-157)などがある。
【19世紀中葉から19世紀後葉】
7号建物、1号溝、5号土坑、6号土坑、2層などから幕末から明治初頭にかけての資料が多数出上している。
この時期の資料に関しては、これまでの調査でも多数の資料を提示してきているため、今回は完形に近いもので
代表的なものを主に写真で示している。
磁器では、碗・皿類の出土量が急増する。瀬戸の「新製染付」製品が肥前製品を上回るようになり、これまで
多かった肥前産の碗類は極端に少なくなる。また、瀬戸製品によく似た器形、文様をした平清水産の端反碗もみ
られる。瀬戸製品では、小型、中型の端反碗や皿類などが非常に多くなり、平杉碗 (図版65-140)や、合子
(図版65-144、図版66-155)などの種類もみられる。瀬戸産の碗・皿類では、文様・器形ともに規格化された
製品が多い。文様は、手描きに加え、摺絵 (図版66-154)や、型打による製品 (図版66-151～153)などが増
加する。皿では、蛇ノロ凹型高台のものが大半を占めるようになる。今回出上した中では、皿の高台部分に、
「青木」のような文字が書かれているものがみられた (図版65-147～149)。その他、肥前製品では、蓋物 (図版
65-142・143)、小中皿 (図版66-154)、火入 (図77-127)、小瓶 (図版66-157)、紅猪口 (図73-41、図77-
158)、仏飯器 (図版61-59・60、図版＼62-77)などがある。特に59・60の仏飯器は、同じ文様が描かれており、一
対で使われていたと考えられる。
陶器は、大堀相馬製品が圧倒的に多く、その他、東北産と考えられる製品の割合が増えるようになる。これま
である程度の比率を占めていた瀬戸・美濃産や京 。信楽産、肥前産などは、この時期にはほとんどみられなくな
る。器種では灰釉丸碗に加え、土瓶、行平鍋など、さまざまな種類の製品が出土するようになる。また、18世紀
まではあまりみられなかった柔燭、短築、灯明皿といった灯火具類、瓶類などの器種も加わる。土瓶は、菊花文
や、山水文などのパターン化された鉄絵文様が描かれている場合が多く、灰釉の釉調も類似したものがみられる。
土瓶の蓋には、身と組みになる文様が描かれている。また、蓋には亀や犬をかたどったつまみが付けられる場合
もある。土瓶の底部には墨書のあるもの (図版79-214)などがみられる。その他、土瓶では図版78-205のよう
な、いわゆる勿来手と呼ばれる鮫肌釉のものも出土している。東北産の中には、仙台城下で作られていた堤焼も
含まれていると考えられるが、明確に区分はできないため東北産としてまとめている。情鉢 (図87-141・150・
156、図版80-223・225、図版79-224、図版81-226)、甕 (図版79-222)、餌猪口 (図89-172)、土鍋 (図版
79-219。220)、湯通し (図版79-221)、水盤 (図88-157)、花生け (図版79-217)など、日用品を中心にさま
ざまな種類がみられる。
【その他】
その他、時期が不明確なもののうち、特筆すべき資料について述べていく。
磁器では、紅皿が多数出上している。外面は、いずれも貝殻状に型押しされている。横長のもの (図72-26。
33)と、半円形のもの (図73-47～49・61)とがある。半円形のものは、指が入る程度の非常に小型のもの (図
73-47・48)と、それよりやや大きいもの (図73-49、61)とがある。非常に小型の47、48だけは高台内までし
つかりと釉が掛けられているが、その他の釉は概して雑である。図72-28の皿は、菱形の器形をしており、沢潟
文が描かれている。図77-131は、婦人立像の着物の袖先部分であると考えられる。色絵で着物の絵柄が描かれ
ている。柿右衛門様式の人形の袖部分に近いが、小片のため明確ではない。図88-1611よ陶製の額縁のようなも
のではないかと推測する。日唇部や内面には色絵の文様があり、底面には釉が掛かっていない。図82-91の灰吹
は、相馬駒焼の製品である。灰白色の胎土で、外面には鉄絵の一部が確認できる。相馬駒焼は、文化年間 (1804
～18年)に相馬藩御用田代窯で開始されたとされていることから、この資料もそれ以降のものと考えられるが、
詳細な年代は不明である⑤図89-1791よ、中国産の茶入れである。肩部には目跡があり、逆さで焼成されている
ことが推測される。
(2)軟質施釉陶器 (図93、図版81、表13～15)
軟質施釉陶器は、焙烙317点、土鍋5点、鉢1点、ミニチュア2点が出土している (接合、同一個体の識別後の
破片数)。 大部分が2層からの出土で、幕末から明治以降のものである。軟質施釉陶器の大半を占めるのは焙烙で
ある。フライパン形を呈し、中空の柄が付くものがほとんどである。図93-CNlの焙烙は、柄の部分が短く、柄
の中程に小子とが貫通している。木などを差し込んで使用したものと考えられる。図93-CN21ま器種が不明なため
ミニチュアとした。ロクロ整形されており、底部は回転糸切りによって切りはなされている。
(3)土師質・瓦質土器 (図90～94、巻頭図版10、図版82～84、表13～15。34～36)
土師質土器は、各期の遺構・層から出土しているが、特にBoC-10～2区3層、 1号溝、 2号溝、 9号溝、32
号溝、 5号建物、 7号土坑、14号土坑、19号土坑、 2号井戸などから多く出土している。皿7519点、耳皿22点、
焼塩壷61点、焼塩壷の蓋6点、火鉢5点、鉢3点、不明634点が出上した (接合、同一個体識別後の破片数)。 こ
れまでの二の九地区の調査と同様に、土師質土器の中でも皿が圧倒的多数を占めている。
皿については、回縁もしくは底部外周の6分の1以上が残存し、なおかつ器高が判明するもの、すなわち口縁
端部から底部までが残っており、日径、底径の復元および器高の計測ができるものを抽出し、諸属性の観察を行
った。抽出した資料は119点である。また,これらのうち器形や調整方法などが特徴的なもの、墨書が認められ
るものなどについて、57点を図化して掲載している。119点のうち、年代が限定できる遺構から出土した資料と
なると、さらに数が限られてくる。また、それらのほとんどが18世紀後葉から19世紀初頭の遺構に限られるため、
今回は時期的な変遷を検討することができなかった。
皿の製作技法は、内外面ともにロクロナデがなされており、底部は無調整で回転糸切痕が確認できるもの (A
類)と、ロクロナデの後、外面や底部にミガキが施されるもの (B類)の大きく2つに大別できる。抽出した
119点の皿のうち、底部が観察できたものは89点である。そのうちA類は77点、B類は12点で、 8割強のものがロ
クロナデのものであった。B類のみが集中して出土するような遺構はみられなかった。
また、皿の底部には回転糸切り痕が観察され、 2つの種類が確認できる。そのうち、糸切り痕の中心がどちら
か一方に片寄るものを技法aとし、糸切り痕の中心が底面のほば中央に位置するものを技法bとした。またa,
bの技法にはそれぞれ右回転のものと左回転のものが存在する①
法量を比較すると、大きくは口径10cm以下の小型のもの、10～15cmの中型のもの、15 clll以上の大型のものも
3つに分けられる。日径15cm以上の大型のものは非常に少なく、最も多いのは10～15cmの中型のものである。
これは、これまでの調査で出土した土師質土器皿の傾向と同じである (年報 9)。
また、皿の回縁部には、タール状の付着物が観察されるものが存在する。付着の仕方で最も多いのは、厚みを
もって日縁部に付着し、日縁部全周にわたるものである (図90-1・6・ 7・12、図91-16・17・18、図92-40。
49)。その他、日縁部の数ヵ所に点々と付着している場合 (図90-5、図91-21・24・32、図92-37)などが観察
される。器面をミガキ調整したB類では、付着が確認されたのは1点のみで、他はすべてA類であった。これら
は、付着の状態から灯明皿として使用された可能性が考えられる。日縁部全周に付着するものは、繰り返し使用
されたことでそのように形成されたものであると推測される。
その他の付着物では、器面の比較的広い部分に薄くスス状の付着物が観察されるもの (図92-54・56)や、墨
のような液体が入れられていた痕跡が確認できるもの (図91-27)、膜状の付着物が確認できるもの (図90-9・
10・11)などがみられる。その他、底部や器面内に墨書が認められるものが7点出土しているが、いずれも破片
資料のため、解読できるものはなかった。特殊なものでは、図90-14のように、底部に釘が打ち付けられ、もう
一ケ所に穿子とがある皿が出土している。何かに固定して使用されたものと考えられる。
皿以外のものでは、耳皿1点、焼塩壷8点を図化した。耳皿 (図93-62)は、ロクロ成形し、回転糸切 りの後
両側面を曲げて作られている。
焼塩壼は大きく2つに分類できる。1つは、ロクロによリコップ状に成形され、厚手で、体部外面の下半には
格子タタキを有するものである。底部は回転糸切り痕が観察できる。このタイプは地元産であると考えられる。
もう1つは、ロクロ成形され、比較的薄手で、日縁部に段が付くE「籠形のものである。刻印の有無は不明である
が、その形態から畿内産のものと考えられる。図93-61は、ロクロ成形され、日縁部に段が付く後者の器形をし
ているが、器厚がやや厚く、大きさも他のものより大きい。体部がふくらみを持った器形をしており、やや異な
った特徴を有している。
焼塩壷の蓋は, 2点を図化した。ロクロ成形されており,図93-63は回転糸切り痕が確認できる。器形は、頂
部がやや凹んでおり、図93-661よ側面がやや内傾している。
瓦質土器は、火鉢47点、蚊遣り28点、蚊遣りの蓋4点、十能10点、五徳3点、さな12点、鉢類4点、悟鉢2点、
火入1点、蓋?8点、炭櫃49点、不明259点が出土した (接合、同一個体の識別後の破片数)。 特に集中して出土
するような遺構はみられない。
火鉢は、体部が直線的に立ち上がり、外面には花文が型押されているもの (図93-3)、回縁部がT宇状に肥厚
し、脚を有するもの (図94-8)、肥厚した日縁部の直下に連続した押圧が只占り付けられるもの (図94-6)など
がみられる。また、図94-10には、獅子を型押した脚が付けられている。図93-21よ捕鉢で、体部は直線的に開
く器形をしている。内面には数条の情目が確認できる。図93-4の鉢は、体部にくびれがあり、脚はなく、器高
は比較的浅い器形をしている。外面に火を受けた痕跡が確認できる。図94-91よ蚊遣りの蓋で、円窓が4ヶ所あり、
内面や円窓付近にはタール状の付着物が多量に認められる。 図94-12は、器種は不明であるが、型押した獅子
である。中空で、日の両脇に穿孔が確認できる。
また、1号暗渠から瓦質の土管が8点出土しており、そのうち1点を写真で示した (図版84-13)。日縁部付近
には花型の刻印が、体部には線刻による刻E「が確認できるものも存在する。
(4)土人形・土製品 (図94、図版84、表13～15)
土人形・土製品は、11点出土しており、 4点を図化した。
土人形 (図94-C04)は、頭部が欠損しているが袴姿をしている。型作りで,前面の襟や袴の細部の表現は線
刻で表現されている。また,底部には盲子とがある。人間を表わしたもの以外に、猿、猪などが出土している。猿
(図94-C01)は、手づくねで、胴体に頭、手足などを貼 り付けて製作されている。猪 (図94-C03)は、左右
を型合せして製作しており、左半身のみが残存している。図94-C021ま土鈴である。非常に薄作りで、つまみ部
分を成形した際に生じた絞り目が内面に観察できる。その他、図化していないが, 5号土坑と撹乱土からは土製
の碁石が各1点ずつ出土している。
(5)瓦
今回報告する瓦類は、軒丸瓦、軒平瓦、丸瓦、平瓦 (1類。2類)、 桟瓦、軒桟瓦、板塀瓦、板状瓦、T字瓦、
棟瓦、面戸瓦、輪違い、鳥伏間、鬼瓦の計14種類である。瓦の分類基準は年報6・ 7・ 8。9で示しており、今
回報告する資料の分類基準も基本的にこれに準じているが、一部で新たに設定した種類がある。
平瓦類は確実に平瓦と判断できるものを平瓦として集計し、反りがあり平瓦、桟瓦、軒桟瓦の一部である可能
性があるものを平瓦1類、反りがなく板塀瓦の一部である可能性があるものを平瓦2類とした。また今回の報告で
は、これまで桟のない板塀瓦 (彎曲をもたず平坦なもの)としてきたものを、板状瓦として分類している。九瓦
類の分類は、瓦当面がなく軒丸瓦でないことが確実なものについては丸瓦とし、玉縁部分のみが残存したものや、
瓦当部分の有無が確認できない等、軒丸瓦の可能性のあるものは丸瓦類として分類を行った。軒丸瓦、軒平瓦、
桟瓦、軒桟瓦、板塀瓦、T字瓦、棟瓦、面戸瓦、輪違い、鳥伏間、鬼瓦の分頚基準は従来の通りである。
その他に特殊な形状の瓦で用途や名称が明確でないものや、鬼瓦の一部と思われるが断定できないものについ
ては、その他の瓦として分類している。また小片で分類自体が不可能な資料は不明瓦として分類・集計を行った
(図68)。
図68 瓦分類概念図
Fig。68  Conceptual diagram of classificadon of roof tile
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図69 瓦当直径と周縁幅の関係
Fig.69 Correlation of the diameter and the rirn width of eaves‐tile end piece
基本層では2層から8932点、3層から3567点、4層からlo60点が出土しており、新しい段階になるにつれて出
土量が増加する傾向がみられる。4層出土の瓦の大半は4層上部からの出上である。遺構では2号井戸、 1号・
9号。17号。42号・46号溝、4号木樋、 7号土坑、 3号塀跡、 1号建物、ピット448からまとまった量が出土し
ている。瓦の種類からみた出土傾向は、 2層、 3層、 4層では平瓦 1類と不明瓦で全体の大半を占める。遺構出
上の瓦においても同様の傾向がみられるが、 1号建物では丸瓦類の比率が高い。
【軒丸瓦】(図95～97、 114、図版85、 86、 97、表39)
軒丸瓦は260点出土している。そのうち瓦当文様がはっきりと識別できる22点を図示した。 5、 7、 8、10～
17、20は三引両文である。13～16は2号井戸から出上している。周縁幅が広く裏面に刻印をもつ201よ2層上面か
ら出土したものである。 1、 6、 9、21は九曜文である。1は69号溝、6は14号土坑、 9は32号溝、21は2層上
面から出土している。22は三巴文である。巴は左巻きである。 2、 4、18、19は連珠三巴文である。巴はすべて
左巻きである。2は36号溝、4は整地A層から、18はピット330、14は2層上面から出土している。20には角判
が押されている。
瓦当の直径が測定可能なものは14点あった。直径は14～15cm前後のものが大半で大きな差はみられないが、
周縁幅は2.2cm前後、1.6cm前後、1.2cmと3つのグループに分かれるといえる。2層出土の資料は3点中2点が
2.2cm以上であるのに対して、遺構出上の資料では11点中2点である (図69)。したがって、周縁幅の違いは時期
差を示すと考えられ、時期が新しくなるにしたがって周縁幅が大きくなるという傾向が指摘できる。
1軒平瓦】(図97、 98、図版86、 87、表40)
軒平瓦は207点出上している。全体の文様構成が明らかな25点を掲載した。2層出土のものが7点、整地A層
出上のものが1点、遺構出土のものが17点である。瓦当の文様構成で最も多くみられるのは、雪持笹と唐草2類
を組み合わせたもの (23、35、 36、 38、42)である。桔梗と唐草文を組み合わせたもの (30、31、 33、34)|よ4
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点みられる。中心に菊を配したもの (25、26、 37)、三枚笹と唐草 la類を組み合わせたもの (39、43) は3
点、三引両と唐草文を組み合わせたもの (46、47)、梅と唐草3a類を組み合わせたもの (27、29)、江戸式 (40、
45)がそれぞれ2点である。また中心部が欠落して唐草文のみが判別できるものが2点 (24、32)、中心飾りの
文様が特殊なものが1点 (41)、仙台城三の丸分類のB-4類(仙台市教育委員会1985)が1点出土している
(28)。41の中心飾りの文様は家紋の一種と考えられるが、仙台城二の丸跡の調査でこれまで出土した軒平瓦のな
かには類例がみられない。
【丸瓦】(図100～104、114、図版88、 89、97、表42)
丸瓦と特定できたものは735点である。そのうち完形のもの10点を掲載した。55は69号溝、56・57は5号溝、
58・59は66号溝、60・61は51号溝、62～64は54号溝から出土している。長さは26cm台のものと28cm台のものと
いう2つのサイズが存在すると思われる。幅は長さが26cm台のものは15cm台でまとまるが、28cm台のものは
14.8～16.3cmとばらつきがあり、必ずしも幅が長さに比例して大きくなるというわけではない。
【平瓦類】(図105、 106、114、図版89～91、 97、表43、 46、47)
平瓦類はそのほとんどが長さや幅の計測ができない小片であるが、平瓦と特定できる6点を掲載した。ほぼ完
形状態のものは5点ある (66～70)。平瓦1類、 2類は刻印のあるものだけを掲載した。刻印のあるものは1類が
25点(111～131、133、134、136、137)、 2類が2点 (138、139)である。
〔桟瓦】(図114、図版97、表49)
桟瓦と特定できたものは71点である。そのなかから刻印のあるものについて図示した (132、135)。2層出土
の1321こは※状の刻印が刻まれている。 1層撹乱出土の135には「宮九」の文字が刻印されている。
【軒桟瓦】(図99、図版87、表41)
軒桟瓦と特定できたものは26点ある。その中から小巴や瓦当垂れ部分の文様が明らかな7点を図示した。その
うち小巴部分の文様が確認できるものは5点、瓦当垂れ部分の文様が確認できるものは4点である。小巴部分の
文様はすべて左巻きの三巴文である。垂れ部分の文様は三枚笹と唐草la類が組み合わせになるものが2点 (49、
51)、中心飾りが久落し唐草2類のみが確認できるものが1点 (48)、文様が無いものが1点である (54)。
【板塀瓦】(図106、107、図版91、 92、表45)
板塀瓦と特定できたものは247点出土しているが、そのうち残りの良い4点を掲載した。桟の断面形状はすべ
て平形で方形のものはない。72・ 73・741よ釘穴が確認された。
【板状瓦】(図107～109、図版92、 93、表44)
反りがなく両端に溝をもつ長方形、あるいは方形の瓦を『年報 9』 では桟のない板塀瓦として分類したが、桟
がないことから用途を板塀瓦に特定することは問題があると考えたため、今回の報告では新たに別の種類の瓦、
「板状瓦」として分類した。板状瓦としたものは全部で7点である。ここでは全体の形状が確認できる6点を図示
した。6点中5点は長方形であるが、1点はほぼ正方形を呈する (78)。801ま溝がなく長辺側に釘穴が2つ認められ
る。75'76。77は友豆辺 1こ 3つの釘穴が認められる。従来桟のない板塀瓦と分類していたものである。78
は反りがなく板状で平面形がほぼ正方形のいわゆる「海鼠瓦」である。
【T字瓦】(図111、 112、114、図版94、 97、表53)
全部で212点出土しているが、ここでは完形の資料3点を図示した (88～90)。3点すべて、中央の突起部分の
2箇所に釘穴がみられる。2層上面瓦溜めから出土した141には刻印がある (141)。
【棟瓦】(図110、114、図版94、 97、表52)
86点出土しているが、ほとんどは桟部分のみが残存したものであり、長さと幅が計測可能な資料1点を図示し
た (87)。87は1層撹乱から出土している。長さが30.5cm、幅が44cmで尻に溝がある。3号井戸出土の140に
は×印の刻印がある (140)。
【面戸瓦】(図110、図版94、表50)
89点出土している。そのうちの残りの良い5点を掲載した (81～85)。81は整地A層、82は43号溝掘り方埋土、
83は2号井戸、841ま4号塀跡、85は2層から出土している。
〔輪違い1(図110、図版94、表51)
全部で36点出土している。 1号建物から出土した完形のもの1点を図示した (86)。
【鳥伏間】(図97、図版86、表48)
整地A層で1点出土している (3)。出土したのは鳥体の瓦当部分で、瓦当の直径、内径は計測不可能である。
瓦当の周縁幅は2.3cm、瓦当文様は左巻きの連珠三巴文である。これまでの二の九跡の調査では、九曜文、三引
両文の瓦当をもつものが出土している。
【鬼瓦】(図115、116、図版95、表54)
2点出土している (91、92)。91・92ともに棟巴の背の形に合わせたえぐりがある若葉型の跨鬼である。どち
らも表面に部分的に漆が付着しており、本来は表面全面に漆が塗られていたと考えられる。裏面はなく中央部に
瓦を結びつけるための龍頭が付いている。91。92いずれも2層上面から出土している。
【その他の瓦】(図112、H3、図版96、表54)
鬼瓦、隅瓦と思われる瓦などが出土している。また輪違いに類似した形態だが全体がねじれているものがある
(102)。この瓦の用途は不明である。小片で分類不可能な瓦のなかで刻E「をもつものは142～145の4点ある。
(6)木製品 。漆塗製品
作業の便宜上、木製品・漆塗製品や竹製品などを一括して扱っている。柱と杭は、角材と丸材に分類し、多角
形のものや残存状態が悪く形状が不明確なものをその他に分類して集計した。加工木は、板材・角材・丸材・小
材に分類した。板材と角材は、横断面の短辺と長辺の比率が、おおむね1:2より大きいものを板材、それより
小さいものを角材とした。建築部材としたものは、ほぞ穴などがあり、建物などの部材と考えられるものを分類
した。柱・杭については、ゴミ穴などに廃棄された状態で遺物として出土する場合と、柱穴に残存したまま遺構
の一部として出土する場合とがある。本来はそれらを別にして扱うべきであるが、今回の集計表では区別してい
ない。便槽遺構については、便槽の本体を構成していた板材などは建築部材の欄に、便槽の埋土から出土したも
のは加工木の欄に示している。柱・杭は、集計のみで、図示したものはない。建築部材、木羽については、各 1
点ずつ図化して掲載したが、それ以外は集計のみである。木羽については、乾燥後の重量を計測している。
【漆塗製品】(図117・118、図版98・99、表22～24・55)
漆塗椀18点、蓋6点、皿2点を図化した。6号土坑と19号土坑から漆塗椀が3点ずつ出土している程度で、特
にまとまって出土するような遺構はみられない。文様のあるものについては可能な限りを資料化し、図化できな
いものは写真を掲載している。
漆塗椀は、内面朱色、外面黒色のものが多く、内外面朱色、あるいは黒色のものは少ないようである。図
117-2は、黒地に朱で梅枝文が描かれる。図117-7は、銀で「三つ柏」と思われる家紋が配される。また、図
117-11は朱で「松皮菱」と考えられる家紋が配され、蓋のつまみ部分の内部には楓のような文様が描かれてい
る。この他に、高台内やつまみ内部の文様としては、他に「一」や梅花などが見られる。図117-12は残存状態
がよくないが、竹の文様が確認できる。皿は2点出上している。図118-18は、直径は1lcmで、内外面ともに朱
漆が塗られており、内面には朱と緑で竹文が描かれている。図117-19は、内面が朱漆、外面は黒漆が塗られて
おり、金と黒で文様が描かれている。
その他の漆塗製品としては、箸、しゃもじ、小型容器、刷毛や、用途は明確でないが漆が塗られている木製品
などが出土している。19号土坑から漆塗箸など4点が出上している。箸では、全面に朱漆が塗られているもの
(図120-20)、全面に黒漆が塗られているもの (図120-21)、下地が黒漆で、上端に朱漆を塗るもの (図120-22)
などがみられる。しゃもじは3点出土しているが、すべて朱漆が塗られている。図118-30は、用途は不明であ
るが、黒地に朱で文様が描かれている。
【櫛】(図119、図版103、表22～24・62)
櫛は5点出土しており、すべてを図化した。32号溝から2点、便槽遺構、 1号石敷、19号土坑からそれぞれ1
点ずつ出土している。観察表の法量は、 aが横の幅、bが縦の長さ、 cが縦の長さの内、歯の部分を除いた長さ
である。( )内は残存値である。漆塗りのもの (図H9-27)が1点出土しており、その他は白木である。形状
は、角状と精円に近いものの両方がみられる。27は、黒地に金で竹、梅と雀が描かれている。雀は金で輪郭を描
き、内部を他の色で表現しているが、劣化が激しく色は鮮明には残っていない。
【下駄】(図123、図版103、表22～24・58)
8点出上しており、そのうち4点を図化した。7号建物、29号土坑から2点、5号土坑、8号土坑、14号土坑、
撹乱から1点ずつ出土している。出土した下駄は、一木から台と歯を切り出した連歯下駄、別材で作った台と歯
を組み合わせた差歯下駄、歯をもたない無歯下駄に大別した。漆などが塗られたものはなく、すべて白木である。
図123-941よ、台の表に歯のほぞが露出する露卯差歯下駄の差歯部分である。歯の底部には小石の付着が観察
される。図123-95は無歯中折下駄で、二つの台を草などでつなぎ、中で折れるような形態の下駄である。95は
その片側部分で、台には革を打ちつけた木釘が数力所観察できるほか、台の上面には小さな釘孔も確認できる。
図123-96。971よいずれも丸型連歯下駄で、前に一つと後ろの両側に緒孔が開けられている。後ろの緒子とは、歯
の後ろ側に開けられている。また、歯の底部には小石が付着している。
【曲物】(図121、図版101・102、表22～24・59)
側板が残存しており、明らかに曲物と判別できるもののみを集計した。そのため、円板状木製品には曲物の天
板もしくは底板が含まれていると考えられるが断定はできなかったため、曲物には分類していない。曲物とした
ものは11点出土している。特に19号土坑からは5点が出土している。薄板を筒状に湾曲させ、それを樹皮製のと
じ紐で綴じて成形しているものがほとんどである。漆塗りのものも出土しており 図121-62は天板の外面と側板
の内面に、図121-65はタト面に黒漆が塗られている。図121-63は、完形品で器高が比較的小さいことから、蓋の
可能性が考えられる。図121-66は、上半が欠損しているため内容は不明であるが、側板に「内」「助」などの墨
書が確認される。また、図121-64・67は、側板に1.5cm程度の四角い子とが空いており、この孔に柄状のものを差
し込んで柄杓として使用した可能性も考えられる。
【桶類】(図123、図版101、表22～24。63)
桶類の側板は、完形品でない限り個体数を把握することは困難である。そのため、今回の集計では個体数では
なく、接合するものであっても板1枚ずつの数を集計した。天板と底板については、判断の困難なものも存在す
るため、天板もしくは底板として区別せずに集計している。側板については、焼印が認められるものや、取手部
分など特殊なものについて図化している。天板もしくは底板については、焼印のあるもの、孔を有するなどの特
徴があるものを掲載した。19号土坑からは側板18点とやや多く出土している。
図123-83の天板には,径3.2cmほどの栓の孔が存在する。841ま中心部分に小孔がみられる。図123-891ま桶の
側板の取手部分の部材であると考えられる。図123-85は天板に、図123-87・881よ狽I板に焼印が認められる。87
1よ「長」、88は「□森」である。これらの焼印は、二の九第9調査地点出土の桶でも同様のものが確認できる。
また、87に見られるように、側板にはたがで固定されていた圧痕が観察される場合もある。
〔円板状木製品】(図119、図版99。100、表22～23・57)
厚さが0.4～0.6cm程度と薄く、平面形が円形を呈する木製品を円板状木製品とした。中央にごく小さな子とを持
つものが多い。小子とは貫通するものと、片面に傷状に残る程度のものとがみられる。全体で26点出土している。
19号土坑、33号土坑からやや多く出土する。直径は3,Ocmから16.8cmと幅がある。円板状木製品としたものの中
には、比較的大きいものでは、曲物の底板や天板などの可能性が考えられるものがある。小さいものには、提灯
の上下両端の板などが含まれると考えられる。また、図119-71・75には樹度の摘みが残存している。
【箸状木製品】(図120、図版100、表22～23・61)
直径が5～6mm程度の棒状で、断面が略円形に加工されているものを箸状木製品とした。1号溝、14号土坑、
19号土坑からそれぞれ1点ずつ漆塗の箸が出土しているほかは、すべてが自木で作られている。形状は、両端の
太さにほとんど変化がないものと、一端が組くなるものとの両方が存在するが、大多数は太さがほとんど変わら
ないものである。箸状木製品は、破損しているものも多く、箸の形状にほとんど差がみられないことから、破損
したものから個体数を把握することは難しい。そのため集計は、両端とも完形のもの、一方の端が残っている破
片、両端とも欠損している破片のそれぞれを1点として集計し、すべてを合計した。箸状木製品の総数は1072点
確認された。箸が多く出土した遺構は、 8号土坑、14号土坑、19号土坑、29号土坑、32号土坑、33号土坑、46号
溝などである。中でも、19号土坑、29号土坑、32号土坑からは完形の箸がまとまって出土している。
両端もしくは一端が残っている資料については、法量や先端形状などの観察を行なっている。先端形状は、特
に加工を加えず切断面を残すもの (A類)、 先細に作り出すが切断面を残すもの (B類)、 先端を尖らせ切断面を
残さないもの (C類)、 ヘラ状に作 り出すもの (D類)の4類型に分類することができた。完形品では、両端の
形状の組み合わせは、 5通りあることが確認できた。最も多いのは、両端とも特に加工を加えず切断面を残すも
の (AA類)で、204点と圧倒的に多くなっている。そのほかの組み合わせとしては、AB類1点、AC類8点、
BC類1点、BB類5点などであり、ごく少数に限られる。遺構別にみても、特定の遺構で特定の形状の箸がまと
まって出土するということはなく、AA類が大多数を占めている。
最も多かったAA類の長さについてみてみると、約21cm前後 (約7寸)と約24cm前後 (約8寸)の二つの寸
法に集約する。遺構別では、Ⅲb3期の19号土坑では約21cm前後にまとまるのに対し、同じⅡb3期でも29号土
坑では約24cm前後に集中している。また、Ⅳb期と考えられる32号土坑では、約21cm前後の長さに限られる。
以前、『年報 9」 において、17世紀末葉には8寸の箸が用いられ、18世紀後葉には7寸に短くなっていると考祭
した。今回の出土資料では、18世紀後葉頃にあたるⅢb3期の遺構では7寸と8寸の2つの寸法があり、19世紀
初頭頃にあたる、Ⅳb期では7寸であることが確認された。このことから、18世紀後葉頃には7寸と8寸の両方
の長さの箸が存在し、この時期以降から7寸の箸が用いられるようになった可能性も考えられる。
【その他の木製品】(図122・124～127、図版104～106、表22～24・64)
その他の木製品としては、楔、栓、扇子、へら、すり棒など用途の分かるもののほか、箱状の製品や墨書のあ
る板など、用途の明確でないものも含まれている。これらの木製品が比較的多く出土するのは、9。32号溝、19
号土坑、29号土坑などである。また、楔は2号井戸、 1号塀跡などからもややまとまって出上している。木羽や
加工木は、 1号溝、2号井戸、9・32号溝、19号土坑、29号土坑、33号土坑などから比較的多く出土している。
図124-126。127は、便槽遺構出土の金隠板である。2点出土し、本体に打ちつけるための釘が残存している。
図122は楔で、長さ6.7～16.8cmと多様である。楔は、木槌・金槌や鍬、建具など様々なものの固定に使用され
ていたと考えられ、固定するものの違いによって多様な大きさがみられると推測される。
図125-101は、扇子の要部分である。図125-102、1031よ木製の柄である。1021よ側面に穿孔があり、取付け部
分のために一部がくり抜かれている。1031よ内部が溝状にくり抜かれており、一端には柄に取付けられていたも
のの一部が残存している。図125-1041ますり棒で、一端は使用によって丸みをおびて磨り減っているのが観察さ
れる。図125-105～109はへら状の木製品である。形状には105～108のように持ち手部分が棒状を呈するものと、
109のように板状の先端部分がへら状を呈するものとがみられる。前者でも細身のもの、九みをおびたものなど、
へら部分の形状は多様である。
図125-1101ま小型の皿のような器形をした容器である。図125-mlは、木製の蓋と考えられる。非常に薄く、
残存状態もよくないが、容器と組み合わせるための段が作られている。図125-112・131よ折敷である。1121ま円
形にくり抜かれた折敷の脚部であると推測する。1131こは木釘や釘穴が残存している。図126-1191ま、鈍などを
収納する鞘状の木製品の一部と考えられる。内部がくり抜かれており、もう一枚同様の形状かあるいは板状のも
のと組み合っていたものと考えられる。図126-121は、箱状製品の一部で、側部には他の部材と組み合わせるた
めの段状の加工がなされており、釘も残存している。図126-123・1241ま、用途は不明であるが、角棒状の一部
に釘穴があり、一端が細くなる形状をしている。図127-1251ま断面が三角形を呈し、片面には矢羽状の線刻のあ
る板である。用途は不明である。図127-147は、建築部材で、部材同士を組み合わせるためのほぞが加工されて
おり、片面には2条の溝が掘られている。図127-156は、文字は残存していないものの、器形から荷本し木簡であ
る可能性が考えられる。上端には穿孔がみられる。図126-149・150・ 1521よ、墨書のある板である。いずれも非
常に薄い板に書かれている。150、152については宛名と考えられる文字がみとめられる。
(7)金属製品 (図128～133、図版107～112、表65～69)
金属製品は煙管の雁首、吸日、警、飾り金具、釘、蝶番金具、鉄鋼、古銭などが出上している。釘は和釘と洋
釘それぞれが出土しているが洋釘のうち3層、整地A層、19号溝から出土しているものは混入したものであると
考えられる。2号井戸、 2号溝、14号土坑、便槽遺構からまとまった量が出上している。2号井戸からは和釘 3
点、鉄鍋1点、針金1点、把手1点などが出土している。2号溝からは和釘2点、雁首2点、吸口2点、古寛永 1
点、文銭1点、新寛永4点が、14号土坑から警2点、古寛永2点、便槽遺構から古寛永28点、文銭18点、新寛永
4点、永楽銭 1点が出上している。
図132-1～201ま煙管の雁首と吸口である。雁首15、 H/k口2・18には羅宇が残っている。また吸口2と雁首16に
は線刻が施されている。2は蛙と思われる。16の意匠はよくわからない。雁首の形状、火皿の形状、接合方法、
アワセメ、吸口の形状の分類は F年報 6』 の基準に基づいている (図70)。雁首の形状はIC類が 1点、ⅡB頚
が7点、ⅡC類が3点、 IAとIBの区別の付かないもの1点である。吸日の形状は8`点すべてⅡB類である。
雁首の火皿の形状はlb類が8点、 2b類が3点、不明が1点である。また火皿の接合方法は水平に接合する2類
が8点、斜めに接合する3類が3点、不明のもの1点である (表67・68)。図133-21～241よ警、25は水差の把手
である。26～281ま銅製の釘である。29～33は金具類である。291ま板状金具、30と33は飾り金具、31は円形金具、
32は水注である (表69)。
古銭は105点出土している (図128～131、表65・66、図版107～111)。基本層では2層から9点、 3a層から1
点、 3層から11点が出土している。遺構では1号溝から1点、 2号溝から6点、 9号溝から1点、68号溝から1
点、 7号土坑確認面から15点、14号土坑から2点、便槽遺構から52点が出土している。使槽遺構出土の52点のう
ちA群の9点、B群の39点はそれぞれ一連の繋がった状態で出土している。出土した古銭のほとんどが寛永通宝
であるが、 3層から紹熙元宝が1点 (26)、表面が磨耗していてすべての文字は読めないが、「■元通■」(宋元
通宝か?)が9号溝から1点(35)出土している。また便槽遺構からは永楽通宝 (56)が1点出上している。寛
永通宝の種類は古寛永が41点、文銭が20点、新寛永が37点である。
(3)石器・石製品 (図133・134、図版113、表71)
出土した石器 。石製品のうち9点を図示した (図133・134-Sl～9)。1は 1号井戸埋土上部出上の頁岩製
の剥片である。2は後〔よヽ剥離痕のある頁岩製の剥片である。4層下部から出土している。 3、 4、 5はメノウ製
の火打石である。3は6号土坑から、4は 1層攪乱から、 5は2層から出上している。6は 1層攪乱出土の凝灰
質粘板岩製の硯である。この石材は紫雲石と呼ばれ現在でも硯として使用されている。長さ17.9cm、幅は6.66cm、
陸側の左辺部分が摩減してくぼんでいる。7は石製品の一部と思われるが、何の製品かは不明である。砂岩製で
ある。1号溝石組抜き取り埋土から出土している。8は14号土坑から出土した軽石製の石製品である。片面の中
央部が大きくくばんでいる。9は粘板岩製の温石である。1層攪乱から出土している。
(9)ガラス製品 (図134、図版113、表70)
出土したガラス製品のうち7点を掲載した (図134-Gl～6、図版113-G7)。1～6は警、7は棒状の製品
である。 1、 2は1層攪乱から出上している。基本層では5と7が3層から出土している。遺構からは3と4が
1号溝から、 6が5号土坑から出土している。
雁首全体形状
IA類 首部に肩がつき脂返しが
下方へ大きく弯曲する
IB類 首部に一本の管で作られ
脂返しが上方へ弯曲する
火皿の形状
口径
IB類首部に肩がつき脂返しが
下方へ大きく奮曲しない
IC類首部に肩がつき脂返しの部分
が極端に短く屈曲がない
EC類首部に一本の管で作られ
脂返しが上方へ弯曲しない
口径
⇔
gC深さ
小孔あり
接合部分の形状
縫
1類 補強帯あり 2類補強帯なし
接合部分が斜め
径の異なる三本の管から肩と吸口を別個に作り
肩の後部をすばめ緩や力Ч三吸口を接合する
3類 補強帯なし
接合部分が水平
IB類
ⅡA類 一本の管から作り形態上は
肩と吸口が分離する
朧50深さ懐
口径X1/2<深さ
2a類
 う 。深さ 2b類 う 。深さ
小孔あり
口径X1/2>深さ
吸口全体形状
IA類 径の異なる二本の管から肩と吸口を
別個に作り円板で径の差をうめる
IB類 一本の管から作り形態上も
肩がない
図70 煙管分類模式図
Fig 70  「ヽariations of classificatiOn of pipe
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図71 二の丸第17地点出土磁器 (1)
Fig.71 Porcelains from NM17(1)
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図72 二の丸第17地点出土磁器 (2)
Fig 72 Porcelainsとom NM17(2)
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図74 二の丸第17地点出土磁器 (4)
Fig 74 Porcelains iom NM17(4)
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図76 二の丸第17地点出土磁器 (6)
Fig.76 Porcelains from NM17(6)
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図77 二の丸第17地点出土磁器 (7)
Fほ77 Porcelains from NM17(7)
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図78 二の丸第17地点出土陶器 (1)
Fig,78 Gla2ed ceramics from NM17(1)
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図79 二の丸第17地点出土陶器 (2)
Fig.79 Glazed ceramics tOm NM17(2)
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図80 二の丸第17地点出土陶器 (3)
Fi&80 Glazed ceramics from NM17(3)
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図82 二の丸第17地点出土陶器 (5)
Fig.82 Glazed ceramics from NM17(5)
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図83 二の丸第17地点出土陶器 (6)
Fig.83 Gla7ed ceramics from NM17(6)
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図84 二の丸第17地点出土陶器 (7)
Fig.84 Glazed ceramics from NM17(7)
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二の丸第17地点出土陶器 (9)
Glazed ceramics from NM17(9)
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図87 二の丸第17地点出土陶器 101
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図88 二の丸第47地点出土陶器 11)
Fig,88 Glazed ceramicsとom NM17 1111
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図90 二の丸第17地点出土土器 (1)
Fig。90 Unglazed ceramics from NM17(1)
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図92 二の丸第17地点出土土器 (3)
Fig。92 Unglazed ceramics from NM17(3)
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図93 二の丸第17地点出土土器 (4)
Fig.93 Unglazed ceramics ttom NM17(4)
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図94 二の丸第17地点出土土器 (5)・土製品 。人形
Fig。94 Unglazed ceramics,day obiectS and igures from NM17
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二の丸第17地点出土軒丸瓦類 (1)
Round eaves tiles tom NM17(1)
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図96 二の丸第17地点出土軒丸瓦類 (2)
Fig.96 Round eaves tiles from NM17(2)
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図98 二の丸第17地点出土軒平瓦類 (2)
Fig.98 Flat eaves tilesとom NM17(2)
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図99 二の丸第17地点出土軒桟瓦
Fig,99 Eaves‐pan tilesとom NM17
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図100 二の丸第17地点出土丸瓦 (1)
Fig 100 Round roof tilesとom NM17(1)
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図101  二の丸第17地点出土丸瓦 (2)
Fig。101 Round roof tilesとm NM17(2)
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図102 二の丸第17地点出土丸瓦 (3)
Fig。102 Round roof iles from NM17(3)
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図104 二の丸第刊7地点出土丸瓦 (5)
Fig lo4 Round rooftiles from NM17(5)
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図106 二の丸第17地点 出土平瓦 (2)。板塀瓦 (1)
Fig.106  Flat roof tles and pan tiles used for fence from NK/117
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Fig.112 Various roof ulesと。m NA/117
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図113 二の丸第17地点出土その他の瓦 (2)
Fig.113 Various roof dles from NM17(2)
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図114 二の丸第‖7地点出土刻印瓦
Fig,114 Roof tiles、vith s al impression lN?l17
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図116 二の丸第17地点出土鬼瓦 (2)
Fig。116 Terminalttdge―end tile from NM17(2)
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一図117 二の丸第17地点出土漆椀 (1)
Fig。117 Bowls with lacquer from NM17(1)
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Fig。118 Bowis,dishes and various wooden implements、vith lacqu r from N?117
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図119 二の丸第17地点出土円板状木製品 。櫛
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図121 二の丸第17地点出土由物・栓
bending and securing a thin sheet of cypress wood and Wooden plugs from N?π17Fig工21 Round vessels by
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図122 二の丸第17地点出土楔
Fig.122 Wooden implements shaped、vedge from NM17
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図125 二の丸第17地点出土その他の木製品 (2)
Fig.125 Various wooden implements tom NM17(2)
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図128 二の丸第17地点出土古銭 (1)
Fig.128 Coins from NM17(1)
図129 二の九第17地点出土古銭 (2)
Fig.129 Coinsとom NM17(2)
64
3cm
図130 二の丸第17地点出土古銭 (3)
Fig.130 Coinsfrom NM17(3)
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図131 二の丸第17地点出土古銭 (4)
Fig。131 Coinsfrom NM17(4)
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図132 二の丸第17地点出土煙管
Fig.132 Pipesfrom NM17
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図133 二の丸第17地点出土その他の金属製品・石器・石製品
Fig。133 Various metalimplements and stone tools from N?l17
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図134 二の丸第17地点出土石器・石製品・ ガラス製品
Stone tools,stone―made obieCtS and glass implementsとom NM17
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?
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小不15紅皿7酒不1
合子14猪口3仏飯器1
水,商2段重l土瓶2
人形1
471屁Z
1 4 4 4 ll 1 コヽ4再生lL3ギ自杯3
層 筒 E 2 筒 l 1 2 l 紅 皿 l ユ
監地A ユ 1商2
不明 筒 ユ ユ l l 蓋2身2小不 1
1層撹乱 373 広東 3筒2C 夜 11 1 ] 1
?
?
/1 不ヽ28紅皿9酒不23
合子12猪口6仏飯器4
灰吹2火入10水満6
急須1段重5香筒1
■瓶2
2協;
1サ井戸
期ビット
11号建 物
塀
7号塀
35号柱 列
生サ土坑 l
12号穏
蜘 l l 1
騨 1
け 再
:号右 敷
貝悟 還脩
Ⅱ期 ピッ
1 1 uL] 3
Ⅱ期小 計 ユ
34=ナ石阜
35=チ澪写 1
6号驀
7号肩 2
1
38号溝 l 1 1
39号溝 い不1猪口l10号溝
1 ユ
号 語 ユ
i号濤
蜘
申
坤
糠
)7,導
l
51号罵? ? ?
溝
,7号馬
皿a期小
可ヽ林 l
24号柱 ラ
2号土坑 l 1 l
サ土坑 任皿2Z=悔 ユ5,薦 l
1 ユ 1
1 1
1 2 l 身 1 斐重 ユ
3号井戸 半杉 l l l身1 可ヽ不1猪口l
1ヂ開ヒツト
l
]
表8 二の丸第17地点出土磁器集計表 (2)
Tab.8 Distribution of porcelains at NA/117(2)
Z層遺構
?? 中 碗 ???
IL
?
?「
鉢
??? ??
?? ??
そ の 他
?? ???? ?? ???
蓋
?? ?? ?? ??
?
?? ?? ??
大
)号建物
10号建物
Ю号柱列
7号土坑 ユ 1 l ユ 身ユ缶子1月ヽイ]
26号土坑
27号土坑 ユ l
〕号木樋 ユ l
“
号木樋 1 l 1 1 ユ
'・
認=穏 13 1 l 7 ユ 4 身1 ∝皿2小不2合子2 石〕号井戸 l 1 5 に皿l合子1
瓦敷遺構
皿b241ビット l l
Ⅲb2期小計 1 43 1 1
生号建物 l l
5号建物 l 1 1 l 身 1 可ヽ不2油重1 lG
16号柱列 l 1
17号柱列 1 ユ
18号柱列 4 l 1 1
19号柱列 l 1
15号土坑 l
19号土坑 4 4al 1 ユ 小テ下1
22号土坑
23号土坑
29号土坑 1 紅 皿 1
30号上坑 ユ l
43号溝 筒ユ 1
44号溝 1 l
Ш醐 ビット 1 仏飯器2小不1 1
Ⅲb3期小計 l 5 l 1 3
4号土坑
14号上坑 1 l 蓋1身1 匝皿4ガヽ不1
30号土坑
〕号溝 l 1 1 lt 身 1紅皿l猪口1月ヽイl仏飯器2
〕号溝
)号溝 l 1 1 猪日1
27号溝 l 1 1 」ヽ邪1紅皿と 1〔
llM期ピット
Ⅲb4期小計 1 1 l
16号土坑 0
21号土坑
Ⅱb不明期ピット 3 1 1 l 1 小邦1 8
mb不明期小計 3 l 1 l 1 l
1号建物 1 l 3
〕号建物 l l 1 小杯]
〕号建 物 蓋l身ユ
〕号建物
14号溝
17号鷲 6 1
[9号溝 1 l
20号溝
21号溝
22号溝 1 l
23号溝
拠号溝 2 ユ 正皿 1 ユ
29号溝
30号溝 l l
31号濤 ユ l
瓦囲遺構
Ⅳ謝朗ピット
Ⅳa期小計 7 1 4 1 9 l 2
福Ь認縄識F誌鎌却訥馘9
区・層・遺構
?
?
甲 ??? 皿 ?
??
?
＝?
鉢
??
そ の 他
?? ???? ?? ??
? 蓋
?? ?? ?? ??
?
?
?
?? ??
大
?? ?????
F号建物 3 l
1号塀 1 2 1 l 身 ユ で
2号塀 l 1 l 1 l 猪口2 7
〕号塀 2 (
1号塀 3 1 ユ 1 【
;号塀 (
う号柱列 (
7号柱列 2 l l ユ l l 皇こち l 14
3号柱列 l l l 1 身 1
9号柱列 1 蓋 ユ
10号柱列 l ] ] l 身ユ
11号柱 列 l
12号柱列 (
13号柱列 1 紅皿1
14=171■アU 1 1
15号柱列 (
1号土坑 (
6号土坑 筒Z 1 l 1 ⊆詈三ユ小イl合子1火入ユ
3号土坑 1 1 1 l
ll号土坑 1 ユ 蓋1身ユ
18号土坑 l ユ
32号土坑 1 l
Ⅳb期ピット 1 2 1 l l l 3 1 2写
Ⅳb期刀ヽ 計 l 4 3 7 l 2 l ユ 9
う号建物 (
ユ号柱列 t
2号柱列 1 1 1 l
3号柱列 l ]
4号柱列 1
]
5号柱列 1 l
l号杭 列
2号抗列 1 ]
〕号抗列
l ユ
5号土坑 1 4 筒ユ 1 l ユ 2 霊3身を可ヽ邦1紅皿ユ
)号土坑 C
10号土坑 1 l l
12号土坑 1
13号土坑 l l
28号土坑 1
〕l号土坑 1 2 l
l号木樋
3号木樋
1号溝 3
???
?
? 4 4 7 4 4 蓋5身1
小郭3合子5土瓶l
酒杯2灰吹1水滴l
香炉1
12号澪
13号溝 1 2 1 l 香炉l
15号溝 筒1 l l
16号溝 1 l ユ 身 l
l号石敷 1
1
1号暗渠 l
厄溜
Ⅳc期ピット
Ⅳc期小計 4E l 7 ]
合 計 463 l 13御 11 549(
表10 二の丸第17地点出土陶器集計表 (1)
Tab 10 Distribution of glazed cerarnics at Nh/117(1)
Tれ.訂Ъi認総【観針蹴詔蚕儲17働
表12 二の丸第17地点出土陶器集計表 (3)
Tab.12 Distribu?on of glazed ceramics at NM17(3)
区・層,遺構
?? ????
?
?? ?????
??
?
?
?
?
?
豆 盗 興 土 瓶 ?? ??
????
?? ?? ???
その他
?
?
??
?? ?
?
??????? ??
奏
??
身 義
ri延物 1
1サ塀 1
2号塀 渦1 l
〕号塀 ユ 1 l 臨飯 器 1 l
生号j/7 ] 大鉢 ユ l l l 荀型碗 1
5i塀
F号柱 列 1
〕サ柱列 l l l
)号穫 夕U 4
0号荘 1 1 l l
l 1
[3号柱 卯 l 1
14号柱 列
t5サ柱列
1号土坑 額 ?ユ
l 4 l 尋猪 口1?? ?
4 大鉢 ]
主
18号土 ユ 大鉢 l
32サ土坑 1
Ⅳb翔ピツ l 1
1, I l
1
3号柱列
号柱列 l
5号柱 列
l号抗 夕J
l 1
l
5号土坑
?
? l 身ユ 乗燭盪渦取手1 1
働サ土抗
10号土折 豆甕 l
12号 l 1
l l l 身と
覚号 土主 1 1
l号木樋
Jサ本樋
1号溝 l ] 1 ] I 4 大鉢] ] ]中乏 l l
??
棄燭ユミニチュア不明1 2,
12号穂
3;穂 ] ユ 霊 ユ
15号構 ユ l l
t6号溝 1 l ユ
1サ石敷
1号暗渠 l l
l 二生 1 1 1
] l 1
1 11
含
「
T bイ IRf 4C 5
表13 二の丸第17地点出土土器・土製品集計表 (1)
Tab.13 Distribution of unglazed ceramics and clay obieCtS at NM17(1)
区・層・遺構 土 帥質土器 九 質土器 妬 器 土製品 合 計皿 与 lL その他 不 明 鉢 類 その他 賊 悟 榎 不 明 その他
2層 入鉢 l
塩壷 蓋3 火鉢14
? f5ご/Fも
十能4五徳 l 身8蓋1 l 11
?
，
→
3層 551 鉢1塩壷蓋2
外1指鉢1
火鉢3 蓋?1 猪ユ ℃6て
4層 k鉢2 ]01
地A 11
k鉢1鉢] 轟?l
1層・攪乱 5 火 鉢 1鉢1塩壷蓋1 米3火鉢9
孟?3さな4
+能4五徳2身11蓋ユ l
土鍋2
鉄 1 不明1
?
?
?
2174
1号井 戸
I期ビ ッ ト
1/1計ヽ
'妊物
2サ建物
6号塀
7号塀 l
25=ナ4主テ」 1
24号土坑
生2号焉 3 kttl
;層 火入 1
7i帯
郎i再
澪
50サ溝
2号石敦 3
喜構 4
Ⅱ期小 計 ユ 5]
蕊
溝
〕6号馬 l 1
7号再 8
● 濤 2
11号溝
15サ濡
;1サ轟
4号再
;5=薦
2
,7号濡 l
穏 1
'9号
再
再 l 1
罵
薦 2
溝
構
)6号澪 米鉢 l
,7サ肩
a期ヒツ ト
ul a期 1
l 1
をとう 1
ι4fん王夕u l
2号土坑 不明 1
3サ土坑
2号肩
55,帯
70号溝 13号石敷
3号井戸
bl期ビット l
皿bl剰/1 uヽ4 1
表14 二の丸第17地点出土土器・土製品集計表 (2)
Tab.14 Distribution of unglatted ceranlics and clay objects at NW【17(2)
区・層・遺構 土 帥質土 器 土 器 歌 質 施粕 妬 器 土製品 合計皿 岸lL その他 鉢 類 その他 販 遣 その4HJ
9号建物
10号建物
〕0=デ4■ア」
7号土坑 ユ さな1 l 必デこユ
〕6号土坑
37号土坑
3号木樋
4号木樋 身 1
9 '321ナ召章 228 1 火鉢1 2空
2号井戸 1(史鉢 1 身1
瓦敷遺構
Ⅲ b2期ビット 2
皿b2期/J 言ヽ十 468 l ]
4号建物
5号建物
16号柱列 9
17号柱列 7
18号柱列 ユ
19号柱 列 4〔
15号土坑 7
19号土坑 ミニチュアl 玲l
32号土坑 5
〕3号土坑
39号土坑 l
〕0号土坑 7
13号溝 4
生4号溝 1
Ⅲ b3期ビ ッ ト 1
Ⅲ b3期/」ヽ 言十 351 l 1 1
4号土坑
14号土坑 火鉢l 火鉢2
ZO号土坑 l
2号溝 火鉢1 2
3号溝
6号溝
27号溝
Ⅲ b4期ピット
Ⅲ b4期/1靖十 ユ
16号土坑
21号土坑 4 4
Ⅲb不明ビット 1
Ⅲb不明小計 1
1サ建物 κ鉢ユ
2号建物 l
3号建物 l
8号建物 l 1
14号濤
17号溝 l l
19号溝
20号溝 l l
21号溝 4 4
Z2号溝 7
23号濡
24号溝 火鉢1 さな1 l
29号溝
30号構 4
31号溝 1 1
瓦囲遺構 1 1
Ⅳaチ胡ピット l 1
Ⅳa期小計 2 1 1
表15 二の丸第17地点出土土器・土製品集計表 (3)
Tab.15 Distribution of unglazed ceramics and clay objects at NM17(3)
区・層・遺構 十 土 器 九 質土 器 ミ施和 妬 器 土製品 合計皿 耳 皿 その他 鉢 類 その他 蚊 遣 炭 櫃 コF珂 その他
7号建物 l 〕
1号塀 11 1 ユ 〕
2号塀 火鉢 l 1 3
3号塀 〕
4号塀 1 2
5号塀
6号柱 列 ユ l
7号柱列 l 火鉢2 蓋 l l 4
8号柱列 1 蓋 l 1
9号柱列 身 ユ
10号柱列 l 1
11号柱列 l 1
12号柱列
13号柱列 1 1
14号柱列 火鉢1
15号柱列
1号土坑
6号土坑 火鉢l l 1
8号土坑 l
11号土 坑 火鉢1 土鍋 1 l
18号土抗
32号土坑 13 火鉢1 7 l
Ⅳb期ビ ッ ト 1 人形1
Ⅳb期小計 1 ] 1 ユ l 1
6号建物
1号柱 列
2号柱列
3号柱列 身 l 1
4サ柱列 1 ユ
5号柱列
1号抗列
2号抗列 l l
3号抗列
5号土坑 尺鉢 1 十能1 身2 1 7〔
9号土坑 火鉢1 ]
10号土坑
12号土坑 l
13号土坑 l ユ
38号土坑 1 ユ
】1号土坑 1 1 1 ]
1号木樋 1
2号木樋
1号溝 l賓 3鉢ユ さな3 身2 1 瓶類ユ
12号溝
13号溝
15号溝 身1 1
16号溝 1 7
1号石 敷
1 l
l号暗渠 4 ユ 土管8 ユ 1
厄溜 2
Ⅳc期ビ ッ ト 十能 l 1 1
Ⅳc期小計 40遷 l l 1 5盈
合 計 750遅 l 8971
表16 二の丸第17地点出土瓦集計表 (1)
Tab.16 Distribution of roof tiles at NM17(1)
( )内は重量kg
平瓦 1類 平瓦2類 平 瓦 丸 瓦 丸瓦類 桟 瓦 板塀瓦 板状瓦 軒平瓦
2層 531( 7Z06( 539( 5608竜44( 951117υ5: 47( 4 υll
3層 1557(732732183( 2582] 19( 16589 326( 3548ユ 17(  4104 18(  1669
4層 384( 5450268( 1190ユ4(  5350 23(  4156 13( 11156 6( 1144
登地A 801(14365629(  7060 3(  5973 51( 122207(41 3(  0247 5(  0841
171( 2320C 4
301( 3454E 2 5Ь(  738イ
1号井 戸 5(  1
期 刀 訂ヽ 5(  1037 1(  2690 1(  0176
延 ワ 0142 1(  0069
12サ建物
6サ塀 28(  830C
7号塀
号 岸 研
B4サ主瓦 4(  0388 2(  0570 1(  0910
386( 92880 80(  8755 7(  2600 35(  5200 2(  0590
澤 215( 41744 104( 13335 4( 014C51( 11200 l(  0424 6(  0957
17号轟 H 1(  0050
t8号澪
t9号岳 3(  0572
層
2
1(  0055
Ⅱ期 ビ ト 7(  1520 3( 012C
I期/1 副ヽ 663(147808194( 23312 19イ  R91596` lf1 375 R1  1547
〕4号澪
35号焉 2(  040(
蔵 1(  0026
種 009( ユ 0124 2(  0074
〕9号溝 0140
4(  04423(  0.288 1(  0043
生ユサ澪
15サ斎 1( OC
31号溝
4号蔭 075( 4(  8070
55i癖
8(  0888 1( 010C
薄
58号層
号 薦
011
l 072: 6(  0570 9(  492520(  6474
5(  1003 2(  0259 2(  0280
53号濤
溝
36サ層 1(  0051 11( 182 5( 055
37号再
皿a期/j｀ 46(  593(15(  Z Z9写 4825〔 35(  7941 010〔
21号を 87( lZ 04( 343: 24(  5599 1(  0100
22号れ主テ! 18(  2700 1(  0050 7(  0992
231ナ本とア」 2058 5(  0864
24,テれ三ヌ! 13(  3940 3(  0529 1(  0780 Ц
2サ土抗 ■
33サ土玩 11 1( 21 10(  ツ751
52号溝 024
2(  0264 3(  1074
59=ナ| 94( 204449(  2454 1(  1962 9(  884340 9999
70号焉 16(  22201(  0086 4(  0495
3号石 敦 15(  1951
3号井戸
044ウ 022(
皿bl期/」 計ヽ 405( 6も 35(58( 97593(  4907 39( 19120129( 26369 2(  1930
表17 二の丸第17地点出土瓦集計表 (2)
Tab 17 Distribution of roof tiles at NM17(2)
( )内は重量kg
軒丸瓦 軒桟瓦 面戸瓦 輸違し T字瓦 剪斗瓦 棟 瓦 その他の瓦 不明瓦 合 計
Zナ曽 26( Z17;10(2 7( 080C8( 103319( 491′ 04t」( ZtJ( 7 l 868]
3層 15( 2317 1( 004033(1321 1( 01851(0319 031〔 1311( 3541 3567(880143
4層 7( 1417 1( 02354( 087( 17( 7031 1( 00601( 004E414( 1060(127358
地 A 14( 4058 14( 2592 tJ 22(24( 1( 003C 469( 155901688(252071
.り電 0155 2( 04001(0118 1 2(041[83(  1999 319( 39724
1層・覺 乱 70( 14 8( 2519 11(■221 078( 3(  5 70(lC
li弄戸
I期ビ ッ ト
期 百｀1 1(  00508(  3953
建 物 3(  0038
1(  0018 1(  0018
6号塀 1( 0047 25(  0461
7
柱 列
24サ土坑 14(  0442 27(  3016
12号再 308(  615ユ818(116176
l(019: 071を 111(  2112 494( 70817
17号溝 4(  0125 6(  0306
12(  170
〕0号薄 008写
2サ石敷 3(  0130 8(  0950
野道構 8(  0051 14(  0468
2(  0035 12(  1675
■ IIt 2( 02381( 0714 482`  9674 1466`206007
j4=種
35号濤 41 0
36サ穏 1( 0312 3(  0748
'号再 2(  00764( 0156
4( 0294
j9号薄 6(  00228( 0162
生0号薄
41号澪
生5サ澪 2( 014
51サ薦 7( 1645C
54;肩 1(  0005 8(  9599
号 苗
56号溝 6( 012C16(  1268
57す許者写
581ナ薦
59号穏 1( 018こ
30号肩
1=肩 23(  029866( 1298E
52号蔵 4(  0070 13(  1612
63=許喜尊
64=許習写
56号種
67=ナ汚写
Шa期ヒ ツ
a票
"
/J計ヽ lr OR12 48(  0676lRlr 655夕6
21サ任夕U 1( 0425 1( 0044 19(  0514 162( 26931
22号 5(  0062
23号
241デ4■テ」 111  022`
2サ土坑 1( 0113 23(  187(
33号土坑 3( 0805 11(  027583( 21433
52;再 1(  0051 4(  0519
号 幕 2(  0017 7(  1355
穂 4( 1865 3(0翌6 42(  2244 202( 48237
7o号溝
3号石敷 40(  0411
3号井戸 3( 0481 4( 0734 4( 2250 44(  073〔 186( Z1451
Ⅲ bl別ビット 4( 2450 8(  0253 37(  5960
( 3578 042( 14` 4( 22501( 004電205(  4970 875(148460
表18 二の丸第17地点出土瓦集計表 (3)
Tab 18 Distribution of roof tiles at NM17(3)
)内は重量kg
平瓦1類 平瓦2類 平 瓦 丸 瓦 丸瓦類 桟 瓦 板塀瓦 板状瓦 軒平瓦
9号建物 2(  0504
10号建物 3(  05173(  0994 2(  18604(  1120 1(  0527
20号柱列 107( 2121010(  2559 12(  668955(  9635 1(  1760
7号土坑 108( 1533614(  1053 14(  382740(  5976 2(  0433 1(  0075
26号土坑 12(  47802(  0238 3(  07587(  1250
27号土坑 21(  43409(  0958 2(  024712(  1328 2(  0210
3号木樋 9(  1526 4(  087511(  0858 1(  0076
4号木樋 149( 2845417(  1439 11(  54358( 11688 Ц 0030Ц 440C3(  0745932号溝 285( 5438166( 119784(  156817(  370765(  6900 1( 01922( 801C4(  0735
2号井戸 477(101114336( 5256812( 1509626(  752767( 12610(  05071 (  91381(  142C10(  2621
瓦敷遺構 3(  05802(  0527 1(  0075 7(  8760
Ⅲb2期ピット 207(3425621(  1954 19(  299358(  9356 3(  0271
Ⅲ b2期/」ヽ 計 1883`266998480( 742681 ( 16664110( 38918378( 607961(  050730( 20840( 1383C 24(  4733
4号建物 109( 1697015(  1401 34(  3791 3(  0889
5号建物 66( 1295712(  2441 1(  087911(  4399 2(  0587 2(  0502
16サ柱列 15(  36176(  1772 5(  15699(  1861
17号柱列 65( 112976(  1430 7(  202618(  2898
18号柱列 143( 2636724( 4767 12(  208563(  854ユ 1(  0597
19号柱列 23(  2353瓢 0306 2(  007413(  1431
15号土坑 1(  0261 4(  0237
19号土坑 14(  29685(  1884 1(  00746(  1374 2(  0723
22号土坑 3(  02132( 0121
23号土坑 5(  0374
29号土坑 164( 340706(  0786 13(  237454( 12570 1(  0845 4(  1414
30号土坑 42(  73906(  0910 4(  131917(  3120 2(  0127
43号溝 40(  33X5質 0588 2(  03746( 1470
44号溝 3(  0273 1(  0020
Ⅲ b3期ピット 146( 2836415(  4064 9(  167948(  7961 1(  0186 4( 05ユ
Ⅲ b3期/1 HヽI 834(15041507( 20470 69(14364289( 50047 5(  2215 17(  4176
4号土坑
14号土坑 41( 1132936(  5436 1(  12636(  1198 14(  1657 1(  33101
ZO号土坑 1( 01813(  0680 2(  0196
2号溝 167( 2689034(  4519 8(  135625(  4968 4(  4220 1(  0495
3号溝 15( 2154(  0272 7(  0950
6号濤 17(  25247(  0594 3(  0236 l(  0035
27号溝 16( 23419(  0648 2(  01267( 2(  0235
Ⅲ b4期ピット l(  0095 1(  0024
Ⅲ b4期/J HヽI 257( 4541994( 122441(  126316(  268059(  9042 7(  4490 1(  33102( 0613
16号土坑
21号土坑 2(  0898
Ⅲb不明期ビット 206( 3025433(  2997 15(  27663(  8796 2(  0524
Ⅲb不明期小計 208( 3115233(  2997 15(  27663(  8796 2( 0524
1号建物 247( 3576036( ■813 22(  4595104( 13907 3(  0721 3(  0551
2号建 物 16(  18256(  0485 5(  05256(  0226
3号建物 96( 1369823(  1695 11(  221019(  2209
8号建物
[4号溝 2(  02008( 13002 14(  2337
17号溝 142( 2446467(  6207 3(  180540(  5734 1(  0401 1(  0036
19号溝 11(  11093(  0625 1(  12455(  0728
ZO号澪 11(  2001
21号溝 5(  0206
み2号溝 30(  21895(  0277 1(  01053(  0145
〕3号濡 52(  76073(  0159 3(  0407 1(  0089 1(  0045
24号溝 10411975432( 19886 1(  003012(  0958 7(  4504
39号溝 2(  29605(  0670
30号溝 5( 06164(  0324
31号溝 17(  25502(  0169 1(  01368(  0688
瓦困遺構 8(  2890
Ⅳa期ビット 5(  05881(  0075 1(  0094
Ⅳa期小計 751(115457190( 47717 47( 1361ユ220( 28103 12(  5715 5(  0632
表19 二の丸第17地点出土瓦集計表 (4)
Tab 19 Distribution of roof tiles at NM17(4)
( )内は重量kg
軒丸瓦 軒桟瓦 面戸瓦 輪違い T字瓦 叉斗瓦 棟 瓦 その他の瓦 不明瓦 合 計
9号建物 1(  00353(  0.53C
10号建物 13(  5,01E
20号柱列 2( 0520 2( 02353( 1921 29(  0494221( 45_023
7号土坑 l( 0218 1( 00791( 0045 132(  336814( 30_41C
〕6号土坑 1( 0033 15(  072140(  7.78C
〕7号土坑 1( 0253 15(  066162(  7.997
3号木樋 2(017G 15(  033742(  3_84[
4号木樋 4( 171C 2( 04321(01945( 4280 74(  1367326(60.17
932号溝 2( 0262 2( 059ユ 10( 4052 1( 0236354(  4656813( 97.26E
2号井 戸 17(1134C 9( 2099 5( 1674 1(011 5( 0561 399(  77281383( 26±C
厄敷遺構 14(  123127( 11_173
Ⅲ b2期ビット 4( 065C H 1(0449 80(  2546394( 52.604
Ⅲ b2期/1計ヽ 33(1491E 14( 3375( 0637 25(12421 1(01ユ 6( 07971128( 231443638(547.954
4号建物 3( 074C 2( 0375 1( 0078 1( 01904 (  0994222( 27_339
5号建物 8( 6385 176( 29_351
t6号柱列 3(2109 20(  028062( 1と,378
17号柱列 2( 169C 3( 0869 22(  0639123( 20855
18号柱列 1(0035 2( 0331 1( 0460 4( 0437 106(  2584357( 6204
19号/1■列 Ц 2(1196 19(  051063(  6005
15号土坑 4( 01569(  0654
19号土坑 1(1125 40(  032069(  8468
を2号土坑 11(  020716( 0541
を3号土坑 0116 18(  0490
29号土坑 3( 043C 3( 04751( 0277 16(  0342265( 53592
〕0号土坑 1( 003コ 1( 0205 1(0181 11(  047085( 13756
13号濤 2( 0433 0531 6711
14号溝 3(  0025 7(  0318
Ⅲ b3期ピット 3( 034C 1( 02726(4148 2( 030C 42(  0993279( 49001
皿b3期/」ヽ Ht 18( 3592 10( 1624( 092425(16473 3( 0378 5( 0627 437(  93721823(27■663
4号土坑 0
14号土坑 6( 162C 3( 1372 6Ц 1558170( 28864
20号土坑 9( 016715(  1224
2号溝 1( 0444 4(101ユ 1( 008947(  1857 292( 45849
3号溝 6(  0065 32(  3441
6号溝 2( 0326 45(  3855
37号滞 34(  054971(  5035
Ⅲ b4期ビット 2( 0119
皿b4期/1 言ヽ十 7( 2067 9( 2709 1( 0089 172(  4336627( 88387
16号土坑 17(  0048 17(  0048
21号土坑 1(  00043(  0902
Ⅱb不明期ピット 1( 0040 135(  2140456( 47653
Ⅲb不明期小計 1( 0040 153(  2192 476( 48603
l号建物 8( 1969 5( 08873( 08251( 0090 125(  337455質67492
2号建物 1( 0485 13(  020447( 3750
3号建物 5( 1918 56(  0824 210( 22554
8号建物 l(  00021(  0002
14号溝 9(  0042 33( 15581
17号溝 1( 0041 75(  1687330140375
19号溝 9(  0176 29(  3883
20号濡 14(  2132
21号溝 2(  00097( 0215
22号溝 29(  042568(  3141
〕3号澪 39(  068099( 8987
24号溝 1( 0560 1( 00662( 199680(  1212 240( 48966
39号溝 5(  0060 12(  3690
〕0号濡 14(  0235 23(  1175
姐号溝 2( 0437 14(  036044( 4340
瓦囲遺構 8(  2890
Ⅳa期ビ ッ ト 1( 0340 8(  1097
Ⅳa期小計 9(201C 6( 12273( 082510( 3490 1( 0066 2( 1996474(  942ユ1730(230270
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表20 二の丸第17地点出土瓦集計表 (5)
Tab.20 Distibution of roof tiles at N?[17(5)
( )内は重量kg
平瓦1類 平瓦2類 平 瓦 丸 瓦 丸瓦類 桟 瓦 板塀瓦 板状瓦 軒平瓦
7号建 物 10(  2198 3(  0849 1(  0063
1号塀 64( 12330 7(  0590 2( 03堰 ±3(  2150 1( 012C
2号塀 25(  6594 19(  6449 私 0302 7(  1082 7(  6229 2(  0531
3号塀 256( 35612 5261 8(  169C 40(  4237 1(  04868(  278ユ 2(  0933
4号塀 48(  7971駅 1952 1(  018C13(  1505 1(  0454
5号塀 1(  0284 1(  0094
6号柱列 2(  07564(  0359 2( 016ユ
7号柱 列 23(  2788 4(  0404 2(  022C 6(  0506 2(  027C
8号柱列 23(  3224 9(  1279 1(  007E 4(  0385
9号柱列 3(  05221(  0070 l(  002E 1(  0305
10号柱列 14(  3540 6(  0301 6(  1352 1(  0764
11号柱列 6(  0839 1(  0813
12号柱列
13号柱ア」 20(  1865 7(  0570 11( 616120(  5442 2(  087C
14号柱列 11(  234土4(  0582 2(  0150
15号柱列 12(  163429(  3265 14(  1477 1( 0111
1号土坑 2(  0145 1(  0169 2(  0126
6号土坑 9(  13012(  0346 1(  0066 1(  0572 ユ( 0215
8号土坑 17(  4422 6(  0634 3(  06419(  2915
■号 土坑 4(  04563( 011 1(  00481(  0015
18号土坑 6(  13407(  0600 3(  0363
〕2号土坑 7(  0493 2(  0240
Ⅳb期ビ ッ ト 224( 47348 44(  8934 4(  4470 16(  3890 66( 117388(  857E 1(  0881
Ⅳb期小計 787(138003 328224(  4470 49( 13649210( 34318 2(  129933( 053E 7(  2671
6号建 V//J 5(  04861(  0231
1号柱 711 3(  0576 1(  0195
2号柱列 9(  12684(  0543 4(  0526 4(  0206
3号柱列 l(  0010
4→チ4主ア」 1(  0222 l(  0042
5号柱列 3(  0221 1(  0823
1号杭列
2号杭 列 1(  0266
3号抗列 1(  0145
5号土坑 71( 1526715(  2627 3(  076ユ 44( 240401( 03717(  1388 2(  0179
9号土坑 1(  0088
10号土坑 10(  1_8224(  2570 1(  0574
12号土坑 99( 18915 66(  8778 9(  ユ459 4254 1( 0152 l( 0113 5(  0392
13号土坑 甑 0226 2(  0266 1(  005] 1(  0084
Z8号土坑 10(  1290 10(  1416 4(  1077
31号土抗 26(  378010(  2239 2(  01046( 0944
1号木樋 4(  0504 4(  0609 1(  0156
2号木樋 12(  ±753 3(  0582 1(  0089
1号滞 720(1257371 9( 20741 26(  4220 99( 14303 10(  3653 14(  34078( 09 6
12号薦 2(  0160 1(  0005 1(  0026
13号溝 55( 1467921(  3870 13(  1535 2(  120C 1(  02001(  0263
15号溝 115( 16931 22(  2637 3(  0182 6(  2972 2(  0854
16号薦 4(  04913( 0144 2(  0266 1(  0163
1号石敷 0885 2(  0095
1号暗渠
瓦溜 383( 74857404( 70877 lЦ 313083( 16054 8(  560C 4(  0662虫 125 9(  4872
Ⅳc期ビット 118( 20555 5(  0668 6(  1090 38(  8465 3(  0585 l(  0089
Ⅳc期小計 1664(300625 748(11806869( 12584 362( 75538 22( 1097C36(  8191(  1250 27(  6767
合 計 13935(2751649 3025(46892961( 72585 727(215409 3170(483080 70( 2344E2 3( 984506( 1839C 205( 37025
205
表21 二の丸第17地点出土瓦集計表 (6)
Tab.21 Distribution of roof tiles at NM17(6)
( )内は重量kg
軒丸瓦 軒桟瓦 面戸瓦 輪違い T字瓦 焚斗瓦 棟 瓦 その他の瓦 不明瓦 合 計
7号建物 1( 00221(  0003 16(  3.135
l号塀 1( 0318 63(  1297151( 17.147
2号塀 2( 0247 21(  049885( 21_932
3号塀 1( 105C 2( 04051( 0182 109(  20664 9( 5と_709
4号塀 1( 0675 2( 0750 1( 005623(  0475103( 1と,018
5号塀 3(  0035 ( 0413
6号柱列 8(  と276
7号柱 アu 44(  072681(  と,92C
8号柱列 20(  042557( 5388
9号柱列 1は 0246 止17ユ
10号柱列 13(  032540( 6_282
ll号柱列 1( 064E 9(  0565 17( 2,862
12号柱列 0
13号柱 夢」 1( 0251 26(  045687( 15615
14号柱列 1( 0378 25(  3732
15号柱列 1( 0336 46(  0954 103(  7777
1号土坑 17(  0249 22(  0689
6号土坑 1( 045] ll(  025926( 3210
8号土坑 2( 0606 18(  028755( 10088
■号土坑 1( 003029(  045ユ39(  1114
X8号土坑 9(  0144
32号土坑 14(  0854
Ⅳb期ピット 5(2482 2( 0332 1( 0465 1( 0387143(  3856515( 93361
Ⅳb期ガヽ 計 10( 48751( 03186( 16631( 01827( 2535 5( 0509 627( 137191960(272154
6号建物 6(  0330 12(  1047
1サ柱列 4( 077]
2号柱列 9( 021130( 2754
3号柱列 1(  00252( 0035
4号柱列 2( 0264
5号柱列 3(  00507(  1094
1号杭列 0
2号抗列 Ц 0021 2( 0287
3号抗列 2(  00943( 0239
5号土坑 4( 17埋 72(  22612 9( 48636
9号土坑 1(  0088
10号土坑 19(  045534(  5421
12号土坑 1(018C 1( 0052 1( 006469(  1843284( 36208
13号土坑 9(  0184 16(  0811
38号土抗 1( 00825(  025230(  411
〕1号土坑 1( 023こ 1( 0030 l( 0074 14(  051061(  7914
1号木樋 1406
2号木樋 1(  001517(  2439
1号溝 3( 09221(0540 1(0125 31(226045(021567( 13284 1669(211725
12号溝 4( 0191
13号溝 37(  1096 130( 22843
15号溝 2(0112 1(031S 82(  1623 253( 25629
16号溝 25(  01853 (  1249
1号石敷 5(  0060
1号暗渠 0
瓦溜 30(130165( 53586( 131こ 5( 2024 4( 0528 1167(204959
Ⅳc期ビ ッ ト 1(012[ 51( 0776223( 32356
Ⅳc期小計 35(140506( 589810( 217E1(0125 37(2585011( 0886 1198( 274004239(613523
合 計 259(702216(1128489(1733E35(14117 209(873637( 145585(4693361( 9687 11246(2608353345914688192
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表24 二の丸第17地点出土漆塗製品・木製品集計表 (3)
Tab 24 Distribution of wOOden implements at Nh/117(3)
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Ⅳb期ビット 1
Ⅳb期ガヽ 計 ll
,号土坑 l 128号土坑
号 再 ¬ 言J大ユ 1姉鉄1吊金呉 115サ再
薦 きな1小刀Pl鉄鍋l
l号暗渠
Ⅳc期ビ ッ ト
1(
Ⅳc期刀ヽ 計 1
合 計 1( 31
表26 二の丸第17地点出土その他の遺物集計表
Tab.26 Distribudon of various implements at NA/117
Z遺構.層疱
ガラス
? ?
妬 器
??
?
?
?
?
?
?油
ビー ル )
? ?
その他 硯 砥石 石   器 不明粘板岩 その他
50 (31)1ヽ明ZU谷君剤 I 由板 よ し上狛ヽり電1
子ち込み 5
岳lttl 1 フレーク1 l
1)曽 B次加工有 フ レー ク1
竪地層A
朔 k打石1
:明ユ
;井戸 ι久加 し石フレーク]
二期小 計
ぢZ●狂 夕U フレーク] よ
〕サ井戸 3 1
1期ノI 3 1
Fサ土現 4ヽ明1
ぢ=井戸 丘石 1皿b2列]/1
14号土坑 右 1
3号濤 アレーク1
h4朝″I
号塀
号土 玩 え打石 ]
Ⅳb期/1 計ヽ
5;主玩 争1
1号薦 7 5 (11/fh吻12 ]本皮2 l
Ⅳc期ビッ ト
「c期小u■ 8 5 J ユ
合 計 d
穏テ鮪認【絡魅腎評論711
???
出上場所 器種
???
???，
???， 文様等 胎土 生産地 製作年代 備 考 図 区跡
DJ001硲号溝 埋±3層 ■型丸碗 側目文 音通 ? ?17c後半 ～18c前 69
D」00216号溝 埋±3層 領類 争花文 普 通 肥前 17c後～18c前専台内無釉 も9
剪003生7号澪 埋±3層 1ヽ瓶 報文 生掛け 密 肥前 7c中 Ю
3」004度槽遺構 埋土 本 ヨ紅 密 肥前 7c℃登 型打 Ю
DJ005度槽遺構 理土 卜中皿 衛花文 密 肥前 7c後 71 69
'J006
〕5号濡 埋土 Jヽ中皿 乙絵 (言、緑) やや粗 ?? 7c後 Ю
ひJ00736号溝 連土 皿 型打 普通 ? ?17c後～18c前 69
〕J00837サ再 遅土 皿 吃唐草文 普通 ? ? 18c初 くらわんか手 71 59
〕J009 土 中型丸碗 妻花文 普通
? ?
18c前半 69
剪010 埋 土 中型
=花
文 普通 月巴前 18c前半 59
10サ蔦 連土 中型九碗 事花文 ? 密 ? ?17c末～18c前肇入顕著 Ю
〕J0121号 土 皿 寺花アラベスク文 普通 中国 Ю
〕打013 埋±2層 小瓶 ダミ唐草文 普通 肥 前 7c後 59
'J014
7o号再 逆 土 丸碗 事花文 普通 肥前 7cつ絶 59
'J015 '9サ
穏 坦土 大皿 草文 ? やや粗 肥前 7c'4 59
剪016整地A 皿 貯文 普通 肥前 8c前 も9
隆剋 A 田目文 音通 月巴前 18c後～19c中 59
ヴ」018i足靱 日 草花文 ? 普通
??
17中～18c? 59
εJ019 型丸碗 雪輪に草花文 普通
??
くらわんか手 高台内銘あり 59
'J020
サ建7/J 丞 闇目文と車花文 音通
?
17c末～18c初霊台内「大明年製」銘 59
じ」021)'延物 ね 敷 弼 万 r田重 ヨ絵(赤、緑)橘と菊花文 四方欅j 密 肥前 18c千登 衰大径68 59
3」0223 皿 ヨ紅 生掛け 普通 ? ? 17c中 59
3」023
'●
薦 逃 ±1層 毎老文 普通
? ?
不 明 59
3J024)号焉 埋 型九碗 三蓋松文 密 肥前 18cT資 59
εJ025|サ溝 南側石組掘方 百垣積文 ? 普通 肥 前 18c後～19c中貫入あり Ю
DJ026)i岳 掘 万逃 土 尼込五弁花 (コンニャク判 密
? ?
不明 Ю
剪027)サ再 掘 万埋 土 毎浜風景文 密
? ?
60
剪028)サ澪 埋±1層 尺潟文 密 肥前 不明 長軸17 6cm 短軸11 2cm 6Cl
D」029厖号澪 埋土 四ヽ型端反碗 風文 (コンニャク判) 普通 肥前 18c前～中 60
DJ030ワ号驀 下 部埋 土 1中型九碗 ]紅 菊花文と稲束文(コンニィク判 普通
?? 17c後～18c初貫入あり 60
3J03132号議 下部埋土 型九碗 当水文 ? やや粗 ? ? 18c中～後 60
'J032
下部埋土 型 ■面青磁釉 内面に菊花鼓 密 ? ? 18c後 6Cl
D」03 号再 下 部埋 土 皿 普 通
? ?
不 明 60
剪034 32号焉 下部理土 子 (身) 型打卍繋文 普通 ? ? 不明 72 6Cl
DJ035 卜罰∫逃 土 子 型打卍繋文 普通
? ?
不明 60
'J036
32サ再  下 明 やや狙 肥前 不 明 60
Z●穏 卜 物 (身, 剥菊花文 普通 ? ? 6Cl
ひ」038Z7i主現 埋 土 小中皿 にと梅枝文 蛇ノロ凹形高台 密 中 国 60
=主乳 丸 4/1 公竹帆船文 普 通
? ?
19cヨi 60
'J040
7号土坑 埋±2層 型九碗 喜花文 P 密 ?? 不明 欝台内「大明年製」錐
4 土現 検 出 向 猪 口 喜花文 普通 肥前 18c後～19c中
'J042
14号土抗 埋上 1 形 奎文 やや粗 肥前 くらわんか手 碍
河04314号 ±2層 形 公竹梅文 普通 月巴前 18c前 妻入顕著
'J044
土■7L 埋 ±2層 L丹に車花文 普通 月巴前 18c中
'」
04514号土坑 事花文 密 肥前 18c前半 妻入あり
)J0464号土 九碗 旨草文 縁内四方欅支 普通 ?? 18c後
D」0474 上坑 坦±2層 皿 当磁型打 密 月巴前 不明
D」04814号土坑 検 出 コ磁型打 音通
? ?
不 明
∋J0494サ土坑 埋土l層 笥磁型打 密 肥前 不明
EJ050 上現 検 出 向 皿 40 こ団ヱと作林文見込五弁花(コンニャク判) 普通
? ?
18c中～後 罰台内角渦「福」銘
'J051
5サ土坑 碗 嶋と若松文 普通
? ?
17c末～18c前
可0522■井戸 理±2層 型丸碗 常唐草文 密 肥前 18c中～19c初
⊃J053 升戸 盤 ±2層 皿 刊齋花文 見込五弁花(コンニャク判 普通 ? ? 爵台内渦「福」銘
'J054
Z;肩 に裂文 粗 肥前 18c末～19c初ミ入あり
Zi穏 理 ■ 3層 小椀 丸形 雨降り文 普通 肥前 妻入あり
JIL二上悟 型 霧枝文 普通 肥前 くらわんか手
を,儒  理 工 3層 型丸掘 102 ヨ絵 (赤・青)亀甲に桐文? 密 肥前 18c後～19c初
εJ058〕サ溝 埋土ユ層 階口 公竹梅文 普通 肥前 17c末～18c後
'J059
2層 仏飯器 ヒ絵 (赤)蓮花文 蛇ノロ凹形高篭 密 肥前 19c中
3 602層 伝飯器 ヨ絵 (赤)蓮花文 蛇ノロ凹形高モ 密 肥前 19c中
じJ061】サ馬 埋±1層 証皿 白磁型打 普通 ? ? 不明
DJ062〕号濤 埋土l層 逐/」ヽ 皿 雪持笹文 粗 ? ?
DJ063レ号溝 坦±3層 卜中皿 将唐草文 見込松竹梅楼閣文 普 通 肥前 18c末～19c初
表28 二の丸第17地点出土磁器観察表 (2)
Tab.28 Notes on pOrcelains at NM17(2)
?
?
?
出上場所 器種
???，
???，
???， 文様等 胎 土 生産地 製作年代 備 考 図 図版
,」0642号溝 埋±1層 」ヽ中皿 137 公竹文 やや粗 ? ?17c末～18c後
,T0652号溝 南側抜取溝 可ヽ中皿 〔羽根文 日紙 見込五弁花(ヨンニャク刊 粗 肥前
'」
0662号溝 掘方 可ヽ中皿 I絵小花文 見込五弁花(コンニャク判 やや粗 肥前 18c後 再台 内渦 1福J銘
剪067〕号溝 坦±3層 卜中皿 事花文 やや粗 肥前 17c末～18c後喜台内角渦「福」銘
DT0683号溝 石組堀方 卜碗九形 衛花文 普通 ? ? 妻入あり
'J069
号濡 石組堀万 卜中皿 ヨ輸に竹梅文 見込手描五弁れ 密 肥 前 18c祠はヽ ト 詩台内角渦 1福」銘
ひJ070号溝 石組堀方 卜中皿 に唐草文 普通
? ?
18c後～19c前ミ入あり 74
∋T0717号溝 埋±2層 ■型丸碗 圭絵 (赤・金) 栗文 普通 ? ? 19c中以降
3J0727号濡 埋±2層 卜中皿 コ水文 粗 肥前 17cr,
〕」073 7号柱列 柱2 1型丸碗 丈様あり不明 普通 瀬戸 19c前半
剪074 6号柱列 柱4 卜型端反碗 華花文 やや密 ??
9J075どット215 埋土l嬉 Jヽ中皿 雪輪に露草文 普通 肥 前
'J076
1号柱列 柱■ 卜邪 密 月巴前 不明
うJ077ピ ッ 卜308埋 土 仏飯器 文様あり不明 音 通 月巴前 18c後～19c中
DJ078ッ ト325  芝lJL蓋物 (身) 色絵 (赤・青)唐草文 密 月巴前
'」
079 ッ ト338  之≧二L え碗 文様あり不明 普通 肥前
ガ080ピッ ト338  4二L 卜中皿 諄文 普通 1ヽ明 不明 ミ入あり 高台内「御」銘
■号 土坑 埋 土 た碗 (蓋) 普通 月]前 19c前～ 中
うJ08212号土坑 埋土 慨類 文様あり不明 普通 肥前 75
,J083 18号柱列 柱l Jヽ型端反碗 普 通 ? ?
'」
084 埋 土 卜杯 雨降り文 密 肥 前 おc後～19c甲
ε085ピット393 埋土 い中皿 129
～
付墨弾線描文 普通
? ?
17c末～18c後 75
Й子08613号土坑 埋土 rI皿 コ磁型打 咎 ? ? 18c?
ガ087,3号土坑 埋土 工皿 記込花文 密 肥前 不 明
剪088 〕3号土坑 埋土 卜中皿 136 ]花文 見込五弁花(コンエャク判と子描 普通 肥前 18c前
〕J089ノト448 埋土 1型丸碗 Ⅲ面連弁 内面花詰文 普 通 ? ?18c後～19c初
'J090
ノ ト452  芝≧=L 卜瓶 ヨ絵 (赤
・緑) 普 通 肥前 18c命盈-19cr,
fッ ト456 埋土 本 ? 虻様 あ り不 朝 やや粗 肥前 P 不 明
〕J09211 3層 酉郭 普 通 肥前 17c後～18c初
∋」09311 3層 卜碗丸形 幸花文 密 肥前 18c末～19c初
剪094311 3層 卜碗丸形 公竹梅文 密 肥前 18c末 75
3J095310 3層 1型丸碗 旨松文 密
? ?
ユ8c前半
'J096
311 3層 1型九碗 芍外花唐草文 密 肥 前 19c前
D 71・G5・6 3層 1型丸碗 事花文 やや粗
? ?
くらわんか手
∋J09811 3層 1型丸碗 華花文 密
? ?
18c後
剪099311 3層 ■型丸碗 71C裂に菊花文 音通 肥前 19c初
剪100311 3層 型ヽ 丸 碗 47 同文 (コンニャク判) 普通
?? 18c前半 くらわんか手
DJ101311 3層 1型丸碗 局に松 枝 文 密 肥前 18c後～19c初
D1102311 3層 1型丸碗 好浜風景文 音通 月巴前
DJ103311 3層 沐 化唐草文 普通 肥前 18c後～19c初
DT10411 3層 ∝皿 71・面無IIH 普通 月巴前 18c後～19c中
DJ10511 12 3層透小皿 止丹文 蛇ノロ凹型高台 粗 月巴前 18c中～19c後妻入あり
3T106 310 3)膏」ヽ中皿 芍外面水裂文 普通 月巴前 18c中～19c前
じJ10711 3層 」ヽ中皿 126 乙画内山本文 七宝繁文 やや糊
? ?
3∬10811 3層 1ヽ邦 オ文 普 通 肥 前 17c末～18c後
,T10935 3'膏 ■型丸碗 毎花文 粗
? ?
くらわんか手
εJl1034 3)膏 ■型丸碗 勺外氷裂に菊花文 普通
? ?
18c後
「9 3a)膏 ■型九碗 花水に橘文 やや粗 肥前 18c祠ほ
DTl1219 3)雷 孟物 (身) 黄縞文 やや粗 肥前 17c末～18c後
'J■
3 ]6 3層 壺 (蓋) 宅唐車文 普通
? ?
18c後半～19c初
24号溝 埋±1層 中型丸碗 句外氷裂に菊花文 普 通 ? ? 8c後～19c中
'Tl15
17号溝 埋 ±2層 中型 丸碗 摩浜風景文と花草文 青海波文 やや粗 肥前 8c後～19c中
号塀 埋土 蓋物 (蓋) 事文 密 肥前 8c後～19c中
'Tl17
生号塀 埋土 征猪口 ヨ絵 (赤) 羽子板文 音通 肥前 8c後～19c中 77
7号柱列 柱2 働 l 皿ヽ 妻龍文 普通 肥前 8c後～19c中
'J■
9 F号柱列 柱2 霊物 (蓋) L丹文 普通 ? ? 19c前半 尭き継ぎあり 77
〕打120[3号溝 埋±1層 事炉 型打獅子型 ややぞ 瀬 戸 19c中 77
J121どッ ト40 埋土 Jヽ型瑞及例 対木文 普通 瀬戸 19c中
〕J122どット109 4土卜型端反碗 やや粗
? ?
17c後半
ET123号建物 柱3 や型丸碗 三蓋松文 音通 ? 18c中～19c初ミ入あり
ε耳124 ッ ト328  芝二三ヒ ■型筒形碗 やや粗 肥前 18c後～19c初
DJ125ッ ト328  遇≧二と 」ヽ中皿 Z画菊花文 蛇ノロ凹型高台 やや粗 肥前 18c後～19c中妻入あり
里ζ.矛鮪窟【線魅腎即論7伊
???
出上場所 器種
???，
???，???‐ 文様等 胎 土 生産地 製作年代 備 考 図 図跡
D打126 与号柱列 柱1 卜中皿 性丹唐草文 普通 肥前 17c末～18c後苛台内銘あり 髄
,号土坑 埋土 kヌ、 雲に龍文 蛇ノロ凹型高士 普通 ? ?18c後～19c中 64
DJ1281号土坑 埋土 1碗 (蓋) 除文 普通 ? ? 19c前～中 餡
DJ1291号土坑 埋土 卜碗丸形 草花文 音通 ? ?18c後～19c中くらわんか手 徽
5号建物 検出面 卜碗丸形 雨降り文 普通 ?? 18c末～19c中 髄
剪131〕9 2層 代形 ヨ絵 (赤・緑)桜花文 ? 普通 ? 不 明 市石衛F]様式人形着物袖部分 餡
εJ132)12'C13 2'冒卜型端反碗 幅束文P 見込千鳥文 口紅 普 通 瀬戸 19c中 餡
∋J133号溝 下部 (砂) 1型端反碗 112 鴫文 口縁渦文 普通 瀬戸 19c中 髄
号溝 坦 土 ■型端反碗 コ形に武田菱 見込千鳥技 普通 平清水 19c中 目4ケロF 髄
じJ135号溝 上部埋土 1型端反碗 豊に宝文 ? 普 通 平清水 19c中 64
〕1136号溝 上部埋土 1型端反碗 従縞に楓文 普通 瀬戸 19c中 髄
号溝 上部埋土 1型端反碗 聾に雪文 見込千鳥文 普通 瀬 戸 19c中 髄
IJ138号溝 上部埋土 1型端反碗 華草文 見込寿文 普通 瀬戸 19c中 髄
〕∬139313 2層落ち込み 1型端反椀 菫弁よろけ縞文 見込寿改 やや密 瀬戸 19c中
号溝 埋土 1型平杉続 ヨ花文 縁内檜垣文 見込寿文 密 月巴言T? 19c中～後
剪14ユ 号溝 上部埋土
“
型平杉碗 l■2 よろけ縞文 密 瀬戸 19c中
'J142
号澪 石組抜取 監物 (身 Z画内草花文 やや粗 ?? 19c前～ 中
1号溝 上部坦土 孟物 (蓋) 司に軍 花文 やや粗 ? ? 19c前～中
IJ144l号溝 上部埋土 合子 (身 丈様あり不明 密 瀬戸 19c中 蓋書 あ り
⊃T14511314 2)詈小型端反碗 局文 普 通 瀬戸 19c中
〕11 2層 中型端 反碗 1花文 見込「大化年□」銘 普通 瀬 戸 19c中
,J14714 2)冒 」ヽ中皿 子革文 見込荒磯文 蛇ノロ凹型高七 普 通 瀬 戸 19c中 寺台内「青木」
14 2)冒 Jヽ中皿 撃草文 見込荒磯文 蛇ノロ凹型高台 普通 瀬戸 19c中
'T149
2層 可ヽ中皿 子草文 見込荒磯文 蛇ノロ凹型高台 普通 瀬戸 19c中 言台内「青木」
'」
150E102層 」ヽ中皿 罫革文 見込荒磯文 蛇ノロ凹型高台 普 通 瀬戸 9c中 喜台内「青木J 偲
〕X0 2)詈 」ヽ中皿 型打菊花文 蛇ノロ凹型高造 普通 月巴前 9c中
'T152
)8'9 2)詈 い中皿 u打楼間文 日柾 蛇ノロ凹型高士 普通 瀬戸 9c中 妻入あり 66
'J153
覚乱 」ヽ中皿 赳打獅子型文 日紅 蛇の目凹型高台 普通 瀬 戸 9c中 66
11 2層 卜中皿 送客辱最第斐叡岳ナ日凹型言台 普通 月巴前 19c前～中 66
'」
155 2層 舒子 (身) 工7 普通 瀬戸 19cr' 曇書「松□」 66
'T156
114・G13 2層問徳利 ヨ花文 普通
? ?
19c前～中
うJ157ち  2層 卜瓶 肖唐草文 密
? ?
19c前～中 66
'J158
E9 2帰雪 征猪口 置に梅花文と稲束文 やや密
? ?
18c後～19c中
'J159
15 2層 沐 そ唐草文 見込文様あり やや狙 ? ?18c後～19c中 66
'J160
4・5 2層 卜中皿 ヨ配散らし文 やや粗 瀬戸 19c中
Di161更槽遺構 埋土 工皿 普通 瀬戸 ? 妻入あり
」162号建物 礎石掘方 卜椀 廷様あり不明 密 ? ? 妻入あり
じJ1632号溝 埋土 上瓶 失絵 (黒色)染付釘彫笹鼓 や や粗 ? ?18c末～19c前 入 あ り
表30
Tab 30
二の丸第17地点出土陶器観察表 (1)
Notes on glazed ceramics at NM17(1)
???
出上場所 器種
???
???
??? 文様等 釉薬 胎 土 生産地 製作年代 備 考 図
??
DT001号井戸 下部埋主 k指 夫釉流し掛け (茶褐色) 天釉 ? 粗 美 濃 17c初
つ号溝 埋 土 火入 ? 沿釉 粗 不明 硲
l Uυt 欠呑
DT0041D・El1 4層上言小中皿 失絵 (黒色)青海波文 え釉(淡黄仄自色 やや密 美 濃 妻入 あ り 織言F 67
▼号 溝 埋 土 司付 夫絵 (黒色) 束釉 (灰色) 普通 唐津 16c末～17c初菟鯨
l υυk Ю号溝 坦土 大鉢 決釉 (黒色) 粗 東北産 ? 18c?
DT001EF9 整地A 小イ 交趾釉 粗 不 明 不 明
19 整 地A 天吹 天釉 (淡緑灰色 密 大堀相馬 18c? 肇入顕著
39 整地A 橋鉢 l■8 映釉 (暗赤褐色! 粗 東北産 ? 18c末～19c初
)T01( 欠番
,T011号建物 東西丞礎根石列 (鉢 276 節描文 決釉 (暗褐色) やや粗 唐津
)T01を4号木樋 (鉢 359 〕泥刷毛目文 天釉 (暗緑 色 ) やや粗 唐津 肇入あり
4号木樋 雷鉢 無釉 ? やや? 界 18c後～19c初
,T01)号溝 埋 ±2層
“
型九碗 天釉 (責灰褐色 密
? ?
17c末～18c前ミ入顕著 呉来
)T01:)号溝 埋±2層 上瓶 (蓋) 失釉 (暗褐 色 ) 普通 大堀相馬 18c後
)号溝 埋±1層 (鉢 疋釉 (暗茶灰色 や や粗 唐津 17c後～18c前勺面 目跡 あ り
,T014)号溝 堀 方 (鉢 民釉 (H首茶灰色| 密 唐津 17c後～18c前勺面目跡7カ所
DT01t)号溝 埋土 雷鉢 失釉 (暗赤褐色 やや粗 東北産 ? 18c後半～19cつ
)号溝 埋±2層 雷鉢 夫釉 (茶褐色) 普通 東】ヒ産 ? 18c後半～19c初1日縁内面に円形亥」日
)号構 堀方 雷鉢 央釉 (黒褐色) 普通 唐津
,T02:12号溝 上部坦土 卜郭 央絵 (暗茶褐色)竹文 民釉 (暗緑灰色 密 大堀相馬P 18c後半 ? 貫入あり
,T02ラ )2号溝 中部埋土 Jヽ碗 登絵 (緑・青)松文 え釉(暗緑灰白色| やや密 泉・4言衆 18c後～19c初葦入 顕署
〕T02〔 ,2号溝 上部埋土 藍水入 吠絵 (黒褐色) 民釉 (暗緑灰色) 密 瀬戸 美濃 17c後～18c前ミ入顕著
DT02」〕2号溝 坦土 k入 疋釉 (灰白色) 粗 小野相馬 18c後 k透刑
,T02[7号土坑 埋土 Jヽ碗 疋釉 (淡緑灰色) 普 通 頼戸 美濃 18c後～19c初葦入 顕 署
号 土坑 確 認 面 ∈子 え和 (灰白色) 密 京・信楽 ミ入顕者
号土坑 確認面 Jヽ碗 ヨ絵 (赤・緑・白)竹文 疋釉 (淡緑灰色) 密 京・信楽 ミ入あり
号土坑 確認面 」ヽ碗 疋釉 (淡緑灰色) やや粗 大jEB相馬 18cイ発 ミ入顕者
'号土坑 確 認面 」ヽ碗 映釉流し非μ)(黄褐色) え釉(淡青灰自色) 普通 廟/8相馬 18c末～19c前民和貫入
Lυ3( 号土坑 確認面 ■型丸碗 映釉流し掛け (茶褐色 民釉(淡青灰白色) やや密 (堀相馬 18c末～19c前К釉貫入 半失透刑
,T031号土坑 確認面 ■型丸碗 色絵 (赤・不明)花文 疋釉(淡緑灰自色) やや密 R。 4H保 18cイ4 妻入あり
号土坑 確 認 面 事型 丸碗 え釉(淡青灰白色) 普通 大堀相馬 18c末～19c前罠入顕署
Γ033号土坑 確認面 中型丸碗 天釉 (淡責褐色 普通 大堀相馬 18c末～19c前妻入顕著
DT034号土坑 確認面 ■型筒形碗 次釉 (茶褐色) 音通 汽jTH相馬 18c44～19c
号土坑 確認面 岳物 え釉 (淡緑灰色) 普通 大lTH相馬 18c後 霊入顕著
l υ3( 号土坑 確認面 1型腰祈碗 矢釉流し掛け (責褐色 疋釉 (淡貢灰色 : やや密 大堀相展 18c後 妻入顕著
DT03;号土坑 確認面 (碗 128 L部灰釉 (淡緑灰色) 瞬部鉄釉(茶褐色) やや密 え】己本日屋 18c末～19c前え釉貰入 学出)分t
号土坑 確認面 民吹 決釉 (暗茶褐色) 粗 東北産 ? 18c末～19c前
DT0397号土坑 確認面 と瓶 (蓋) 透明釉 やや粗 東北産 ?
DT0409号土坑 坦±5層 や型丸碗 〔釉(淡青灰自色 普通 大IPB相康 18c末～19c初半失透釉
9号土坑 埋±5層 1型丸碗 К釉(淡青灰白色| 普通 京・信楽 肇入顕者
3T0429号土坑 埋±5層 1型九碗 R釉(淡緑灰白色 普通 大堀相尽 18c末～19c初肇入顕著
ET0439号土坑 埋上5層 1型丸碗 疋釉 (淡緑灰色 普通 太堀相馬 ? 貫入顕著
Γ0449号土坑 埋±5層 雷鉢 264 失釉 (茶褐色) 普通 東北産 ? 18c後～19c
14号土坑 検出面 1ヽ碗 尺釉 (淡緑灰色) 普通 大堀相黒 18c後 貫入顕著
3T04114号土坑 底面 卜碗 疋釉 (淡緑灰色 音通 太堀相展 18c後 貫入顕著 69
,T04;14号土坑 埋±1層 や型丸碗 ヨ絵 (赤・緑)梅花文疋釉 (淡灰白色| 密 京・信環 貫入顕署
l υ4114号土坑 検出面 1型丸碗 尺釉 (淡緑灰色 やや密 大堀相尽 18c後～19c初貫入顕著
εT04(14号土坑 埋上2層 ■型丸碗 J線文 部灰釉(淡黄灰白色|要部鉄釉(茶褐色) 普通 大堀 相 馬 18c後 え釉貫入 士出)分t
'T050
14号土坑 埋上l層 事型 丸椀 疋釉 (淡緑灰色 密 大jEB相馬 18c末～19c初貫入顕署
14号土抗 埋±2層 卜中皿 疋釉 (淡緑灰色) 密 大堀相馬 18c後～19c初貫入顕著
14号土坑 検出面 戻吹 ヨ絵 (赤・緑)菊花文 民釉 (淡黄灰色) 普 通 爪 。 4言宋 薫入顕著
孤 刻線文 夫釉 (暗茶褐色) やや粗 大堀相馬
14号土坑 坦±2層 え鉢 民釉 (暗緑灰色) やや粗 唐津 18c後半～19初目跡あり
〕号井戸 埋±2擢 ■型丸碗 i絵 (赤,緑) 井桁と草文 民釉(淡責灰自色) 普 通 爪 。4言保 責入あり
DT05(〕号井戸 埋±2擢 ■型腰折碗 え釉(淡青灰自色) 密 大堀相馬? 18c末～ 19c前
2号井戸 埋±2擢 土 瓶 (:詈註) 戻釉(淡緑灰色) 普通 大堀相馬 ミ入顕著
lυbを 2号井戸 埋±2擢 土瓶 (蓋) 10617 災釉 (黒褐色 ) 粗 小野相馬 ? 18c末～19c初黄田窯 ?
井戸 埋±2擢 甕 共釉 (茶褐色) やや粗 東北 産 P 18c末～19c初
表31 二の丸第17地点出土陶器観察表 (2)
Tab.31 Notes on glazed ceramics at NM17(2)
登録
番号 出上場所 器種
???
???
??? 支様等 釉薬 胎 土 生産地 製作年代 備 考 図
?
?
〕号溝 埋±2層 卜碗 登絵 (赤) 疋釉 (淡紫灰色! 密 芸・信楽 18c中～19c初喜入 あ り
'T06:
〕号溝 埋土 」ヽ碗 疋釉 (緑灰色) 普通 大堀相康 18後 罠入顕者
'T06と
1号溝 南側石組抜取浦 Jヽ碗 民釉 (淡緑灰色) 普通 (堀相馬 18c後 妻入顕著
う 6〕号溝 埋土l層 1型丸碗 ヨ絵 (赤,緑。青)梅枝文 R釉(淡緑灰白色 普通 煮・信楽 18c中～19c初ミ入あり
lυO∠ 1号溝 北側石組抜取溝 ■型丸碗 ヨ絵 (赤,緑)菊文 え和(淡黄灰白色 普通 煮・信楽 18c中～19c初詩入あ り
'T06〔
〕号構 埋 ±2層 1型九碗 央和流し掛け(淡黄褐色| え釉(淡青灰白色| 普通 代jTH相斥 18c後～19c初え釉貫入 墨書?
〕号溝 埋±2層 1型丸椀 央釉流し掛け(淡黄褐色| R釉(淡青灰白色 音通 (堀相康 18c末～19c初疋釉貫入
を号溝 埋土l層 1型筒型碗 疋釉(淡青灰自色 普通 点堀相屋 18c末～19c初妻入あ り
'T06t
〕号薄 埋 ±2層 1型腰折碗 夫釉 (茶褐色) やや密 代堀 相屋 18c後～19c前?
'T06(
〕号溝 埋±3層 1型腰折碗 大釉流し掛け (暗茶褐色 疋TIR(淡青灰色| 音通 え堀相馬 18c後～ 9c初妻入あり 墨書
〕号溝 埋±2層 1碗 刊線文上部灰釉(淡黄灰色) 躍部鉄釉 (茶褐色 やや密 え堀相景 18c中～X9c初【釉貫入 掛け分け
'T07]
1号溝 南側石組抜取津 否明 失釉 (茶褐色) 普通 κ堀相屋 18c後～ 9cネ刀
'T07,
〕号溝 埋±2層 卜中皿 疋釉 (淡緑灰色| やや密 汽堀相尽 18c末～ ? ?妻入あり
〕号溝 埋±1層 養物不明 疋III(淡緑灰自色 普通 煮・信楽P 18c末9c中妻入 あ り
1号溝 南側石組抜取淳 上瓶 共絵 (暗茶褐 色 ) 疋釉(淡緑灰自色 粗 大堀相辰 18c末～19c前疋和貫入
DT07〔 欠香
'T07(
〕号溝 埋±1層 と瓶 (蓋) 疋釉 (淡賛灰色 ) 密 芸・信楽? 18c後～19c初妻入 あ り
lU/〕号溝 埋±1層 kヱ主 失絵 (暗掲色)招絵菊花文 疋釉 (淡責灰色) 普通 硯戸 美溜
DT07モ1号溝 南側石組抜取淳 卜養 疋釉 (暗緑褐色) やや粗 護北産 ? 18c後～19c初
1号溝 北側石組抜取溝 窪 為面鉄釉 (茶褐色) 骨釉 (暗茶褐色 粗 不明 18c末～19c前
lυも( 〕号溝 埋±1層 麗 ‖緑文 上部灰釉(波黄灰白色) 疋釉 (暗茶褐色) やや粗 績戸・美渭 18c後～19c初〔釉費入 内面鉄層付着
'T08:
〕号籍 埋 土l層 露 央釉 (暗赤褐色) やや粗 要北産 P 18c後～19c初
〕号濤 埋土l層 蓬 175疋釉流し掛け (暗緑灰色) 失矛由 茶褐色 やや粗 東北産 ? 18c後～19c初再面鉄屑付着
lυもt 〕号溝 埋±2層 麗 41線文 疋釉 茶褐色) 粗 不明 18c後～19c初
」サ穏 埋±2層 麗 天釉流し掛け (黒色) 央釉 茶褐色 粗 燕北産 P 18c後～19c初
〕号構 埋土l層 雷鉢 288 失釉 泰褐色 粗 東北産 ? 18c後～19c初
lυも( 〕号溝 埋±1層 雷鉢 196 夫釉 茶褐色) 普通 東北産 ? 18c後～19c初
)サ種 埋±1層 」ヽ碗 民釉 暗緑色 密 え堀相馬 18c後 妻入顕著 7
)号澪 埋±2層 (碗 L部灰釉 (淡緑灰色) 昇部鉄釉(贈茶褐色 普通 大堀相馬 不 明 【釉貰入 と‖)分li
上υもヽ ,号溝 石組堀方 疋吹 え釉(淡緑灰白色 粗 慣戸・美濃 不 明 妻入あり
)サ穏 石組堀方 llt 民TE流し掛け (暗緑色 失釉 (茶褐色) やや粗 案北産 ? 18c後～19c初卦t)分1)
,T091号溝 埋土 戻吹 次絵 (茶褐色) 疋釉 灰白色 やや粗 相馬駒 不明
フ号溝 埋土l層 Jヽ碗 R釉(淡青灰自色 普通 え堀相馬 18c末～19c初妻入顕 著
フ号溝 坦±2層‡型九碗 足Vl(淡緑灰色) 普通 尺堀相馬 18c末～19c初妻入顕著
フ号溝 埋±2層 疋吹 色絵(赤.緑,青)松竹梅攻 庶釉 (灰白色) 密 煮・信楽 18c～19c前妻入顕著
6号柱列 柱3 Jヽ中鉢 失釉 (H音茶褐色 粗 不明 18c44～19c
lUυそピ ッ 卜393埋 土 天吹 疋釉 (暗青灰色) やや粗 」ヽ野相馬 18c後～19c初章入顕著 半失透え
11 3層 小碗 ヨ絵 (赤・緑)草花文 民釉 (灰白色) 音通 不明 19c初 妻入あり
3層 可ヽ碗 疋釉 (淡責灰色) やや密 大堀相馬 18cて発 妻入顕 著
l Ut」ヽ312 3'曽 /J碗ヽ 疋釉 (淡緑灰色) 普通 代堀相馬 18c後 妻入顕著
DT10( 312 3'雷小碗 疋釉 (責褐色) やや密 大堀相馬 18c末～19c初章入顕著 半失透れ
DT101310 3層 可ヽ碗 え釉(淡青灰白色 普通 (堀相馬? 18c末～19c初妻入顕 著
3T10涯l1 3層 Jヽ碗 疋釉(淡緑灰自色|やや粗 慣戸 美濃 18c後～19c前妻入顕著
DT10〔311 3層 小碗 尺釉 (淡緑灰色| 普通 大堀相馬 18c後 封入 顕 署
,T10ィ311 3層 Jヽ碗 疋釉 (責灰白色) 密 κ堀相馬 18c後～19c初妻入顕者
DT10〔312 3層 可ヽ碗 К‐4d(淡青灰白色| 密 (堀相馬 18cヲに-19ctJJ妻入顕著
311 3層 小碗 民釉 (緑灰色) 密 大堀相馬 18c後 妻入顕著
DT10写311 3層 Jヽ碗 疋釉 (緑灰色) 普通 (堀相馬 18cヲに-19カ刀 肇入顕著
DTl破311 3層 /」 碗ヽ R釉(淡青灰白色) 普通 代堀相馬 18c末～19c初■失透釉 7
310 3)冒 中型丸碗 色絵(赤緑青金黒)沢潟文 疋釉 (淡緑灰色| 密 衷・信楽 18c後 妻入 顕 老
,Tll(312 3層 中型 丸碗 ヨ絵 (赤・緑 ?) 罠釉(淡黄灰白色) 普通 煮・信楽 18c後 妻入顕著
IT1113 1 3層 中型九碗 К釉(淡青灰白色) 普通 堀ヽ相馬P 18c末～19c初窯入あり 半失透漁
DTlユ311 3層 ■型丸碗 疋釉 (緑灰色) 普通 k堀相展 18c後 妻入顕著
〕Tlユ 311 3層 中型九碗 疋和 (淡緑褐色) 密 代堀相馬 18c後 肇入顕著
l Bl1 3層
“
型丸碗 102 え釉(淡黄灰白色) 普通 大堀相屋 18c後 妻入顕著
l B10 3'詈 ■型丸碗 疋釉(淡緑灰自色) 普 通 大堀相採 18c後 章入 顕 者
よ B12 3)詈 ■型九碗 庚釉(淡黄緑灰色) 普通 瀬戸 美消 18c末～X9c初妻入顕著
,Tl B103)詈 ■型九碗 天fIL(淡緑灰色) やや密 大堀相嬢 18c後 妻入顕著
,Tよ Bl1 3層 ■型筒型碗 失釉流し掛け (茶褐色 民IHI(淡青灰自色) 普 通 大堀相展 18c末～19c初疋釉 貫 入
よ B10 3)詈 ■型腰折碗 112 失油流 し掛け (責褐色 天釉(淡青灰自色) 密 太堀相屋 18c末～19c初R釉貫入 半失透れ
)T Bl1 3層 中碗 天釉 (淡緑灰色| 普 通 大堀相療 18c後 妻入顕著
表32 二の丸第17地点出土陶器観察表 (3)
Tab.32 Notes on glazed ceramics at NM17(3)
???
出上場所 器種
???
???，
???， 文様等 釉薬 胎土 生産地 製作年代 備 考 図
?
?
,T 3層
“
碗 108 l繰文上部灰釉 (淡緑灰色 瞬部鉄釉(茶褐色 やや密 大堀相馬 18c末～19c初R釉貰入 掛け分け
ひT B4 3層 辞猪 口 ヨ絵 (万ぬく) 天釉 (淡黄灰色 密 不 明 18c末～19c初ミ入顕著
〕T B10 3層 耳猪口 天釉(淡緑灰白色 普通 大堀相廣 ミ入顕著
,T Bl1 3層 仏飯 器 え釉(淡責灰白色 普通 大堀相馬 18c末～19c初罠入あり
DT Bl1 3層 に生け? え釉(淡緑灰白色 普通 磯戸・美鴻 18c-19cミ入顕署 墨書
B12 3)詈 舒子 (蓋) ヨ絵 (赤,緑・青)笹文貢TEI(淡黄灰白色 密 京・信繰 妻入顕著
,T B12 3)膏 霊物 ? 天釉 (淡紫灰色 普通 京・信楽 妻入顕著
,T B12 3'雷 藍水入 136 天釉 (青灰自色 やや粗 小野相馬 18c後 肇入あり 半失透れ
'T12(
B12 3層 驚水入 映釉 (暗褐色) やや粗 東北 産 ? 18c後～19c初
'T13(
Bl1 3層 k入 疋和 (緑褐色) やや組 騒戸 巽濃 18c中～18c後妻入顕著
〕T Bl1 3層 キロ鉢 132 え釉(暗青緑褐色 やや粗 小野相馬 X8c後 74
'T13,
〕10 3'詈 キロ鉢 208 120 民釉 (青灰白色 粗 J 野ヽ相馬
D 13こr9 3層
“
型丸碗 ぞJ線文 失釉 (暗界褐色 粗 贖戸 `異消 17c後～18c前暑呂
DT13410 3)膏
〓?
疋釉 (責褐色) やや粗 聴戸 華濃 何耳重 P貫入あ り
3T13〔
'9 3層
透小皿 型打 菊皿 疋釉 (灰白色) 普通 収声・美渥 不明 肇入顕者
'T13(
〕9 3層 ■型丸碗 102 疋釉 (緑灰色) 密 大堀相馬 18c後 甍入顕著 74
D 13与19 3)詈 雷鉢 次TfH(茶褐色) 普通 東北産 ? 18c後～19c初 74
〕T13〔1号建物 石敷堀方 大鉢 ヨ泥波文 白化粧土 疋釉 (暗緑色) やや粗 唐津 18c後半 P 犯
号建物 柱59 い中皿 224 失絵 (暗青黒色) 疋釉 (灰臼色 ) 密 大堀相尽 18c末～19c初民THI貫入 失透れ
εT14CX号縛 埋 ± 1燿 土 瓶 (蓋) κ釉(淡責灰自色) 普通 京・信環 18c後～19c初寅入 あ り
〕T141号塀 理 土 雷鉢 夫釉 (茶褐色) やや粗 東Jヒ産 ? 19c前
号塀 坦 土 ■碗 鋤 流し掛け (黒褐色) 疋釉(淡青灰白色) 普通 太堀相尽 疋釉貫入
ITl杢号塀 埋 土 渦 225 央釉 (暗赤褐色) 粗 不明
DTl空号塀 埋土 袋物不明 L部灰釉 (淡青灰白色) 要部鉄釉(黒掲色) 大堀相屋
3号塀 瓶 民粕 (淡灰色 ) 普通 太堀相終 失透釉
DTl夜号塀 坦 土 k入 共絵あり 戻釉 (灰白色) 粗 瀬戸`美謡 18c後～19c蔚入 あ り
DT147号塀 埋土 大鉢 疋釉 (暗緑灰色) 粗 唐津 18c末～19c前
号柱列 柱4 瞳木鉢 え釉 (緑灰色) やや涸 堤 19c中 墨書あり
ITl杢号建物 低 R釦 刻線文 共釉 (責褐色) 密 大堀相馬 19c中
埋 土 雷外 次釉 (茶褐色) 粗 東北産 P 75
DT151号柱列 柱1 仮 48 尭釉 (黒色| 密 太堀相馬 75
∋T15'号建物 桂3 い中鉢 天釉 (灰白色) やや粗 瀬戸・美濃
ア号柱 列 柱 2 可ヽ中皿 183 え釉(淡青灰白色) 普通 大堀相馬 18末～19c前失透釉
号柱列 柱 2 大鉢 427157 疋rlH掛け流し(灰白色| 束釉 (緑灰色) 普 通 唐津 18c後～19c初見込目跡7カ所
115tピ ッ 埋 土 中碗 次絵 (暗緑色) 天釉 (淡灰 色 ) 普通 大堀相馬 19c前 墨書「大J
DT15( 埋 土 雷鉢 330 大釉 (暗茶褐色) やや粗 東引
`産
P 19c前
ッ ト307  之≧土 水盤 夫釉 (暗茶褐色 粗 東】ヒ産 P
?
llうだピ ッ 卜325埋 土 中型 丸碗 ilPt刷毛目 鉄絵(黒色)草文尋磁TIH(暗茶灰色) 普通 肥前 貴入顕著
ット328 埋土 土瓶 (蓋) え釉 (淡緑灰色) 普通 大堀相馬 尉入顕者
ット328 埋土 土瓶 猪J線文 災釉 (暗黄褐色: やや密 不明 茶漉し孔3 受郵
〕T161号土坑 埋±1擢 陶額 ? ヨ絵 (赤・不明)唐草文 灰THI(淡灰自色) 普通 京・信楽 貫入あり
DTlG3号土坑 埋±1層 宛鉢皿不明 失絵 (緑灰色) えTHI(淡緑灰色) 普通 汚巴言1? 不 明 氏部に刻印 貫入あり
8号土坑 埋土 大鉢 コ泥打刷毛目葉文 天釉 (灰褐色) 普通 唐 津
DT16イ号溝 下部 土瓶 (蓋) 共和 (黒色) 密 不明 19c中以降
5号儒 堀方 中型丸碗 天釉 (黄灰色) やや密 肥前 17c後～18c前ミ入顕者
;号土坑 埋土 中型腰折碗 ■2 た1線文 民釉(淡黄灰白色| 密 え堀相馬 妻入顕著
DT16i;号土坑 坦土 火入 ? 民釉(淡青灰自色) 普通 (堀相馬 19c前 髯入顕署 半失透剰
号土坑 埋土 可ヽ中鉢 次釉 (茶褐色) 粗 勇戸 美濃 ? 19c11 墨書あり
号土坑 埋土 小養 決釉 (黒褐色) 普通 不 明 不明
DTl質;号土坑 埋土 琵 186 糧歳ホ部飲榊丸じ勁け 次釉 (H音赤褐色 | やや粗 東北産 ? 19c初～中
DT171号土坑 埋土 中型丸碗 え釉(淡黄灰白色| 普通 ・信 采 18c後～19c
〕T17乏〕号土坑 埋土 導猪口 次釉 (暗茶褐色| やや粗 霜】ヒ産 ?
IT17〔0号土坑 埋土 飛燭 次釉 (暗責褐色 | 普通 大堀相馬
DT17て号土抗 埋土 橋鉢 発釉 (茶褐色) 普通 東北産 ? 18c冷盈^ マ19ctti
〕T17[烙号土坑 埋土 戻吹 疋釉 (淡緑灰色: 密 代堀相馬 妻入顕著
,T17(D号土坑 埋 土 中型丸碗 当泥波文 白化粧土 疋釉 (暗緑褐色) やや密 肥前 疋釉貫入
〕T177D号土坑 埋土 驚水入 斯会(暗緑褐色)草花文 民釉(淡緑灰白色| 普通 頼戸・美濃
〕T17を号石敷 堀方 髪水入 失絵 (暗緑褐色)車花文疋釉 (淡灰白色| やや粗 種戸・美濃 17c後 妻入あり
εT17〔7号建物 柱2 茶入れ 奥和 (黒褐色) 普通 中国 不 明 ]跡あ り
〕T18(3号柱列 柱9 卜中皿 大絵 (緑灰色) 戻釉 (淡緑灰色) 密 不 明 不 明 ?? □
表33 二の丸第17地点出土陶器観察表 (4)
Tab 33 Notes on glazed ceramics at NM17(41
登録
番号 出上場所 器種
???
???，
??? 文様等 釉薬 胎土 生産地 製作年代 備 考 図
?
?
DT18:]10 2層落ち込み 1型丸碗 天釉 (緑灰色) 普通 (堀相辰 葦入あり 半失透剰
'13H12 2層
監物 (蓋) 子釉鉄絵 (茶褐色)花曹文 天釉 (灰白色) 普通 顆戸・美鴻 18cラに-19c窯入あり 長径94cI
DT18〔14 2層 卜中皿 絵々(茶褐色)青釉流し掛上え釉 (灰白色) やや密 美濃 19c前半 畿部
じT18と 13 2'膏 岳物 (身) 手TIH流し掛け 戻釉 (淡青灰色 やや密 美濃 哉部
3T18〔覚舌し 卜碗 え釉(淡緑灰白色 普通 不 明 18c末～19c前半 ]書「たまノ〕貫入あり
DT18(D10 2層 常反 天釉 (青灰色) 普通 え堀相馬 19c前～中 :書 貫入あり 半失透鳥
じT18;M2層 卜中皿 夫絵 (黒褐色) 天釉 (淡青灰色) 普通 大堀相馬 碁言 半失透釉
DT18138 2)琶 k入 え/HI(淡緑仄色) 普通 大堀相辰 19c前～ 中 き書「上(力)」貫入あり
3T18〔覚舌L 髯水入 失絵 (茶褐色)竹文 天釉 (淡黄灰色) やや密 頼戸・美濃 妻入あり
3T19(35 2層 傾類 えJ線宝珠龍文字 穀褐釉 密 淡路 ? 19c前～中 妻入あり
DT19欠番
3T19ウ112・13 2)詈 豆築 決釉 (茶褐色) やや粗 堤
DT19(D13 2層 薇り1翼, 映ITH(茶褐色) やや? 不明
DT19を35 2)詈 丁明皿 弗徽(暗責褐色) 普通 大堀相辰 モ化物付着 貫入あり
,T19〔院舌し 丁火具 決釉 (暗責褐色) やや密 え堀相馬 飛化物付着
うT19(35 2層落ち込み 丁明受 皿 弾釉 (暗責褐色 ) 音通 大堀相馬
DT19D9 2)詈 上瓶 蓋 ) 戻釉 (淡責灰色) 普通 京・信珠 不 明 肇入あり
覚舌し 上瓶 蓋 ) え釉(淡青灰自色) 普通 え堀相馬 19c前～中 豊入顕著 半失透用
DT19(1号溝 上部 上瓶 蓋 ) 争釉鉄絵巴文 白化期 透明釉 やや密 大堀相療 19c中 甍入あり
εT20(覚乱 上瓶 蓋 ) 争釉鉄絵巴文 天釉 (淡緑灰色) 普通 大堀相辰 髯入 あ り
DT20虎舌L 上瓶 蓋 ) うまみ型打亀 天釉 (淡責灰色) 普通 汽功轟オロ馬 19cr' 薫入あり
撹乱 上瓶 蓋 ) ,まみ手捻犬 白化期 麓明釉 普通 大堀相展 19c中 妻入あり
DT20(E9 2層 上瓶 蓋 ) 子釉鉄絵巴文 白化羽 透明釉 普通 大堀相展 19crF 髯入 あ り
DT20∠311 2層 上瓶 蓋 ) 子釉鉄絵菊花文 天釉 (淡黄灰色) やや密 太jEBオロ屋 19cr, 甍入あり
35 2層 上瓶 蓋 ) 唆肌釉 (茶褐色 密 大堀相展 19c後 勿来手
党乱 と瓶 蓋 ) 雪泥鉄絵巴文 白化期 歴明釉 普通 大堀相展 19cr' 墨書 あ り
DT204l号溝 上 部 上瓶 子釉鉄絵山水文 自化濯透明釉 普通 大堀相康 19cHH 霊入あり 墨書「仙」
DT201 11 2層 上瓶 子釉鉄絵山水文 白化北 え釉(淡黄灰白色| 音通 太堀相屋 19c中 肇入あり
l ZU 1ヽ号溝 上部 と瓶 写釉鉄絵山水文 白化班 天和 (灰白色) やや密 大堀相辰 19c中 甍入 あ り
DT21(Dll・12 2,署 上瓶 共絵 白化粧 透明釉 普通 大堀相展 19crⅢ 婁入あり 墨書「青」
DT21 Dl1 2層上瓶 失絵桐文と菊花文 白イヒ湘天釉 (灰白色) 普通 大堀 相 展 19c中
DT21とD15'G12 2層上瓶 天釉 (緑灰色) 普通 大堀相藤 19c中 慕漉 し子し2
311 2層落ち込み 上瓶 天釉 (淡緑灰色) 普通 た堀相展 19cつ発
﹈ ?『DT212層 上瓶 天釉 (淡緑褐色 普通 大堀 相 康 19c後
3T21〔覚舌し 上瓶 え釉(淡緑灰自色) 普通 大堀相尽 19c前～中 甍入 あ り
1サ種 下郡 )【子 え釉(淡黄灰白色) やや密 顆戸 美濃 P 19c中以降
「10 2層落ち込み瓦稽 吃生 映釉 (黒褐色) 粗 堤 ? 19c中
DT211313 2層 〒平 (詈霊) 158 К鈍 外面鉄釉 (茶掲色 天釉 (灰白色) 密 大堀相藤 19c前～中
]10・11 2'詈 上鍋 映釉 (茶褐色) 普通 燕司ヒ産 ? 19c前～ 中
]8 2'膏 と鍋 映釉 (暗褐色) 粗 東北産 ? 19c前～中
DT221'G5 2'雷身だ巨し 168 映釉 (暗褐色) 粗 東北産 ? 19c前～中
l号溝 石組抜取埋土 露 天釉 (暗緑褐色) 粗 東北産 ? 19c前～中
l号溝 下部 雷鉢 次釉 (暗茶褐色 粗 東北産 ? 19c前～中
'5 2層
落ち込み 雷鉢 386 映釉 (暗赤褐色 ) 粗 東北産 ? 19c前～中
〕5 2)詈 雷鉢 映釉 (暗茶褐色) 粗 案引ヒ産 ? 19c前～ 中
15 2'詈 雷鉢 爽釉 (茶褐色) 粗 茶耳ヒ産 ? 19c前～中
表34 二の丸第17地点出土土師質土器皿観察表
Tab 34  Notes on unglazed ceramic plates at NIv年17
?? 遺 構 Щ 雀 氏笹 詩肩 回 中 仄ηし・F//JlW有4//J部位 備 考 図
?
?
困  幽 男 底 部外[ 方向
∋H001生6号濡 埋±1,2層 ロクロナデ ロクロナデ 司転糸切無調整I 左 ]縁～体部内外
,H0021生6号溝 埋±2層 ロクロナデ ロクロナデ 已転糸切無調整 1 右 ヨ縁
∋H003p9号土抗埋土 ロクロナデ ロクロナデ ]転糸切無調率l 右 8Z
ロクロナデ ロクロナデ 回転糸切無調整1 右
DH005静2号溝 下部埋土 103 ロクロナデ ロクロナデ 回転糸切無調整 | 右 ヨ縁
'H00d32号
溝下部埋土 ロクロナデ ロクロナデ 回転糸切無調整| 左 ヨ縁
3 07132号澪 下 部埋 土 128 ロクロナデ ロクロナデ 回転糸切無調整i 左 口縁
'H0081
32号溝 下部埋土 ロクロナデ ロクロナデ ]転糸切紙調整と 石
D 932号溝 下部埋土 137 ロクロナデ ロクロナデ 田転糸切無調整a 左 再面薄く付着物。何かは不明
3H01(厖号 濤 下 部埋 土 40 ロクロナデ ロクロナデ 回転糸切無調整a 右 勺面全体薄くモヤ状付着物
じ■01112号溝 下部埋土 122 ロクロナデ ロクロナデ 可転糸切無調整a 左 芍面付着物 外面薄くスス付擢
BH01,,号建物 礎石堀方 ロクロナデ ロクロナデ 回転糸切無調整b 左 口縁
3H01〔号土坑 確 認 面 ロクロナデ ミガキ ミガキ 不リ 82
DE01ィ7号土坑 確認面 128 ロクロナデ ロクロナデ 目転糸切無調整七 左 可あ り
H01517号土坑 確認面 ロクロナデ ロクロナデ 回転糸切無調整b 左
19号土坑 埋±5層 ロクロナデ ロクロナデ 回転糸切無調整b 右 口縁～底部内面
19号土坑 埋±5層 ロクロナデ ロクロナデ ]転糸切無調整と 石 I縁・体部内面
19号土坑 埋±5層 125 ロクロナデ ロクロナデ 下明 不リ 床部内外
19号土坑 埋±5層 ロクロナデ ロクロナデ 回転糸切無調整そ 左 英部内面付着物衰部外面受熟痕
19号土坑 理±5層 ロクロナデ
ロクロナデ・
下半ミガキ`ケズリミガキ
・ケズリ 不明
3H02]19号土坑 埋±5層 ロクロナデ ロクロナデ 回転糸切無調整 石 ヨ縁
19号土坑 埋±5層 162 108 ロクロナデ ロクロナデ 回転糸切無調整そ 左 本部外面
4 1 ロクロナデ ロクロナデ 回転糸切無調整セ不明 殉面底部薄く黒い痕あり
4号土坑 検出面 ロクロナデ ロクロナデ 回転糸切無調整b 左
不明
]縁 9
,H02514号土抗 埋土 層 ロクロナデ ミガキ ミガキ 9 bZ
珀02引4号土坑 埋土 層 ロクロナデ ロクロナデ ]転糸切無調整b 右
珂 14号土坑 坦土 | 層 ロクロナデ ロクロナデ ]転糸切無調整 左 内面に黒い液状の痕 9
,H02814号土坑 埋土 層 129 ロクロナデ ロクロナデ 回転糸切無調整花 左 υ もZ
之型型| 4号土坑 坦土 層 ロクロナデ ロクロナデ ]転糸切無調整l 左 9
判 2号井戸 埋土層 ロクロナデ ミガキ 不 明 其部墨書 9
判 2号井戸 埋土 ロクロナデ 目転糸切無調整k 右 氏部内外面墨言 υ
'H0321
2号溝 堀方 17 ロクロナデ ロクロナデ ]転糸切無調整そ 左 ]縁・体部内面 9
判 2号溝 埋±3層 ロクロナデ ロクロナデ ]転糸切無調整l 左 本部外面 9
判 2号溝 北側抜取溝 ロクロナデ ロクロナデ 回転糸切無調整k 右 9
〕号溝 坦土 ロクロナデ 不明 右 黄部内外面墨書 9
〕H0361 6号澪 埋±2層 12ユ ロクロナデ ロクロナデ ]転糸切無調整k 左 9
則 Bl1 3層 ロクロナデ ロクロナデ ヨ転糸切無調整ィ 右 ]縁～体部内外
312 3'雪 ロクロナデ ロクロナデ ]転糸切無調整l 右
シユU醍 311 3層 ロクロナデ
・
下半ミガキ ミガキ
・ケズリ ミガキ 不明
312 3'香 ロクロナデ ロクロナデ ]転糸切無調整ィ 右 ヨ縁部外面
〕H041〕 1 3層 ロクロナデ ロクロナデ 下明 不跛
311 3層 127 ロクロナデ ロクロナデ ヨ転糸切無調整b 左
310 3)詈 ロクロナデ ロクロナデ 回転糸切無調整セ 右 本部内外
310・11 3)冒 ロクロナデ ミガキ・ケズリ ミガキ 4ヽI1/
311 3層 140 ロクロナデ ロクロナデ 田転糸切無調整そ 左
311 3層 ロクロナデ ロクロナデ 可転糸切無調整L 左
311 3層 ロクロナデ ロクロナデ 下明 不明 ヨ縁部ケズリ
8号土坑 坦土 ロクロナデ ロクロナデ ド明 小 IHJ
'HO茎
9号土坑 埋土 ロクロナデ ロクロナデ 司転糸切無調整L 左 ]縁～底部内面
'H05(
号建物基礎北辺埋土 ロクロナデ ロクロナデ 下明 下明 本部・底部外面墨書
) 05ユ号塀 埋土 クロナデ ロクロナデ 下明 てヽり電 本部内面墨書 |▽ (力)」
,H05,号塀 坦土 ロクロナデ ロクロナデ 下明 不明 本部内面墨書
'H05〔
埋 土 132 ロクロナデ ロクロナデ ]転糸切無調整を 右
'H05ィ
ア号建物 柱 3 122 ロクロナデ ロクロナデ 回転糸切無調整と 左 句外 面薄 くスス状 の付 着
'H05〔
ピット338埋土 ロクロナデ ミガキ ミガギ 下明
'H05(
12号土坑 埋 土 ロクロナデ 下半ミガキケズリミガキ 下明 再外面薄くスス状の付着
'H05;
カクラン ロクロナデ ロクロナデ 回転糸切無調整そ下明 郡墨書 |ヤヤヤ
黛 蘇
番号 出上場所 器 種
J律 ∝ 雀 待 画
備 考 図 図砺
3H058ιυi二現 理 土 塩 豆 EIに格子日タタキ
14サ土坑 埋±2層 殉ぢ 囲 ロクロナデ 底 部外 向回転 糸切 反a
102号層 北側抜 取溝 殉歩 面 ロクロナデ
E102号再 選 ± 1層 塩 豆 利外 面 ロ クロナデ 底 部外
3H0628927●薦 j■ 2層 EF皿 凋外 向 ロクロナデ 底 部外 面 回転 糸切 痕b
DH063Bl1 3 冤塩 豆 (S岳こ) ロクロナデ 底 部外 面 回転 糸切 痕
3H064Bl1 3 ? 回 ロ ク ロ ナ デ
'11065) 6
B■3層
睡
内づ Elロクロナテ
B92堤雪 (幸1) 殉外面 ロクロナデ
'■
067」102号肩 面側抜 取溝 1焼塩豆 殉外 面 ロクロナデ
」■068ヒット349 ナH十 1爆揮 再 95 半に格子ロタタキ 9R
表35 二の丸第17地点出土その他の上師質土器観察表
Tab.35 Notes on unglazed ceramics(exCept plates)at NM17
表36 二の丸第17地点出土瓦質土器観察表
Tab 36 Notes on fumed ceramics at Nふア[17
表37 二の丸第17地点出土軟質施釉陶器観察表
Tab.37  Notes on lead glatted soft ceranlics at lW?117
表38 二の丸第17地点出土土製品・土人形観察表
Tab.38 Notes on day objects and igures at NM17
???
出上場所 器種 Af■
~ 器 高
備 考 図 図肪
3G001生6i種理 工3層 画・体部外 向 ロク ロナデ ロ縁 部 ミガキ
εG00240号薄 埋 土 ・ 口縁 部 ミガキ 外 山 ロ クロナデ 84
生2号薦 埋 土 氏鉢 日風 4ヒ 円 国剥 落 体 部外 向 に型押 しの花型 文様
DG004Z9号土坑 埋土 鉢 困回・4不封'外
国ロクロナデ 体部外向
底部内面に炭化物が薄く付着
DG00514号土坑 埋±1層 天鉢 内向 ロクロナ デ 体 部外 面 ミガキ・ ケズ リ 戊 部外 面 ナテ
DG006 Bll 1鉢 再向 ロクロナ デ ロ縁 部・ 体 郡外 面 ミガキ・ ケズ リ 84
εG007Z4号土坑 埋 ±1層 さ な t看 152サ阜 16 外面ナデ 94 84
DG0087号柱列 柱 ユ 火鉢 272 915 困回・卜罰∫外国ロクロナデ 底郡外面回転糸切無調整口縁部ミガキ 三足 ? 84
jじ009サ711夕」 んと8 轟 蚊遣 ) 9まみ径 4( 肉面不 明 外 面 ロ ク ロナデ 内面 に炭イ監物 多畳 に付 着
DG010撹舌L 入鉢 屑W十岡脚部 門lHlロクロナデ 84
,G011度乱 十育と 収手 に型押 しの花 型 文様 外 面 ミガキ
3G012不明 ^血 中空 回の両脇 に穿孔 あ り 94
と号 暗臭南 8 230 あ り
?
?
?
出上場所 器 種 蠍 管 命 置 備 考 図 嘲 麻
'N0011 2
165  芝二」L ほ 烙 玲租 収 手 のみ娠再 囚 向 '外向 ロクロナデ
9号土坑 埋 ±4 ニチュア (不明) 蛤和 内面・体部外面ロクロナデ 底部外面回転糸切無調整a(左)
?
?
??
出上場所 器 種 命 尚 備 考 図
??
???
????
7号土坑 確 認 面 へ形 (るF記, 司手 欠 マづくオa
19=土坑 埋±5層 下部 欠 J つ くね 困罰
`に
上 玉が あ った と考 え られ る
じ0003層 人形 (ぢ長争)
「
‐半分 のみ努 き回剥 離, 左 Rl脚罰
`欠
槙 中冥 型作 り
C0004 入形
表39 二の丸第17地点出土軒丸瓦観察表
Tab.39 Notes on round eaves tiles at N?[17
表40 二の丸第17地点出土軒平瓦類観察表
Tab.40 Notes on nat eaves tiles at N?l17
盆 露
呑号 出土場所 瓦当文様
聴 当 世 4‐■
(cm)
鮨 当 四 f■
(cm) '司'豚
甲目
(cm) 釘穴 備 考 図 図版
l tlUlE5  69号籍  埋土 九曜
T002B1536号澪 埋 ±2層 こ珠 三 巴 (左巻 き,
T004E・F9 整地 層A
T005 向 l
4,=!玩 埋 ± 1 2月璽 花 |
21号在夕u 両 122
T008E・F9 4号木樋 掘 万埋 土 両 96
T009F2・3 32号種 樋 方埋 土 九曜
T010B9 14号土坑 検 出 向 岡
T011F10 2号再 北 側坂 収儒選 土
T01 1,曽 177
±2層 向
D10 2号井 戸 埋 ±2層 三5両 95
T015D10 2号井 戸 埋 ±2層 両 2
T016D10 2号井戸 埋 ±2層 両 1
T017ビ ッ 埋 土 岡
T018ビッ ト330  逃二L 磋赤 二 巴 く左 巷 さリ
T019 14 2層上 回九沼 め
T020C13・14 2層上面瓦溜め 三引両 刻印あり
?
???
T02113・14 2層上 面 瓦溜 め 九曜 123 96
T0221層・ 撹 乱 =R(芹米Å
???
出上場所 瓦当文様 瓦当形状 瓦当垂長rrm、
? ?
備 考 図 図版
T0239サ再 選土 鯉翼 雪 祥 径 +厨耳 繁 自 太 剣 245
〕・E !2,曽 明 十片 阜 6類
υ・E12 46号
102642号溝 埋 土 粕 十唐 阜6類Υ
T02729号土坑 理 土 太 剣
T028 D8'9整地層A 三 の丸 B-4類 太 剣
T029E・F9 4号木樋 掘 万逃 土 隠+唐軍3a類 太 剣
T030F3 32サ再 上部
'望
土 劇す多結 オ霊2類十厨 豆3b麹 中賓U
T031 削 橋梃 1類+唐早3b叡 夫 賃u
3a/3b類
T0334号建物 石 夢 5 硼桔 梗 1/2類+唐草3b類 太 冥U 7
T034D10 2号井 戸 埋 ±2層 娑桔梗 1類+唐軍 la類 太 剣
T035D10 2号井戸 埋 ±2層 太 剣
T03619サ土坑 埋±4層 側栗 雪持 笹 +唐早2類 太 剣
T037B14 1サ建物 丞榎北辺 十 小 明 賓り高
l号柱 列 柱3 二 覆 笹 2a類十唐 阜 la類 (質J
T040HX4 1号溝 埋 土 工戸テ 1食」
T041]10 2'雷 ■+唐車5類 1父」
T042G13 2層 雪持 三枚 笹 十唐 軍la類
4 2層上 向見沼 め 三枚 得 22麹+唐軍 ln鞠 中剣
め 三 杖 径 lb類十庸 軍 12類 太 剣
ltI瓦溜め 生声 ラ
T046 4 上面 瓦溜 め 三引両 十唐 草 la類 束 笑」 252
T047 4 2層上 面 瓦溜 め 三引両 十唐 軍5類 中剣 248
登録
番号 出上場所
室 長
(cm)
aFり涌
(cm)
ささ‖,
(cm)
???兎切 込 長(cm)狽切 込 長(cm)比当小巴部分文様
? ?
瓦当垂れ部分文様 九 当 圭れ形状 釘穴 図 図版
^明
十層亭2袈 太貫U
T049 挫 土 三根 径 十居 耳la類 中要U
T050B15 2,詈 巴 (左巻 き
T051周査区南西隅 2層上面掘込み 巴 (左巻 き 三枚笹2a類十唐草1▲ 甲 剣
師回期 共 同構撹 乱 巴 (石巻 き
」10 2層落ちコ,溜め 255178 /Fiフ 中 創 2
表41 二の丸第17地点出土軒桟瓦観察表
Tab.41  Notes on eaves―pan tiles at N?[17
表42 二の丸第17地点出土丸瓦観察表
Tab 42 Notes on round roof tiles at N?[17
表43 二の丸第17地点出土平瓦観察表
Tab.43 Notes on natr。。f tiles at Nh/117
表44 二の丸第17地点出土板状瓦観察表
Tab.44  Notes on tiles shaped bOard at Nh/117
霊 琢
番号 出上場所
??? 切R中鳳(cm) 〃七叩厨(cm) 二 豚 鴨(cm) 局さ(cm)
???ぅ 備考 図 図版
T055 埋 土,5  6υ
=テ
沼軍 7
T056;6=チ習写  あこ封ヒNo2 285
T057,6=チ浮写  あ已JしNo3
5サ再 逆土比No2
土九No4
T060,1,
T06ユ
? ?
282 1
T062;4号輝 埋 土
T063,4号薄 埋 土
T064,4号岳 埋 土
堅 地層A そU印あり
Tl( ッ ト443  どと三L そU印あり (①,
T1101層・ とIJあり 114
霊 球
番号 出上場所
長
(cm)
??? 〃七中目(cm)含株 (映ノ(cm)鈴珠 (尻)(cm) '旱さ(cm) 備考 図
T0651号井戸 下部埋 上
T066F5 6貯溝 埋土
T067D8・9 踏 地A'層 10589
3■土坑 逃土 282
戸 4■Z層
T070 戸 埋+2層
?
?
?
出上場所 長さ(cm)
?
?? 厚さrrm、 溝 釘欠数 備考 図 図b
r0754号本樋 桝 内部埋 土 368 3 向 万 4 10も 9Z
1｀076 じ9 9サ焉 逃土 F9 9サ薄 埋土 向 万 4 全体 的 に反 る
F号任 夕U 柱8 4
T078B9 14サ主死 逃土 し 296X29 0cm  ほIF」L潔了)夕、鷲ユ荀民サLP
T079D10 2号井戸 埋±2層 な し 2 109
T080C13・14 2層上 面瓦 溜 め 241 な し 2
222
???
出上場所 Υ 長(cm)
??? き き中昌(cm)
?
?
?
? 標 LFVT
面形
↑え甲鳳
(cm)釘穴数 備考 図 図版
24号狂 柱 4 め 万 形
T072E10 2 行 1
T073D・El1 4層上面瓦 囲い 平 行 2
T074ビット201 坦」il 297 平 行 2 あ り
表45 二の丸第17地点出土板塀瓦観察表
Tab.45  Notes on pan tユes used fOr fence tiles at Nh117
表46 二の丸第17地点出土平瓦 1類観察表
Tab.46 Notes on type l Of nattュes at N?π17
表47 二の丸第17地点出土平瓦2類観察表         表48 二の丸第17地点出土鳥伏間観察表Tab 47 Notes on type 2 of nat tles at N?l17      Tab 48 Notes on round eaves tiles of corner at Nh7117
登録
番号 出上場所 瓦当文様
叱当 匡■
(cm)
l・Lコ四拒
(cm)'司
豚 中屋
(cm)図 図版
1003,9 搭地層ヂ b6
表49 二の丸第17地点出土桟瓦観察表
Tab.Notes on pan tiles at NM17
全鎌
番号 出上場所
?
??
改 鴨
(cm)
? ?
舒殊 (吸
(cm)
針休 く尻 フ
(cm) '旱
さ
(cm) 偏 考 図 図肪
18  4層 「 郡 × | 14T 2 IZi儒 選 土
T 3 帯 理 ■ 3層 l①J 97
T 4 ・D6 46号議 埋±3層 |∠ゝ 4 tJ7
T 5 38 整地層A 九曜文 4
1｀ 6 F9 1号層 上 部埋 土 く の写引犬の刻 叩 4
号 再 上罰∫逃 土 ンマ
T 8 i再 41泄抜収姓土
T 9 ]10 2層落ち瓦溜め スタンプJ犬の刻印
T120〕11 2層 8 刻印 フ 4
T 1 ]10 2)曽 簗U印あり (文宇 ? 4
T122F10 2)曽 〔U叩 |ムカ」 4
1｀123 2層 封JIエ 4
T124l 2)曽 刻HJあり (すあ る い は十 十 ) 4
T125 2)膏 14
T126
'9  2
簗」E「 | ト 4
T127
=8  2 舛EΠ Iン 4128 13・14 2層上面瓦 溜 め 緊J[「ちらり  (C)かP) 4
保 r r4′卜」 4
1180 の~f状の刻 H] 4
T131 4
T13313・14 2層上面瓦溜め 9xl印角判 7
T13413・14 2層上面瓦 溜 め 刻F「角判 4
T1361層'撹乱 刻印 1冨五 J
T137 1冨四 四」 4
????
出土場所
?
??
?
?? 濤
???‐ 備考 図 図肋
18サ柱テU 柱 6 l①」
14 3)旨 14
???
出上場所 全 長(cm)
全幅
(cmⅢ
さ き鴨
(cm)
さ ё足
(cm)
死切 込 長
(cm)
頭切込孵
(cm) 釘 穴 備考 図 図版
]10 2,曽 衆U叩あ り
1135 あり、冨九 14 97
表50 二の丸第17地点出土面戸瓦観察表         表51 二の丸第17地点出土輪違い観察表Tab.50  Notes on filer tiles at Nh117               Tab.51  Notes on ridge decoration tiles at NK/117
表52 二の丸第17地点出土棟瓦観察表
Tab 52  Notes on ridge cOver tiles at N?[17
登録
番号 出上場所
?
??
?
??
???'早ご(cm)備考 図 ヨ 跳
T D9 整 地層A 131
■ 1112 43サ再 掘万埋土
T083 井戸 辿±1層
T084■0 4サ塀  迎≧土
T085H14 2 86
?
?
??
出上場所 長(cm)
???ぅ
???ぅ高さ(cm〕
???図 図砺
T086315 1サ建物恭TRIt吏】 1■2 94
/●R録
番号 出上場所
長
(cm)
?
??
桟 鴨
(cm)
きき幅
(cm)
さ さ足
(cm)桟形状 溝 備考 図 図跡
T087l層・Tjt乱 283 平
3号井戸 埋 ±1,2層 半 97
表53 二の丸第17地点出土T字瓦観察表
Tab.53 Notes on tles、vhich ngures of sections are “T" at NW117
表54 二の丸第17地点出土その他の瓦観察表
Tab.54 Notes on various roof tiles at NWl17
盆 琢
番号 出上場所
全 長
(cm)
全幅
(cmⅢ
矢Лこ古
"W百(cm)
莉ご く■
(cm)
膏さ (2)
(cm)断面形 釘穴 備考 図 図跡
T088ツ1=荘 企工5 半 2 94T0895号建 Яζ芝 ミ石 夕り 平
T0904号木怠 桝 内 平
13・14 2層上 面 瓦溜 め 平 亥J HJ汐b19
???
出上場所 種類 備   考 図 図版
C13・14 2層上 面瓦 沼 九 5
C13・14 2層上 面瓦 溜 比 6T0933,号澪 中部埋 土 鬼 瓦 の一 部 か ?
T0942号井戸 埋±2層 鬼瓦 の一 部 か ? 2 96T0952号溝 北 側抜 取 溝jIF十 見 比 の一部 か ? 2T09627=妻三L七毛 只〕.の一一那か ? 2T097H9 3層 不 2
1 4号建物 石列 5 その 変形 の平 瓦 ? 2
TO〔 2号再 掘 方埋 土 そ の 隅九 の一 部 P 2
T100け・E10 4層上 固 その他 変形 の半 九 P 2
T101 イヽ明 その他 隅五の一部 ? 2 96T10246号濤 埋±2層 そ の他 輪 逗 い に類 似 した 形 慕 3T103F2・3 32号溝 掘方埋土 そ の他 板 塀 兄 の棋 尭 の 一 部
`か
3T104E17 埋 土 そ の 箱棟瓦の可能性あり、釘穴2 3
Dll 埋 土 そ の 箱標瓦の可能性あり、釘穴 1
Tl 12サ土坑 埋土 そ の 3条の筋 あ り、え斗 瓦 の一種 か 3T107Dl1 2層 その他 憂キ比 P
T142じ4 3)曽 不 明 ЙU HJあり 4
T143イヽ IIB 亥U HJあり 4 97T1443号井戸 坦±2層 不 明 亥U HJフ 4T145E10 2層 イヽ明 刻 印□ 4
224
???
? 出上場所 種類 種類 田 C 購 み 径 命 尚 商み 稿 文様等 高台 (摘み) 内銘 図 図版
W001号 井戸 下 罰
`選
土 漆 椀 轟
W Ю9号再 埋土 襟 柄 身 れ:肉 南矢 外而塁 外而権甘 うに,
W b号土玩 埋ヤ れ:内聞矢 外面塁 外m斤支 うR)
Vヽ004
?
? 也 :囚El禾 外 画黒 外 画文様 (朱)
7ヽ005 土坑 埋 土 身 (究ミ,
M「006 4号土坑 埋 ±2層 漆 椀 蓋 也:内面朱 外面黒 外面文様 (朱)
W0079号土坑 逃 ±5層 漆 椀 身 也 内面朱 外面黒 外面家紋 (銀)3カ所 117
W008 6層 捺 掘 身 也:内向朱 外画黒 外 lEl家杖 (朱)3カ所
VΥ00tJ れ!内向矢 外南塁 外南支続 (銀)
Vヽ010 9 :問曲矢 外 山黒  冨 台 夕〔) 17
W01ユ18号柱テ」 柱9 更   (身こ) 117
M「0124号柱 列 柱 15 漆 椀 也 :内面朱 外 面黒
W013■号柱 列 柱 15 否 椀 身 也 i内面朱 外 面 黒
WV014イヽ明 漆 掘 霊 也 :内面朱 外 面 黒 外 面 家 紋 ?(朱)
VΥ01IB5 面北鉄管種きL 舶 :内向矢 外 南塁 外 面柔 縦 矢
ハヽ「016 地 :内血矢 外 血畢
覇「017 回 矢 外 国 夕R)
Vヽ018ll号土 坑 遅 土 漆 皿 卜面朱 内面竹支 (i 98
覇「019 漆 皿 122 地 :内面朱 外 面 黒 内面 文様 (黒・金 )
表55 二の丸第17地点出土漆椀・漆皿観察表
Tab 55 Notes on wooden implements with lacquer at NM17
表56 二の丸第17地点出土その他の漆塗製品観察表
Tab.56  Notes on various、vooden implements with lacquer at Nh/117
表57 二の丸第17地点出土円板状木製品観察表
Tab 57  Notes on M/ooden implements shaped round plate at NW117
???
出土場所 種類 文様等 図 図版
VV 020 森 箸 全 向朱
Ih1 0Zl 森 箸 とさ243cm 全 向黒
W022E8 b4土 漆箸 24 3cm 卜地黒 上瑞 禾
Ⅵ「023 7号建物 柱3 漆塗しゃもじ 0 7cm 全面 1lR
Ⅵ「024 19号土坑 埋 ±5層 検窒 しやもじ 全面朱
覇「02519号土坑 逃 ±5層 漆塗しゃもじ 全 面朱
W0266号土坑 逃 土 漆 塗小 型容 器 加 :内外 fal望 外 葡 す 様 (矢〕
WV027 卜音低理 十 塗櫛 a32cna  b 46cnl  c 22cコ n  引阻 : 兵阜  再子路含イr和環・牟雹夢〔 (`ば,
IV028 7号建物 さ13 4cm 最大 幅7 4cm 厚 さlcm 全 回黒
∇V029G5 2層 桧 闘 黒
覇「030l号井 戸 下 部埋 土 漆 塗不 明
0録
番号 出上場所
??? ′学 備考 図 瓢肪
W0682号井戸 埋 ±2層 甲う〔|こ/」ヽ
W0692号井戸 逆 ±2層 中づRIこ/1 子ヽし
Vy070 中,と|こ百fし
′ヽy071 Hヨ〕ζに″トギI
覇「072 土 」7t 瑾 4
覇「073 土坑 埋 ±5層
VV074 土坑 埋 ±5層 中とえに/1 τヽ
WV07519号土坑 埋 ±5層 165 中央 に/J壻 樹 度摘 み ?
W07629号土坑 逃 土 /1 了ヽしあ り
W 30サ土坑 逃土 1ヨヲtに毛豆fし
Vy0787号建物 任3 Hロリピ|こ/トイ|
VV079 7を在ケJ 荘2 中う思に /Jヽ
M「080 ヒツト360 4■ 119
WV08ユ 33号土坑 埋 土 民 に /1ヽ
Ⅵ「OR2 埋 土3R 土抗 民 に
登録
番号 出上場所 種類
?
?? 島 備考 図 図妨
W994 逃 土 下 駄 123
Ⅵ「095 み9号土坑 埋土 下駄
熊 四 IPt/J
下面の周囲に丸い木釘
上面に穿孔
(畳表を打付けた痕)
M「096F号建 物 柱3 下 駄 218 4 札型 運歯 底 に小 石付 着
W097F号建 物 荘 5 216 型運 歯 底 に小 石付 着 123
表58 二の丸第17地点出上下駄観察表
Tab.58  Notes on、vOOden clogs at NA/117
表60 二の丸第17地点出土楔観察表
Tab 60  Notes on Mたooden implements
狂辱掃♀を1謡;争fil砒瀞i講醍員♂論7
shaped、vedge at NK7117
???
? 出上場所 長
?
??
??
図
W l号塀 埋 土 102
W 1■塀 埋土 1232 25 122102
W 30号塀 埋 土 26
W ;塀 逃 土 192
W 1号 122102
W 1彊許 瑾 122102
W 〕9 3号塀 埋 土 1 102
W 〕号 井戸 埋 ±2層 2 102
W 36サ井戸 埋±2層 120
W 号井戸 逃 ±2層 122102
W ι●井 戸 選 102
W D号土坑 週 102
W つ号 土坑 埋 122102
W ] つ号 土坑 埋 土 2 102
W ア号柱 列 柱 1 102
W l号柱 夕」 柱 11 122 102
W ツ ト345  どと二L 122102
W 7号 102
W 46 ッ ト394  辺三二L 31 102
駒h轟爵棚 腿驀姦搬陥17?
?
?
出上場所 咀 C 希 尚 備考 図 ヨ 鴎
W062;井声 逃 +4 156太荻 、 囚 Elに
W06319号土坑 理 土 走形 と し泄 (樹反,残石
W06419号土坑 埋 ±5 ひしゃくP とじ紐 (樹皮)残有
Vy065Ю号土坑 埋 ±5層 7 71・向 に黒漆
W066レ9号土坑 埋土 祉 (樹皮)残存 墨書 1内+
W067132号●Ltti  )1+ ひ やく? とに冊 併討庁)
登録
番号 出上場所 先端形状
室 長 最大径 整形 備考 図 図版
VΥ0316号土坑 埋 土 D 740 LT田長 万鯵 120Vヽ032 坑 埋 土 AA
Vヽ0338 玩 埋 土 AA 2330
VV034 18号土坑 埋土 AC 2210
W03519号土 AA 120
Ⅵ「036 19号土坑 埋 5 AA 1,∩
VV03719号土坑 埋5層 AA 210
W 19号土坑 埋5層 AA 2070 4
氏ヽ「039 土抗 埋5層 AB 2090 被熟
Vヽ040 逃5盾 AC 7 断面長 方形
Vヽ041 埋5層 A 1670
W0429号土坑 埋土 A とF弩
`【
W04329サ土坑 埋土 AA
W04429サ土坑 埋土 AA
W04 号土坑 埋 土 AA 2310
W04 土坑 埋 土 AC 2400
Ⅵ「04729‐ 逃 土
Vヽ048 埋 土 2400
W049 土坑 埋土 AA
W0503Z電土 七 埋 土 AA
W05132号土坑 埋 土 AA 2100 良
覇「052 ビット391 埋土 AC
覇/053 L坑 埋 土 AA 2380
∇7054 逆 土 AA 2250
Aヽ「055F4 蔦 下 部選 土 AA 2110
W056F5 32号溝 中部埋土 AA
W057C・D8 46埋±3層 BB 2440 跡 lal四角形
VY058・D8 46号盤 ±3層 BB 2390
VV059 Dl 帯 埋 ±3層 BB 2490
VV 060
「
4 69号濡 埋土 BB 2480
Ⅵ「06ユ AA 2100
表62 二の丸第17地点出土櫛観察表
Tab.62  Notes on、700den combs at NW117
表63 二の丸第17地点出土桶観察表
Tab 63 Notes on troughs NW117
表64 二の丸第刊7地点出土その他の木製品観察表
Tab 64 Notes on various、vooden mplements at NA/117
???
出上場所 法量 cm 図 図版
M「02732号溝 下部遇土
a32cm b 46cm c22cn
地 :黒 蒔絵竹梅・
雀支 (令)
W098 埋±5 a(41)b41 c
Vヽ099 澪 下部埋土 a75  b56  c20
W100l号石 敷 埋 土 a86 c14 103
V「164 Я 105  b49  c ll103
???
出土場所 種類 特徴等 備考 図 ヨ 跳
VV∪も3 5号上玩 埋土 大 板 cm 厚 2 1cm
M「08439号土坑 埋 土 桶天板 と350cmlcm
W0852号井戸 埋 ±3層 桶天板 垂18 2cm 厚1 7cm尭印 あ り????
????? 17号れこ夕J  4■l 楠天板 登14 4cm 厚0 8cm
2層落ち込み 冤叩 あ り
VV 088 2層洛ち込み
M「089 土坑 埋 土
29号土坑 埋土
表零ab元?稔髯晨熟逮有誌籍露震lⅢl)
表66 二の丸第17地点出土古銭観察表 (2)
Tab.66 Notes on coins at NM17(2)
表67 二の丸第17地点出上煙管雁首観察表
Tab.67 Notes on pipes(stemS and bowls)at NM17
表68 二の丸第17地点出土煙管吸口観察表
Tab.68 Notes on pipes(mouthpieces)at NM17
霊 琢
番号 出上場所 全体形状 火皿形状 接合方法
目封
'ア ワセ メ
全 長
(mm)
火皿直径
(mm)
フ ツ ロ 回 雀
(mm) 図 図版
な000]2号岳 南側抜 取溝 Ⅱ C 3 上 5
Ⅵ00
6;再 姓 ± 2層 IB 3 左 620 5 132
9 4±2層 Ⅱ B 2 左
1/1000( 埋 土 2月雪 ⅡB 2 左 515 1
M0007澪 堀方埋土 ⅡB ″ 石 上 13‐14
M000C5 土坑 埋 土 ⅡB 2 485
19サ土坑 埋± 5層 C 2 400
ⅥI
土坑 埋 ± 5層 B 2 左 0
瓦 姓 ± 5層 ⅡB 2 左 0 132
171001C4 2堤雪 ⅡC 3 上 600
M001C土坑 選 ll C 2 上 515
M∩02f 柱 列 柱 | 戸
登 録
番号 出上場所 全体形状 全長 (mm)ラウロ直径(mm)吸口直径 (mm)図 図跡
M00U之Z→ 種 埋 ± 2 ■B 132
M000312号濡 南側抜取溝 IB
Ⅵ0008169サ薄 埋土 IB
Ⅵ001(
X/1001ユ
5号土坑 埋 土 IB
5号土坑 連 土 IB 600
M001乏 620
M0017土 玩 埋 i5
M001[土坑 埋 ± 5 ⅡB
表69 二の丸第17地点その他の金属製品観察表
Tab.69  Notes on various metalimplements at Nよ江17
表70 二の丸第17地点出土ガラス製品観察表
Tab.70 Notes on glass implements at N?l17
表71 二の丸第17地点出土石器・石製品観察表
Tab.71  Notes on stone implements at N?【17
登録
番号 出上場所 種類 材質 備考 図 図版
M00Z]チ11  2 警 鋼 133
M002乏 311  3 争 133
M002[4号土坑 埋 ± 1
M002電 4号土坑 埋 ±2擢
M
号井戸 堀 方 し把手 鋼
井戸 逃 ±2層 釘 鋼
hI002写 確 認 向 釘 鋼
?I002[ 釘 鋼 斯 り留 め金具 か ?
M002C号土坑 確 133
M003(
'号
穏 埋 ±2
低003ユ6 薄 埋 土 円 , 釧
iV1003
9号土坑 埋 ±5燿 注 釧
1号十玩 操 十 節 金 具 銅
盆 雰
番号 出上場所 種類 特徴 図 図b
G001 11
G002l層・攪 乱 警 10cm
G003号轟 石組坂収埋土 警 目0 5cm
G004;扁 逃 上上 罰∫ 警 幅15cm
じ005 審 叩民0 8cm
G006 土 現 埋 + 鴨0 6cm
G007
???
出上場所 種類 石 材 特徴 図 コ版
S001l号井戸 埋土上部 剥 片 貝 死 剥 離 が み られ る
4b)晋 剥 片 F尋身 二 次加 上 が み られ る
6号土坑 埋 土 火打 る メノウ
l層・攪 乱 火打石 メノウ
火打石 メノウ
硯 雲 ね 睡の左 辺 側 に くぼみが み られ る
1号溝 石組抜取埋±1層 〉看
上 現 埋 土 Z と舅ヨ
S009 ,儲万 不 明
6.考察
(1)検出遺構の検討
第17地点における検出遺構については、大別4段階、細別10期に分けて、本章4.において報告してきた。こ
れらの各期の遺構について、文献記録・絵図との関連で考えられる点について検討し、遺構の変遷についてまと
めておきたい。また、遺構の様相から派生する課題について、若子の検討を加えてみたい。
①文献記録等に見える二の丸地区の変遷
最初に、二の丸地区の土地利用や建物配置に大きな変化をもたらしたと考えられる、文献記録などに見える事
柄を確認しておきたい。年表風に抜き出すと次のようになる。
慶長5年～慶長末年頃 (1600年～1614年頃)
伝伊達宗泰 (初代藩主伊達政宗の四男)の屋敷の造営
五郎人姫 (政宗の長女)の帰仙に伴い、伝宗泰屋敷の北側に西屋敷を造営
二代藩主伊達忠宗により、伝宗泰屋敷の区域に二の九を造営
五郎八姫死去、旧西屋敷は天麟院様元御屋敷と呼ばれるようになる
元禄年間 (1688年～1700年) 二の九改造、旧西屋敷の範囲に中奥が拡大
元和6年(1620年)
寛永15年(1638年)
寛文元年 (1661年)
文化元年 (1804年)
明治2年(1869年)
明治4年(1871年)
明治15年(1882年)
落雷による火災のため二の丸全焼・再建
版籍奉還
廃藩置県
火災による旧二の九建物群全焼
これ以外にも、地震などの天災による被害と、その復旧の記事があるが、二の九全体に影響を及ぼすほどのも
のではないと考えられる。また、後に詳述するが、今回の17地点の調査区は、西屋敷が置かれていた区域よりは
南側にあたり、伝伊達宗泰の屋敷が関連するものと考えられる。そのため、西屋敷の様相については、直接の関
連は考えなくても良いものと思われ、必要な範囲でのみ触れることとする。
これらの文献記録に見られる動向と対比させつつ、次に各期の遺構について検討を加えていきたい。その際、
基本層3層が文化元年の火災に伴う整地層、基本層2層が明治15年の火災に伴う整地層であることについては、
出土遺物の年代観から確実と考えられることから、これを基準として検討することとしたい。また本章 3。 (3)
で検討したように、Ⅲa期は元禄年間の二の九大改造時のもの、Ⅲb4期は文化元年の火災直後の一時的な段階、
Ⅳc期は明治時代に下るものと考えられる。これらの時期については、前述した以上の詳しい検討は難しいため、
ここでの検討対象からは除外することとしたい。
②二の丸造営以前の遺構
今回の調査で、寛永15年(1638年)の二の九造営以前に遡るのは、 I期である。二の九造営以前には、伊達政
宗の四男である伊達宗泰の屋敷が存在したと伝えられる。伊達宗泰の屋敷については、伝聞に近い記録があるだ
けで、その真偽は明確でない。また、本丸造営に近い時期からこの区域が使われていたとしても、その全ての期
間が伊達宗泰の屋敷であったとは考え難い。そのため、ここでは伝伊達宗泰の屋敷と呼称する。なお、伝伊達宗
泰の屋敷の北側には、元和6年(1620年)以降、伊達政宗の長女五郎人姫の西屋敷が置かれている。
二の九造営以前に遡る遺構は、第9地点の調査において、まとまって発見されている (年報 8)。また、第 9
地点に隣接する第4地点においても、関連する遺構が検出されている (年報 5)。これらについては、以前に検
討を加えたことがある (年報 9)。第9地点で検出された二の九造営以前に遡る遺構は、 Ia期・Ib期・Ⅱ期
に細分されているが、それらの詳細な時期は明確にはなっていない。その中でもIb期が、もっとも様相が明ら
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かで、調査区南よりに掘立柱建物が多数あり、北側には16号溝が存在する。この第9地点で検出された二の丸造
営以前に遡る建物などの方向は、北で28～30度西偏している。第9地点の16号溝は、第4地点において検出され
た8号溝がその延長に相当する。さらに、この8号溝より新しい段階になるが、 8号溝の北側に浅い堀状の部分
があり、その中に小規模な6号溝と7号溝が並んでいるのが検出されている。これらの溝は、伝伊達宗泰屋敷の
北端を区画するものと考えられる。この第9地点の16号溝を、北から約28度西偏した方向で今回の調査区の方へ
延ばすと、 I期の段差の位置とほぼ射応してくる (図135)。この段差は、 1号井戸の脇でほぼ直交する方向に折
れ、南に延びている。この段差は、切土を行い、平坦面を作出したものと考えられるが、その範囲が、第9地点
で検出された遺構と、何らかの関係を有していると考えることができるであろう。ただし、段差の周辺に、第 9
地点の16号溝の延長や、他の溝・塀などの区画施設が延びていた痕跡は認められない。切土による整地の外側は、
あまり手が入れられない状況であったものと思われる。
以上の点から、今回の調査区で検出された段差に囲まれた区域は、第9地点などで検出された伝伊達宗泰屋敷
の範囲に含まれるか、その外恨Iであっても、関連して使われた区域であったと考えられる。しかし、今回の調査
区で検出された確実な遺構は、井戸1基だけであった。後世の遺構による破壊も多く、遺構がこれだけと断定で
きるわけではないが、建物などの施設はあまり造られていなかった区域にあたると考えて良いであろう。
伝伊達宗泰屋敷の北側に、元和6年(1620年)以降存在した西屋敷の遺構は、第5地点の調査におけるIa期
が相当する (年報 6・ 7)。東よりの部分で礎石建物が、西よりの部分では複雑につながる池からなる庭園が広
がっている。この西屋敷の建物は、後の二の九と同じ、24～25度西偏した方向で造られている。伝伊達宗泰屋敷
と五郎人姫の西屋敷では、造営基準となる方向が異なる。両者で方向に違いがあるため、屋敷の境界部分がどの
ようになっていたのかは、次の二の九と西屋敷が併存する時期の境界を考える上で重要であるが、現状では判然
としない。少なくとも、今回の調査区の中にまで、西屋敷の施設が延びたり、境界となる施設が延びることはな
いものと考えられる。
③改造前の二の丸期の遺構
寛永15年に二の九が造営され、元禄年間に大改造される前の段階は、今回の調査ではⅡ期に相当すると考えら
れる。二の丸の北側には、五郎八姫の西屋敷が存在し、寛文元年 (1661年)の五郎八姫の死去以降は、「天麟院
様元御屋敷」と呼ばれ、蔵や作業場など、二の丸に付随する実務的な建物が置かれる。図136には、今回の調査
地点はⅡ期、第5地点は「天麟院様元御屋敷」の時期に相当すると考えられるIb期(年報6。 7)、第9地点
は改造前の二の丸期と考えられるⅢ期の遺構 (年報8)を掲載した。
元禄年間の改造が行われる前の状況を描いた絵図は、「御二九御指図」「肯山公造制木写之略図」力戦日られてい
る。「御二九御指図」は、17世紀中頃と推定されるものであるが、二の九でも表向きの部分を描いた絵図であり、
中奥部分は描かれていない。そのため、今回の調査地点を検討するためには使えない。「肯山公造制木写之略図」
は、仙台城全体を描いたもので、二の九も中奥を含む全体が描かれている (図137)。ただ本図に関しては、成立
の時期やその性格をめぐって、様々な意見が出されている。それぞれの意見についてここで詳細に検討する余裕
はないが、存在しなかった本九天守閣が描かれているなど、実現されなかった計画段階のものを含んでいること
は確実である。その一方で、文献記録などと良く姑応する部分もあり、ある程度は実態を伝えている可能性はあ
る。しかしその場合でも、細部がどこまで正確かについては別問題であり、慎重に扱う必要がある。
これらの他に、仙台城全体の状況が判るものとして、正保2'3年(1645・46年)の「奥州仙台城絵図」がある。
城下全体を描いた絵図だが、仙台城を描いた最古の絵図で、西屋敷が唯一描かれた絵図でもある (図137)。
まず、南北の位置関係を、これらの絵図を参考にしつつ、検討してみたい。二の丸の北辺が、どのように廷び
ていたのかという問題である。
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1.正保2・ 3年(1645'46年)「奥州仙台城絵図」(『絵図・地図でみる仙台』より)
台所門Яr
「肯山公造制木写之略図」 (『近世武士住宅』より)
図137 二の丸第17地点調査区周辺の絵図 (1)
Fig.137 The picture maps around NM17(1)
2.
235
「正県二・三年図」では、二の丸と西屋敷の間には、道路があるものの、それをはさんで両者は接している。
両者の間の道路は、一直線に延びる。二の九正門である詰之門の前の道路と、西屋敷の間の道路は、直交するよ
うに描かれている。西屋敷と二の九では、造営の基準となる方向が、北で24～25度西偏することから、この場合
は二の九の北辺も同じ方向になると考えられる。一方、「木写之略図」では、二の丸北辺の台所門の西側は、途
中からやや北に張り出す形となっている。両者の絵図では、二の丸北辺の延び方が異なっている。
先に述べたように、伝伊達宗泰屋敷と西屋敷の基準となる方向が違うため、第三の想定も可能である。すなわ
ち、伝伊達宗泰は北から28～30度西偏するが、後に造られた西屋敷は北から24～25度西偏する。西屋敷を造営し
た際、伝伊達宗泰屋敷との境界は、先に造られていた伝伊達宗泰屋敷に合わせて、28～30度西偏して造られ、二
の九もそれを踏襲したという想定である。このように、二の丸の北辺が伝伊達宗泰屋敷の北辺を踏襲していたと
すると、今回の調査区の北端で検出された便槽遺構が、二の丸の外側に出てしまい、西屋敷との間の道路の付近
に位置することとなる。したがって、第三の想定は、検出遺構の様相から見て無理がある。
これまでの調査成果と絵図との汁比から、第9地点の北東側に、二の丸の裏門である台所門があったと想定さ
れる。第9地点の調査では、調査区の北端近くに、東西に延びる、溝の中に柱を立てた塀と考えられる遺構が検
出されている。台所門との位置関係から、この東西方向の塀が、改造以前の二の九北辺の塀である可能性も考え
られる。そこで、この塀を、北から24.5度西偏する方向で廷ばしたのが、図136である。この場合、第9地点の
塀の延長が、今回の調査区北端のあたりに位置することとなる。便槽遺構が、この北辺の中にかろうじて入る位
置である。二の九の塀は頻繁に造り替えられており、この東西方向の塀が、便槽遺構と同時存在したかどうかは
不明である。また、微妙な位置関係のため、基準の方向がわずかにずれると、状況は異なってくる。
一方、「木写之略図」のように、二の丸北辺の塀が途中から北へ張り出していたのならば、便槽遺構は確実に
二の九の範囲内に入ることとなる。しかし、二の九北辺が張り出すならば、西屋敷が二の九と同じ方向で造られ
ているのに、なにゆえ両者の境界に異なる方向の部分が造られたのかを説明することが困難となる。
現在知られている情報からは、この両者のいずれが正しいのかを決定することは難しいと言わねばならない。
しかし、検出遺構の状況から見て、今回の調査区は二の九の範囲に含まれているものと考えておきたい。
東西の位置関係を、次に見てみたい。「木写之略図」には、中奥建物の西側に、南北に一直線に伸びる塀と思
われる記載がある。図137下段の図に、塀として注記したものである。この塀を南に伸ばすと、釣の手状に土手
が描かれた角に突き当たる。この釣の手状の土手の南東側には、伊達家の祠堂である「因縁殿」が建てられてい
る。この「因縁殿」の部分は、「正保 2・ 3年図」や、18世紀以降の絵図に、常に同じように描かれている。次
に検討する、改造後の二の九絵図と検出遺構の汁比成果では、今回の調査区は中奥西端の塀の部分に相当すると
考えられる (図140)。この対比に用いた「文化元年図」で「因縁殿」との位置関係を見ると (図138)、「因縁殿」
北東の角は、今回の調査区よりさらに東側になり、「木写之略図」に見られた西端の塀も、今回の調査区よりさ
らに東側の位置になる。したがって今回の調査区は、「木写之略図」に姑比すると、中奥建物西側の塀より、さ
らに西側の、張り出した部分に相当すると考えられる。先に述べたように、「木写之略図」がどこまで正確であ
るかについては問題が残る。しかし、元禄期の改造前の段階では、今回の調査区が、建物が多数建てられた範囲
より西側にあたることは間違いないであろう。
④改造後の二の九期の遺構
Ⅲb期とⅣ期が、二の九改造後の時期に相当すると考えられる。この中で、文化元年の火災に伴う、一時的な
段階と考えられたⅢb4期とⅣa期、明治以降と考えられるⅣc期を除いた時期の遺構について、絵図との姑比
を試みたい。元禄年間の二の丸大改造後の状況を描いた絵図はいくつか知られているが、その中で「文化元年御
造営御絵図写Jが、最も詳細なものである。しかも、他の絵図が、建物を中心にして外周の塀まで描かないもの
下図の範囲
「文化元年御造営御絵図写」(1804年)
宮城県図書館蔵
絵図に記された一間ごとの方眼をもとに作成
????
図138 二の丸第17地点調査区周辺の絵図 (2)
Fig.138 The picture■laps a ound NM17(2)
1。「享和二年之御家作御絵図写」(1802年、『仙台城」より、一部改変) 2.「文化元年御造営御絵図写」(1804年)
「御二丸御家作水祓御絵図」(『仙台城』より、一部改変)  4.「御二九御城中並御中奥下水抜満御絵図」儒永6年・1853年、F仙台城」より)
図139 二の丸第17地点調査区周辺の絵図 (3)
Fig.139 The picture maps around Nよ江17(3)
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※国土座標値は日本測地系・絵図は文化元年図
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が多い中で、「文化元年図」では外周の塀まで描かれている。また「文化元年図」は、 1間ごとの方眼の上に記
されており、それを基準にして、正確な縮尺の図を作成することができる。同様に1間ごとの方限に描く「享和
二年之御家作御絵図写」は、二の丸外周の塀よりも、さらに外側の様相まで描いている点で貴重である。しかし、
個々の記載が「文化元年図」より粗く、方眼も途中でずれるなど、細部で問題がある。そのため、「文化元年図」
を基本として、検討を加えてみたい。図138～140では、絵図に記された方眼をもとに、建物などの施設の位置関
係を写真から読みとり、 6尺3寸を1間とした500分の1縮尺の上で作図したものを使用した。なお、本書の図
版上の縮尺は、図138。139が1,000分の 1、 図140が500分の1となっている。図139には、「文化元年図」を含む
4点の絵図を示した。「文化元年図」以外の3点は、ほぼ同じ縮尺になるように調整して掲載した。
これまでの調査で検出した遺構と絵図との対比は、第2地点の調査区が二の九の中心的な建物である小広間の
裏側にあたり、 5地点で発見された門跡が中奥北側の門に相当するという想定をもとにしている (年報 9)。 1
間を6尺3寸として、第2地点と第5地点の遺構と絵図との関係を見ると、南北ではほとんど一致し、東西で2
間ほどの違いでおさまることが半Jっている。より今回の調査区に近い第5地点の中奥北側の門を基準として、北
で24.5度程西偏する方向で、「文化元年図」を今回の調査のⅣb期の遺構と対応させたものが図140である。若干
のずれはあるものの、中奥西端の塀が、Ⅳb期の1～5号塀の位置に、良く対応すると言って良いであろう。特
に塀が斜めに折れる状況は、他に全く見られず、この点からもこの射比の妥当性を示すものであろう。
図139の4.の絵図は、嘉永6年(1853年)のものである。同図の3.は、正確な年代は判らないが、建物の
記載が「文化元年図」や「嘉永6年図」と共通することから、これらに近い年代と考えられる。いずれも中奥西
端の塀は、ほぼ同じ位置で描かれている。文化元年の火災から再建されて以降の時期は、Ⅳb期に相当するが、
1～5号塀を改修して使い続けていた可能性が高い。したがって、これら19世紀の絵図に、描かれた塀が、 1～5
号塀や、それを改修したものに相当するものと考えられる。
二の丸絵図には、溝を描いたものも存在する。残念ながら「文化元年図」では、溝は描かれていない。図139
の 1。 と3.に、絵図に描かれた溝の位置を、スクリーントー ンで追加した。19世紀の状況を、図139の3。 で
見てみたい。塀を横切り、釣の手状に屈曲する溝が描かれ、途中に枡状の施設も描かれている。しかし今回の調
査においては、これに相当するような遺構は、Ⅳb期では検出されていない。実際の位置関係が絵図とは違うの
か、現状では不明とせぎるを得ない①
文化元年の火災以前の状況を示す絵図として、図139の1.の「享和二年図」がある。中奥西端の塀の状況は、
19世紀のものと基本的に類似する。しかし、塀が斜めに延びる所から、釣の手状に屈曲するまでの距離に違いが
あるなど、細部においては異なる部分もある。文化元年の火災以前の状況を示すⅢbl～Ⅲb3期の個々の遺構
が、この「享和二年図」に描かれたどの施設と姑応するのかを指摘することは難しい。どれかの遺構を姑応する
ものと考えたとしても、他の遺構が合わず、全体が良好に姑応する形にはならない。しかしながら、調査区の中
を南北に、塀と考えられる柱列が延びている点から見て、中奥西端の塀の付近というおおまかな位置関係は、間
違いがないものと考えられる。
⑤文化元年の火災とⅣa期の建物群
文化元年 (1804年)の火災は、「紹山公略記」 (『仙蔓叢書第人巻』仙墓叢書刊行會編纂・伊達家譜抜粋として
所収のもの)によると、次のように記録されている。
「文化元年六月廿四日。大雷雨。御國許所々雷落。書八時御城御座之間へ雷落。雷火大風雨にて。詰之御問之
内御殿中不残。御中奥迄御焼失。暮六時鎮る。」
この記録によると、年後2時頃に御座之間に落雷して出火し、中奥まで焼失し、鎮火したのは午後7時頃であ
った。詰之御門は、二の九の正門で、東辺に存在する。出火した御座之間は、二の丸の中でも南西端に近い場所
にある (図138)。一方中奥は、北西側に広がっている。二の九建物群の南端から北端まで、詰之門の内側はほぼ
全焼したものと考えて良いであろう。
全焼した二の丸が、ほぼ元の通り再建されることは、これ以降の絵図で明らかである。その際、全体が再建さ
れるまでには一定の時間を要したことが、容易に想像される。『伊達治家記録』には、文化6年 (1809年)4月
に、「仙台城二九落成」という記載があり、これが再建工事の完了を示すものと考えられ、 5年近くの年月を要
している。寛永15年に二の九が造られて以降、本九の機能のほぼ全ては二の九に移っており、再建までの期間、
何らかの施設を暫定的に建設することは、避けられないものと思われる。元通りに再建するということは、火災
前に建物が存在した区域では、再建工事が行われることを意味する。工事の進捗状況に合わせ、暫定的な施設を
移していった可能性も考えられるが、最も簡単な方法は、火災前に建物が存在しなかった区域を利用して暫定的
な建物を建てることであろう。今回の調査区は、二の丸西端の塀付近から、その外側と考えられる区域で、建物
はほとんど建てられていない。Ⅳa期に建物が多数建てられていることは、このような再建工事の妨げとならな
い区域を使って、復興までの暫定的な建物を建設した結果と考えることができる。
このⅣa期の建物の中でも、 1号建物と2号建物については、その様相が比較的良好に判明した。
1号建物は、隣接する第1地点での検出遺構と合わせて検討した結果、その規模が2.5間×7間以上という、
細長い建物になることが明らかとなった。方眼が描かれ、建物寸法が判明する絵図を見ると、 2間半程度の幅で
細長い建物としては蔵や物置がある。1号建物の外周は、溝に根固め石を詰め込んだ上に礎石を据える構造であ
る。極めて堅固な基礎構造と見なすことができ、重量を支えるための工夫と見ることができるであろう。以上の
点から見て、 1号建物は土蔵のような建物を想定することができるであろう。
報告の際に指摘したが、 2号建物には2種類の礎石の据え方が確認できた。両者は規模の大小と根固め石の有
無で区別され、前者が建物全体の重量を支える主要な柱の礎石と考えられる。両者の礎看の分布は図58の模式図
に示したが、この主要な柱の位置関係から、建物の構造を検討することができる。建築史的検討を加えていない
ので、確実ではないが、多数の部屋や廊下などが、複雑に連なった建物と考えることができるであろう。
⑥建物の柱間寸法
今回の調査では、コ期2棟(11・12号)、 Ⅲb2期2棟(9。10号)、 Ⅲb3期2棟(4・5号)、 Ⅳa期4棟
(1。2・ 3・8号)、 Ⅳb期 1棟(7号)と、Ⅳc期を除くと合計11棟の建物が確認された。これらはいずれも、
柱間寸法は1間6尺3寸を基準として造られている。またⅣb期の9号柱列も、同様の柱間寸法で建物の可能性
がある。なお2号建物には、一部4尺 2寸となる部分があるが、これは建物に附属する施設と推定される。
これまでの二の丸地区、二の九北方武家屋敷地区の調査では、当初1間=6尺5寸であったものが、 6尺3寸
へ変わることが確認されている。元和6年(1620年)に造られた五郎入姫の西屋敷では、大規模な礎石建物が検
出されており (年報 6)、 6尺5寸が使われていることは確実である (年報 9)。それに姑して二の丸期では、良
好な事例が少なく、遺構から直接検討することが難しかった。ただ、検出遺構と絵図との対比では、 6尺3寸と
考えた方が、うまく対応することが判っている (年報 9)。しかし6尺 3寸であった場合でも、二の九造営時に
遡るのか、元禄の改造時なのかは、明確でない。一方、二の九北方に広がる武家屋敷地区の、第4地点の調査に
おいては、少なくとも17世紀末までには、 6尺3寸へ変化していることが確認されている (年報13)。
このように、元和6年(1620年)までは確実に6尺 5寸が使われ、少なくとも17世紀末までに6尺 3寸へ変化
することが、これまでに判明している。問題は、この間のどの時期に、柱間寸法が変化するのかである。
今回の調査結果では、Ⅱ期の11号・12号建物が6尺 3寸と考えられ、17世紀末より遡る可能性が高くなってき
たこととなる。しかし、両建物とも検出範囲が狭く、この点で確実性が乏しい。また11号・12号建物の両方とも、
切り合い関係から、Ⅱ期の中でも新しい時期に下る可能性が高いことから、元禄年間の改造以前であっても、ど
こまで遡るのか判らない。したがって、元禄年間の改造以降は、 1間=6尺3寸が基準となっていたと考えて良
いが、それがどこまで遡るのかについては、なお確実な資料の蓄積をまって検討することが必要であろう。
⑦塀・桂列の柱間寸法と構造
今回の調査で検出した1～7号塀としたものは、溝の中に柱を立てた塀と考えられる。柱列のほとんども、塀
と考えられる遺構である。これらには、様々な柱間寸法が見られるので、及に検討してみたい。粥治以降に下る
Ⅳc期の1～5号柱列は、検討対象から除外し、それ以外のものの柱間寸法を整理すると次のようになる。なお
5号塀は、検出範囲が極めて限定されており、柱間寸法は不明である。
6号塀・7号塀  9尺2寸:25号柱列
23号柱列  4尺5寸:24号柱列 (一部2尺 5寸程度)
21号柱列  約8尺:22号柱列
20号柱列
19号柱列 (一部3尺5寸)  5尺:16号柱列 (一部4尺 5寸)
17号柱列  6尺:18号柱列 (控え3尺 5寸)
10号柱列
4尺:1号塀 。2号塀 。3号塀 。4号塀 。6号柱列・7号柱列・8号柱列 。11号柱列
13号柱列 (控え3尺 5寸)。15号柱列
4尺8寸:14号柱列  5尺:12号柱列
一部、柱間寸法が大きいものがあるが、それらを除くと、4尺から5尺弱のものがほとんどを占める。これが、
塀の標準的な柱間寸法であったと考えて大過ないであろう。二の九北方武家屋敷地区第4地点の調査においても、
多数の柱列が検出されているが、おおむね同じ傾向を示す (年報13)。ただ、4尺のように尺単位でまとまる場
合は良いが、端数が出る理由については、判然としない。その中で4尺 2寸については、合理的な説明が可能で
ある。すなわち、 1間=6尺3寸を基準としていた場合、 2間は12尺6寸となる。この2間分を3等分すると4
尺2寸となる。実際に、Ⅳa期の2号建物の東端部分に、一部4尺 2寸の柱間寸法が採用されている。
補修の可能性がある柱列を除くと、塀や柱列は、いずれも掘立柱式で、柱が深く据えられる傾向がある。建物
と異なり、塀のように一本の柱で構造を支える場合には、柱を深く埋設することで自立させる必要がある。たと
え控え柱を伴う場合でも、両側に控え柱を設けない限り、構造上の弱点は克服できない。このような構造上の問
題から、塀は掘立柱形式にならぎるを得ず、柱を深く埋め込む必要があったと考えられる。
掘立柱形式の場合、柱が腐朽することは免れず、一定期間を経過すると建て替える必要があったものと考えら
れる。建て替えに際しては、もともと存在した塀を残したまま、少しずれた場所に新しい塀を造った後に、古い
塀を取り壊したものと考えるのが自然であろう。二の九の外郭線は、ほとんどが塀のみで構成されており、この
ような手順を取らないと、工事中は遮るものが存在しないこととなるからである。塀が微妙に位置をずらしなが
ら、頻繁に建て替えられている場合が多いことは、このような理由によるものと考えられる。
Ⅳb期の  1～4号塀には、 柱底面が掘り方底面に接する当初から据えられたと考えられる柱の脇に、掘り方
を浅く掘り直して据えられた柱が多数検出されている。これらは、当初据えられた柱をそのままにして、脇に補
修のための柱を追加した可能性が考えられる。また、塀に平行して、なおかつ柱の位置を合わせて柱列が検出さ
れる場合もあり、これらも補修のための控え柱の可能性を考えて良いだろう。このように補修の痕跡が発見され
ているのは、Ⅳb期のものに限られている。塀の建て替えが行われなくなり、補修によって維持されるようにな
ったことを示すものであろう。江戸時代後期の、仙台藩の財政的窮乏が反映しているのかもしれない。
Ⅱ期   4尺6寸
Ⅲbl期 4尺2寸
5尺1寸
Ⅲb2期 5尺2寸
Ⅱb3期 4尺2寸
5尺 2寸
Ⅳb期  3尺8寸
(2)陶磁器・土器の検討―主に18世紀末葉～19世紀初頭の一括資料をめぐって
今回の調査地点では、年代を推定できる遺構内出上の一括資料として、 2号溝 (Ⅲb4期)、 14号土坑 (Ⅲb
4期)、 BoC-10～12区3層一括 (Ⅲb4期とⅣa期の間)から、18世紀末葉から19世紀初頭の遺物が
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較的ま
とまって出土した。当該期の資料は、これまでの調査では、仙台城跡二の丸第9地点の2号池からある程度まと
まって出土している (年報 8)。さらに、これについては F年報 9』 において、これまでの調査で出土した資料
を総括してまとめており、この時期の陶磁器類についても分析が加えられている。しかし、他の時期の資料から
比べると、18世紀末葉から19世紀初頭の時期は量的にも少なかったことから、今回出土した資料を用いて再検討
を試み、陶磁器類の傾向をとらえていきたい。また、年代としては若千古い18世紀後葉頃にあたるが、 9・32号
溝 (Ⅲb2期)についても比較として一緒に検討していく。二の九地区におけるこれまでの調査との比較には
『年報 9」、武家屋敷地区では『年報13』でまとめたデータを用いるので、併せて参照されたい。土師質土器皿の
検討においては、これらの遺構以外にも、 7号土坑 (Ⅲb2期)、 5号建物 (Ⅲb3期)、 19号土坑 (Ⅲb3期)
からも土師質土器がまとまって出土していることから、比較資料として扱っている。なお、用いている数値は全
て接合、同一個体の識別を行なった後の破片数である。
①陶磁器 。土器の種類別組成の検討
本調査地点14号土坑、 3層一括、9・32辮、 2号溝出土の陶磁器・土器を、磁器、陶器、土師質土器 (皿)、 土
師質土器 (皿以外)、 瓦質土器、軟質施釉陶器の6種類に分け、それぞれの比率を検討した (図143)。比較対象
としたのは、仙台城跡二の丸第5地点、第9地点出上の各時期の一括資料と、仙台城跡二の九北方武家屋敷地区
第4地点10号土坑出土資料である。
いずれの時期においても、二の九跡出土の資料では、土師質土器皿の割合が高いことが挙げられる。特に17世
紀末葉以降では全体の半数以上といった高い割合で安定した比率を占め、 8割以上を占める場合もある。第17地
点出土資料においても、この傾向は変わりなく、 9・罷餅紫は土師質土器皿が7割強を占め、 2号溝、14号土坑で
も高い割合で出土している。比較的比率の小さかった3層一括でも48.0%と半数弱を占めている。二の九地区の
これまでの調査においては、18世紀後葉の資料 (第9地点15・16号土坑)、 あるいは18世紀末葉から19世紀初頭
(第9地点2号池)の資料では、それ以前の17世紀末葉、18世紀前葉に比べると、土師質土器皿が約55%と若千
低くなる傾向にあった。しかし、今回の資料を加えることによって、18世紀末葉～19世紀初頭の時期においても
かなり高い割合で土師質土器皿が出土していると言える。それぞれの遺構の特徴により、出土遺物にも多少の差
がみられることが考えられる。しかし、磁器、陶器、土師質、軟質施釉陶器の割合としては、画期となるような
all的な変化は確認できない。3層一括では陶器が46.0%を示し、土師質土器皿とほぼ同程度の高い割合で存在し
ている。これは、 3層一括では陶器の灰釉丸碗や灰釉小碗などの出土が特に多かったことに起因しており、 3層
一括の特徴と考えられる。
②陶磁器の器種組成の検討
磁器、陶器について、それぞれの器種別の比率を検討した (図144。145)。比較姑象として、仙台城跡二の丸
第5地点、第9地点出土の各時期の一括資料と、仙台城跡二の九北方武家屋敷地区第4地点10号土坑出土資料を
用いている。
磁器では、『年報 9』 で指摘されているように、18世紀前葉から19世紀初頭にかけては比較的安定した組成を
示している。特に碗類については、肥前産の磁器碗が普及したことによって18世紀代には碗類が高い比率で安定
している。第9地点の資料においては、18世紀後葉では45.2%、18世紀末葉から19世紀初頭で47.9%を示していた。
第17地点出土資料においてもその傾向は変わらず、 9・32号溝では40.4%、 3層一括では59,4%と、碗類が高い
比率で安定した割合を占めている。碗類のほとんどは、飯碗として使用されたと考えられる九型の中碗である。
18世紀後葉頃から多く見られるようになる広東碗や腰折碗などは、今回のこの時期の資料にはほとんど含まれな
かった。また、19世紀中葉になると碗類の占める割合が急激に高くなるが、18世紀末葉から19世紀初頭の時期で
は、19世紀中葉にみられるような圧倒的増加の傾向は現われていない。皿類に関しては、18世紀前葉頃まではむ
しろ減少傾向にあったが、18世紀後葉、18世紀末葉から19世紀初頭の資料群では、碗類よりは少ないものの安定
した割合を示していた。第17地点資料群では、皿類は約20%程度の割合を示しており、この時期にはある程度の
割合を保っていることが確認できる。第17地点資料の皿類では、大皿は見られず、小中皿がほとんどを占め、そ
れに若千の極小皿が加わるといった様相を示している。2号溝では碗類よりも皿類の割合が高くなっているが、
これは、 2号溝では特に小中皿の出土量が多かったためである。その他の器種では、鉢類、袋物類などはいずれ
の時期においても数%を占める程度である。特に袋物類としてまとめた瓶類や火入・灰吹などは、9・32号溝で
瓶類が数点出上している以外は、磁器製のものは確認できなかった。
陶器においても、17世紀末葉以降、多少の害↓合の変化はみられるものの、碗類が高い割合で安定している。特
に18世紀後葉、18世紀末葉から19世紀初頭にかけては約35～45%を示しており、磁器と同様に碗類の占める比率
が高い。第17地点の資料についても、これとほぼ同様の割合を示している。特に14号土坑、 3層一括などでは
50%前後といった非常に高い比率を示している。14号土坑、 3層一括からは、大堀相馬産の灰釉丸碗や灰釉小碗
がまとまって出土している。灰釉小碗の増加は、この時期の特徴の一つに挙げられる。また、碗類の比率の最も
高かった3層一括では、大堀相馬産とともに、京 。信楽産の色絵九碗の出土も比較的多かった。皿類については、
17世紀末葉以降いずれもおおよそ10%以下程度の比率でしか存在しておらず、皿類は磁器製品が主体を占めるよ
うである。第17地点においても、陶器製の皿類は少なく、大堀相馬産の小中皿が数点出土する程度であった。そ
の他の器種では、 2号溝で奏類の比率が高く、 9。32号溝では鉢類の比率が高くなっている。2号構では美濃産
や東北産と考えられる奏類が比較的まとまって出土しており、 9。32号溝では橋鉢の出土がやや多かったためで
ある。これらは、二の九地区におけるこの時期の一般的な特徴を示していると言うよりは、むしろそれぞれの遺
構の性格による差であると考えられる。また、19世紀中葉では、大堀相馬産の土瓶類が普及し、大量に出土する
ために、袋物類が急激な増加を示している。しかし、今回の4資料群では土瓶の出土はほとんどなく、この時期
にはまだその傾向は現れないものと考えられる。
③陶磁器の産地別組成の検討
当該期の磁器に関しては、肥前産のみで占められており、中国産磁器はみられなかった。また、19世紀になっ
て出現する瀬戸・美濃産や切込や平清水といった東北産の磁器などもまだ含まれていない。このことは、『年報
9』 で行なった産地別比率の結果とも一致している。
陶器の産地別比率は図1461こ変遷を示している。陶器に関しても、大まかには、『年報 9』 で行なった分析にそ
った傾向を示している。第17地点では、 2号溝、14号土坑、 3層一括は、細かな差異はあるものの全体として似
たような比率を示している。一方、 9・32号溝は、大堀相馬産の割合が比較的低く、肥前製品や小野相馬、東北
産の割合が高いなど、他に比べて異なった様相を示している。これは、 9。32号溝はⅢb2期に属しており、他
に比べて年代が若千さかのぼることと、他の遺構よりも陶器の出土量が少ないため、 1点の割合が高くなる傾向
にあること、碗類の出土が少なく、鉢や捕鉢の出土が比較的多いといったこの遺構独自の特徴があることなど、
例外的な要素がいくつか考えられる。
第17地点出土資料では、いずれの資料群においても大堀相馬産が高い比率を占めている。全体の半数強を示し
ており、大堀相馬製品がこの時期の陶器の主体を占めている。一方、肥前や瀬戸・美濃の製品は、 9。32号溝を
除いては、わずかに数%程度が確認される程度に減少している。特に瀬戸・美濃製品は、大堀相馬の碗皿類や、
小野相馬や東北産の日用維器類と器種の上で競合しており、大堀相馬産などの増加に伴って流通規模が減少して
いった可能性が考えられる。京・信楽は、比率の差は認められるものの、他の産地では時代による増減が認めら
れることと比べると、時期に関わらず一定の比率を保っていることが読み取れる。京 。信楽製品は、灰釉丸碗や
火入・灰吹などといった大堀相馬や瀬戸・美濃製品と同様の器種を中心として出土しているものの、それらとは
違った高級品としての需要があったことにより、他の産地の動向にかかわらず常に一定量の流通があったものと
考えられる。小野相馬製品は、依然として数%程度は存在するものの、前段階の18世紀後葉頃よりも比率として
は減少している。東北産とした資料は、堤や他の東北地方に興った小規模な窯で生産されたと推察されるもので
あるが、未だ窯跡を指摘できないため、このようにまとめたものである。この東北産とした資料は、小野相馬製
品の減少に反比例するように出現してきている。東北産としたものには奏、鉢、橋鉢、灰吹、贅水入などがあり、
これまでに小野相馬製品が得意としていた器種とも重なる部分がある。小野相馬の衰退と東北産と考えられる陶
器の増加とには、何らかの関係性があるものと考えられる。
④土師質土器の検討
次に、二の丸第17地点から出土した土器類のうち、量的な検討が加えられる土師質土器皿について検討してい
く。
法量を検討すると、二の丸第17地点の資料は、大きくは口径10cm以下の小型のもの、10～15cmの中型のもの、
15cm以上の 大型のものの3つに 分けられた。最も多いのは10～15cmの中型のもので、口径15cm以上の大型のもの
は非常に少なかった。このことは、これまでの調査で出土した土師質土器皿の分析と同じ傾向である (年報 9)。
今回の調査では、Ⅲb2期(18世紀後葉)、 Ⅲb3期、Ⅲb4期、Ⅲ b4期～Ⅳa期の間 (18世紀末葉～19世紀初頭)
の4時期の遺構から土師質土器が比較的まとまって出土している。これらの法量を時期別に比較していきたい
(図147-1)。Ⅲb2期、Ⅲb3期に位置づけられるものは、中型のものの中でも口径、器高のばらつきが大き
い。明確な集中は認めがたいものの、日径については1lcm前後と13～14cm前後の大まかなピークが読み取れる。
Ⅲb4期、Ⅲb4期～Ⅳa期では、それ以前の時期よりも日径と器高の分布がよリー 層集約するようになる。器
高については、Ⅲb2期では、2～4cm前後に散浸な分布を示していたが、Ⅲb4期、Ⅲb4期～Ⅳa期では2
～3cm前後と若千浅いものに集中した分布を示している。日径についても、Ⅲb4期、Ⅲb4期～Ⅳa期のもの
では、12～13cm前後と14cm前後の2つのピークに集中していることがわかる。今回の資料からは、資料点数が
多くないために明確ではない部分も残るが、年代が新しくなることによって、土師質土器皿の法量は浅いものに
収敏し、大きさはより画一的なものが増えていくという傾向が読み取れる。
次に、底部の糸切 り技法について検討していく。回転糸切り技法には2種類確認でき、糸切 り痕の中心がどち
らか一方に片寄るものを技法aとし、糸切り痕の中心が底面のほぼ中央に位置するものを技法bとした。それぞ
れ右回転のものと左回転のものが存在する。糸切 り技法と回転方向の違いを時期ごとにみていく (図147-2)。
当該期の資料では、年代が新しくなるにつれて、技法沈 回転が減少している。それと運動するように、技法a右
回転と技法b左回転は年代が下がるにつれて増加していくといった傾向が読み取れる。ロクロの回転方向につい
ても、左右どちらかの比率が高くなるといった傾向が現われるわけではなく、むしろ糸切り技法の違いと結びつ
いて変化を示している。この様相は、出土点数がそれほど多くはないため明確ではない部分も残るが、『年報 9』
での分析結果と基本的には一致している。
次に、土師質土器皿の付着物について検討していく。皿の回縁部には、タール状の付着物が観察されるものが
存在する。厚みをもって口縁部全周にわたって付着する場合と、日縁部の数力所に点々と付着している場合がみ
られる。本調査地点から出土した土師質土器皿のうち、このタール状の付着物は27点のものに認められた。これ
は、皿全体の22.6%を示す。出土傾向としては、特に集中して出土するような遺構はなく、資料群によって多少
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のばらつきはあるものの、9・32号溝では38.8%(18点中7点)、 2号溝では16.6%(6点中1 )、 14号土坑5.5%
(18点中1点)、 3層一括8.6%(23点中2 )と、さまざまな遺構から1～数点ずつ出土している程度である。や
や多くみられる9号溝でも4割には満たない。武家屋敷地区と比較すると、武家屋敷地区では47.4%にこの付着
が観察されており、二の丸地区に比べて灯明皿として使用される率が高いことが指摘されている (年報13)。本
調査地点の資料についても、灯明皿として転用されたものは存在するものの、その割合はそれほど大きなもので
はない。大多数の土師質土器皿は、武家の宴会などの儀礼的な席上で使用され、そのまま廃棄されたものである
ことが推測できる。
⑤小結
以上、これらをまとめて、二の九跡第17地点から出土した18世紀末葉から19世紀初頭の陶磁器の特徴をまとめ
る。
種類別の組成としては、土師質土器皿の占める割合が非常に高いことが挙げられる。これらのことは、同時期
の武家屋敷地区の様相と比較すると、二の九という公的な場の性格がよく現れていると考えられる。その他では、
陶器 。磁器は、遺構によって違いはあるものの、ある程度安定した割合で出土する傾向があり、瓦質土器、軟質
施釉陶器は非常に少ない。また、土師質土器皿については、タール状の付着物の付着する害J合が低いことから、
灯明皿として利用された害!合が少なく、大多数のものは饗宴で使用され、そのまま廃棄されたものと推測される。
土師質土器皿の法量は、時期が下るにつれてばらつきが少なくなり収敏する傾向がみられる。
産地では、磁器はすべて肥前で占められている。磁器の種類としては、碗類 。皿類が大多数であり、その他と
しては、鉢、紅皿、瓶類、小郭などがごくわずかみられる程度である。碗類・皿類の割合は、出土した遺構の違
いによって左右されるが、碗類はおおまかに4割強程度の割合を占め、皿類は10数～20%弱程度を占めると考え
られる。
陶器では、大堀相馬産が多く、7割程度を占めている。その他の産地は、それぞれ数～10%弱程度の割合を占
める程度である。大堀相馬産では、灰釉丸碗、小碗の出土が圧倒的に多く、ほかには小・中型の皿類や、数とし
ては少ないが灰吹、火入などの器種が確認できる。瀬戸・美濃産では、大堀相馬と同様に灰釉九碗や小碗、灰吹
などの器種で確認され、肥前産でも灰釉丸碗や大皿などが出土しているが、量としては大堀相馬に比べ圧倒的に
少ない。京・信楽産の色絵製品は、丸碗や灰吹、火入、合子など限られた器種ではあるが、高級品として一定の
需要があったことが考えられる。小野相馬産は、数としては少ないものの、18世紀末葉から19世紀初頭の時期に
おいても、片口鉢などの器種では依然として確認できる。しかし、小野相馬製品の減少と連動して、悟鉢、甕類
やその他の日用雑器類では、仙台周辺の窯で製作された可能性のある陶器がある程度の割合を占めるようになっ
ていくものと考えられる。
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図141 二の丸第17地点出土陶磁器集成図 (1)
Fig。141 Porcelains and glazed ceramics from NM17(1)
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Fig,142 Porcelains and glazed ceramics from NM17(2)
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今回の調査では、大別4段階、細別10期にわたる遺構群が検出され、次のような時期推定ができた。
I期  慶長5年(1600年)頃から寛永15年(1638年)
Ⅱ期  寛永15年(1638年)から元禄年間 (17世紀末)
Ⅲa期 元禄年間 (17世紀末)
Ⅲb期 元禄13年(1700年)頃から文化元年 (1804年)
Ⅳa期 文化元年 (1804年)から文化6年(1809年)頃
Ⅳb期 文化6年(1809年)頃から明治初頭 (1868年)頃
Ⅳc期 明治初頭 (1868年)頃から明治15年(1882年)
I期については、寛永15年(1638年)の二の丸造営以前に当地に置かれていた伝伊達宗泰屋敷に関連するもの
と考えられる。検出遺構は極めて少なく、この段階ではあまり利用されていない。伝伊達宗泰の屋敷の広がりが、
今次調査区より西には廷びていないことは、ほぼ間違いないであろう。二の丸造営以前における、土地利用の全
体像を考える上で、貴重なデータとなった。
Ⅱ期からⅣb期にかけてが、二の九が置かれていた時期に相当する。
Ⅱ期は、元禄年間に二の九が改造される以前にあたる。溝の中に柱を立てた塀・柱列・石組溝・建物などが検
出された。塀・柱列は、中奥西端付近の区画施設と考えられる。また、板材を組み合わせた便槽遺構が検出され
ており、興味深い事例を提供することとなった。
Ⅲa期は、元禄年間の二の九改造の過程で、一時的に利用されたものと思われ、平行する溝が並んでいた。
Ⅲb期・Ⅳa期・Ⅳb期が、改造後の二の九に相当する。
この内Ⅳa期は、文化元年 (1804年)の火災後、二の九が再建される文化6年(1809年)の間に、一時的に使
われた時期と考えられる。大規模な礎石建物が展開し、礎石建物の様々な様相が明らかとなった。
Ⅲb期。Ⅳb期では、溝の中に柱を立てた塀や、柱列が多数検出された。これらは、中奥の西端を区画する塀
と、その付近の施設と考えられる。中でもⅣb期の遺構群は、絵図と対比させたところ、その記載と極めて良く
一致する結果となった。検出遺構と絵図との対比は、以前から試みており、今回の成果も基本的な考えを変える
ものではない。しかし従来は、検出遺構を検討して絵図と対比させ、矛盾のない推定を行うに留まっていた。今
回の調査では、調査前から推定していたのとほぼ同じ場所で、中奥西端の塀を検出できた。このことによって、
二の丸の諸施設の推定位置は、若千の調整部分は残るものの、ほぼ確定したと言って良いであろう。
最終末のⅣc期は、明治維新後の時期と考えられる。
出土遺物は多種多様で、膨大な量にのぼる。しかし、17世紀代に遡る遺物は、全般的に少ない。18～19世紀に
ついても、瓦以外では、次に述べる一括資料を除くと、あまりまとまった資料はない。
文化元年 (1804年)の火災に関係すると考えられる遺構や層序から、まとまった陶磁器類が出土した。これら
は、18世紀末から19世紀初頭の、基準資料となる内容である。この時期の一括資料としては、第9地点2号池の
ものがあるが、遺物量があまり多くなく、全体の様相が充分判明していた訳ではない。そのため、今回出上した
18世紀末から19世紀初頭の陶磁器の様相について、あらためて整理し検討を加えた。陶磁器類の基本的な変化の
様相は、従来の知見を大きく変えるものではなかったが、着実に基準となる良好な資料が蓄積できた。
陶磁器類では、幕末から明治初頭にかけてのものも、多数出土している。この時期の資料は、これまでの調査
でも、各所で一括資料が出土している。今回の資料も、従来から知られているものと基本的に変わらない。
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TOHOKU UNIVERSITY
vol.18,W【arch 2005
The Archaeolo顔cal Research Center
on the Campus,Tohoku University
とぃ1,Katahira,2chome,Aoba Ward,Sendai 980‐8577 JAPAN
Sunllnary
On the campus of Tohoku University a lot of archaeological sites are known.いにInOng them,Sendai Castle is
the most famous and largest one.Alrnost all of the south part of Ka、vauchi campus is located on its secondary
citadel area.
In Japan,if existing circumstances need to be changed in the kno、 vn site area,excavation research on the
buried cultural properties must be carried out.According to legal procedures,the coHHnission for research,
which、vas organized in 1983,carried out many salvage excavations for ll years.It was reorganized into the
Center in 1994, to iFnprOVe condiuons Of research. The Center mainly carries out salvage excavations of
archaeologicat sites on the campus, analyzes these records and remains and pubhshes excavation reports.
Conservaton and exhibition of archacological heritage,studies about structure of sites,artifacts,techniques of
excavation and preservation are also important duties.
This volume carries the report of salvage excavaion of NW117(Loc.17 of Ninomaru,i.e,Secondary Citadel of
Sendai Casde),whichヽvas conducted by the Archacological Research Center On the Campus of Tohoku
University in 1998 and 2000.
In he excavation of NM17,it is found hat features are dassifled into 4 maior Sttges,and hey are subdivided
into 10 periods.The phases of features are dated as folows.
Phase l from around 5th year of Keichyo(1600)t015th ofKarei (1638)
PhaSe Ⅱ 色Юm 15th year OfKafei(1638)to Genroku era(the end of 17th century)
Phase m a Genroku era(the end of 17th century)
Phase Ⅲ b fronl around 13th ycar of GenrOku(1700)to the irst year of Bunka(1804)
Phase Ⅳa from the irst year of Bunka(18041 to arOund 6th year of Bunka(1809)
Phasc IVb fro■l around 6th year of Bunka(1809)to arOund the beginning ofヽ江eiii perio (1868)
Phase Arc fronl around the bettinning of ?生eiii(1868)to 15th year OfMeiii(188労
In Phase I,archaeological features are considered to be related to buildings that belong to the house of
Muneyttu DATE 14th son of Masalnune DATE),whiCh was locattd in his area before Ninomaru began to be bult
in 1638.Few features are found and there are few indication of use of this area in this phase.It is certain that
buildings which belong to the house of ?笙uneyasu did not spread to the west side of this area.It is a valuable
data for cOnsideration about the use of this area before the construcion of Ninomaru.
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From Phase Ⅱ to Phase Ⅳb cOrrespond to the periOd when Ninomaru was in existence in this area.Phase
Ⅱ corresponds to the era before the reorganization of Ninomaru. Fence structure Mrith poles embedded in
ditches,Ines of poles,ditches lined with stOnes,and some buildings、vere found.Fences and lines of poles are
considered as facilities around the west side of Nakaoku.Further,we found a feature of toilet that consisted of
wooden bOards,and it provided a valuable case for the life of the period.
Phase Ⅲ a is the periOd during the reorganization of Ninomaru,which is cOnsidered of tempOrary use and
ditches are ined in parallel.
Phase Ⅲ b, 出「a and Ⅳb cOrrespond to Ninomaru after the reorganization.Phase 凸「a is considered as the
period of temporary use during rebuilding prOcesses after a ire at 1804.
In Phase Ⅲb and hib, a number of fence structures 、vith p01es in ditches, and lines of poles are found.
These features are considered to be the fences at the boundary of west side of Nakaoku and the facilities
around it.Especialy,arrangement of features of Phase Ⅳb are consistent with illustrated historical dOcuments,
Vヽe have compared between features found in excavations and illustrated histOrical documents frOna the past
researches,and this comparison supports to the basic idea abOut the structure of features in Ninomaru.In the
present excavation,Mre find out the fences at the bOundary of Mrest side of Nakaoku at expected locations,and
it is certain that the location Of facilities of Ninomaru is precisely reconstructed.
Phase凸「c,that is the latest period,is the era after the A/1eiii Restoraion.
Enormous amount of artifacts and remains are found in this excavation,HoM/ever,relatively few artifacts
and remains belong to the 17th century,Except roof tiles and assemblages,artifacts of the 18th and 19th
centuries are also scarce.ッ生ssemblages Of porcelain and ceramics were found in features and the layer、vhich
are considered to relate to a fire of the trst year of Bunka(1804).These artiЙct  will comstitute the type
assemblage fro■l the end of 18th century to the beginning of 19th century. For this period, 覇πe have e
assemblage fOund in the pOnd No.2 at NM9(Loc 9 of Ninomaru).HOwever,this assemblage is insuricient t。
understand about the、vholc aspects.Therefore,Mre analyze artifacts fOund in this excavation tO investigate
aspects of porcelain and cerarnics frOnl the end of 18th century to the beginning of 19th century. ソ生s e
result,recognized aspect Of changes in porcelain and ceranlics turned out close to the kno、vledge acQuired
from our past researches,and we further accumulate the type assemblage of good quanty.
Vヽe also found a large amount of pOrcelain and ceramics from the end Of Edo era to the beginning of ?【eiii
period. Artifacts、vhich belong to this period ttrere also found in past researches,and constitue basically the
same assemblage patterns.
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図版1～.58:仙台競跡二の丸1第17地点検出遺構
図版59～113:仙台城跡二の|九第17地点―出土遺物

1.調査前全景 (南から) 2.試掘調査区全景 (南西から)
3.試掘調査区4層上面全景 (南から)
試掘調査区3層上面全景 (南から)
図版1 二の丸第17地点全景
Pl,l Views of NM17(1)
4.試掘調査区4層上面全景 (東から) 5.試掘調査区北側最終状況 (西から)
調査区南側の削平部分 (西から)
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1.中区I期全景 (南から)
2.南区I期全景 (南から)
図版2 二の丸第17地点全景 (2)
P12 Views of NM17(2)
1.中区Ⅱ期全景 (南から)
2.南区Ⅱ期全景 (南から)
図版3 二の丸第17地点全景 (3)
Pl.3 Views of NM17(3)
1.南区Шa期全景 (南から)
南区Ⅲb期全景 (南から)
二の丸第17地点全景
P14 Views Of NM17(4)
1.中区Ⅲa～Ⅲbl期全景 (西から) 2.中区Ⅲb2期全景 (西から)
?． ??
転::雲肇
3.中区Ⅲb3・4期全景 (南から)
図版5 二の丸第17地点全景 (5)
Pl.5 Views of NM17(5)
??????
1.北区Ⅱ～Ⅳ期全景 (北から)
2 中・南区Ⅳ卿J仝景 (南から)
図版6 二の丸第17地点全景 (6)
P16 Views of NM17(6)
1.B-10～12区3層遺物出土状況 (南から) 2.北区Ⅳ期全景 (東から)
3.北区Ⅳ期全景 (西から)
図版7 二の丸第17地点全景 (7)
Pl.7 Views of NM17(7)
1.D-7区共同溝北壁 (南から) 2.E-7区共同溝北壁 (南から)
3.D・E-8区共同溝南壁 (北から) 4.E・F-8区共同溝南壁
5.C・D-8区共同溝南壁 (北から)
図版8 二の丸第17地点外周壁セクション
P18 Cross sections Of Nふア[17
(】ヒから)
6.B・C-8区共同溝南壁 (北から)
8.H-14区調査 東壁 (西から)
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2.1号井戸内部の状況 (北から)
?
?「?
?
?? ?
，
ン (東から)
1.1号井戸 (南から)
3.1号井戸上部セクショ 4.1号井戸セクション (東から)
1号井戸遺物出土状況 (東から) ピット483セクション (1ヒから)
8,G・H-14区4層下部盛上の状況 (南から)G-14区4層下部盛上の状況 (南から)
図版9 二の丸第17地点I期の遺構
P19 Features of phase l at NWl17
??
?
?
1.46～50号溝 (南から)
3,中区46号溝 (南から)
2.南区46号溝 (北から) 4,D-11・12区46号溝西岸 (東から)
図版10 二の丸第17地点Ⅱ期の遺構 (1)
Pl.10 Features of phase Ⅱ at NW117(1)
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北区46号溝 (南から) D-15区46号濡セクション (南から)
47号溝北岸 (南から)
0     亀 亀
3.47号溝 (西から) 5.47号溝南岸 (北から)
6.47号溝掘り方 (東から) 7.47号溝セクション (束から)
図版11 二の丸第17地点Ⅱ期の遺構 (2)
Pl.1l Features of phase Ⅱ at NW117(2)
1.48号溝セクション (東から)
2.49号溝セクション (北から) 3. 49号溝 (南から)
5.24号土坑 (南から)50号溝セクション (南から)
図版12 二の丸第17地点Ⅱ期の遺構 (3)
Pl.12 Features of phase Ⅱ at NA/117(3)
6.24号土坑セクション (南から) 7.ピット495(西から)
1.中区6号塀 (北から) 2.南区6号塀 (北から)
3.中区7号塀 (北から)                 4
図版13 二の丸第17地点 Ⅱ期の遺構 (4)
Pl13 Features of phase Ⅱ at Nヽ江17(4)
4.南区7号塀 (南から)
1.6号塀柱 5セクション (南から)
?
?
3.6号塀柱 6セクション (北から)
5.11号建物柱3(南から)
7号塀・25号柱列・11号建物セクション
6. 25号オ主列イ陛2 (南から)
7.25号柱列柱2セクション (南から) 8.12号建物 (南から)
図版14 二の丸第17地点Ⅱ期の遺構 (5)
Pl14 Features of phase H at N?[17(5)
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2.12号建物柱3(南から)1,12号建物柱 1セクション (西から)
4,42号溝完掘 (西から)3.42号溝瓦出土状況 (西から)
図版15 二の丸第17地点Ⅱ期の遺構 (6)
Pl15 Features of phase Ⅱ at N?l17(6)
6.2号石敷セクション (南から)5.2号石敷 (東から)
1.便槽遺構 (北から) 2.便槽遺構掘り方 (北から)
3.便槽遺構 (西から)
便槽遺構遺物出土状況 (南から) 5.便槽遺構掘り方セクション (南から)
図版16 二の丸第17地点Ⅱ期の遺構 (7)
Pl16 Features of phase Ⅱ at NW117(7)
?】
2.中区51号溝 (西から)
慾 |
?
】
3.51号溝セクション (南から) 54号溝セクション
5.66号溝セクション (北から) 6.56号溝セクション
7.57号溝セクション (北から)
図版17 二の丸第17地点Ⅲa期の遺構 (1)
Pl.17 Features of phase m a at Nふ7【17(1)
(北から)
事 孝▼・義ど
8.61号溝セクション (北から)
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1.南区平行する溝群確認状況 (南から) 2.南区平行する溝群完掘 (東から)
3.39～41号溝 (西から) 4.35・36号溝セクション (東から)
='4津諄i:す々誠|■ヽ■■
36号溝セクション
8.45号溝セクション (西から)
図版18 二の丸第17地点Ⅲa期の遺構 (2)
Pl18 Features of phase Ⅲ a at N?【17(2)
簿2,70号溝屈曲部 (北西から)
1,70号溝 (北から)
4.70号溝と3号石敷の接続部 (北西から)
5,70号溝と3号石敷の接続部 (南東から) 6.3号石敷 (東から)
図版19 二の丸第17地点Ⅲbl期の遺構 (1)
Pl19 Features of phase Ⅲ bl at N?[17(1)
2.69号溝F-2区東岸 (北西から)
1.69号溝 (北から) 3.69号溝F-3・4区東岸 (西から)
田園躙睦錮園田園閣倒踵踏盟国園園顧圏監F 転.h麟
69号溝F-4区屈曲部 (南東から) 5.69号溝F-4区西岸 (東から)
6.69号溝F-3区西岸 (東から) 7.69号溝F-2区西岸 (東から)
図版20 二の丸第刊7地点Ⅲbl期の遺構 (2)
Pl.20 Features of phase Ⅲ bl at N?[17(2)
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1. 69号溝西半吉|(】ヒから) 2. 69号溝E-5区】ヒ岸 (南から)
4.69号溝F-3区セクション (南から)3.69号溝F-4・5区セクション (東から)
5.69号溝遺物出土状況 (南東から) 6.3号井戸 (東から)
Fi・
7.3号井戸 (西から) 8.3号井戸セクション (東から)
図版21 二の丸第17地点Ⅲbl期の遺橋 (3)
P121 Features of phase Ш bl at Nふ7117(3)
1.33号土坑 (北から) 2.33号土坑セクション (西から)
義11.稔
4.21号柱列柱10セクション (南から)
3.21号柱列 (西から) 5,65号溝セクション (東から)
図版22 二の丸第17地点Ⅲbl期の遺構 (4)
Pl.22 Features of phase Ⅲ bl at N?117(4)
6.52号溝 (西から) 7.52号溝セクション (南から)
2.24号柱列柱4セクション (北から)
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3.24号柱列柱6セクション
5.23号柱列柱 3セクション ¢ミから)
図版23 二の丸第17地点Ⅲbl期の遺構 (5)
P123 Features of phase Ⅲ bl at Nlv【17(5)
1.24号柱列 (南から)
4.23号柱列 (南から) 6.22号柱列柱 1セクション (南から)
1. 32号溝 (北から)
2.32号溝B-6区南岸 (北から) 3.32号溝C・D-5区南岸 (北西から)
4,32号溝E-5区南岸 (北から) 5.32号溝E-5区屈曲部 (北から)図陥F認発ξ辞穀 最ち翠鯖傷(ギ)
1.32号溝F-3区東岸 (西から) 2.32号溝F-3区西岸 (東から)
4.32号溝B-6区溝内に置かれた瓦 (束から)
5.32号溝F-3区セクション (南から)
6.32号溝F-5区セクション (東から) 7.32号溝B～E-5・6区掘り方 (西から)
図版25 二の丸第17地点Ⅲb2期の遺構 (2)
Pl,25 Features of phase Ⅲ b2 at Nふ近17(2)
2.9号溝 (西から)
1,9号溝 (東から) 3.9号溝と32号溝の接続部分 (北から)
5。 9号溝E-8区遺物出土状況 (西から)
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9号溝F-9区瓦出土状況 (東から) 6。 9号溝セクション (南から)
図版26 二の丸第17地点Ⅲb2期の遺構 (3)
Pl.26 Features of phase Ⅲ b2 at NM17(3)
2.4号木樋 (西から)
1.4号木樋 (南から)
4.4号木樋セクション (南から)
3.4号木樋E-10区接続部 (南から)
熟譲鑢鞠
5.4号木樋桝部セクション (南から)
6.4号木樋41T(南から) 7.4号木樋桝掘り方底面の礫 (北から)
図版27 二の丸第17地点Ⅲb2期の遺構 (4)
P127 Features of phase Ⅲ b2 at Nふ/117(4)
1.3号木樋 (東から)
3号木樋C―■区接続部
2.3号木樋G-10区樋の形状 (西から)
4.3号木樋E-11区樋を押さえる杭 (南から)
(東から)
図版28 二の丸第17地点Ⅲb2期の遺構 (5)
P128 Features of phase Ⅲ b2 at Nふ7117(5)
6. 20号柱テJ(F蜀から)3号木樋セクション
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・
2号井戸 (北から)
2.2号井戸内部の状況 (西から)
沼
4.2号井戸セクション (北から)
図版29 二の丸第17地点Ⅲb2期の遺構 (6)
Pl.29 Features of phase Ⅲ b2 at NV117(6)
3.2号井戸井戸枠の桶 (南から)
6.26号土坑 (東から) 7.26土坑セクション (東から)
1,7号土坑 (西から)
?．???? ?． ?．?
?
?
2.7号土坑セクション (南から)
4.9号建物柱2セクション
9号建物 (南から)
図版30 二の丸第17地点Ⅲb2期の遺構 (7)
P130 Features of phase Ш b2 at Nふ7117(7)
5。 10号建物 (西から)
!一ri wlfT―為?
6.10号建物柱 3セクション (東から) 7.瓦敷遺構 (東から)
(西から)
1輩
1.43号溝西側
43号溝セクション
2.43号溝東側 (東から)
=  1選
三子Ⅲ
lで!1讐■
‐  |・  |  ■
マ 〔笙選出BH"―      |
4.19号柱列 (西から)
図版31 二の丸第17地点Ⅲb3期の遺構 (1)
P131 Features of phase Ⅲ b3 at NM17(1)
5.19号柱列南辺 (西から)
守   . す
1.19号柱列柱 5セクション (北から)
2。 中区18号柱列 (西から) 3.北区18号柱列 (北から)
4.18号柱列柱 5セクション (西から)
5。 29号土坑 (北から) 6.30号土坑 (西から)
図版32 二の丸第17地点Ⅲb3期の遺構 (2)
Pl,32 Features of phase Ⅲ b3 at N?[17(2)
オ1.中区17号柱列
2.ユ6'17号柱列セクション (西から) 3.北区17号柱列 (北から)
4.北区16号柱列 (北から)
5.中区16号柱列 (西から) 6.4号建物 (西から)図縄:F孟紀えぎ溌紺却吼:翼鴇編最S°
や″:エ
与ざ,
希
1書
2.4号建物セクション
3.4号建物柱 (ピット450、北から)
5,4・5号建物 (西から)
4 4・5号建物 (束から)                 6.|
図版34 二の丸第17地点Шb3期の遺構 (4)
P134 Features of phase Ⅲ b3 at NM17(4)
6.5号建物柱1(南から)
1.5号建物柱 1セクション
5号建物柱4セクション (南から)
(1ヒから) 2.5号建物柱5セクション (東から)
4.19号土坑 (西から)
5。 19号土坑セクション (東から) 6.19号土坑埋±5層検出状況 (西から)
7.19号土坑遺物出土状況 (西から) 8.19号土坑貝出土状況 (東から)
図版35 二の丸第17地点Ⅲb3期の遺構 (5)
Pl.35 Features of phase Ⅲ b3 at Nh/117(5)
1。 15号土坑 (東から)
2.22号土坑 (東から)
3.22号土坑セクション (東から)
23号土坑セクション (東から)
,   ~    |″   「| : す
(lヶ :   !     ―  .,  j,
図版36 二の丸第17地点Ⅲb3期の遺構 (6)
P136 Features of phase m b3 at NM17(6)
4.23号土坑 (北から) 6.44号溝セクション (北西から)
1.2号溝 (西から) 2.2号溝E-10区遺物出土状況 (西から)
4.2号溝セクション (東から)
3.2号溝D-lo区遺物出土状況 (北西から)         5.2号溝石抜き取り跡セクション (西から)
図版37 二の丸第17地点 Ⅲb4期の遺構 (1)
P137 Fcatures of phase Ш b4 at NM17(1)
1.3号溝 (北から) 2.3号溝セクション (北から)
4.6号溝 (束から)
3.6号溝 (東から) 5.6号溝セクション (北から)
6.4号土坑 (西から) 7,4号土坑セクション (北から)
図版38 二の丸第17地点Шb4期の遺構 (2)
P138 Features of phase Ⅲ b4 at NM17(2)
1.14号土坑・27号溝 (西から) 14号土坑セクション (東から)
3.14号土坑遺物出土状況 (東から) 4.27号溝セクション
図版39 二の丸第17地点Ⅲb4期の遺構 (3)・Ⅲb期 (細分不明)の遺構
P139 Features of phase Ⅲ b4 and Ⅲ b at N?l17
5。 20号土坑 (東から) 20号土坑セクション (北から)
7.16号土坑セクション (東から) 8.21号土坑セクション (南から)
1.1号建物 (南から) 2.1号建物掘り方完掘状況 (南から)
4.1号建物北辺セクション (東から)
3.1号建物掘 り方完掘状況 (北から) 5。 1号建物柱11セクション (北から)
図版40 二の丸第17地点Ⅳa期の遺構 (1)
P140 Features of phase凸「a at N?l17(1)
1.2号建物 (南から)
2.2号建物掘り方完掘状況 (南から) 3.2号建物石敷 (東から)
4. 2号建物と19,20号溝 (北から) 5.2号建物と19,20号溝 (南から)
図版41 二の丸第17地点Ⅳa期の遺構 (2)
P141 Features of phase Ⅳa at NM17(2)
1.2号建物と22・23号溝 (西から) 2号建物と22・23号溝
3.23号溝セクション
2号建物柱20根石 (東から)
: 壮穂ⅢⅢ導1・工:Ⅷ
8,2号建物柱57根石セクション (東から)
図版42 二の丸第17地点Ⅳa期の遺構 (3)
P142 Features of phase Ⅳa at NM17(3)
/ (南から) 4.2号建物柱53セクション (東から)
6.2号建物柱20セクション (東から)
300
2.2号建物と24号溝 (南から)
1. 24弓1溝 (西から) 3.24号溝セクション (西から)
4.3号建物 (西から)
5,3号建物柱7(東から) 6.3号建物西石列 (南から)
図版43 二の丸第17地点Ⅳa期の遺橋 (4)
Pl.43 Features of phase Ⅳa at NM17(41
( 遠 惑
3号建物南石列
2.瓦囲遺構 (南から)
攘 醜
? ? ?
??
?
???
ャ
?．?
?? 工慕1奏Ⅲ
(東から)
4.3号建物柱4根石 (東から)
3.瓦囲遺構セクション
|♭
爾
.
Ⅶ霧F晶鯰税憮粒鴨諦(lP
5.3号建物柱4セクション (北から)
6.3号建物柱8(南から) 7.3号建物柱14(北から)
30モ十ユ詩 (1ヒから) 2.30号溝セクション (北から)
3.8号建物 (南から) 4.8号建物柱 6と8の間の礫 (北から)
5。 8号建物柱 1セクション (西から) 6.8号建物柱 2セクション (南から)
7.8号建物柱6(東から) 8.8号建物柱 6セクション (南から)
図版45 二の丸第17地点Ⅳa期の遺構 (6)
P145 Features of phase Ⅳa at NM17(6)
1.31号溝 (北西から) 2.17号溝セクション (西から)
5.14号溝 (東から)14号溝セクション (西から)
図版46 二の丸第17地点Ⅳa期の遺構 (7)
Pl.46 Features of phase Ⅳa at NM17(7)
6.29号溝 (北から) 7.29号溝セクション (南から)
Йを
#芸
ヽ
帯
IIII=,ド■弯4
ふ2号塀 (北から)
3.1号塀柱 1セクション (南から)
?
?
?
??
??
4.1号塀柱5セクション
1.3・4号塀 (南から)
3号塀柱 1セクション (北から)
2.3号塀 (南から)
3号塀柱 2セクション (北から)
5,3号塀柱3(西から)
??
?，
?
6.3号塀柱 5セクション (南から)
図版48 二の丸第17地点Ⅳb期の遺構 (2)
P148 Features of phase Ⅳ b at NM17(2)
1.4号塀 (南から) 2.4号塀 (南東から)
3.4号塀柱2セクション (北から)
4.4号塀柱3セクション (北から)ヨヒ刀ゝ ,                         5. 5号塀 (東から)
図版49 二の丸第17地点Ⅳb期の遺構 (3)
Pl.49 Features of phase Ⅳb at NM17(3)
2.6号柱列柱1セクション (南から)
1. 6渭研主アJ(Jヒから) 3,7号柱列柱 2セクション (北から)
イI,
4。 3号塀と8号柱列 (】ヒから)
5,8号柱列柱4セクシヨン (北から)
6.4号塀と8'9号柱列 (南から)
図版50 二の丸第17地点Ⅳb期の遺構 (4)
P150 Features of phaseふrb at N?l17(4)
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7.12号柱列柱 1セクション (西から)              8.
図版51 二の丸第17地点Ⅳb期の遺構 (5)
P151 Features of phase Ⅳb at NM17(5)
1.9号柱列柱1(北西から)
3. 10号柱アJ(東から)
軒|
ri驚
11・12号オ主テJ(】ヒから) 6.■号柱列柱2セクション (東から)
8.12号柱列柱3(北から)
1, 13号オ主列 (ヨヒから)
瀬議鑽電爾盟麗露r子が1 1、1と (塩鎮撃
2.13号柱列柱 5セクション (南から)
｀
サ ィ
4.13号柱列柱6セクション (南から)
争拳
啜
歳 凄 軒
13号柱列柱 9セクション (西から)
7.14号柱列柱2セクション (東から)
図版52 二の丸第17地点Ⅳb期の遺構 (6)
P152 Features of phase Ⅳb at N?l17(6)
6.14・15号柱列 (西から)
8.15号柱列柱 2セクション (東から)
1,7号建物 (東から)
3.7号建物柱 5セクション (束から)
2.7号建物柱3セクション (束から)
7号建物柱9(南から)
孝|:蕪
6号土坑 (南から)
芦||
fi ii・ム
′式
5.7号建物柱H
■||
図版53 二の丸第17地点Ⅳb期の遺構 (7)
P153 Features of phase Ⅳb at N?l17(7)
8.6号土坑遺物出土状況7.6号土坑セクション (西か ら)
1.1号土坑 (南から) 2.8号土坑 (束から)
3.■号土坑 (南から) 4.18号土坑 (東から)
5,18号土坑セクション (南から) 6.32号土坑 (南から)
7.32号土坑セクション (南から)
図版54 二の丸第17地点Ⅳb期の遺構 (3)
Pl.54 Features of phase Ⅳb at NM17(8)
1.1号溝とその周辺 (南から) 2.1号溝と1号暗渠 (南東から)
3.1号溝セクション (北西から) 4.15号溝 (東から)
5,1号溝と13号溝 (東から) 6.13号溝セクション (北東から)
図版55 二の丸第17地点Ⅳc期の遺構 (1)
Pl.55 Features of phase Ⅳc at Nh/117(1)
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1。 12号溝 (西から) 2.12号溝セクション (南西から)
3.1号木樋 (西から) 4.2号木樋 (北から)
竜
繊|
5,2号木樋セクション (南から)
図版56 二の丸第17地点Ⅳc期の遺構 (2)
P156 Features of phase Ⅳc at NM17(2)
船
11■Ⅲ
,』
1.6号建物、 1・2号柱列 (北から)
2.6号建物柱4(北から)
3. 3 ・ 4 ・ 5号布主列 (】ヒから)
28号土坑 (南から)
5,31号土坑 (南から) 6.16号溝と5。10号土坑 (東から)
図版57 二の丸第17地点Ⅳc期の遺構 (3)
P157 Features of phase Ⅳc at NM17(3)
1.5号土坑 (南から) 2.5号土坑セクション (東から)
3.10号土坑セクション (北から) 4.1号石敷 (北から)
ます4_→秋常 11 11 1i     傘ⅢFi
5,12号土坑セクション (南西から) 6.瓦溜セクション (東から)
7.9号土坑
V‐▼ 21            再 23
,
畜
▼ 26
,       ｀ミ(ttittttttiよ
!哲湧解彦252
図版59 二の丸第17地点出土磁器 (1)
P159 Porcelains from NM17(1)
図版60 二の丸第17地点出上磁器 (2)
P160 Porcelains t10m NM17(2)
リ
― 35 専
図版61
P161
二の丸第17地点出土磁器 (3)
Porcelains from NM17(3)
刊75
電 3咆ン 填
図版62
P162
二の丸第17地点出土磁器 (4)
Porcelains from NM17(4)
104
101
崇‐I浮 120                   115
113
14
図版63 二の丸第17地点出土磁器 (5)P163 Porcelains l10m NM17(5)
二の丸第H7地点出土磁器 (6)
Porcelains from NM17(6)
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図蝿:元鍵番療諷職奮黎詩砕黄71⊃
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図版66 二の丸第17地点出土磁器 (3)
P166 Porcelains from Nh/117(8)
2屏甕 患 赴5嬢7
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図版67 二の丸第17地点出土陶器 (1)
Pl.67 Glazed ceramicsとom NM17(1)
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＼図版68 二の丸第17地点出土陶器 (2)
Pl.68 Glazed ceramics from NM17(2)
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Ⅷ 2
図版69 二の丸第17地点出土陶器 (3)
Pl.69 Glazed ceramics frOm NM17(3)
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図版70 二の丸第17地点出土陶器 (4)
Pl.70 Glazed ceraltnics from NM17(4)
69
S=1 : 3
懇80
図版71 二の丸第17地点出土陶器 (5)
Pl,71 Glazed ceramicsとom NM17(5)
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図版73 二の丸第17地点出土陶器 (7)
Pl.73 Glazed ceramics from NM17(7)
S=1 : 3
図版74 二の丸第17地点出土陶器 (8)
Pl.74 Glazed ceramics iom NM17(8)
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図版75 二の丸第17地点出土陶器
Pl,75 Glazed cerarnics from N?[17
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? S=1 : 3
??
ユ箭
図版76 二の丸第17地点出土陶器 10
P176 Gla2ed ceramics frOm NM17 QOl
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図版77 二の丸第17地点出土陶器 11)
Pl,77 Glazed ceramics from NM17 1つ
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図版78 二の丸第17地点出土陶器 ぐ21
P178 Glazed ceramics frOm NM17 ②
216
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225
S=l i 3図版80 二の丸第17地点出土陶器 941
Pl.80 Glazed ceramics from NM17 ⑭
226
221
図版81 二の丸第17地点出土陶器 151。軟質施釉陶器
Pl.81  Glatted ceran?cs and lead glazed soft ceramics from Nh/117
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図版32 二の丸第17地点出土土器 (1)
Pl.82 Unglatted ceramics from NM17(1)
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図版84 二の丸第17地点出土土器 (3)・土製品 。人形
Pl.84 Unglazed ceramics,day obiectt and igures from NM17
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二の丸第司7地点出土軒丸瓦類 (2)。軒平瓦類 (1)
Round eaves tiles and flat eaves tiles from NW117
42
??
図版87 二の丸第17地点出土軒平瓦類 (2)・軒桟瓦
Pl.87  Flat eaves tiles and eaves―pan tiles from NM17
S=1 : 4
譜8監。岳?輝殿綿 お
図版89 二の丸第17地点出土丸瓦 (2)。平瓦 (1)
Pl.89 Round roof dles and nat ro。〔tiles from Nいッ[17
S=1 1 5
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図版91 二の丸第17地点出土平瓦 (3)。板塀瓦 (1)
P191  Flat roOf tiles and pan tles used foF fence from NM17
図版92 二の丸第17地点出土板塀瓦 (2)。板状瓦 (1)
Pl.92 Pan tles used lbr fence and various roOf iles from NM17
S=1 : 5
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図版94 二の丸第17地点出土T字瓦・輪違い・面戸瓦・棟瓦
Pl.94 Various roof dlesとom N?l17
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二の丸第17地点出土その他の瓦
Various roof dles from NAI117
354
図版97 二の丸第17地点出土刻印瓦
Pl,97  Roof tiles with sealimpression from Nh/117
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図版98 二の丸第17地点出土漆椀 (1)・漆皿
Pl.98 Bowis w?th lacquer from N?[17
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57    58     どb
図版100 二の丸第17地点出土円板状木製品 (2)。箸状木製品
Vヽooden implements shaped round plate and wooden chopsticks from NW[17
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図版102 二の丸第17地点出土曲物 (2)・楔
Round vessels by bending and securing a thin shect of cypress wood,
and wooden implements shaped wedge from N?[17
Pl.102
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図版104 二の丸第17地点出土その他の木製品 (1)
Pl104 Various wooden implements tom NM17(1)
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S=1 : 4図版106 二の丸第17地点出土その他の木製品 (3)
Pl.106 Various wooden implements from NM17(3)
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図版107 二の丸第17地点出土古銭 (1)
Pl.107 Coinsfrom NM17(1)
365
図版108 二の丸第17地点出上古銭 (2)
Pl.108 Coins tom NM17(2)
図版109 二の丸第17地点出土古銭 (3)
Pl.109 COinsfrom NM17(3)
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図版110 二の丸第17地点出土古銭
Pll10 COins from NM17(4)
唯
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図版111 二の丸第17地点出土古銭 (5)。煙管
Pl.11l COins and pipes from NM17
20
S=1 : 4
22
?
?
?
??
図版112 二の丸第刊7地点出土その他の金属製品
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